
138
平成28年2月1日発行

●
●

すばらしい絵をありがとうすばらしい絵をありがとう（名栗幼稚園議場見（名栗幼稚園議場見学）

議案の審議………………………②
委員会の審査……………………③
議決結果・人事案件……………④
市政に対する一般質問・視察
受け入れ状況 ………………⑤～⑦
請願・陳情・要望・意見書・
委員会調査報告 ……………⑧・⑨
市議会案内板……………………⑩

ムーミン基金条例、一般会計補正予算などを可決
第５次飯能市総合振興計画審査特別委員会を設置

12月定例会



■一般会計補正予算など３４件を議決
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　12月定例会は、11月27日から12月11日までの15日間
開かれ、市長提出議案28件、議員提出議案２件、請願１件、
その他３件について審議等を行い、議決いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　 ○の中の数字は議案番号(順不同)

　
　
一
年
一
年
物
事
を
進
め
る
に
は

　
　

機
構
改
革
も
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。
今
回
第
五
次
の
総
合
振
興

計
画
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
機
構
改

革
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
で
私
も
熟

慮
し
、
副
市
長
以
下
ま
た
担
当
と

も
相
談
し
た
の
が
、
今
回
の
機
構

改
革
で
あ
る
。

　
　

住
宅
扶
助
、
医
療
扶
助
、
施

　
　

設
事
務
費
の
三
つ
を
補
正
す
る

も
の
で
、
積
算
と
し
て
は
平
成
二
十

七
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
実
績
と
、

今
後
の
平
成
二
十
八
年
三
月
ま
で
の

見
込
み
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

卒
園
ま
で
と
い
う
こ
と
で
考
え

　
　
て
い
る
。
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90
平
成
二
十
七
年
度
飯
能
市
一
般

　

 

会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
億
一
千
四
百

七
十
三
万
四
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
二
百
八
十
九
億
八
千
三
百

六
十
六
万
九
千
円
と
す
る
も
の
。

83
飯
能
市
ム
ー
ミ
ン
基
金
条
例

　

北
欧
の
雰
囲
気
と
ム
ー
ミ
ン
の
世

界
を
体
験
で
き
る
施
設
と
連
携
し

た
観
光
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、

基
金
を
設
置
す
る
も
の
。

80
行
政
機
構
の
改
正
に
伴
う
関
係

　

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
第
五
次
飯
能
市
総
合
振
興
計
画

を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
行
政

機
構
を
改
正
す
る
こ
と
に
伴
い
、
飯

能
市
部
室
設
置
条
例
そ
の
他
の
関

係
す
る
条
例
を
整
備
す
る
も
の
。

81
飯
能
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、

市
長
の
事
務
部
局
の
職
員
の
定
数

を
五
百
三
十
三
人（
現
行
五
百
二
十

九
人
）に
、
市
長
の
事
務
部
局
の
職

員
の
う
ち
社
会
福
祉
法
第
十
六
条

の
規
定
に
基
づ
く
所
員
の
定
数
を
六

十
三
人（
現
行
六
十
二
人
）に
、
公

平
委
員
会
の
事
務
部
局
の
職
員
の

定
数
を
三
人（
現
行一人
）に
、
教
育

委
員
会
の
事
務
部
局
及
び
教
育
機

関
の
職
員
の
定
数
を
百
九
人（
現
行

百
十
六
人
）に
、
企
業
職
員
の
定
数

を
三
十
二
人（
現
行
三
十一人
）な
ど

に
改
め
る
も
の
。

85
飯
能
市
立
名
栗
幼
稚
園
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
二
十
八
年
四
月一日
か
ら
飯

能
市
立
名
栗
幼
稚
園
を
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
施
設
型

給
付
費
の
支
給
に
係
る
特
定
教

育
・
保
育
施
設
と
す
る
た
め
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
基

づ
く
保
育
料
の
額
を
定
め
る
と
と

も
に
、
入
園
料
を
廃
止
す
る
も
の
。

　
　

今
回
の
機
構
改
革
に
対
す
る
市

　
　

長
の
基
本
的
な
考
え
は
。

　
　

平
成
二
十
七
年
度
が
五
十
六
人
、

　
　

平
成
二
十
八
年
度
が
五
十
八
人

の
予
定
で
あ
る
が
、
併
任
を
か
け
る

こ
と
で
、
そ
の
業
務
が
円
滑
に
進
む

よ
う
設
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

併
任
が
と
て
も
多
い
が
、
こ
う

　
　
い
う
形
で
大
丈
夫
な
の
か
。

　
　

生
活
保
護
扶
助
事
業
の
補
正    

　
　

理
由
は
。

　
　

目
標
額
は
設
定
し
て
い
な
い
が
、

　
　

民
間
施
設
と
連
携
し
て
本
市
を

盛
り
上
げ
て
い
く
観
光
施
策
に
確
実

に
充
当
で
き
る
金
額
を
積
み
立
て
て

い
き
た
い
。

　
　

目
標
金
額
、
基
金
の
規
模
に
つ

　
　
い
て
は
。

　
　

在
園
児
の
軽
減
措
置
は
卒
園

　
　

す
る
ま
で
行
う
の
か
。

２

国庫支出金
繰入金
寄附金

国民健康保険特別会計
（事業勘定）繰出金　　　 
生活保護扶助事業
障害者自立支援事業
総合福祉センター施設管理運営事業
ムーミン基金積立金

　

2億1,775万円
1億6,300万円
6,335万円

2億119万円
         

 2億71万円
1億2,484万円
5,230万円
5,000万円

主な追加の内容（万円未満切り捨て）

　
討
論

　

水
道
部
と
下
水
道
課
を
統
合
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、地
方
公
営
企
業
法
の

　
討
論

　

調
理
員
な
ど
の
現
業
職
員
の
不
補

充
方
針
を
見
直
し
、実
定
数
を
し
っ
か

財
務
規
定
を
適
用
す
る
た
め
の
組
織

統
合
で
あ
る
の
で
、反
対
す
る
。

　　

懸
案
の
対
応
を
狙
っ
た
機
構
改
革

な
ど
、新
し
い
課
題
や
懸
案
を
解
決
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
行
政
機
構
改
正

案
に
な
っ
て
い
る
の
で
、賛
成
す
る
。

り
と
確
保
す
る
人
事
政
策
な
ど
を
求

め
、反
対
す
る
。

　　

第
五
次
の
総
合
振
興
計
画
を
着
実

に
推
進
す
る
た
め
の
行
政
機
構
改
正

を
反
映
し
た
組
織
体
制
で
あ
り
、そ
の

た
め
に
必
要
な
定
数
を
定
め
た
も
の

と
な
る
の
で
、賛
成
す
る
。

　
討
論

　

制
度
そ
の
も
の
の
問
題
、財
源
、保

育
料
の
問
題
が
あ
り
、同
時
に
市
民

負
担
を
増
や
す
よ
う
な
こ
と
は
や
め

る
べ
き
な
の
で
、反
対
す
る
。

　　

飯
能
市
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
体
制
が
進
み
、幼
児
期
の
学

校
教
育
、保
育
、地
域
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
が
更
に
総
合
的
に
進
む
こ

と
を
期
待
す
る
の
で
、賛
成
す
る
。
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　議会に提出された議案や請願は、専門的に、より詳しく審査する　議会に提出された議案や請願は、専門的に、より詳しく審査する
ため、総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。ため、総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　１２月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。　１２月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

　
○の中の数字は議案番号（順不同）○の中の数字は議案番号（順不同）

　議会に提出された議案や請願は、専門的に、より詳しく審査する
ため、総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　１２月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

　
○の中の数字は議案番号（順不同）

●　平成28年2月1日　はんのう市議会だより　第138号　 

総
務
委
員
会

　

猶
予
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
条
例

で
定
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
は
、
徴

収
猶
予
や
換
価
の
猶
予
に
係
る
猶
予

金
額
の
納
付
方
法
や
申
請
書
の
記
載

事
項
、
添
付
書
類
、
申
請
期
限
な
ど

で
あ
る
こ
と
。

　

飯
能
市
に
お
い
て
も
減
免
申
請
期

限
に
つ
い
て
は
、「
納
期
限
前
七
日
」

ま
で
か
ら「
納
期
限
」ま
で
に
改
正
す

る
こ
と
。

84
飯
能
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
冷
温
水
発

生
機
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、補
正

予
算
成
立
後
速
や
か
に
入
札
に
向
け

た
準
備
を
行
い
、平
成
二
十
八
年一月

中
に
入
札
、三
月
ま
で
に
改
修
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
。

　

高
齢
者
が
円
滑
に
在
宅
生
活
を

営
め
る
よ
う
在
宅
医
療
と
介
護
の
連

携
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、多

職
種
連
携
座
談
会
補
助
金
と
し
て
、

三
十
万
円
増
額
補
正
す
る
こ
と
。

97
平
成
二
十
七
年
度
飯
能
市
介
護
保

　

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

　

充
当
事
業
に
つ
い
て
は
、
ソ
フ
ト

事
業
、
ハ
ー
ド
事
業
の
枠
に
捉
わ
れ

ず
、
メ
ッ
ツ
ァ
の
事
業
展
開
と
合
わ

せ
て
決
め
て
い
き
た
い
こ
と
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
受
け
皿
に
な
る

基
金
な
の
で
、ふ
る
さ
と
納
税
の
制

度
が
整
っ
た
ら
、し
っ
か
り
ム
ー
ミ
ン

基
金
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
た
い
こ
と
。

89
飯
能
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

83
飯
能
市
ム
ー
ミ
ン
基
金
条
例

　

五
千
万
円
の
寄
附
金
が
ム
ー
ミ
ン

基
金
に
対
す
る
最
初
の
寄
附
金
と
な

る
こ
と
。

　

今
後
建
て
替
え
る
予
定
の
飯
能
消

防
団
第
二
分
団
詰
所
は
、女
性
の
消
防

団
員
室
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
こ
と
。

66
平
成
二
十
七
年
度
飯
能
市
一
般

　

会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）

90
平
成
二
十
七
年
度
飯
能
市
一
般

　

会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）

87
飯
能
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、減
免
の
申
請
期
限
が
七
日
延

び
る
の
で
、日
に
ち
に
猶
予
が
で
き
る

と
い
う
利
点
が
あ
る
こ
と
。

　

保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、納
付

書
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
に
掲
載
し
、

加
入
者
全
世
帯
に
お
知
ら
せ
し
て
い

る
が
、広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
る
こ
と
。

88
飯
能
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
民
参
加
推
進
費
の
増
額
補
正

は
、男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
案
の

制
定
後
、必
要
性
や
意
義
等
を
広
く

市
民
及
び
事
業
者
等
に
周
知
す
る

た
め
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
す

る
印
刷
製
本
費
な
ど
で
あ
る
こ
と
。

　

農
業
生
産
振
興
事
業
の
茶・地
域

特
産
物
振
興
総
合
対
策
事
業
費
補

助
金
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、今
回

の
事
業
で
整
備
す
る
機
械
設
備
は
、

茶
葉
の
収
穫
、刈
込
を
行
う
摘
採
機

で
、事
業
主
体
は「
う
ま
い
飯
能
茶
を

つ
く
る
会
」と
な
る
こ
と
。

　

審
議
会
か
ら
条
例
の
特
徴
に
つ
い

て
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、ま
ず
、前

文
を
置
き
、そ
の
中
で
飯
能
ら
し
さ

を
出
す
こ
と
と
し
、家
庭
教
育
、学
校

教
育
、社
会
教
育
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
場

面
の
教
育
に
お
い
て
そ
の
役
割
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、教
育
に
携
わ
る

者
を
定
義
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

90
平
成
二
十
七
年
度
飯
能
市
一
般

　

会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）

厚
生
文
教
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

３

内
同
規
模
の
市
と
比
較
し
多
い
た
め
、

各
六
名
か
ら
各
五
名
に
見
直
す
こ
と
。

　

退
職
者
医
療
制
度
の
経
過
措
置

が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
の
被
用
者
保
険

等
保
険
者
を
代
表
す
る
四
号
委
員

を
廃
止
す
る
こ
と
。

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
一

号
委
員
か
ら
三
号
委
員
ま
で
は
、
県

　

障
害
者
福
祉
費
の
増
額
理
由
に
つ
い

て
は
、
障
害
者
手
帳
所
持
者
の
増
加
、

あけぼの子どもの森公園あけぼの子どもの森公園あけぼの子どもの森公園

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
の
周
知

が
進
ん
で
い
る
こ
と
、企
業
等
に
よ
る

障
害
者
雇
用
、障
害
者
自
身
の
就
労

意
識
の
高
ま
り
、障
害
者
の
高
齢
化

に
伴
う
障
害
の
重
度
化
な
ど
か
ら
、

利
用
者
数
、利
用
量
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
。

　
今
回
の
補
正
金
額
二
百
八
十
万
円

は
、加
治
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
四
十

六
人
が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
大
会

に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
係
る
中
学
校

運
営
事
業
の
各
種
大
会
生
徒
等
派

遣
費
補
助
金
で
あ
る
こ
と
。

総合福祉センター
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栗
原
　
義
幸

中
元
　
　
太

大
津
　
　
力

野
口
　
和
彦

滝
沢
　
　
修

山
田
　
利
子

新
井
　
　
巧

金
子
　
敏
江

内
田
　
健
次

平
沼
　
　
弘

加
藤
由
貴
夫

砂
長
　
恒
夫

鳥
居
　
誠
明

松
橋
　
律
子

加
涌
　
弘
貴

椙
田
　
博
之

野
田
　
直
人

武
藤
　
文
夫

80 行政機構の改正に伴う関係条例の整備に関する条例 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

81 飯能市職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

85 飯能市立名栗幼稚園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願1 公契約条例検討委員会の設置を求める請願 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × － × × × × × × × 不 採 択

議案
番号 議決結果

設　　置

選　　任

82 原案可決

83 原案可決

84 原案可決

86 原案可決

87 原案可決

88 原案可決

89 原案可決

90 原案可決

91 原案可決

92 原案可決

93 原案可決

94 原案可決

95 原案可決

96 原案可決

97 原案可決

98 原案可決

99 原案可決

100 原案可決

101 原案可決

102 原案可決

103 原案可決

104 原案可決

105 原案可決

106 原案可決

申出書のとおり

派　　遣

諮問3 異議はない

選挙3 選　　挙

議提8 原案可決

議提9 原案可決

■全会一致の議案等 ※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略

■賛否が分かれた議案等  ※表の見方：○は賛成の議員、× は反対の議員

地方大学の機能強化を求める意見書

人権擁護委員候補者の推薦について（岡野　早苗）

公の施設の指定管理者の指定について（飯能市林業センター）

公の施設の指定管理者の指定について（飯能市さわらびの湯）

市道路線の認定について（大字岩沢地内）

市道路線の認定について（大字飯能地内）

飯能市保育の必要性の認定に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

平成２７年度飯能市水道事業会計補正予算（第１号）

飯能市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例

平成２７年度飯能市下水道特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

飯能市男女共同参画推進条例

平成２７年１２月定例会　　議決結果

議案
番号

議席番号・議員名
　
　

件　　　名

議決
結果

契約の締結について（飯能市阿須汚水中継ポンプ場建設工事）

閉会中の継続審査申出の件（第５次飯能市総合振興計画審査特別委員会）

埼玉県都市競艇組合議会議員選挙

議員派遣の件

※議案第79号 第５次飯能市総合振興計画基本構想（案）については、第５次飯能市総合振興計画審査特別委員会による閉会中の継続審査となりました。

公の施設の指定管理者の指定について（飯能市ふれあい農園施設）

平成２７年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

平成２７年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

平成２７年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成２７年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

飯能市議会委員会条例の一部を改正する条例

公の施設の指定管理者の指定について（飯能市高齢者福祉施設敬愛園）

平成２７年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

平成２７年度飯能市一般会計補正予算（第４号）

平成２７年度飯能市訪問看護ステーション特別会計補正予算（第１号）

飯能市国民健康保険条例の一部を改正する条例

第５次飯能市総合振興計画審査特別委員会設置の件

第５次飯能市総合振興計画審査特別委員会委員の選任

※加藤由貴夫議員は議長のため、採決には加わっていません。

件　　　　　　　　　　　　名

飯能市ムーミン基金条例

飯能市税条例の一部を改正する条例

飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

人
事
案
件

岡野　早苗氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
に

つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
岡
野
早
苗
氏
が

任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
引
き
続
き

同
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

全
員
意
義
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（ 

欠　

員 

）



　
　

二
〇
一
七
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の

　
　
メ
ッ
ツ
ァ
に
関
連
し
て
の
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
共
和
国
訪
問
の
成
果
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

そ
も
そ
も
玉
井
社
長
は「
こ
れ

　
　

か
ら
飯
能
は
ム
ー
ミ
ン
の
ま
ち

と
堂
々
と
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

と
言
っ
て
い
た
の
に
、な
ぜ
権
利
交
渉

を
市
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　
　

既
に
半
年
経
つ
が
、い
つ
ま
で
二

　
　

年
後
と
言
う
つ
も
り
か
。

　
　

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
は
、国
の
掲

　
　

げ
る
新
し
い
地
方
創
生
の
あ
り

方
と
し
て
首
都
圏
の
高
齢
者
の
地
方

移
住
を
支
援
し
、シ
ニ
ア
世
代
が
健

康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
を
送
り
、必

要
な
医
療
や
介
護
を
受
け
ら
れ
る

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」の
構
築
を
目
指

す
も
の
だ
が
、見
解
を
伺
う
。

　
　

入
間
川
河
川
敷
で
主
に
加
治
地

　
　

区
に
該
当
す
る
区
間
に
お
い
て
、

遊
歩
道
の
整
備
促
進
は
で
き
な
い
か
。

　
　

姉
妹
都
市
実
現
の
可
能
性
は
。
　
　
い
じ
め・自
殺
防
止
の
取
組
は
。

　
　
Ｄ
Ｍ
О
の
設
置
進
捗
は
。

　
　
メ
ッ
ツ
ァ
の
進
捗
は
？

　
　
「　

観
光
地
域
経
済
の
見
え
る

化
と
観
光
経
済
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の

目
標
設
定
を
要
望
し
た
。

　
　
就
労
世
代
へ
の
引
き
こ
も
り
社
会

　
　

復
帰
支
援（
コ
ミ
ッ
ト
バ
ン
ク
）は
。

　
　

発
表
後
全
く
情
報
が
な
い
が
。

　
　

高
齢
者
の
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ

　
　
ク
チ
ン
未
接
種
者
の
対
応
と
し

て
、複
数
回
通
知
を
行
う「
コ
ー
ル
リ

一般質問

問

問

問

問
　
　

契
約
で
は
な
い
の
か
。

問

問問
　
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
出
張
で
何
を
得

　
　
て
き
た
の
か
。

問
　
　

そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
セ
ン
ス
料
は
？

問

問

問

問

問問

問

問

要
望

　
　
「　

待
ち
の
態
勢
よ
り
ア
ウ
ト

リ
ー
チ（
行
政
か
ら
手
を
の
ば
す
）施

策
を
、小
中
教
職
員
に
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
研
修
を
要
望
し
た
。

要
望

コ
ー
ル
」の
実
施
が
必
要
で
は
な
い
か
。

岩
沢
運
動
公
園
付
近
河
川
敷
の
バ

ー
ベ
キ
ュー
等
の
利
用
に
つ
い
て
は
。

　

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
に
つ
い
て　

　

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
向
上
を　

　

入
間
川
河
川
敷
の
利
活
用
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
栗
原　

義
幸

市政に対する 市政に対する 市政に対する 

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
訪
問
に
つ
い
て

野
口　

和
彦

　
ム
ー
ミ
ン
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
本
当
に
で
き
る
の
か
？

　

情
報
公
開
は
い
つ
な
の
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椙
田　

博
之

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
都
市
と
姉
妹
都
市
を

　

子
ど
も
は
私
た
ち
の「
宝
」

　
「
ひ
き
こ
も
り
」支
援　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
元　
　

太

答答

答

答 答

答

　一般質問とは、議員がそれぞれの視点から
市の行政全般について市長（執行部）に質問
し、説明を求めるものです。
　「市議会だより」には、質問者本人が執筆
したものを、発言順に掲載しています。
　今回は、10人が質問にたちました。

●　平成28年2月1日　はんのう市議会だより　第138号　 ５

　
　
計
画
通
り
順
調
と
聞
い
て
い
る
。
　
　
こ
れ
か
ら
の
協
議
で
あ
る
。

　
　

二
年
後
を
信
じ
て
進
み
た
い
。

答
　
　

テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
建
設
す
る
権

　
　

利
を
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
グ
ロ
ー
バ

ル
社
が
持
っ
て
い
て
、ラ
イ
セ
ン
ス
の

こ
と
は
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

答
　
　

仲
介
人
を
通
じ
て
両
者
が
同
意

　
　

し
て
お
り
、答
礼
で
来
て
い
る
。

答
　
　
国
と
し
て
更
な
る
検
討
が
行
わ
れ

　
　

る
。動
向
を
注
視
し
研
究
し
た
い
。

答
　
　

未
整
備
の
区
間
は
地
形
上
難
所

　
　

で
あ
る
た
め
、そ
の
予
定
は
な
い
。

答
　
　

地
域
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

　
　

き
、阿
岩
橋
西
側
に
区
域
を
設

け
て
い
る
。

答
　
　
今
後
の
接
種
率
の
向
上
に
つ
い
て

　
　

は
様
々
な
方
法
を
検
討
し
た
い
。

　
　

積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
う

　
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
。市
観
光
協
会
等
に
も

導
入
に
向
け
た
検
討
を
お
願
い
し
た
。

飯
能
市
地
域
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も

挙
げ
、埼
玉
県
の
地
方
創
生
を
牽
引

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

い
じ
め
ゼ
ロ
会
議・図
書
館
に

　
　

特
別
展
示
を
し
て
い
る
。

　

◆
将
来
の
た
め
に
今
か
ら
取
り
組

　
　

む
べ
き
施
策

答
　
　

今
後
関
係
部
署
を
交
え
研
究

　
　

す
る
。

答答
　
　

基
金
、絵
柄
使
用
、あ
け
ぼ
の

　
　

子
ど
も
の
森
公
園
に
ト
ー
ベ・

ヤ
ン
ソ
ン
名
使
用
の
件
で
あ
る
。

答
　
　

情
報
が
入
り
次
第
伝
え
る
。

　
　

飯
能
市
は
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
と
の
間
で
地

方
創
生
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
交
流
人
口
増
に
向

け
た
大
き
な
柱
で
あ
る
メ
ッ
ツ
ァ
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
本
市
を
売
り

込
む
施
策
と
し
て
も
位
置
付
け
た

ム
ー
ミ
ン
基
金
を
設
置
し
、
「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
」
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
や
、
基
金
設
置
を
行
う

に
あ
た
っ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
お
け
る
返
礼
品
と
し
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ム
ー
ミ
ン
グ
ッ
ズ
や

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
品
な
ど
を
使
用

し
た
い
旨
を
説
明
し
、
前
向
き
な

よ
い
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

ま
た
、
絵
柄
の
使
用
や
現
地
企

業
と
の
交
流
、
訪
問
都
市
と
の
交

流
な
ど
様
々
な
意
見
交
換
が
で

き
、
人
材
交
流
を
は
じ
め
と
し
た

今
後
の
展
開
が
期
待
で
き
る
も
の

で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　

◆
メ
ッ
ツ
ァ
関
連
の
進
捗
に
つ
い
て



　
　

飯
能
市
地
域
公
共
交
通
基
本

　
　

計
画
が
三
年
目
に
入
る
。目
に

見
え
る
成
果
が
求
め
ら
れ
る
。外
出

支
援
策
は
介
護
予
防
に
も
重
要
な

柱
。地
域
で
議
論
す
る
受
け
皿
を
ど

う
作
る
か
。住
民
の「
足
の
確
保
」の

情
報
交
換
の
た
め
の
地
域
懇
談
会

な
ど
を
実
施
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　

市
内
銘
菓
の
老
舗
が
集
結
し
て
、  

　
　
銘
菓
を
残
し
な
が
ら
も
、来
飯
者

へ
の
土
産
品
の
対
応
を
す
べ
き
で
は
。

　
　

私
達（
公
明
党
）は
日
本
版
ネ

　
　

ウ
ボ
ラ
を
推
進
し
て
き
た
が
。

　
　

出
店
の
た
め
の
小
口
融
資
な
ど

　
　
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

行
う
べ
き
で
は
。

　
　

交
通
弱
者
の
支
援
策
を
一
般
福  

　
　

祉
と
し
て
も
講
じ
て
ほ
し
い
が
。

　
　
「
農
」あ
る
暮
ら
し
へ
の
ニ
ー
ズ

　
　

調
査
の
内
容
は
。

　
　

建
設
業
界
は
高
齢
化
と
若
手  

　
　

入
職
者
の
減
少
に
よ
り
技
能
工

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。国
交
省

も
社
会
保
険
加
入
促
進
や
設
計
労

務
単
価
の
引
上
げ
を
行
っ
て
き
た
。市

内
の
建
設
業
者
の
状
況
や
実
態
は
。

　
　

地
域
の
農
業
振
興
に
活
用
で
き  

　
　
る
補
助
金
は
な
い
か
。

　
　

建
設
産
業
で
は
重
要
課
題
と

　
　

さ
れ
る「
担
い
手
の
確
保・育
成
」

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、国
交
省
も
法

改
正
を
行
っ
た
。地
方
自
治
体
で
は

公
契
約
条
例
制
定
の
動
き
も
あ
る
。

制
定
に
向
け
て
研
究・検
討
は
。

問

問
　
　
こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
は
、「
買
い

　
　

物
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
、宅
配

サ
ー
ビ
ス
、輸
送
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
調

査
研
究
し
た
い
」と
答
弁
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
か
。

問

問

問

問
　
　

本
市
近
年
の
児
童
虐
待・Ｄ
Ｖ

　
　
の
状
況
は
。

問

問問

問問 も
実
施
し
て
い
る
。

　
　

東
京
都
墨
田
区
、
豊
島
区
、

　
　

横
浜
市
中
区
で
十
月
に
行
わ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
合
計
で
四

百
七
十
三
名
の
方
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
、
そ
の
う
ち
二
十
代
か
ら

四
十
代
ま
で
の
若
者
や
子
育
て
世

代
の
方
か
ら
二
百
五
十
二
件
の
回

答
を
い
た
だ
い
た
。こ
の
う
ち
、「
飯

能
住
ま
い
を
し
た
い
」と
回
答
さ
れ

た
方
が
八
十
名
、
そ
の
う
ち「
今
す

ぐ
」に
と
回
答
さ
れ
た
方
が
八
名
い

　
　

来
年
度
、交
通
政
策
室
を
設
置

　
　

し
、
市
民
の
足
の
確
保
等
、
交

通
に
関
す
る
課
題
に
対
し
て
、
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。移
動
手

段
の
検
討
に
つ
い
て
、
研
究
・
検
討

し
て
い
く
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
。

　
　

商
工
会
議
所
は
、特
産
品
認
定

　
　

事
業
に
向
け
準
備
中
。

　
　

事
業
の
新
た
な
展
開
に
は
中
小

　
　

企
業
小
口
資
金
融
資
制
度
の

ご
利
用
も
あ
る
。

　
　

国
や
県
の
動
向
、先
進
地
の
事

　
　

例
を
踏
ま
え
、
地
域
の
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
市
民
と
市
、
社
協
が

一体
と
な
っ
て
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　

興
味
深
い
取
り
組
み
で
研
究

　
　

し
て
き
た
。妊
娠
出
産
・
子
育

て
に
至
る
ま
で
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
。
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公
共
交
通
基
本
計
画
の
目
に
見
え
る
具
体
化
を

買
い
物
弱
者
に
支
援
策
を
求
め
る　
　
　
　
　
　
　

 

新
井　
　

巧

　

飯
能
ブ
ラ
ン
ド
の
製
菓・土
産
品
の
開
発
推
進
を

　

出
店
希
望
者
に
向
け
た
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
小
口
融
資
を

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
と
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

  

松
橋　

律
子

　

飯
能
住
ま
い
制
度
に
つ
い
て

　
　

各
方
面
か
ら
の
反
応
は

　
　
　

諸
課
題
に
対
す
る
対
策
は　
　

 　
　
　
　
　
大
津　
　

力

　

建
設
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
と

公
契
約
条
例
制
定
に
向
け
検
討
を　
　
　
　
　

 

滝
沢　
　

修

答

答
　
　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、四
類

答 答

答
　
　

大
変
重
要
な
課
題
。山
間
地
域

　
　

振
興
計
画
の
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

答

児童虐待防止・相談ホットライン

６

答

答

　
　

市
に
お
い
て
条
例
化
す
る
考

　
　

え
は
な
い
が
、
条
例
を
制
定
す

る
自
治
体
が
あ
る
の
も
事
実
だ
。研

究
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。他
の
自
治
体
も
注
視
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

答

答

　
　
国
の
補
助
事
業
で
あ
る「
農
村
集

　
　

落
活
性
化
支
援
事
業
」と
い
う
も

の
が
あ
り
、
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。

補
助
事
業
は
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
り
、補

助
率
は
十
分
の
十
。飯
能
住
ま
い
制
度

が
よ
り
よ
い
形
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

答

飯能市地域
公共交通基本計画

型
が
あ
り
、身
体
的
虐
待
・
性
的
虐

待
・
心
理
的
虐
待
・
保
護
者
の
怠

慢
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
で
あ
る
。平
成
二

十
六
年
度
は
百
六
件
で
、
五
年
間
で

二
倍
に
な
っ
た
。対
応
は
、
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
よ
る
児
童
虐
待
防
止
・
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
、
専
任

の
相
談
員
を
置
い
て
、
日
常
的
に
相

談
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

ら
っ
し
ゃっ
た
。
都
会
の
若
者
や
子

育
て
世
代
の
方
が　„

農
の
あ
る
暮
ら

し“

「
飯
能
住
ま
い
」制
度
に
興
味
を

お
持
ち
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

　
　

建
設
業
を
取
巻
く
環
境
は
依

　
　

然
と
し
て
技
能
労
働
者
不
足

が
懸
念
さ
れ
、
厳
し
い
状
況
と
認
識

し
て
い
る
。公
共
工
事
の
品
質
低
下

を
招
か
な
い
よ
う
に
労
務
単
価
の

見
直
し
を
行
い
、市
内
業
者
が
施
工

可
能
な
工
事
は
で
き
る
限
り
市
内

業
者
優
先
で
発
注
す
る
よ
う
入
札



　
　

飯
能
市
は
、女
性
と
子
ど
も
に

　
　

や
さ
し
い
街
を
め
ざ
し
て
、子

ど
も
の
医
療
費
を
中
学
校
卒
業
ま
で

無
料
化
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
無
料
化
、コ
ウ
ノ
ト
リ
事
業
な
ど
、

若
い
子
育
て
世
帯
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
、少
子
化
対

策
と
し
て「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
」の
下
で
も
保
育
料
が
上
が
ら

な
い
よ
う
、ま
た
、新
規
入
園
児・入

所
児
に
つ
い
て
も
在
園
児
同
様
の
保

育
料
に
す
る
こ
と
に
つい
て
は
。

　
　

昨
年
九
月
、文
化
新
聞
に
肱
岡

　
　

氏（
元
大
学
教
授
）が
飯
能
市
の

水
道
水
の
水
質
を
分
析
し
、水
質
に

差
異
が
あ
る
と
発
表
し
た
。県
水
六

五
％
の
水
道
水
は
、飯
能
の
小
岩
井

浄
水
場
、さ
い
た
ま
市
大
久
保
浄
水

場（
県
水
）の
三
地
点
で
の
比
較
で
、

あ
く
ま
で
水
質
基
準
値
内
で
あ
る

が
、総
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
の
数
値
が一番

高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。飯
能
市
は
大

久
保
浄
水
場
か
ら
最
も
遠
方
に
位
置

し
、水
道
管
の
総
延
長
は
三
十
八
㎞
に

も
及
ぶ
。長
い
距
離
を
攪
拌
さ
れ
て
運

ば
れ
る
た
め
に
有
機
物
と
塩
素
が
反

応
し
生
成
す
る
。来
年
度
か
ら
十
年

間
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
本
郷
浄
水
場

を
休
止
し
て
県
水
に
置
き
換
え
る
こ

と
を
明
記
し
た
。と
て
も
認
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
が
、水
質
に
明
確
な

差
異
が
あ
る
の
だ
か
ら
県
水
の
水
質

を
良
く
し
て
ほ
し
い
が
。

問問

　
　
「　

同
程
度
の
所
得
で
も
保
育

料
に
差
を
つ
け
る
こ
と
は
い
か
が
な
も

の
か
。新
規
入
所
児
に
つ
い
て
も
負
担

軽
減
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

要
望

議
員
研
修
会
を

　
　
　

開
催
し
ま
し
た

飯
能
市
の
先
進
事
例
を

視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た

　
　

今
ま
で
、
廃
止
さ
れ
た
年
少
扶

　
　

市
と
し
て
も
新
聞
に
掲
載
さ
れ

　
　
て
か
ら
県
に
相
談
し
て
い
る
。

夏
場
の
検
査
回
数
を
増
や
し
た
り
活

性
炭
処
理
し
た
り
。高
度
浄
水
処
理
に

つ
い
て
の
要
望
は
県
に
あ
げ
て
お
く
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
下
で

　
　

保
育
料
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に　
　
　
　
　
　

  

山
田　

利
子
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答

答

　

飯
能
の
水
の
価
値
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
？　
　

 

金
子　

敏
江

養
控
除
の
み
な
し
適
用
を
し
て
き
た

が
、
四
月
か
ら
の
新
制
度
で
は
原
則

み
な
し
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

在
園
児
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六

年
度
の
保
育
料
階
層
よ
り
上
げ
な

い
経
過
措
置
を
行
い
卒
園
ま
で
の
負

担
軽
減
を
し
て
い
る
。新
規
入
所
児

童
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
保
育
料
基

準
額
の
も
と
に
算
定
し
て
い
る
。

　
　

飯
能
市
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ロ
ケ
ー
シ
ョン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
数
々
の
特

色
あ
る
事
業
に
、
ま
た
、
市
議
会
で
は
、

タ
ブ
レット
端
末
導
入（
ペーパー
レ
ス
会

議
）な
ど
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

○
他
市
区
町
村
議
会
議
員
の
行
政
視

察
の
受
け
入
れ
状
況

（
平
成
二
十
八
年
一
月
五
日
現
在
）

　
北
海
道
室
蘭
市
議
会（
議
会
運
営
委
員

会
）・
十
名（
十
月
六
日
）

・
議
会
運
営
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取

り
組
み

大
阪
府
河
内
長
野
市
議
会（
議
会
運
営

委
員
会
）・
十一名（
十
月
十
四
日
）

・
議
会
改
革
に
つ
い
て

愛
知
県
阿
久
比
町
議
会（
総
務
建
設
委
員

会
）・
六
名（
十
月
十
五
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

愛
知
県
碧
南
市
議
会（
議
会
運
営
委
員

会
）・
九
名（
十
月
十
六
日
）

・
議
会
運
営
に
つ
い
て

佐
賀
県
武
雄
市
議
会（
議
会
改
革
特
別
委

員
会
）・
六
名（
十
月
二
十
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

・
市
議
会
災
害
対
策
支
援
本
部
設
置
要

領
の
策
定

埼
玉
県
川
越
市
議
会（
自
由
民
主
党
川
越

市
議
団
）・
七
名（
十
月
二
十
三
日
）

・
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

愛
知
県
豊
明
市
議
会（
総
務
委
員
会
）・
九

名（
十
月
二
十
六
日
）

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

長
野
県
山
ノ
内
町
議
会（
総
務
産
業
常
任

委
員
会
）・
八
名（
十
月
二
十
八
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

長
野
県
茅
野
市
議
会（
全
議
員
）・
二
十

名（
十
月
二
十
九
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
議
会（
議
会
運
営

委
員
会
）・
十
三
名（
十
一
月
五
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
議
会（「
日
本
共
産

党
」会
派
）・
五
名（
十
一
月
六
日
）

・
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

　
千
葉
県
佐
倉
市
議
会（
議
会
運
営
委
員

会
）・
十
二
名（
十
一
月
六
日
）

・
議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

滋
賀
県
彦
根
市
議
会（
議
会
運
営
委
員

会
）・
八
名（
十
一
月
十
三
日
）

・
議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て

　
神
奈
川
県
厚
木
市
議
会（
議
員
ク
ラ
ブ
）・

二
十
九
名（
十
一
月
十
六
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

　
富
山
県
小
矢
部
市
議
会（
人
口
対
策
等
特

別
委
員
会
）・
九
名（
十
一
月
十
八
日
）

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　
埼
玉
県
熊
谷
市
議
会（「
公
明
党
」会
派
）・

一名（
十
一
月
十
九
日
）

・
さ
く
ら
猫
無
料
不
妊
手
術
事
業

　
新
潟
県
妙
高
市
議
会（
議
会
運
営
委
員

会
）・
十
名（
十
一
月
二
十
五
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

　
北
海
道
石
狩
市
議
会（「
自
由
民
主
ク
ラ

ブ
」会
派
）・
九
名（
十
二
月
十
四
日
）

・
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

・
議
会
改
革
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
六
日

に
飯
能
市
立
図
書
館
副
館
長
の
大

橋
は
る
か
氏
を
講
師
に
招
き
、「
ム
ー

ミ
ン
と
そ
の
ふ
る
さ
と
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
」を
テ
ー
マ
に
、
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
動
向
に
備
え
、「
ム
ー
ミ

ン
と
そ
の
ふ
る
さ
と
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
」の
こ
と
を
よ
り
知
る
こ
と
が
で

き
た
大
変
充
実
し
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。



請　

願

要　

望

意
見
書

陳　

情

他
市
の
先
進
事
例
を
調
査

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

●
総
務
委
員
会　
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市
民
か
ら
市
議
会
へ
提
出

○
の
中
の
数
字
は
請
願
番
号

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

提
出
者

　

埼
玉
土
建一般
労
働
組
合
飯
能
日
高 

　

支
部　

    

支
部
長　

飛
山　

謹
作

　

外
二
百
六
十
七
名

①
公
契
約
条
例
検
討
委
員
会
の
設

　

置
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　

不
採
択（
多
数
）

石
川
県
金
沢
市（
十
月
二
十一日
）

「
金
沢
市
の
歴
史
遺
産
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
」に
つい
て

⑩
陳
情
書（
飯
能
市
議
会
に
お
け
る

　

陳
情
の
取
扱
い
の
改
正
を
求
め
る

　

陳
情
）

⑦
宇
宙
船
地
球
号
を
守
る
為
の
陳
情・

　

地
球
社
会
建
設
決
議
陳
情
書

地
方
大
学
の
機
能
強
化
を
求
め
る

意
見
書

⑧
陳
情
書（
市
町
村
公
的
審
議
会

　

等
委
員
へ
の
公
益
社
団
法
人
埼

　

玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
会

　

員
の
登
用
に
関
す
る
件
等
）

⑪
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
代

　

替
施
設
建
設
の
早
期
実
現
、
沖

　

縄
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
及
び

　

負
担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書
の

　

採
択
を
求
め
る
陳
情

要
望
書（
西
川
材
を
利
用
し
た
、木

製
サ
ッ
シ
・
木
製
建
具
・
天
然
木

不
燃
シ
ー
ト（
ウ
ッ
ド
ピ
ー
ル
）を

『
ム
ー
ミ
ン
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
』の
西

川
材
パ
ビ
リ
オ
ン
で
是
非
と
も
、

採
用
を
し
て
頂
き
た
い
。）

提
出
者

埼
玉
県
建
具
組
合
連
合
会

会
長　

坂
本　

勉

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ
提

出
し
た
も
の
。

　

地
方
創
生
に
向
け
た
政
府
の
総

合
戦
略
に
お
い
て
、
地
方
大
学
の
果

た
す
役
割
は
重
視
さ
れ
て
お
り
、
特

に
、「
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材

育
成
」や「
地
方
課
題
の
解
決
へ
の
貢

献
」、「
地
元
企
業
へ
の
就
職
率
の
向

上
・
地
元
へ
の
若
者
の
定
着
」な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
取
り
組
み
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
立
大
学

の
運
営
費
補
助
金
は
年
々
削
減
さ

れ
、
教
育
の
質
の
低
下
や
将
来
的

な
学
生
定
員
数
の
削
減
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
状
況
に
あ
り
、
私
立
大
学

に
お
い
て
も
少
子
化
の
進
行
に
よ
る

定
員
充
足
率
の
低
下
や
私
学
助
成
の

減
額
に
よ
っ
て
、
大
学
経
営
そ
の
も

の
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
地

方
創
生
に
向
け
、
地
域
と
大
学
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
も

う
と
す
る
中
、
若
者
の
地
元
定
着

や
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人

材
育
成
な
ど
に
大
き
な
影
響
が
出
て

く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
強
く
推

進
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

一　

知
の
拠
点
で
あ
る
地
方
大
学

を „

地
方
創
生
の
拠
点„
と
し
て
位

置
付
け
、
地
域
の
産
業
振
興
・
雇
用

創
出
に
資
す
る
研
究
開
発
、
若
者
の

地
元
定
着
や
地
域
人
材
の
育
成
に
つ

な
が
る
教
育
な
ど
、地
方
創
生
に
貢
献

８

提
出
者

　

埼
玉
県
不
動
産
政
治
連
盟
彩
西
地
区

地
区
長　

室
岡　

和
俊

⑨
陳
情
書（
公
立
図
書
館
に
お
け
る

　

青
少
年
の
健
全
た
る
育
成
等
を

　

阻
害
す
る
図
書
の
排
除
を
求
め

　
る
陳
情
）

提
出
者　
　
　
　
　
　

 

小
畑　

孝
平

提
出
者 　
　
　
　
　
　

小
畑　

孝
平

提
出
者

名
護
市
議
会
議
員　
　

 

宮
城　

安
秀

外
十
名

提
出
者　
　
　
　
　
　
　

  

荒
木　

實

⑫
消
費
税
引
き
上
げ
中
止
の
意
見

　

書
提
出
求
め
る
陳
情
書

提
出
者

　
消
費
税
の
廃
止
を
求
め
る
埼
玉
連
絡
会

　

陳
情
者
代
表　
　
　

  

岩
瀬　

晃
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

外
二
名

市
議
会
か
ら
国
等
へ
提
出

す
る
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を
図

る
こ
と
。

二　

地
域
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
人
材
育

成
や
技
術
開
発
を
は
じ
め
、
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
地
元
自
治
体
や

産
業
界
等
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に

対
し
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

三　

地
方
で
若
者
が一
定
水
準
の
専

門
知
識
を
習
得
で
き
る
よ
う
教
育
の

質
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
大
学
で

学
ぶ
学
生
定
員
確
保
の
た
め
、
そ
の

基
盤
と
な
る
国
立
大
学
法
人
運
営
費

交
付
金
の
充
実
、
私
立
大
学
に
対
す

る
私
学
助
成
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
文

部
科
学
大
臣
、
地
方
創
生
担
当
大

臣
あ
て

　
か
つ
て
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
金

沢
市
に
は
、
歴
史
文
化
遺
産
群
が
多

く
存
在
し
、
そ
の
古
き
良
き
伝
統
と

文
化
を
守
る
こ
と
に
注
視
し
、
市
民

意
識
も
歴
史
文
化
を
守
る
意
識
が
と

て
も
高
く
、
観
光
地
と
し
て
の
あ
り

方
の
議
論
が
現
在
で
も
絶
え
な
い
。

　

人
口
減
少
対
策
の
人
を
呼
び
込
む

施
策
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に

よ
り
合
宿
な
ど
の
需
要
に
対
応
し
て

お
り
、
誘
客
や
移
住
定
住
の
促
進
に

も
工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
に
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、

集
約
し
た
情
報
を
も
と
に
、
都
心
で

の
生
活
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

開
設
や
移
住
体
験
ツ
ア
ー
、
移
住
相

談
セ
ミ
ナ
ー
の
都
心
で
の
開
催
な
ど
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

石
川
県
七
尾
市（
十
月
二
十
二
日
）

　

①「
七
尾
市
の
人
口
減
少
対
策
」

　
　
に
つい
て

　

②「
七
尾
市
の
移
住
定
住
促
策
」

　
　
に
つい
て
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岐
阜
県
岐
阜
市（
十
月
二
十
九
日
）

「
岐
阜
市
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」に

つい
て

　

岐
阜
市
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る

被
保
険
者
の
健
康
度
を
高
め
、
健

康
診
断
の
受
診
率
を
高
め
、
働
き

盛
り
の
早
死
予
防
や
高
齢
期
の
認

知
症
予
防
、
介
護
予
防
等
、
健
康

寿
命
の
延
伸
・
医
療
費
の
抑
制
を

目
的
と
し
て
い
る
。

群
馬
県
太
田
市（
十
月
二
十一日
）

「
太
田
市
の
水
道
事
業
包
括
業
務

委
託
」に
つい
て

福
島
県
会
津
若
松
市（
十
月
二
十

二
日
）

「
会
津
若
松
市
の
水
道
事
業
包
括

業
務
委
託
」に
つ
い
て

　

会
津
若
松
市
は
抱
え
て
い
た
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
委
託
方
法
を

効
率
的
な
業
務
運
営
が
図
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
取
水
や
浄
水
場
運
転
管

理
、
送
・
配
水
施
設
の
維
持
管
理
を

特
別
目
的
会
社
に
第
三
者
委
託
す
る

も
の
と
、
料
金
徴
収
業
務
を
別
の
事

業
者
に
委
託
を
す
る
と
い
う
、
業
務

を
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
委
託
す
る
方

式
と
し
た
。

　
こ
の
成
果
と
し
て
は
、
職
員
数
が

六
十
八
名
か
ら
四
十
二
名
に
削
減
さ
れ

た
こ
と
、
取
水
か
ら
料
金
徴
収
ま
で

の
費
用
が一億
三
千
七
百
万
円
削
減
さ

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

大
阪
府
大
阪
市（
十
月
三
十
日
）

「
大
阪
市
の
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
」に
つい
て

　

本
事
業
は
、
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の

柱
の一つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
早
期
対

応
の
遅
れ
か
ら
認
知
症
の
症
状
が
悪

化
し
、
行
動
・
心
理
症
状
と
が
生

じ
て
か
ら
医
療
機
関
を
受
診
す
る
例

や
、
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
不

十
分
で
あ
り
適
切
な
認
知
症
の
ケ
ア

が
で
き
て
い
な
い
例
な
ど
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
目
指
す
べ
き
ケ
ア
は

「
早
期
支
援
機
能
」と「
危
機
回
避

支
援
機
能
」を
整
備
し
、
危
機
の
発

生
を
防
ぎ「
早
期
・
事
前
的
な
対
応

」に
基
本
を
置
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
重
点
に
置
き

対
応
す
べ
き
形
と
し
て
の
事
業
が
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で
あ

る
。

◆「私たちの一票がまちを変える」事業が開催されました◆

グループディスカッション（聖望学園中学校）

発表（聖望学園中学校）

グループディスカッション（大川学園高等学校）

発表（大川学園高等学校）

　「18歳選挙権」を目前に控
え、政治に直接関われる機
会をつくり、関心を高めて
もらうことを目的として、
平成２７年１０月２０日（火）に
聖望学園中学校、１０月２７日
（火）に大川学園高等学校に
おいて、飯能商工会議所青
年部地域振興委員会主催の
「私たちの一票がまちを変え
る」事業が開催されました。
　２日間で延べ約２３０名の
生徒たちが、このまちの将来
をテーマに市議会議員らを
交えてグループディスカッ
ションを行い、その結果を
発表しました。

　

太
田
市
は
抱
え
て
い
た
水
道
事
業

に
お
け
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

①
常
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
仕
事
に

取
り
組
む
②
極
力
外
部
に
業
務
委
託

を
す
る
こ
と
の
二
点
を
打
ち
出
し
た
。

　

職
員
数
を
五
十
二
名
か
ら
十
八
名

ま
で
削
減
し
た
こ
と
、
五
年
間
で
約

七
億
円
の
経
費
を
削
減
し
た
こ
と
、

組
織
の
係
体
制
は
今
ま
で
通
り
と

し
、
水
道
局
と
受
託
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
機
的
に
結
び
付
け
た
こ
と
、
業

務
移
行
の
リ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
水

道
局
職
員
も
お
客
様
に
不
便
を
か
け

な
い
よ
う
に
在
籍
す
る
こ
と
が
主
な

成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。



審議の日程

議会日誌

広報委員（◎委員長　○副委員長）
◎中元　 太　○滝沢　 修　栗原  義幸　大津　 力
　野口 和彦　　新井   巧　平沼  　弘　砂長 恒夫

会議録は次の施設またはホームページでご覧になれます

11月27日   開会、市長提出議案の上程・提案理由説明
　　　　　 第５次飯能市総合振興計画審査特別委員
　　　　　会の設置
12月　1日   議案質疑、議案及び請願の委員会付託
　　  2日   一般質問
　　  3日   一般質問
　　  7日　常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
　　11日　委員長報告・質疑・討論・採決
　　　　　市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
　　　　　埼玉県都市競艇組合議会議員選挙
　　　　　議員提出議案の上程・提案理由説明・採決
　　　　　閉会

　
　
　　  1日　飯能市議会広報委員会
　　20日　私たちの一票がまちを変える（聖望学園中学校）
　　27日　私たちの一票がまちを変える（大川学園高等学校）
　
　
　　  6日　飯能市議会ＩＴ会議
　　  9日　議会改革特別委員会
　　10日　代表者会議
　　16日　埼玉県都市競艇組合議会定例会
　　17日　全員協議会
　　24日　議会運営委員会
　　27日　第4回定例会（12月11日まで）
　　　　　飯能市議会広報委員会
　
　
　　11日　議会改革特別委員会
　　15日　飯能市水道ビジョン（経営戦略プラン）及び飯能
　　　　　市水道事業中期経営計画（前期）策定協議会
　　　　　飯能市教育振興基本計画策定協議会
　　16日　議員研修会
　　17日　第5次飯能市総合振興計画審査特別委員会
　　18日　第6次飯能市行政改革大綱策定協議会

　　  5日  飯能市議会広報委員会

１２月定例会では延べ９３名の方が傍聴されました。

次回の３月定例会は
２月２６日開会予定です。
会期日程等は２月２３日頃内定します。

　申年を迎えて思い浮かべるのが、日光東照宮にある
「見ざる言わざる聞かざる」の三猿です。論語にも「非
礼勿視、非礼勿聴、非礼勿言、非礼勿動」という一節
があります。これらは、人を傷つけたりしない、謙虚
であれとも言われています。これに反し、秩父神社に
は「よく見よく聞いてよく話そう」という現代の情報社
会のスピード感に対する“お元気三猿”が親しまれて存
在しています。
　私たち広報委員会にも「改革八猿」がいます。市民の
皆様にいかに「議会だより」を手に取っていただける
か、いかに親しんでいただけるか、新たなセンス・感
覚を生かしながら、エン(猿)ジンフルパワーで元気に
活動中です。ご期待ください。

（砂長）

12月定例会

10月

11月

12月

1月

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）
1/30 ～ 2/3、2/10 ～ 2/15、2/25 ～ 2/29
3/12 ～ 3/15、3/22 ～ 3/27
お問い合わせ先

埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

市役所内：議会事務局（４階）・市政資料コーナー（３階）

◆第５次飯能市総合振興計画審査特別委員会を設置◆
　議案第79号「第５次飯能市総合振興計画基本構想（案）」につい
ては、慎重審査のため閉会中の継続審査となり、「第５次飯能市
総合振興計画審査特別委員会」が設置されました。

第５次飯能市総合振興計画審査特別委員会
（７名、◎委員長　○副委員長）

◎野田直人　○中元　太　大津　力　　野口和彦
金子敏江　平沼　弘　鳥居誠明
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議会の新体制を決定
議長に 砂長　恒夫 議員、副議長に 松橋　律子 議員を選出

　平成２８年２月２６日から３月１７日までの２１日間開
催された３月定例会では、平成２７年度一般会計補正予
算案、平成２８年度一般会計予算案などの議案が市長か
ら提出され、１２月定例会で閉会中の継続審査となって
いた第５次飯能市総合振興計画基本構想案も含め、いず
れも原案可決・承認等されました。
　さらに、３月１７日の最終日には、正副議長の辞職に伴
う議長選挙、副議長選挙、常任委員の所属変更、議会運
営委員会補欠委員の選任、議会改革特別委員会補欠委員

の選任、各常任委員会等の正副委員長の互選などが行わ
れ、新しい議会の構成が決まりました。
　なお、立候補制による正副議長の選挙では、本会議
を休憩し、議場において立候補を表明する発言が行われ、
投票の結果は下記のとおりとなりました。

●議長選挙の結果 ●副議長選挙の結果

砂長　恒夫議員 １４票 松橋　律子議員 １４票

金子　敏江議員 ４票 無効 ４票

議　長

砂長恒夫

副議長

松橋律子

議長・副議長就任あいさつ
～行政・議会・市民のオール飯能体制でまちづくり～

　平素より、市民の皆様には飯能市議会に対しまして、格別なご理解とご協力を賜
り心より感謝申し上げます。私たちは、３月定例会におきまして議長・副議長に就
任いたしました。議会の果たす役割と与えられた職責を十分認識して、市政発展に
努めてまいりますので、ご理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　さて、第５次飯能市総合振興計画では「変える１０年！変わる１０年！飯能市か
ら始まる日本の創生」を合言葉に、市民の皆様と共にまちづくりに取り組みます。
また、「北欧の雰囲気とムーミンの世界を体験できる施設メッツァ」が平成２９年の
オープンに向け着々と準備が進み、議会としても観光客数増加が予測される新たな
観光資源として期待を寄せております。
　行政と議会が足並みをそろえる中で、欠かせない大切なことがあります。ＮＨＫ
で放映された「あさが来た」のヒロイン、実在の人物の広岡浅子氏は「九つ転び十起
き」を座右の銘にし、幕末から明治にかけ実業家として活躍された女傑であります
が、その活躍の背景には、ご主人の「大切なサポート」があったとも言われておりま
す。何かを達成する上では、そのサポート役の存在が必要不可欠であり大切となり
ます。
　それこそが「市民の皆様」であり、チェンジをしていく流れの中で、行政・議会・
市民の三者がスクラムを組み、オール飯能体制でのまちづくりをすすめることが最
も大切であると考えます。魅力ある飯能構築のために、市民の皆様の力強いサポー
トをお願いし就任のご挨拶といたします。

緑 の 会 １ ◎武藤　文夫 野田　直人
緑 の 会 ２ ◎鳥居　誠明 砂長　恒夫 加涌　弘貴
緑 の 会 ３ ◎平沼　　弘 椙田　博之
緑 の 会 ４ ◎野口　和彦 加藤由貴夫
翠　渓　会 ◎大津　　力 内田　健次
公　明　党 ◎中元　　太 栗原　義幸 松橋　律子
日本共産党 ◎金子　敏江 滝沢　　修 山田　利子 新井　　巧

会 派 の 構 成 ◎代表者（平成28年３月17日現在）



議
会
運
営
委
員
会

●�議会の運営に
関する事項

●�議会の会議規
則、委員会に
関する条例等
に関する事項

●�議長の諮問に
関する事項

定数７人

◎加涌　弘貴　○栗原　義幸
　野口　和彦　　新井　　巧
　内田　健次　　椙田　博之
　野田　直人

総
務
委
員
会

所　管

●�一般会計の
歳入

●企画総務

●財務

●�他の委員会
に属さない
もの

定数７人
（欠員１名）

厚
生
文
教
委
員
会

所　管

●健康福祉

●教育

定数６人

経
済
建
設
委
員
会

所　管

●市民生活

●産業環境

●建設

●上下水道

●農業

定数６人

平成28年5月1日　はんのう市議会だより　第139号3

委 員 会 の 構 成

※◎印は委員長　○印は副委員長

◎野口 和彦
前ヶ貫266-27

◎鳥居 誠明
緑町13-13

◎平沼 　弘
南川1936

砂長　恒夫
飯能703-7

内田 健次
原市場654-4

加涌 弘貴
美杉台2-11-5

中元　 太
落合364-47

山田 利子
八幡町6-15

滝沢　 修
岩沢1146-1

野田 直人
飯能1211

○大津　 力
飯能339-6

○椙田 博之
川寺38-1

○栗原 義幸
川寺533-4

松橋 律子
永田345-5

武藤 文夫
双柳617

新井　 巧
井上732-7

金子 敏江
大河原794-1

加藤由貴夫
新町25-1
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議案の

審議
○の中の数字は議案番号(順不同)

　３月定例会は、２月26日から３月17日までの21日間開かれ、
市長提出の議案47件、議員提出議案１件、その他１件について
審議等を行い、すべて議決いたしました。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
五
億
五
千

万
円
と
定
め
る
も
の
。

ニ
ュ
ー
福
祉
の
概
念
と
基
本
的

な
考
え
方
、
方
向
性
は
。

メ
ッ
ツ
ア
関
連
の
予
算
の
内
容

と
予
算
額
は
。

空
き
家
対
策
事
業
の
実
態
調
査

の
内
容
は
。

大
河
原
飯
能
地
内
の
下
水
道
工

事
の
内
容
は
。

も
う
一
つ
新
た
に
設
け
た
賑
わ

い
創
出
費
の
内
容
は
。

バ
ス
路
線
の
維
持
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
方
法
で
進
め
て
い
く

平
成
二
十
八
年
度
に
新
た
に
設

け
た
発
展
可
能
性
都
市
費
の
内

市
長
提
出
議
案

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
予
算

３月定例会が開催されました

ニ
ュ
ー
福
祉
構
想
は
市
長
の
福

祉
へ
の
熱
い
思
い
を
受
け
て
具

発
展
可
能
性
都
市
費
の
地
方
創 

生
推
進
事
業
の
約
九
百
八
十
二 

飯
能
市
と
し
て
も
交
通
政
策
室

を
設
置
し
、
公
共
交
通
の
確
保

ま
ず
、
空
き
家
物
件
の
調
査
、

空
き
家
物
件
デ
ー
タ
を
作
っ
て 

（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
の
道

路
工
事
に
伴
い
、
特
に
大
字
飯

本
市
を
発
展
可
能
性
都
市
と
し

て
変
貌
さ
せ
る
た
め
の
様
々
な

人
口
問
題
対
策
の
一
環
と
し
て

交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
と

現
化
し
た
も
の
で
、
ニ
ュ
ー
福
祉
と

は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て
い

る
当
事
者
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の

市
民
が
福
祉
と
い
う
も
の
に
関
心
を

持
っ
て
参
加
、
行
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

万
円
、
交
通
量
調
査
、
測
量
、
設
計 

等
を
見
込
ん
で
い
る
道
路
新
設
改
良 

費
の
道
路
改
良
事
業
の
約
四
千
万

円
、
ム
ー
ミ
ン
関
連
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
要
す
る
費
用
で
あ
る
図
書
館 

費
の
図
書
貸
出
事
業
の
八
十
九
万
四 

千
円
な
ど
で
あ
る
。

に
つ
い
て
さ
ら
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
方
針
で
、
市
と
し
て
も
利

用
状
況
を
も
う
一
度
把
握
し
た
上
で
、

市
民
の
皆
様
に
状
況
を
伝
え
て
、
バ

ス
路
線
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
働
き

か
け
て
い
く
。

そ
の
台
帳
を
作
る
基
礎
調
査
を
行
う
。 

次
に
、
物
件
デ
ー
タ
を
基
に
所
有
者

を
確
認
し
、
そ
の
意
向
調
査
を
行
う
。

さ
ら
に
空
き
家
の
使
用
可
能
性
、
管

理
状
態
な
ど
踏
み
込
ん
だ
調
査
を
し 

て
ま
と
め
る
。
そ
の
後
、
正
確
な
情 

報
が
入
っ
た
ら
空
き
家
対
策
の
計
画
、 

総
合
的
な
保
全
管
理
、
あ
る
い
は
利 

活
用
を
含
め
た
計
画
を
検
討
し
た
い
。

能
側
の
道
路
の
下
水
道
を
布
設
す
る

が
、
併
せ
て
大
河
原
側
も
百
十
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
下
水
道
を
布
設
す
る
予

定
で
あ
る
。

施
策
を
全
庁
的
に
展
開
し
て
い
く
た

め
の
予
算
で
、
こ
の
度
の
機
構
改
革

で
で
き
た
地
方
創
生
推
進
室
に
関
す

る
予
算
、
こ
の
中
で
特
に
当
初
予
算

で
は
ム
ー
ミ
ン
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
活

用
に
関
す
る
も
の
な
ど
を
計
上
し
て

い
る
。

容
は
。

し
、
多
く
の
人
が
当
市
を
訪
れ
、
交

流
と
賑
わ
い
に
あ
ふ
れ
た
飯
能
市
を

目
指
す
た
め
の
予
算
で
、
事
業
と
し

て
は
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
吉
本

興
業
等
と
の
連
携
の
ほ
か
、
ア
ニ
メ

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ま
た
市
内
外
か
ら
人

を
呼
び
込
む
た
め
の
友
好
都
市
を
は

じ
め
と
す
る
都
市
間
交
流
の
推
進
を

盛
り
込
ん
だ
予
算
で
あ
る
。

の
か
。

▼
討
論
▲

　
反
対
の
立
場

　
農
地
の
固
定
資
産
税
、
自
動
車

税
の
増
税
、
名
栗
幼
稚
園
授
業
料
の

値
上
げ
、
都
市
計
画
税
、
阿
須
山
中

の
土
地
開
発
公
社
用
地
二
億
円
の
取

得
、
通
称
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、（
仮

称
）飯
能
大
河
原
線
な
ど
の
問
題
が

あ
る
の
で
、
反
対
す
る
。

　
賛
成
の
立
場

　
企
業
誘
致
に
よ
り
安
定
し
た
財
源

の
確
保
や
定
住
人
口
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
の
重

要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
早

▼
討
論
▲

　
反
対
の
立
場

　
一
般
財
源
を
投
入
し
、
住
民
生
活

の
向
上
を
益
々
増
進
す
る
よ
う
、
自

治
体
の
裁
量
に
よ
っ
て
繰
り
入
れ
の

で
き
る
特
別
会
計
の
方
式
を
継
続
す

べ
き
で
、
公
営
企
業
会
計
へ
の
検
討

は
中
止
を
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
賛
成
の
立
場

　
将
来
の
下
水
道
事
業
の
基
盤
に
な

る
事
業
が
組
み
込
ま
れ
、
本
予
算
案

に
基
づ
き
、
一
日
で
も
早
い
他
市
町
村

と
普
及
率
が
同
等
と
な
る
ぐ
ら
い
の

下
水
道
整
備
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

持
続
的
な
下
水
道
経
営
を
期
待
す
る
。

期
に
完
成
す
べ
く
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
展
可
能
性
都

市
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
、
賛
成
す
る
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、歳
入 

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
億
二
千
九 

百
五
十
万
七
千
円
と
定
め
る
も
の
。

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
下
水

道
特
別
会
計
予
算

飯能河原
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⑲�

平
成
二
十
七
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
六
号
）

⑯�

飯
能
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
予
算

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
予
算

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
下
水

道
特
別
会
計
予
算

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
予
算

総
務
委
員
会

●
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド 

関
連
事
務
費
補
助
金
は
、
平
成
二
十 

七
年
度
に
国
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、 

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

へ
の
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー

ド
関
連
事
務
の
委
託
に
係
る
市
町
村

の
交
付
金
に
対
す
る
補
助
金
が
増
額

さ
れ
た
た
め
、
増
額
す
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

●
今
回
の
税
率
改
正
は
、
資
産
割
と

平
等
割
を
引
き
下
げ
、
所
得
割
と
均

等
割
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
約
一
万
四
千
五
百
世
帯
の
う
ち
、

税
額
の
下
が
る
世
帯
が
約
八
千
七
百

世
帯
、
上
が
る
世
帯
が
約
五
千
八
百

世
帯
と
見
込
ん
で
い
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

●
美
杉
台
中
学
校
建
設
費
償
還
金
に

つ
い
て
、
都
市
再
生
機
構
に
対
し
毎

年
連
絡
を
取
っ
て
い
る
が
、
都
市
再

生
機
構
と
飯
能
市
と
の
契
約
上
の
も

の
な
の
で
、
例
え
ば
土
地
の
無
償
譲

渡
や
金
利
の
見
直
し
は
契
約
上
で
き

な
い
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

●
集
落
地
沿
道
間
伐
事
業
と
し
て
道

路
沿
い
の
間
伐
を
、
間
伐
奨
励
事
業

と
し
て
森
林
所
有
者
の
行
う
間
伐
行

為
に
対
し
て
の
補
助
を
そ
れ
ぞ
れ
行

い
、
林
道
の
整
備
は
、
平
成
二
十
八

年
度
当
初
予
算
と
し
て
は
林
道
八
徳

入
線
、
花
桐
線
、
原
市
場
名
栗
線
の

修
繕
工
事
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。

●（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
の
進
捗 

状
況
は
、
用
地
買
収
率
百
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
道
路
工
事
と
橋
梁
下
部
工
に

一
部
着
手
し
、
平
成
三
十
年
度
末
の

全
線
開
通
を
目
指
し
て
事
業
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
。

（
反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）

●
新
年
度
の
健
康
福
祉
部
は
、
健
康 

推
進
部
と
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

医
療
、介
護
と
福
祉
の
連
携
を
強
め
、

さ
ら
に
業
務
の
効
率
化
を
図
る
と
い

う
よ
う
に
考
え
て
い
る
こ
と
。

●
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
と
は
、
超
重
症

心
身
障
害
児
等
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

間
に
、
介
助
し
て
い
る
家
族
が
一
時

的
に
介
助
か
ら
解
放
さ
れ
、
休
息
を

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
支
援
で
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
促

進
事
業
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
促
進
事
業

そ
れ
ぞ
れ
月
に
十
日
と
し
て
予
算
化

し
て
い
る
こ
と
。

●
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基
金
は
、 

現
在
、
実
額
ベ
ー
ス
で
は
平
成
二
十 

七
年
度
末
で
お
お
よ
そ
二
十
七
億
円
、 

こ
れ
は
貸
付
金
も
含
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業

に
約
二
十
一
億
円
を
充
て
る
こ
と
と

な
り
、
約
六
億
円
が
残
額
と
な
る
予

定
で
あ
る
こ
と
。

●
庁
内
合
意
を
得
て
平
成
三
十
一
年

四
月
を
目
標
に
、
下
水
道
特
別
会
計

と
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
会
計

の
二
つ
の
会
計
に
つ
い
て
、
公
営
企

業
会
計
の
適
用
に
向
け
た
準
備
を
進

め
る
こ
と
。

●
阿
須
小
久
保
線
に
布
設
す
る
管
き 

ょ
は
、
八
高
線
ガ
ー
ド
下
付
近
の
下

水
を
集
め
る
大
変
重
要
な
管
き
ょ
と 

な
る
が
、
現
在
の
管
き
ょ
整
備
は
、 

区
画
整
理
地
内
の
整
備
を
優
先
に
進 

め
て
行
く
と
い
う
考
え
方
で
進
行
し
、 

阿
須
地
区
の
工
事
は
、
阿
須
小
久
保

線
の
進
捗
状
況
に
あ
わ
せ
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
。

（
反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）

●
平
成
二
十
八
年
度
税
制
改
正
は
、

農
地
保
有
に
係
る
課
税
の
強
化
・
軽

減
を
図
る
と
い
う
内
容
で
、概
要
は
、

農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
農
地
を
農

地
と
し
て
利
用
す
る
意
志
が
な
い
場

合
に
お
い
て
課
税
の
強
化
を
図
る
と

い
う
予
定
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

●
軽
二
輪
関
係
に
伴
う
増
額
は
、
約

九
百
七
十
万
円
の
増
額
を
見
込
み
、

グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
伴
う
税
率
の
軽

減
は
二
百
十
六
万
五
千
円
の
減
額
を

見
込
み
、
さ
ら
に
初
度
検
査
年
月
か

ら
十
三
年
を
経
過
し
た
車
両
に
対
す

る
重
課
分
は
、
約
四
百
五
十
万
円
の

増
加
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

委員会の
審査審査

　議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査をするた
め総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　３月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）

厚
生
文
教
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

クリーンセンター
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■全会一致の議案等
議案
番号 議　　案　　名 議決結果

１ 専決処分の承認を求めることについて（平成27年度飯能市一般会計補正予算（第５号）） 承　　認
２ 飯能市山間地域振興審議会条例の一部を改正する条例 原案可決
３ 飯能市行政不服審査法施行条例 原案可決
４ 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 原案可決
５ 飯能市職員定数条例等の一部を改正する条例 原案可決
６ 飯能市一般職非常勤職員等の任用、勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
７ 飯能市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
８ 飯能市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決
９ 飯能市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
10 飯能市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
11 飯能市の市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決
12 飯能市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
13 飯能市公共施設等マネジメント推進審議会条例 原案可決
14 飯能市教育施設整備基金の設置、管理及び処分に関する条例を廃止する条例 原案可決
15 飯能市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決
17 飯能市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例 原案可決
18 飯能市災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
20 平成27年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
21 平成27年度飯能市下水道特別会計補正予算（第２号） 原案可決
22 平成27年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
23 平成27年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
24 平成27年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
25 平成27年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
26 平成27年度飯能市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
27 平成27年度飯能市訪問看護ステーション特別会計補正予算（第２号） 原案可決
28 平成27年度飯能市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
29 埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約変更について 原案可決
30 市道路線の廃止について（大字岩沢地内） 原案可決
31 契約の締結について（飯能第一小学校屋内運動場改修・耐震補強工事（建築工事）） 原案可決
36 平成28年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計予算 原案可決
37 平成28年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計予算 原案可決
38 平成28年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計予算 原案可決
39 平成28年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計予算 原案可決
42 平成28年度飯能市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
43 平成28年度飯能市訪問看護ステーション特別会計予算 原案可決
45 平成27年度飯能市一般会計補正予算（第７号） 原案可決
選挙１ 埼玉県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙 選　　挙
議提１ 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書 原案可決

議員派遣の件 派　　遣
46 監査委員の選任について（加藤由貴夫） 同　　意

平成２８年３月定例会　議決結果
■賛否が分かれた議案 ※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略、○は賛成の議員、×は反対の議員

※加藤由貴夫議員は議長のため、採決には加わっていません。

議案
番号

議席番号・議員名

議　案　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議決
結果

栗
原
　
義
幸

中
元
　
　
太

大
津
　
　
力

野
口
　
和
彦

滝
沢
　
　
修

山
田
　
利
子

新
井
　
　
巧

金
子
　
敏
江

内
田
　
健
次

平
沼
　
　
弘

（

欠

員

）

加
藤
由
貴
夫

砂
長
　
恒
夫

鳥
居
　
誠
明

松
橋
　
律
子

加
涌
　
弘
貴

椙
田
　
博
之

野
田
　
直
人

武
藤
　
文
夫

79 第５次飯能市総合振興計画基本構想（案）について ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
16 飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
19 平成27年度飯能市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
32 財産の取得について ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
33 平成28年度飯能市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
34 平成28年度飯能市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
35 平成28年度飯能市下水道特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

40
平成28年度飯能市特定環境保全公共下水道特別会計
予算 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

41 平成28年度飯能市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
44 平成28年度飯能市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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め
て
い
く
。

　
　
　
誰
も
が
情
報
保
障
さ
れ
た
飯

能
市
に
。

　
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
と
飯
能
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の

推
進
力
等
持
ち
合
わ
せ
た
単
独
の
観

光
部
署
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
職
員
の
意
識
改
革
、
組
織
内
部

の
見
直
し
、
新
た
な
体
制
づ
く
り
が

必
要
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
図
書
館
で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
。

　
　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
開
催
を
検

討
し
、読
書
活
動
の
推
進
に
努
め
る
。

　
　
家
庭
の
日
と
は
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら…

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
健
常
者
の
す

べ
て
の
市
民
が
対
象
で
は
。

　
　
す
べ
て
の
人
が
思
い
や
り
の
心
、 

助
け
合
い
の
心
を
持
つ
よ
う
な
事
業

を
関
係
部
署
や
関
係
団
体
と
の
連
携

を
図
り
、
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
　
障
害
者
差
別
解
消
法
を
踏
ま
え
、…

公
共
性
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
に
は
充
実

し
た
サ
ー
ビ
ス（
手
話
通
訳
者
・
点
字

配
布
物
）が
必
要
で
は
。

　
　
手
話
通
訳
者
の
配
置
、
点
字
配

布
物
の
用
意
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
努

　
　
飯
能
ア
プ
リ
に
市
民
が
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
告
知
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　
市
の
公
式
の
も
の
で
あ
る
関
係

か
ら
、
市
民
の
方
が
直
接
掲
載
す
る

こ
と
は
様
々
な
面
か
ら
難
し
い
。
別

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
共
通
の
ア
カ
ウ
ン

ト
で
グ
ー
グ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
共
有

し
、
連
携
さ
せ
る
な
ど
掲
載
基
準
の

作
成
や
掲
載
団
体
の
選
定
な
ど
課
題

は
あ
る
が
、
本
機
能
を
実
現
す
る
た

め
に
前
向
き
に
研
究
・
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画…

は
、平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
三
十…

二
年
度
ま
で
の
計
画
で
、来
年
度
か
ら…

始
ま
る
第
五
次
飯
能
市
総
合
振
興
計
画…

と
の
整
合
性
は
乏
し
く
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア…

ッ
プ
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
、景
観
法…

に
基
づ
い
て
、景
観
条
例
を
制
定
し
て…

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
中
心
市
街
地…

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が…

有
効
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
景
観
法
を
活
用
し
て
ま
ち
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
な
ど
も
非
常
に
有

効
な
手
段
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
た

　
　「
小
さ
な
拠
点
」の
設
置
推
進
は
、

主
に
山
間
地
域
等
に
お
け
る
集
落

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
の
形
成
と
集
落
を

持
続
可
能
と
す
る
取
り
組
み
。
本
市

で
も
第
五
次
総
合
振
興
計
画
に
推
進

が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
概
要
を
聞
く
。

　
　
地
域
と
と
も
に
新
し
い
仕
組
み
を 

創
り
出
す
姿
勢
が
必
要
。
国
の
財
政
支 

援
も
見
込
ま
れ
、
事
例
等
も
参
考
に

踏
み
込
ん
だ
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
導
入

推
進
も
第
三
次
山
間
地
域
振
興
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
た
。
地
域
活
性
に
有

市政に対する

一般質問

　一般質問とは、議員がそれぞれの視点から
市の行政全般について市長（執行部）に質問
し、説明を求めるものです。
　「市議会だより」には、質問者本人が執筆し
たものを、発言順に掲載しています。
　今回は、７人が質問にたちました。

地
域
活
性
化

　
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
つ
い
て

飯
能
市「
家
庭
の
日
」を

　
夢
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
に

山
間
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

子
育
て
支
援「
飯
能
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」に
つ
い
て

市
民
活
動
支
援
に
つ
い
て

中
心
市
街
地
に「
匠
通
り
」の
提
案
に
つ
い
て

野
口
　
和
彦

中
元
　
　
太

栗
原
　
義
幸

大
津
　
　
力

問

問問

問 問問

問

問問 答答

効
と
考
え
る
が
推
進
概
要
を
聞
く
。

　
　
地
場
産
業
で
あ
る
林
業
や
農
業

等
、
特
色
あ
る
産
業
へ
の
支
援
や
従

事
が
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。

　
　
増
加
す
る
空
き
家
の
対
策
と
し

て
対
策
計
画
の
策
定
が
必
要
で
は
。

　
　
総
合
的
・
計
画
的
な
対
策
が
求 

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、計
画
策
定
の
必 

要
性
は
高
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
妊
娠
・
出
産
か
ら
切
れ
目
の
な

い
子
育
て
支
援
を
可
能
と
す
る「
飯

能
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」開
設
へ
の
状
況
は
。

　
　
早
期
開
設
を
目
指
し
て
い
く
。

だ
し
、
独
自
の
景
観
条
例
や
屋
外
広

告
物
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、
取
り

組
み
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

景
観
行
政
団
体
に
な
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
、
県
内
で
は
川
越
市
や
秩
父
市

な
ど
十
六
の
団
体
が
こ
の
景
観
行
政

団
体
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
先
進
事

例
を
研
究
し
、
県
と
の
協
議
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
景
観
条
例
を
活
用
す
る
こ
と

は
非
常
に
有
効
な
手
段
だ
と
考
え
ま

す
。
ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
望

問問 答答答

答答

答 答答

答

要
望

　
　
中
心
市
街
地
の
歴
史
的
建
造
物

を
活
か
し
て
、
木
工
、
鉄
工
、
ガ
ラ

ス
工
、
美
術
、
手
芸
等
の
職
人
、
芸

術
家
の
方
に
店
舗
に
入
っ
て
い
た
だ

き「
匠
通
り
」と
称
し
て
、
観
光
名
所

と
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
い
か
が
か
。

　
　
市
内
各
所
で
、
綿
々
と
引
き
継

が
れ
て
き
た
匠
の
技
や
現
代
感
覚
の

様
々
な
作
品
、
商
品
に
来
訪
者
が
惹

き
つ
け
ら
れ
、
魅
力
あ
る
空
間
や
景

観
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
観

光
資
源
と
も
な
り
得
る
提
案
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
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ペーパーレス会議

公
共
交
通
計
画
の
目
に
見
え
る
具
体
を

移
動
販
売
に
支
援
事
業
を

介
護
保
険
問
題

　
要
支
援
一
・
二
の
サ
ー
ビ
ス
は

　
　「
新
総
合
事
業
」で
ど
う
な
る
？

メ
ッ
ツ
ァ
の
開
設
に
よ
り

　
久
下
六
道
線
の
再
検
討
は
あ
る
の
か

新
井　

巧

金
子　

敏
江

滝
沢　

修

　
　

公
共
交
通
計
画
も
三
年
目
を
迎

え
る
。
本
格
的
な
具
体
化
、
目
に
見

え
る
変
化
が
期
待
さ
れ
る
。
全
国
で

は
交
通
計
画
が
大
き
く
動
き
出
し
て

い
る
。
実
証
実
験
も
動
き
出
し
て
い

る
。
県
内
で
は
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
が

進
み
、
秩
父
、
北
本
な
ど
二
十
近
い
自

治
体
が
開
始
し
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー

事
業
者
と
の
連
携
会
議
等
を
実
施
し
、

踏
み
出
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　

バ
ス
な
ど
の
既
存
の
交
通
を
圧

迫
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

二
十
八
年
度
は
、
本
市
の
公
共
交
通

　
　

現
在
、
要
支
援
一・二
の
方
で
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
予
防
給
付
を
受
け
て

い
る
人
の
八
割
以
上
は
ヘ
ル
パ
ー
に
よ

る
訪
問
介
護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
。
こ
れ
が
地
域
支
援
事

業
の「
新
総
合
事
業
」に
平
成
三
十
年

三
月
末
ま
で
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
後
退
し

な
い
か
。
事
業
所
へ
の
影
響
は
ど
う
か

伺
い
た
い
。

　
　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は「
既
に

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
て
今
後
も

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
人
」、「
認
知
機

　
　

第
五
次
総
合
振
興
計
画
で
は
、

「
長
期
間
に
わ
た
り
整
備
等
が
さ
れ
て

い
な
い
都
市
計
画
道
路
は
再
検
証
を

行
い
、
計
画
変
更
等
の
検
討
を
行
う
」

と
し
て
い
る
が
、
検
討
状
況
は
。

　
　

メ
ッ
ツ
ァ
開
設
で
予
想
さ
れ
る

渋
滞
や
交
通
安
全
な
ど
短
期
的
な
対

策
、
将
来
像
を
踏
ま
え
た
中
長
期
的

な
展
望
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。
久

下
六
道
線
に
つ
い
て
は
メ
ッ
ツ
ァ
開

設
後
、
訪
れ
た
方
が
飯
能
駅
や
東
飯

能
駅
周
辺
を
回
遊
し
た
く
な
る
様
に

中
心
市
街
地
や
そ
の
周
辺
の
道
路
と

問

問

問 答

答

答

を
考
え
る
場
と
し
て
、
市
民
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
で
構
成
す
る
協
議
会

を
設
置
し
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

地
域
の
お
店
や
コ
ン
ビ
ニ
、生
協
、

宅
配
業
者
等
と
の
連
携
な
ど
で
、
移

動
販
売
な
ど
買
い
物
支
援
事
業
を
検

討
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　

商
工
会
、
商
店
連
盟
に
聞
き
取

り
を
行
っ
た
。
運
搬
等
の
負
担
軽
減

が
で
き
れ
ば
実
現
可
能
な
支
援
も
あ

る
。
社
協
等
と
の
連
携
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
も
含
め
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

能
の
低
下
に
よ
り
専
門
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
す
る
人
」に
は
専
門
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
市
で
は
利

用
者
の
状
態
や
希
望
を
踏
ま
え
、
専

門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人

に
は
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
を
望
む
人
に
は
そ
の
よ
う
に
各
機

関
と
連
携
し
て
的
確
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
市
内

の
事
業
所
を
訪
問
し
、
八
割
以
上
の

事
業
所
が
介
護
報
酬
一
割
削
減
し
た

給
付
で
で
き
る
と
回
答
し
て
い
る
。

一
体
的
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
等
の

提
言
を
ま
と
め
て
い
る
。

　
　

メ
ッ
ツ
ア
と
の
関
係
で
は
、
宮
沢

湖
・
天
覧
山
・
飯
能
河
原
・
阿
須
を
結

ぶ
都
市
回
廊
の
形
成
と
あ
る
が
、
久

下
六
道
線
の
位
置
づ
け
は
。

　
　

都
市
回
廊
の
位
置
づ
け
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

久
下
六
道
線
の
歩
道
整
備
の
Ｊ

Ｒ
八
高
線
と
西
武
線
の
踏
切
整
備
は

い
つ
に
な
る
の
か
。

　
　

八
高
線
も
西
武
線
も
完
成
は

二
十
八
年
度
中
を
予
定
し
て
い
る
。

問問問 答答答

埼
玉
県
杉
戸
町
議
会（
議
会
運
営
委
員
会
）・

十
名（
一
月
十
二
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
議
会（「
公
明
党
」会

派
）・
三
名（
一
月
十
二
日
）

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

静
岡
県
清
水
町
議
会（
議
会
運
営
委
員
会
）・

飯
能
市
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
数
々
の
特
色
あ
る

事
業
に
、
ま
た
、
市
議
会
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入（
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
）な

ど
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
他
市
区
町
村
議
会
議
員
の
行
政
視
察
の

受
け
入
れ
状
況（

平
成
二
十
八
年
四
月
四
日
現
在
）

飯
能
市
の
先
進
事
例
を
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た

八
名（
一
月
十
九
日
）

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
議
会
改
革
の
推
進

兵
庫
県
た
つ
の
市
議
会（
議
会
運
営
委
員

会
）・
十
名（
一
月
二
十
一
日
）

・
議
会
改
革
の
取
組
み

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
よ
る
議
会
運
営

香
川
県
坂
出
市
議
会（
議
会
運
営
委
員
会
）・

十
名（
一
月
二
十
二
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
た
議
会
運
営

大
分
県
日
田
市
議
会（
議
会
運
営
委
員
会
）・

十
二
名（
一
月
二
十
七
日
）

・
議
会
運
営
に
つ
い
て（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、

政
務
活
動
費
）

東
京
都
青
梅
市
議
会（
議
会
運
営
委
員
会
）・

十
一
名（
二
月
一
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て

愛
知
県
蟹
江
町
議
会（「
新
風
」会
派
）・
四
名

（
二
月
三
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

兵
庫
県
川
西
市
議
会（
議
会
運
営
委
員
会
）・

十
三
名（
二
月
八
日
）

・
議
会
改
革
に
つ
い
て

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
議
会
運
営

京
都
府
福
知
山
市
議
会（
議
会
改
革
検
討
会

議
）・
九
名（
二
月
十
日
）

・
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

福
島
県
三
春
町
議
会（
議
会
運
営
委
員
会
）・

九
名（
二
月
十
八
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

・
反
問
権
の
実
施

岩
手
県
久
慈
市
議
会（「
新
政
会
」会
派
）

・
六
名（
二
月
十
九
日
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用



平成28年5月1日　はんのう市議会だより　第139号9

ライブ中継

「市政に対する一般質問」の
ライブ中継を始めました

「市政に対する一般質問」の様子を配信しています

陳
情

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

①�

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し
ん

と
う
の
周
知
と
予
防
、
そ
の
危

険
性
や
予
後
の
相
談
の
出
来
る

窓
口
な
ど
の
設
置
を
求
め
る
陳

情
②�

宇
宙
船
地
球
号
を
守
る
為
の
陳

情
・
地
球
社
会
建
設
決
議
陳
情
書

提
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
　
實

提
出
者

　
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会

代
表
　
藤
本
　
久
美
子

外
四
名

市
民
か
ら
市
議
会
へ
提
出

市
議
会
か
ら
国
等
へ
提
出

意
見
書

記

一�　
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
法
定
化
し
、
全
国
展
開
を

図
る
こ
と
。
ま
た
、
養
育
支
援
訪

問
事
業
や
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト（
家

庭
訪
問
型
子
育
て
支
援
）事
業
を
全

て
の
自
治
体
で
実
施
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

二�　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル「
一
八
九
」の
更
な
る
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
通
報
し
や
す
い
体

制
を
整
え
る
こ
と
。

三�　

児
童
相
談
所
の
体
制
や
専
門
性

を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。

四�　

児
童
相
談
所
と
関
係
機
関
と
の

間
に
お
け
る
緊
密
な
連
携
体
制
を

再
構
築
す
る
こ
と
。

五�　

一
時
保
護
所
に
お
け
る
環
境
改

善
を
早
急
に
図
る
と
と
も
に
、
量

的
拡
大
を
図
る
こ
と
。

六�　

被
虐
待
児
童
に
つ
い
て
、
十
八

歳
を
超
え
て
も
引
き
続
き
自
立
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
施
設
退
所
後
や
里
親
委

託
後
の
児
童
等
に
対
し
き
め
細
か

な
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業
を
全
国
で

実
施
す
る
こ
と
。

　

�　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
法

務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣
、
国
家
公
安
委
員
会
委

員
長
あ
て

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、

議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ
提
出
し

た
も
の
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
早
期
に
児
童

福
祉
法
等
改
正
案
を
国
会
に
提
出
す

る
と
と
も
に
、
下
記
の
事
項
に
つ
い

て
も
速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

○○○に関する請願
（趣 旨） ・・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・

　以上、地方自治法第124条の規定に
より請願いたします。

平成　年　月　日
住　所
氏　名　　　　　　　　　　　 　○印

外○名

紹介議員　　　◇◇◇◇
同　　　　　　▽▽▽▽
同　　　　　　□□□□

飯能市議会議長　○○○○様

※書式例（請願の場合）Ａ４版縦書きでも可。 提出者、署名者は住所、 氏名（署名または記名押印）をお願いします。

本　文  簿名署）例（ （例）

請願・陳情の提出方法について　… 市民の声を市政に …

住　所　　　　氏　名  　　印

　
市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
請
願
ま
た
は
陳
情
と
い
い

ま
す
。

　
請
願
は
、
紹
介
議
員
（
二
名
ま
た
は
三
名
）
が
必
要
で
、

議
会
の
審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の
常
任
委
員
会
で
慎
重
に

審
査
し
、
本
会
議
に
お
い
て
採
決
を
行
い
ま
す
。

　
陳
情
は
、
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
則
と
し

て
議
会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら
ず
、
議
場
に
陳
情
の
写
し
を

配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
抜
本
強
化

を
求
め
る
意
見
書（
抜
粋
）

　平成28年３月
定例会から市役所
本庁舎１階ロビー
において一般質問
のライブ中継を開
始しました。

※場合によっては、掲載が遅れることがありますのでご了承ください。

飯能市ホームページ「市議
会」の議会中継専用ページ
からご覧ください。
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○
総
合
振
興
計
画
は
市
政
の
総
合
的・

計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針
で
あ
る

と
同
時
に
、
市
民
や
民
間
団
体
等
の

地
域
活
動
に
お
け
る
共
通
目
標
・
行

動
指
針
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
を

ま
と
め
た
主
体
は
市
だ
が
、
そ
こ
に

は
市
民
の
意
見
や
意
思
が
反
映
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

○「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
森
林
文
化
都
市
」に
つ
い
て
は
、「
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
」は
、
森
林
を
育
て
、
森

林
に
育
て
ら
れ
て
き
た
人
々
の
営
み

や
歴
史
、
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た

本
市
の
独
自
性
と
い
っ
た
意
味
で
の

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
こ
と
。「
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
」は
、
そ
の
独
自
性
が
単
な

る
独
自
性
だ
け
で
な
く
、
他
地
域
の

人
々
に
魅
力
あ
る
も
の
と
し
て
高
く

認
め
ら
れ
、
ま
た
認
め
ら
れ
る
よ
う

求
心
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、敢
え
て
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
目
指
す
と
し
て
、
二
つ
の
言

葉
を
並
べ
た
こ
と
。

○
目
標
交
流
人
口
を
年
間
四
百
八
十�

万
人
と
設
定
し
た
根
拠
は
、
新
た
な

交
流
施
設
メ
ッ
ツ
ァ
の
交
流
人
口
を

約
百
万
人
と
見
込
み
、
こ
の
波
及
効

果
が
期
待
さ
れ
る
あ
け
ぼ
の
子
ど
も

の
森
公
園
や
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
等

へ
の
交
流
人
口
増
加
を
こ
れ
ま
で
の

デ
ー
タ
を
参
考
に
見
込
ん
だ
こ
と
。

○
本
市
は
市
域
の
七
六
％
を
占
め
る

豊
か
な
森
林
、
そ
し
て
清
ら
か
な
河

川
や
宮
沢
湖
、
名
栗
湖
な
ど
貴
重
な

水
と
緑
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

市
民
の
誇
り
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ま

で
は
水
と
緑
を
ま
ち
づ
く
り
に
積
極

的
に
生
か
す
視
点
と
し
て
は
希
薄
で

あ
っ
た
が
、
第
五
次
総
合
振
興
計
画

で
は
本
市
の
特
性
を
十
二
分
に
生
か

し
、
水
と
緑
の
交
流
を
ま
ち
づ
く
り

の
新
機
軸
に
位
置
付
け
、
ま
ち
づ
く

り
の
刷
新
を
図
っ
て
い
く
こ
と
。

○
メ
ッ
ツ
ァ
と
あ
け
ぼ
の
子
ど
も
の
森

公
園
を
つ
な
ぐ
阿
須
小
久
保
線
は
最
重

要
路
線
と
し
て
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で

の
交
流
ス
ポ
ッ
ト
の
回
遊
を
想
定
し
、

交
流
拠
点
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
開
発
に
取

り
組
む
こ
と
。

○
市
で
は
現
在
、
地
域
福
祉
に
対
す
る

市
民
の
意
識
を
変
え
る
た
め「
ニ
ュ
ー

福
祉
」構
想
を
掲
げ
、
福
祉
に
関
わ
る

人
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
に
福
祉
に

対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
参

加
・
行
動
し
て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
。

○
市
民
が
住
み
続
け
た
い
最
大
の
理
由

は
身
近
で
豊
か
な
自
然
環
境
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
森
林
文
化
都
市
と
し
て
、
自

然
環
境
と
都
市
環
境
が
調
和
し
た
ま

ち
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
、
か

つ
安
全
な
交
通
環
境
や
都
市
基
盤
な
ど

も
求
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
五
次
飯
能
市
総
合
振
興

計
画
審
査
特
別
委
員
会

　

第
四
次
飯
能
市
総
合
振
興
基

本
計
画
が
平
成
二
十
七
年
度
を

も
っ
て
終
了
す
る
の
で
、
新
た

に
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政

運
営
を
図
る
た
め
の
指
針
と
し

て
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成

三
十
七
年
度
ま
で
の
十
か
年
を

計
画
期
間
と
し
た
第
五
次
飯
能

市
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
を

定
め
る
も
の
。

飯能まつり

あけぼの子どもの森公園

会議風景

第５次飯能市総合振興計画基本構想（案）を原案可決
　12月定例会で閉会中の継続審査となった第５次飯能市総合振興計画基本構
想（案）は、第５次飯能市総合振興計画審査特別委員会において３日間慎重な
審査を行い、原案可決（多数）いたしました。
　特別委員会での主な審査内容は、次のとおりです

○
山
間
地
域
振
興
に
お
け
る
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
集
落
移
転
の

よ
う
に
居
住
の
集
約
化
を
進
め
る
も
の

で
は
な
く
、
人
口
が
減
少
し
て
も
地
域

住
民
の
暮
ら
し
が
守
ら
れ
、
地
域
に
住

み
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
す
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
住
民
生

活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
一
定

の
エ
リ
ア
内
に
集
約
し
、
拠
点
と
周
辺

集
落
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
生
活

を
維
持
し
て
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
。

▼
討
論
▲

　

ム
ー
ミ
ン
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

交
通
問
題
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
、
財
政
的

な
負
担
な
ど
の
具
体
的
な
分
析
、
試
算

も
な
い
中
で
、
今
後
十
年
間
の
飯
能
市

の
総
合
振
興
計
画
の
柱
に
据
え
る
に
は

無
理
が
あ
る
こ
と
。
市
民
生
活
の
実
態

を
き
ち
ん
と
把
握
し
、
市
民
の
暮
ら
し

に
寄
り
添
っ
た
計
画
と
し
て
不
十
分
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
県
水
の
縮
小
・
中

止
を
求
め
る
こ
と
。

反
対
の
立
場
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「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」第
二
回
中
間
報
告
書（
抜
粋
）

　
本
委
員
会
は
、
本
市
議
会
の
議
会
改

革
に
つ
い
て
必
要
な
調
査
、
研
究
を
行

い
、
議
会
改
革
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
市
民
に
身
近
で
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
す
た
め
、
平
成
二
十
六
年
三
月
定

例
会（
平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日
）に
お

い
て
設
置
さ
れ
、
閉
会
中
も
継
続
し
て
調

査
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
委
員
会
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
七
年
三
月
定
例
会
に
お
い
て
中

間
報
告
を
行
っ
た
が
、
以
下
、
そ
の
後
の

各
回
の
主
な
調
査
、
研
究
の
内
容
等
に
つ

い
て
中
間
報
告
す
る
。

○
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
操
作

性
、
コ
ス
ト
面
、
フ
ォ
ル
ダ
の
階
層
の
制

限
が
な
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
業
者

を
選
定
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
来
年

度
の
シ
ス
テ
ム
構
成
に
つ
い
て
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
通
信
料
を
抑
え
る
た
め
、

市
役
所
本
庁
舎
四
階
・
五
階
で
使
用
し
て

い
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
、
庁
舎
外
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
げ
る
工
事
を
行
う

予
定
で
あ
る
こ
と
、
現
在
使
用
し
て
い
る

Ｎ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
は
特
に
費
用
負
担
が

な
く
、
危
機
管
理
対
策
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
た
場
合
な

ど
に
備
え
る
た
め
、
現
在
の
ま
ま
残
し

て
お
く
予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
委
員

か
ら
了
承
さ
れ
た
。

○
一
般
質
問
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
市
役
所
ロ

ビ
ー
で
放
映
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
三
月
定
例
会
か
ら
実
施
す
る
こ
と
、
ま

た
、
発
言
の
訂
正
等
が
あ
っ
た
場
合
は

飯
能
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
録
画
放
送
で

テ
ロ
ッ
プ
を
流
す
こ
と
、
議
事
進
行
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
も
放
映
は
止
め
な
い

こ
と
、
休
憩
中
の
画
面
は
議
場
の
静
止

画
に「
只
今
、
休
憩
中
で
す
」の
テ
ロ
ッ
プ

を
表
示
す
る
こ
と
を
委
員
会
と
し
て
決

定
し
た
。

○
議
案
書
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
つ
い
て

・
議
案
書
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
予
算
書
・
決
算
書
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
紙
ベ
ー
ス
と
し
て
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
と
し
た
。

○
議
案
書
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ

い
て

・
三
月
定
例
会
か
ら
議
案
書
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
が
、
請
願
、
陳
情
・

要
望
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
つ

い
て
は
、
紹
介
議
員
の
あ
る
も
の（
請
願
）

は
全
て
掲
載（
請
願
文
を
掲
載
）す
る
こ

と
を
委
員
会
と
し
て
決
定
し
た
。

○
新
型
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
つ
い
て

・
三
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
会
議
の

報
告
事
項
に
つ
い
て
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
制
限
を
解
除
す
る
こ

と
、
使
用
基
準
を
見
直
す
こ
と
で
あ
り
、

委
員
に
周
知
さ
れ
た
。

○
決
算
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

・
決
算
特
別
委
員
会
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
委
員
の
選
任
、
総
括
質
疑
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
た
が
、
引
き
続
き
議
論
が

必
要
な
た
め
、
会
派
に
持
ち
帰
り
平
成

二
十
八
年
六
月
ま
で
に
結
論
を
出
す
こ

と
と
し
た
。

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
お
け
る
行

政
視
察
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
等
を
図
る
た

め
、
全
国
に
先
駆
け
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
を
平
成
二
十
四
年
度
に
実
施

し
て
以
来
、
平
成
二
十
八
年
二
月
末
現

在
で
百
八
十
六
自
治
体
の
行
政
視
察
の

受
け
入
れ
を
行
っ
た
。　

　

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
六
日
の
市

町
村
職
員
中
央
研
究
所
の
研
修
事
業
に

お
い
て
、
椙
田
博
之
議
会
改
革
特
別
委

員
会
委
員
長
が
、
全
国
の
市
町
村
議
会

事
務
局
職
員
百
七
名
に
対
し
て
、
飯
能

市
議
会
の
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
で

あ
る「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
」に
つ

い
て
の
研
修
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

飯
能
市
議
会
で
は
、
市
民
と
の
意

見
交
換
の
場
を
多
様
に
設
け
、
市
民

参
加
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
、
平
成

二
十
八
年
二
月
十
七
日
に
、「
飯
能
市

議
会
と
飯
能
市
観
光
協
会
と
の
意
見
交

換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

飯
能
市
観
光
協
会
か
ら
の
報
告
等
を
受

け
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◆
意
見
交
換
会
の
テ
ー
マ
◆

『
飯
能
市
の
観
光
に
つ
い
て
』

○
観
光
の
基
盤
整
備（
イ
ン
フ
ラ
）の
促

進・
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
へ
の
公
衆
ト
イ

レ
・
道
標（
市
内
同
一
の
仕
様
）の
設
置

促
進
、
山
林・河
川（
渓
畔
林
を
含
む
）・

道
路
の
路
肩
等
の
景
観
整
備
の
促
進

○
財
政
・
事
業
運
営
の
支
援

・
財
政
的
支
援（
独
自
性
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
な
柔
軟
な
予
算
措
置
）

・
飯
能
駅
観
光
案
内
所「
ぷ
ら
っ
と
飯

能
」の
充
実
と
、
お
土
産
シ
ョ
ッ
プ「
夢

馬
」の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
交
流
促
進（
そ
の

他
諸
外
国
と
の
交
流
促
進
に
よ
り
国
際

観
光
都
市
を
目
指
す
た
め
に
）

・
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し（
同
時
開
催

の
催
し
物
の
集
約
）

１階ロビーでの議会ライブ中継

会議風景

研修会

意見交換会

椙
田
博
之
議
会
改
革
特
別
委

員
会
委
員
長
が「
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
」に
つ
い
て
の
研

修
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

「
飯
能
市
議
会
と
飯
能
市
観
光

協
会
と
の
意
見
交
換
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。



市議会案内板
HANNO

あけぼの子どもの森公園

審議の日程
３月定例会

2月 26日 開会、市長提出議案の上程・提案理由説明
3月 1日 議案質疑
 2日 議案質疑、議案の委員会付託
 3日 一般質問
 4日 一般質問
 8日 常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
 9日 常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
 10日 常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
 17日 委員長報告・質疑・討論・採決
  議会改革特別委員会の第２回中間報告
  埼玉県後期高齢者広域連合議会議員選挙
  議員提出議案の上程・提案理由説明・採決
  議長の選挙、副議長の選挙
  常任委員の所属変更の件
  議会運営委員会補欠委員の選任
  議会改革特別委員会補欠委員の選任
  埼玉西部消防組合議会議員の補欠選挙
  市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
  閉会

議会日誌
１月

 5日 飯能市議会広報委員会
 15日 第５次飯能市総合振興計画審査特別委員会第２日目
 19日 埼玉県都市競艇組合議会臨時会
 22日 議会改革特別委員会
 27日 飯能市地域創生プログラム策定協議会
 28日 第５次飯能市総合振興計画審査特別委員会第３日目

２月
 4日 第3次飯能市山間地域振興計画策定協議会
 9日 代表者会議
 10日 埼玉西部消防組合議会定例会
 12日 広域飯能斎場組合議会定例会
 16日 全員協議会
  議会改革特別委員会
 17日 飯能市観光協会との意見交換会
 23日 議会運営委員会
 26日 第１回定例会（3月17日まで）
  飯能市議会広報委員会

３月
 1日 飯能市議会ＩＴ会議
 3日 議会改革特別委員会
 16日 飯能市教育大綱策定協議会
 29日 埼玉県都市競艇組合議会定例会

４月
 4日 飯能市議会広報委員会

議会事務局またはホームページで
TEL 042ｰ973ｰ2686
http://www.city.hanno.saitama.jp

会議録は次の施設またはホームページでご覧になれます
市役所内:議会事務局（４階）・市政資料コーナー（３階）

会期日程等は5月31日頃内定します。

３月定例会では延べ47名の方が傍聴されました。

次回の6月定例会は
6月3日開会予定です。

議会を傍聴しませんか

＊編集を終えて＊
　新年度がスタートしました。市の今後10年間の計画、「第５
次飯能市総合振興計画」の始まりです。10年後の推計人口は
７万6000人ですが計画では８万人としました。地方創生のも
と飯能市版の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」も始まります。
　今年は、日高市・飯能市を中心に設置された高麗郡の建群
1300年でもあります。高句麗から高麗群へ1799人が移住し
たのが始まりです。脈々と受け継がれてきた歴史の重さを感
じます。
　様々な施策が盛り込まれた飯能市の計画、今後10年間が長
い歴史への１ページとなるよう、個性豊かな飯能市づくりを展
開する時です。

（滝沢）

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）

お問い合わせ先
埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています）

5/14～5/17、5/20～5/23、6/2～6/5、6/8～6/13

議案書をホームページに
掲載しました！

　平成２８年３月定例会より、議案書を市議会ホームペー
ジ議案一覧表にてご覧いただけるようになりました。ぜひ
ご覧ください。

広報委員　（◎委員長　○副委員長）
◎滝沢　修　○鳥居誠明　栗原義幸　中元　太
　大津　力　　野口和彦　新井　巧　平沼　弘

お問い合わせは



140
平成28年８月1日発行

議案の審議…………………… ②・③

委員会の審査……………………… ④

議決結果・人事案件………………… ⑤

市政に対する一般質問……… ⑥～⑧

意見書・視察受け入れ状況………… ⑨

市議会案内板……………………… ⑩

目 次

●�平成28年度一般会計補正予算を可決
●市税条例一部改正など可決、承認

6月定例会

緊急時にらくだ号が大活躍（土砂災害・全国防災訓練　吾野・南川地区）

発行 /飯能市議会　編集 /市議会広報委員会　TEL 042-973-2686　飯能市大字双柳 1-1



議案の

審議
○の中の数字は議案番号（順不同）

　6月定例会は、6月3日から17日までの15日間開かれ、市長
提出議案14件、議員提出議案3件について審議を行い、すべて
を議決いたしました。

６月定例会が開催されました

平成28年8月1日　はんのう市議会だより　第140号 2

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
の
措

置
を
と
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
提
案

す
る
も
の
。

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ

型
及
び
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育

事
業
所
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
保
育
士
の
数
の
算
定
に
当
た

り
、
当
分
の
間
、
保
育
士
資
格
を

有
し
な
い
一
定
の
者
を
保
育
士
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
特
例
を
設
け

る
な
ど
の
た
め
提
案
す
る
も
の
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
の
措

置
を
と
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
減
額
の
規
定
に
つ
い
て
。

軽
減
措
置
が
拡
大
さ
れ
る
が
、

本
市
の
対
象
人
数
及
び
軽
減
額

市
長
提
出
議
案

��

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
飯
能
市
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

��

飯
能
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

��

飯
能
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

��

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
飯
能
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

熱
損
失
防
止
改
修（
省
エ
ネ
改

修
）工
事
で
新
た
に
補
助
金
等

今
回
の
対
象
と
な
る
五
割
軽
減

及
び
二
割
軽
減
の
合
計
で
、
軽

医
療
、
介
護
需
要
の
増
大
を 

で
き
る
限
り
抑
え
つ
つ
、
国 

埼
玉
県
が
行
う
子
育
て
支
援

員
研
修
を
受
講
し
て
終
了
し

を
も
ら
っ
て
工
事
を
実
施
し
た
場
合
、 

工
事
費
用
の
対
象
の
金
額
が
五
十
万

円
以
上
の
工
事
が
対
象
と
な
り
、
こ

の
補
助
金
を
控
除
し
て
判
定
を
行
う
。

六
月
定
例
会

特
定
一
般
用
医
薬
品
等
の
購
入

に
係
る
医
療
費
控
除
の
特
例
措

こ
の
医
療
費
控
除
の
特
例
措

置
は
何
を
目
的
に
導
入
さ
れ

保
育
士
等
の
資
格
を
持
っ
た

保
育
士
と
同
等
と
市
長
が
認

健
康
診
断
や
予
防
接
種
な
ど
の

取
り
組
み
を
し
た
方
が
、
生
活

習
慣
病
等
に
対
し
て
療
養
の
給
付
と

し
て
支
給
さ
れ
る
薬
剤
、
代
替
性
の

高
い
医
薬
品
を
購
入
し
た
場
合
、
そ

の
購
入
対
価
を
支
払
っ
た
場
合
に
そ

の
支
払
っ
た
費
用
が
対
象
と
な
る
。

一
万
二
千
円
を
超
え
る
部
分
が
対
象

と
な
り
、
超
え
る
金
額
が
八
万
八
千

円
ま
で
が
対
象
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

の
医
療
費
控
除
と
選
択
し
て
い
た
だ

き
、
二
重
適
用
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
選
択
制
の
規
定
と
な
る
。

人
、
軽
減
額
は
約
六
千
八
百
七
十
万

円
で
あ
る
。

て
き
た
の
か
。

め
る
と
い
う
場
合
の
基
準
は
。

▼
討
論
▲

　
反
対
の
立
場

　

新
た
な
給
付
型
は
、
民
間
企
業
が

保
育
分
野
へ
参
入
で
き
る
仕
組
み
が

つ
く
ら
れ
、
保
育
士
の
配
置
基
準
や

資
格
要
件
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
後

退
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
施
設
型

給
付
に
は
三
種
類
あ
り
、
そ
の
一
つ

が
地
域
型
保
育
事
業
の
関
係
で
四
種

類
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
の
小
規

模
保
育
事
業
の
保
育
士
の
配
置
基
準

は
、
認
可
保
育
所
と
比
べ
て
Ａ
型
は

ほ
ぼ
同
じ
配
置
基
準
、
保
育
士
資
格

者
に
限
定
し
て
い
る
が
、
Ｂ
型
は
国

基
準
の
五
割
で
よ
い
、
Ｃ
型
は
無
資

格
で
家
庭
的
従
事
者
で
よ
い
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
職
員
や

環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
高
い
専
門
性

が
求
め
ら
れ
、
む
し
ろ
基
準
を
引
き

上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
待
機

児
童
問
題
は
解
消
で
き
な
く
、
保
育

の
質
の
低
下
を
も
た
ら
す
と
い
う
点

で
、
反
対
す
る
。

　
賛
成
の
立
場

　

保
育
の
受
け
皿
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
に
鑑
み
、
特
例
を
設
け
る
こ
と

で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
見
合
っ
た
人

材
を
配
置
し
、
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
開
設
を
希
望
す
る
事
業
者
の
参
入

を
促
す
と
と
も
に
、
保
育
の
質
を
落

と
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
つ
つ
、
保

育
士
が
行
う
業
務
に
つ
い
て
の
要
件

を
一
定
程
度
柔
軟
化
す
る
こ
と
に
よ

り
保
育
の
担
い
手
の
裾
野
を
広
げ
る

も
の
で
あ
り
、
保
育
士
の
勤
務
環
境

の
改
善
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
る
の
で
、
賛
成
す
る
。

は
。

減
対
象
人
数
は
約
六
千
三
百
五
十

民
の
健
康
寿
命
が
延
伸
す
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
国
民
み
ず
か
ら

自
己
健
康
管
理
を
行
う
こ
と
を
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に 

た
方
に
市
長
が
認
め
る
者
と
い
う
形

で
考
え
て
い
る
。
研
修
内
容
は
、
共

通
科
目
、
専
門
科
目
、
あ
る
い
は
実

習
を
通
し
て
全
部
で
八
日
間
の
研
修

を
終
了
し
た
者
と
い
う
こ
と
。

置
と
は
。

つ
い
て
は
薬
局
や
薬
剤
師
を
活
用
し

た
中
で
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
呼
ば
れ
る
自
己
治
療
の
推
進
を

行
う
た
め
の
制
度
を
考
え
た
と
い
う

と
こ
ろ
で
あ
り
、
税
制
面
に
お
い
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
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八
月
一
日
か
ら
非
課
税
年
金
、

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
も
含

放
課
後
児
童
支
援
員
の
状
況

は
。

ど
の
よ
う
に
人
権
教
育
研
究
事

業
が
行
わ
れ
る
の
か
。

一
次
募
集
の
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
の
不
採
択
の
理
由
は
。

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
と
い
っ

た
非
課
税
に
な
っ
て
い
た
も
の

義
務
教
育
学
校
と
は
。

市
内
に
は
十
五
ヶ
所
の
児
童
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
七
十
四
名
の
支

平
成
二
十
八
年
度
、
文
部
科
学

省
の
人
権
教
育
研
究
推
進
事
業

国
に
よ
る
採
択
に
つ
い
て
は
、

自
立
性
、
官
民
協
働
、
地
域

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
義

務
教
育
を
一
貫
し
て
行
う
新
た

援
員
が
い
る
。
内
訳
は
、
保
育
士
が

十
六
名
、
幼
稚
園
は
六
名
、
小
学
校

教
諭
三
名
、
中
学
校
教
諭
は
五
名
、

高
校
教
諭
は
三
名
、
二
年
以
上
の
経

験
を
し
た
有
資
格
者
が
四
十
名
、
そ

の
他
一
名
で
あ
る
。

を
受
け
た
埼
玉
県
が
人
権
教
育
研
究

指
定
校
事
業
と
し
て
富
士
見
小
学
校

に
指
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
施
す

間
連
携
、
政
策
関
連
携
等
を
着
眼
点

と
す
る
先
駆
性
の
あ
る
事
業
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
評
価
項
目
ご
と

に
採
点
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
先
駆
性
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
不
採
択
と

な
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

な
お
、二
次
募
集
で
は
、地
域
間
連
携
、

政
策
関
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
ま

た
地
域
の
稼
ぐ
力
、
こ
れ
を
醸
成
す

る
と
い
う
こ
と
で
事
業
の
組
み
立
て

直
し
を
し
て
い
る
。

な
学
校
の
種
類
と
し
て
学
校
教
育
法

に
規
定
さ
れ
、
今
年
の
四
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
心
身

の
発
達
に
応
じ
て
義
務
教
育
と
し
て

行
わ
れ
る
普
通
教
育
に
つ
い
て
、
基

礎
的
な
も
の
か
ら
一
貫
し
て
施
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
新
教
科
を

創
設
し
た
り
、
学
年
を
前
倒
し
し
て

先
取
り
学
習
を
実
施
し
た
り
、
地
域

の
実
情
等
に
応
じ
た
柔
軟
な
カ
リ

▼
討
論
▲

　
反
対
の
立
場

　

低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
食
費
、

居
住
費
を
補
填
す
る
補
足
給
付
の

給
付
額
の
決
定
に
当
た
り
、
非
課
税

年
金
で
あ
る
遺
族
年
金
、
障
害
年
金

を
収
入
と
し
て
勘
案
す
る
と
い
う
も

の
で
、
そ
の
結
果
、
所
得
段
階
が
第

三
段
階
に
上
が
り
、
食
費
、
居
住
費

の
軽
減
措
置
の
上
限
が
上
が
る
こ
と

に
よ
り
負
担
が
ふ
え
る
と
い
う
内
容

で
、
補
足
給
付
の
縮
減
と
な
り
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
在
宅
で
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
利
用
す
る
人
も
対
象
と
な
る
た

め
、
反
対
す
る
。

　
賛
成
の
立
場

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施

設
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
に

お
い
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
利
用
者
本

人
が
負
担
す
べ
き
食
費
、
部
屋
代
に

つ
い
て
、
所
得
の
低
い
方
た
ち
に
負

担
限
度
額
を
設
け
、
本
人
の
収
入
判

定
に
使
わ
れ
る
年
金
収
入
の
範
囲
を

変
更
し
、
非
課
税
年
金
で
あ
る
遺
族

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支

援
員
の
資
格
要
件
に
義
務
教
育
学

校
の
教
諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る

者
を
加
え
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
九
百
十
五

万
二
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
三
百
六
億
五
千
九
百
十
五
万
二

千
円
と
す
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
十
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
十
二
億
四

千
三
百
九
十
二
万
円
と
す
る
も
の
。

　

県
補
助
金
が
三
百
四
十
一
万
八

千
円
か
ら
二
千
七
百
八
十
四
万
円

に
増
額
と
な
る
も
の
。

��
飯
能
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
収
入
額
な
ど

の
合
計
が
八
十
万
円
を
超
え
る
方

の
場
合
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
段
階

が
第
二
段
階
か
ら
第
三
段
階
の
一
段

上
に
位
置
づ
け
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

る
事
業
で
あ
る
。
児
童
同
士
の
学
び

合
い
学
習
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の

自
尊
感
情
を
育
み
な
が
ら
互
い
に
認

め
合
い
、
高
め
合
う
と
い
う
人
権
感

覚
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
学
び
の
形

づ
く
り
の
研
究
と
な
っ
て
い
る
。

が
、
課
税
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
中
身
は
。

年
金
や
障
害
年
金
も
こ
れ
に
含
め
る

と
い
う
制
度
改
正
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
収
入
判
定
の
方
法
の
変
更

は
八
月
か
ら
全
国
一
律
の
取
り
扱
い
と

な
り
、
非
課
税
年
金
だ
け
が
優
遇
さ

れ
て
い
る
と
い
う
不
公
平
感
が
あ
り
、

そ
れ
を
受
け
て
の
税
制
改
正
で
あ
り
、

賛
成
す
る
。

補
助
金
の
内
容
に
つ
い
て
は
。

年
間
の
事
業
計
画
が
出
さ
れ
て

い
る
が
、
補
助
金
が
入
っ
た
こ

地
震
対
策
等
の
地
域
指
定
が
あ

り
、
埼
玉
県
全
域
が
指
定
さ
れ

補
填
財
源
を
減
ら
し
て
、
今
年

度
の
事
業
の
管
路
の
延
伸
に
つ

て
い
る
。
条
件
は
配
水
管
、
送
水
管
、

導
水
管
の
更
新
事
業
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
既
に
当
初
予
算
で
計

上
し
て
い
る
八
幡
町
地
内
の
配
水
管

布
設
工
事
、
仲
町
地
内
の
配
水
管
布

設
工
事
、
東
町
地
内
の
配
水
管
布
設

工
事
に
補
助
金
を
充
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
理
解
願
い
た
い
。

い
て
は
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
の
延

長
と
考
え
て
い
る
。

と
に
よ
り
、
老
朽
管
の
布
設
替
え
を

少
し
延
伸
で
き
る
の
か
。

宮沢湖
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��

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
飯
能
市
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

��
飯
能
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

��

飯
能
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

一
号
）

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

��

飯
能
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

総
務
委
員
会

●
固
定
資
産
税
の
家
屋
減
額
申
請
状

況
に
つ
い
て
、
省
エ
ネ
改
修
の
実
績

に
つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
は
六

件
、
減
額
は
四
万
九
千
円
で
あ
る
こ

と
。

●
た
ば
こ
税
の
申
告
状
況
等
は
、
旧

三
級
品
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
で

対
応
し
て
お
り
、
四
段
階
に
分
け
て

課
税
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
平
成

二
十
八
年
度
が
第
一
段
階
に
な
る
。

今
回
は
、
千
本
あ
た
り
の
税
率
と
の

差
額
四
百
三
十
円
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
も
の
で
、
今
回
の
経
過
措
置
に
よ

る
影
響
額
は
約
二
百
万
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
る
こ
と
。

●
小
規
模
保
育
事
業
型
Ａ
型
と
定
員

二
十
人
以
上
の
保
育
所
型
事
業
所
内

保
育
事
業
に
お
い
て
、
当
分
の
間
、

幼
稚
園
教
諭
、
小
学
校
教
諭
、
養
護

教
諭
の
免
許
を
有
す
る
も
の
と
、
一

日
八
時
間
を
越
え
て
開
所
す
る
場
合

に
は
、
開
所
時
間
を
通
じ
て
必
要
と

な
る
保
育
士
の
数
と
利
用
定
員
に
応

●
健
康
診
断
や
予
防
接
種
な
ど
日
常

的
に
一
定
の
健
康
へ
の
取
り
組
み
を

し
て
い
る
方
が
、
特
定
の
医
療
品
を

購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
的
に

病
気
の
予
防
や
改
善
に
つ
な
が
る
医

薬
品
の
購
入
が
対
象
に
な
る
こ
と
。

●
商
工
会
議
所
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
未
換
金
分
を
寄
附
し
て

●
飯
能
市
全
体
の
公
共
交
通
の
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
今
後
協
議
会
を
設

置
し
、
市
民
の
皆
様
、
地
域
、
交
通

事
業
者
な
ど
の
方
々
を
含
め
、
こ
れ

か
ら
の
公
共
交
通
機
関
を
ど
う
守

り
、
育
て
、
つ
く
っ
て
い
く
の
か
を

検
討
す
る
こ
と
。

●
飯
能
住
ま
い
を
広
く
効
果
的
に
訴

求
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
か

か
る
経
費
と
と
も
に
、
飯
能
住
ま
い

を
疑
似
体
験
で
き
る
よ
う
な
移
住
体

験
ツ
ア
ー
の
企
画
立
案
に
関
す
る
こ

と
を
行
う
こ
と
。

●
空
き
家
実
態
調
査
の
結
果
を
受

け
、
所
有
者
の
特
定
と
意
向
調
査
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
等
を
実
施
す
る
た

め
の
経
費
を
計
上
す
る
こ
と
。

●
老
朽
管
更
新
工
事
に
係
る
県
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
生
活
基
盤

施
設
耐
震
化
等
交
付
金
の
う
ち
、
基

幹
水
道
構
造
物
耐
震
化
事
業
の
み
が

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
七

年
度
以
前
に
採
択
さ
れ
た
事
業
が
対

象
で
あ
っ
た
が
、
全
国
の
自
治
体
か

ら
老
朽
管
更
新
事
業
に
対
す
る
要
望

が
多
か
っ
た
た
め
、
平
成
二
十
八
年

度
に
限
り
認
め
ら
れ
た
こ
と
。

委員会の
審査審査

　議会に提出された議案や請願は、専門的に、より詳しく審査をする
ため総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　６月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）

厚
生
文
教
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

も
ら
い
、
二
千
百
三
十
六
枚
の
未
換

金
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
プ
レ
ミ
ア

ム
分
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
除
い
た

金
額
と
な
っ
て
お
り
、
未
換
金
額

百
六
万
八
千
円
の
内
、
プ
レ
ミ
ア
ム

分
は
、
二
十
四
万
六
千
四
百
六
十
二

円
で
こ
の
額
を
国
へ
返
還
し
、
販
売

代
金
の
八
十
二
万
千
五
百
三
十
八
円

が
今
回
の
寄
附
金
額
と
な
る
こ
と
。

じ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
育

士
と
の
差
の
範
囲
に
お
い
て
、
保
育

士
と
同
等
の
知
識
や
経
験
を
有
す
る

と
市
長
が
認
め
た
者
を
、
全
体
数
の

三
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
で
保
育

士
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

●
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
省
令
の
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
が
改
正
さ
れ
、
放
課
後
児

童
支
援
員
の
資
格
要
件
に
義
務
教
育

学
校
の
教
諭
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た

た
め
、
同
基
準
の
規
定
を
引
用
し
て

い
る
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

●
介
護
保
険
制
度
改
正
の
内
容
に
つ

い
て
、
介
護
保
険
施
設
や
シ
ョ
ー
ト 

ス
テ
イ
を
利
用
す
る
際
の
食
費
・
部

屋
代
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
の
負
担
限
度
額
の
設
定
に
お
け 

る
収
入
判
定
に
お
い
て
、
平
成
二
十 

八
年
八
月
か
ら
、
非
課
税
年
金
で
あ

る
遺
族
年
金
と
障
害
年
金
も
含
め
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
シ
ス
テ
ム
改

修
す
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

プレミアム付き商品券
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公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
本
橋

勇
造
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、

新
た
に
井
上
孝
治
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

　
全
国
・
埼
玉
県
の
各
市
議
会
議
長

会
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、
三
十
五

年
以
上
市
議
会
議
員
の
職
に
あ
る
者

と
し
て
、
武
藤
文
夫
議
員
が
、
十
五

年
以
上
表
彰
を
加
藤
由
貴
夫
議
員
、

砂
長
恒
夫
議
員
、
鳥
居
誠
明
議
員
、

滝
沢
　
修
議
員
が
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
加
藤
由
貴
夫
議
員
は
、
四

年
以
上
正
副
議
長
の
職
に
あ
る
者
と

し
て
も
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人
事
案
件

議
員
表
彰

井上　孝治氏武藤　文夫議員

議員35年以上

加藤　由貴夫議員

議員15年以上
正副議長４年以上

鳥居　誠明議員

議員15年以上

砂長　恒夫議員

議員15年以上

滝沢　修議員

議員15年以上

平成２８年６月定例会　議決結果
■賛否が分かれた議案 ※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略、○は賛成の議員、×は反対の議員

※砂長恒夫議員は議長のため、採決には加わっていません。

議案
番号

議席番号・議員名

議　案　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議決
結果

 

栗
原
　
義
幸

 

中
元
　
　
太

 

大
津
　
　
力

 

野
口
　
和
彦

 

滝
沢
　
　
修

 

山
田
　
利
子

 

新
井
　
　
巧

 

金
子
　
敏
江

 

内
田
　
健
次

 

平
沼
　
　
弘

（
欠
員
）

 

加
藤
由
貴
夫

 

砂
長
　
恒
夫

 

鳥
居
　
誠
明

 

松
橋
　
律
子

 

加
涌
　
弘
貴

 

椙
田
　
博
之

 

野
田
　
直
人

 

武
藤
　
文
夫

52
飯能市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

55
平成28年度飯能市介護保険特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

■全会一致の議案等
議案
番号 議　　案　　名 議決結果

47 専決処分の承認を求めることについて（飯能市税条例等の一部を改正する条例） 承　　認

48 専決処分の承認を求めることについて（飯能市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承　　認

49 専決処分の承認を求めることについて（飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承　　認

50 飯能市税条例等の一部を改正する条例 原案可決

51 飯能市都市計画税条例の一部を改正する条例 原案可決

53 飯能市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

54 平成２８年度飯能市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

56 平成２８年度飯能市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

57 市道路線の認定について（大字双柳地内） 原案可決

58 市道路線の認定について（大字川寺地内） 原案可決

59 契約の一部変更について 原案可決

特定事件の閉会中における継続調査申し出の件（総務委員会・経済建設委員会） 申出書のとおり

議員派遣の件 派　　遣

60 公平委員会委員の選任について（井上　孝治） 同　　意

議提2 飯能市議会基本条例の一部を改正する条例 原案可決

議提3 骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書 原案可決

議提4 食品ロス削減に向けての取り組みを進める意見書 原案可決
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広
域
行
政
に
つ
い
て

　

五
市
で
政
令
指
定
都
市
を

「
路
面
下
空
洞
調
査
」実
施
を

「
森
林
認
証
制
度
」の
取
得

「
子
ど
も
の
安
全
」

市
民
要
望
関
係

　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
促
進
に
つ
い
て

鳥
獣
対
策
と
ジ
ビ
エ
の
進
捗
は

メ
ッ
ツ
ァ
開
園
に
道
路
イ
ン
フ
ラ
は
ど
う
な
る
の
か

野
田　

直
人

中
元　
　

太

野
口　

和
彦

椙
田　

博
之

　
　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
飯
能
市
・

所
沢
市
・
狭
山
市
・
入
間
市
・
日
高
市
の

五
市
で
構
成
さ
れ
る
埼
玉
西
部
消
防

組
合
議
会
が
発
足
し
た
。
本
年
の
職

員
数
は
八
百
六
十
三
人
を
超
え
、
埼
玉

県
内
で
は
、
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
さ

い
た
ま
市
に
次
い
で
二
番
目
の
規
模
。

広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
埼
玉
県
内

で
ト
ッ
プ
の
規
模
と
な
る
大
規
模
な
消

防
組
合
で
あ
る
。
広
域
化
に
つ
い
て
は

消
防
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

将
来
的
に
は
埼
玉
西
部
消
防
局
を
構

成
す
る
五
市
に
よ
る
政
令
指
定
都
市

　
　

空
洞
調
査
の
有
用
性
と
市
の
見

解
に
つ
い
て
は
。

　
　

陥
没
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
有
効

な
調
査
。
路
盤
の
傷
み
や
埋
設
管
の

老
朽
化
等
に
よ
り
、
路
面
陥
没
も
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
調
査
の

重
要
性
が
増
す
と
考
え
る
。

◆�

路
面
下
空
洞
調
査
を
含
め
た
イ
ン

フ
ラ
維
持
整
備
を
要
望
し
た
。

　
　

西
川
材
普
及
の
た
め
、
森
林
認

証
を
取
得
す
べ
き
で
は
。

　
　

費
用
対
効
果
の
検
証
を
し
な
が

ら
国
際
的
な
森
林
認
証
の
取
得
を
行

　
　

現
在
の
防
犯
灯
の
維
持
管
理
に

お
い
て
は
、
各
自
治
会
が
請
け
負
う

仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
大
変
市
民

負
担
の
大
き
い
状
況
で
す
。
近
年
の

他
の
自
治
体
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
方
式
に

よ
る
民
間
企
業
の
リ
ー
ス
を
活
用
し

た
導
入
事
例
が
相
次
い
で
お
り
、
市

民
負
担
の
軽
減
や
消
費
電
力
の
削
減
、

長
寿
命
化
に
よ
る
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
や

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
、
何
よ
り
初

期
投
資
が
掛
か
ら
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
を
実
現
し
て
お
り
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

方
式
は
、
一
斉
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
交

　
　

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に

な
っ
て
き
た
が
、
問
題
点
は
。

　
　

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
関
係

部
署
や
関
係
団
体
と
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　

そ
の
際
、
排
他
的
に
な
ら
ず
に

共
存
が
重
要
だ
と
思
う
が
。

　
　

共
存
し
、
事
故
も
な
く
飯
能
市
の
自

然
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
。

　
　
野
生
鳥
獣
対
策
と
活
用
の
進
捗
は
ど
う
か
。

　
　

対
策
の
強
化
を
図
っ
た
。
活
用

に
つ
い
て
は
特
に
ジ
ビ
エ
を
産
業
化

で
き
る
よ
う
に
オ
ー
ル
飯
能
で
取
り

組
む
体
制
を
進
め
て
い
る
。

　
　

久
下
六
道
線
は
ど
う
す
る
の
か
。

問

問

問

問問問問 答

を
目
指
す
べ
き
か
と
考
え
る
。
構
成
五

市
の
人
口
は
、
合
計
し
て
約
七
十
八
万

人
に
上
る
。
現
在
の
政
令
指
定
都
市
の

二
十
市
の
中
で
人
口
が
七
十
万
人
台
の

市
は
、
静
岡
市
、
岡
山
市
、
相
模
原
市
、

熊
本
市
の
四
市
と
な
っ
て
い
る
。
人
口

規
模
だ
け
見
れ
ば
、
他
の
政
令
指
定

都
市
と
遜
色
な
い
規
模
で
あ
る
。
市
長

の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　

政
令
指
定
都
市
の
お
話
が
あ
っ

た
が
、
今
後
そ
の
よ
う
な
動
向
が
生

ま
れ
て
く
れ
ば
注
意
深
く
見
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

う
事
に
よ
り
、
西
川
材
の
高
付
加
価

値
化
を
図
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

認
証
取
得
を
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。

◆�

五
輪
競
技
場
で
は
認
証
を
受
け
た

木
材
し
か
使
用
し
な
い
。

　
　

日
高
市
で
は
全
小
中
学
校
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
。
本
市
で

も
導
入
す
べ
き
で
は
。

　
　

児
童
・
生
徒
の
安
全
な
学
習
環

境
を
守
る
た
め
、
学
校
現
場
と
と
も

に
様
々
な
角
度
か
ら
の
防
犯
対
策
を

継
続
的
に
検
討
す
る
。

◆
他
、
自
伐
型
林
業
等
を
質
し
た
。

換
す
る
工
事
と
、
そ
の
後
の
十
年
間
に

渡
る
維
持
管
理
業
務
を
合
わ
せ
て
行

う
も
の
で
、
市
は
電
気
料
金
が
下
が
っ

た
一
部
で
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
費
用
と
し

て
十
年
間
分
割
し
て
事
業
者
に
支
払

い
ま
す
。
長
年
検
討
さ
れ
て
い
る
中
、

い
よ
い
よ
実
行
し
て
も
良
い
時
期
で

す
。
翌
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
を

要
望
し
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　

最
適
な
方
法
を
精
査
し
、
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

現
在
は
凍
結
し
て
い
る
が
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

メ
ッ
ツ
ア
開
園
に
市
内
の
道
路

イ
ン
フ
ラ
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

県
な
ど
と
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　

そ
れ
で
間
に
合
う
の
か
。
少
な

く
と
も
数
万
人
が
一
時
に
集
ま
る
の
を

吸
収
で
き
る
の
か
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

街
路
灯
組
合
は
大
丈
夫
か
。

　
　

会
員
数
の
減
少
で
維
持
管
理
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
明
か
り
を
絶
や
さ
ず

に
防
犯
灯
へ
の
切
り
か
え
を
進
め
た
い
。

問

答

答

答

答 答答答

答答答

市政に対する

一般質問

　一般質問とは、議員がそれぞれの視点から
市の行政全般について市長（執行部）に質問
し、説明を求めるものです。
　「市議会だより」には、質問者本人が執筆し
たものを、発言順に掲載しています。
　今回は、12人が質問にたちました。

問答

問問問
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飯能河原久下六道線

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
活
用
つ
い
て

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

ム
ー
ミ
ン
テ
ー
マ
パ
ー
ク

　

情
報
共
有
と
支
援
で
地
域
活
性
化
を

市
長
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

防
災
の
課
題
に
つ
い
て

地
域
創
生
に
つ
い
て

　

山
間
地
が
目
指
す
地
域
づ
く
り

  　

(

吾
野
・
東
吾
野
地
域)

栗
原　

義
幸

新
井　
　

巧

鳥
居　

誠
明

平
沼　
　

弘

　
　

飯
能
市
で
は
第
五
次
総
合
振
興

計
画
も
策
定
さ
れ
本
格
的
な
地
方
創

生
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
国
で
も

地
域
再
生
法
が
改
正
さ
れ
、
地
方
創
生

に
積
極
的
に
取
り
組
む
自
治
体
を
支

援
す
る
新
型
交
付
金
の
活
用
が
本
市

に
お
い
て
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
。
進
捗

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
く
。

　
　

新
型
交
付
金
の
交
付
要
件
と
し

て
交
付
対
象
と
す
る
事
業
は
総
理
大

臣
の
認
定
を
必
要
と
す
る
。
本
市
で

は
今
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
し
た

事
業
の
中
か
ら
交
付
対
象
と
し
て
可

　
　

ム
ー
ミ
ン
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
つ
い

て
、
市
民
に
で
き
る
か
ぎ
り
情
報
を

オ
ー
プ
ン
に
し
て
情
報
を
共
有
し
、
市

民
が
好
感
を
も
っ
て
積
極
的
に
協
力
し

あ
え
る
よ
う
な
支
援
を
望
む
。そ
こ
で
、

相
談
・
支
援
窓
口
を
明
確
に
し
、
商
工

会
議
所
や
商
店
街
、
農
家
も
含
め
て

情
報
提
供
し
て
関
係
者
の
支
援
と
援

助
を
し
て
ほ
し
い
。
フ
ィ
ン
テ
ィ
ッ
ク

社
と
地
方
創
生
の
協
定
書
を
交
わ
し

て
い
る
の
で
一
方
的
な
情
報
提
供
で
な

く
、
対
等
な
立
場
で
進
め
る
こ
と
が
必

要
だ
が
。

　
　

市
政
は
職
員
に
任
せ
、
市
長
は

外
回
り
に
専
念
す
る
と
は
。

　
　

大
き
な
外
交
で
、日
本
一
の
飯
能
市
に
。

　
　

こ
の
十
年
間
、
飯
能
市
は
企
業

誘
致
二
十
七
社
、
雇
用
が
千
百
四
十

人
増
、
人
口
は
三
千
七
百
人
減
。
日
高

市
は
七
十
七
社
で
雇
用
が
二
千
五
百

人
増
、
人
口
は
二
千
四
百
三
十
人
増
。

飯
能
市
は
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

他
市
が
ど
う
で
は
無
く
飯
能
市

独
自
の
政
策
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
学
ぶ
べ
き
事
が
あ
れ
ば
学
ぶ
べ
き
。

　
　

森
林
文
化
都
市
宣
言
を
し
て
い
る

　
　

地
域
創
生
に
つ
い
て
、
地
域
資
源

を
有
効
活
用
し
人
口
増
加
を
図
る
た
め
、

特
色
あ
る
教
育
環
境
、
若
者
向
き
の
企

業
誘
致
、
健
康
推
進
に
よ
る
交
流
人
口

の
増
加
を
基
本
に
考
案
し
、
吾
野
・
東
吾

野
地
域
内
に
、

�一
、
教
育
文
化
エ
リ
ア（
教
育
施
設
を
集

結
さ
せ
、
小
中
一
貫
、
英
語
特
区
、
自
然・

文
化
教
育
を
行
う
）

�
二
、
健
康
介
護
福
祉
増
進
エ
リ
ア（
東
吾

野
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
と
共
に
、
健
康

推
進
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
健

康
増
進
、
認
知
症
等
予
防
を
行
う
）

問

問

問

問

問要
望

問

能
性
の
あ
る
事
業
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

し
、
認
定
へ
向
け
て
現
在
、
内
閣
府

と
直
接
協
議
し
て
い
る
。
認
定
及
び

交
付
決
定
は
八
月
か
ら
九
月
の
時
期

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
も

こ
こ
で
新
た
に
創
設
さ
れ
た
。
本
市
の

地
方
創
生
に
民
間
資
金
の
活
用
を
見

込
む
も
の
。
取
り
組
み
状
況
を
聞
く
。

　
　

地
方
創
生
応
援
税
制
で
あ
る
こ

の
制
度
は
新
型
交
付
金
と
同
じ
く
対

象
事
業
の
総
理
大
臣
認
定
が
必
要
。

事
業
の
認
定
に
向
け
全
力
を
尽
く
す
。

　
　

担
当
窓
口
は
、
地
方
創
生
推
進
室

が
行
い
、
個
々
の
協
議
は
担
当
課
が
対

応
す
る
。関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、

地
方
創
生
に
お
け
る
観
光
振
興
を
お
互

い
に
協
力
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

飯
能
河
原
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

注
目
さ
れ
る
な
か
で
、
駐
車
場
と
周
辺

の
遊
歩
道
整
備
、
既
存
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
趣
き
の
あ
る
間
伐
材
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
に
換
え
て
ほ
し
い
が
。

　
　

飯
能
河
原
利
用
協
議
会
や
関
係

団
体
等
の
ご
意
見
を
参
考
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

が
飯
能
駅
周
辺
に
雰
囲
気
が
な
い
が
。

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
す
る
。

　
　

市
街
地
に
歩
行
者
が
休
憩
で
き
る

「
せ
せ
ら
ぎ
」の
あ
る
通
り
は
ど
う
か
。

　
　
休
憩
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
は
可
能
。

　
　

久
下
六
道
線
の
安
全
対
策
に
電

柱
の
撤
去
や
一
方
通
行
に
し
て
は
。

　
　

協
議
を
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　

市
街
地
に
避
難
所
が
足
り
な
い
が
。

　
　

協
力
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
よ
り
、
お
手
伝
い
を
す
る
。

　
　

耐
震
性
の
な
い
避
難
所
が
あ
る
が
。

　
　

関
係
部
署
と
協
議
し
検
討
す
る
。

三
、
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
エ
リ
ア（
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
を
利
用
し
Ｉ
Ｔ
企
業
を
誘
致
し
、

若
者
の
移
住
を
促
す
、
林
業
研
修
所
を

開
設
し
、
林
業
家
の
育
成
を
目
指
す
）

四
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア（
ラ
ン
・

バ
イ
ク
ト
レ
イ
ル
等
の
専
用
コ
ー
ス
を
造

る
）

五
、
西
川
林
業
エ
リ
ア(

広
域)

と
い
う
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

総
合
振
興
計
画
等
の
地
域
説
明

会
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
と
ひ
ざ

を
交
え
た
話
し
合
い
を
し
た
い
。

答

答 答

答答答

答答答答答

答

問

問

問問問問
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森林文化都市宣言
（東飯能駅西口の石碑）

飯能南口観光
公衆トイレ

国
際
興
業
バ
ス
の
減
便
に
つ
い
て

日
本
一
の
森
林
文
化
都
市
を
目
指
し
て

熊
本
地
震
か
ら
飯
能
市
の
教
訓
は

　

避
難
所
の
対
応
と
運
営
に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
発
行
を

飯
能
駅
の
駅
舎
内
に

　

西
川
材
利
用
で
飯
能
の
魅
力
創
出
を

内
田　

健
次

滝
沢　
　

修

山
田　

利
子

金
子　

敏
江

　
　

今
回
の
減
便
告
知
に
は
驚
い
た
。

他
の
告
知
方
法
は
な
か
っ
た
か
。

　
　

市
と
し
て
も
遺
憾
に
思
う
。
自

治
会
連
合
会
等
各
方
面
で
利
用
者
増

を
訴
え
た
が
、
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

　
　

森
林
文
化
都
市
に
つ
い
て
質
問

す
る
が
、
ま
ず
森
林
の
役
割
は
。

　
　

国
土
保
全
、
水
源
涵
養
、
地
球
温

暖
化
対
策
等
多
面
的
機
能
が
あ
り
、
個

人
財
産
だ
が
、
公
益
的
機
能
を
考
え
る

と
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
が
重
要
。

　
　

森
林
法
改
正
後
の
施
策
は
。

　
　

採
算
性
を
高
め
る
方
向
に
見
直

し
が
行
わ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

四
月
十
四
、十
六
日
の
二
度
の
強

い
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
熊
本
地
方
で

は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
大
規

模
災
害
に
対
し
て
の
教
訓
は
。

　
　

熊
本
地
震
の
教
訓
を
受
け
、
飲

料
水
の
備
蓄
を
進
め
る
と
と
も
に
、

井
戸
水
が
活
用
で
き
な
い
か
調
査
・

研
究
を
し
た
い
。
ま
た
、
高
齢
者
、

障
害
者
、
女
性
や
子
ど
も
に
配
慮

し
た
避
難
所
運
営
が
で
き
る
よ
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
進
め
た
い
。

　
　

熊
本
地
震
で
は
ホ
テ
ル
や
空
港

の
駐
車
場
な
ど
指
定
外
の
場
所
へ
の
避

　
　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、
身
体
、
知

的
、
精
神
、
お
よ
び
難
病
な
ど
の
障
害

の
あ
る
方
が
携
帯
し
、
自
ら
の
障
害
へ

の
理
解
や「
助
け
」を
求
め
る
カ
ー
ド
で
、

住
所
、
医
療
情
報
、
配
慮
し
て
ほ
し
い

こ
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
処
情
報
ま

で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
内
部
障

害
な
ど
見
た
目
で
は
わ
か
ら
な
い
方
が
、

困
っ
た
と
き
周
囲
に
支
援
を
求
め
る
際

に
有
効
で
あ
る
。
埼
玉
県
内
で
も
現
在
、

六
十
三
市
町
村
中
四
十
三
市
町
で
配
布
。

障
害
の
み
な
ら
ず
高
齢
者
に
も
有
効
で

あ
る
と
美
里
町
で
は
各
家
庭
に
配
布
し

　
　

今
年
三
月
、
飯
能
駅
南
口
に
ム
ー

ミ
ン
屋
敷
を
連
想
さ
せ
る
観
光
ト
イ

レ
が
建
設
さ
れ
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
飯
能
駅
駅
舎
を
東
飯
能
駅
の

よ
う
に
腰
板
を
張
り
巡
ら
し
木
の
ベ

ン
チ
を
置
い
た
り
し
て
、
西
川
材
を

沢
山
使
う
こ
と
に
よ
り
魅
力
ア
ッ
プ

を
。
特
に
改
札
を
出
て
正
面
の
ス
ペ
ー

ス
を
工
夫
で
き
な
い
か
。
駅
は
人
と
人

と
の
出
会
い
の
場
、
街
の
顔
。
森
林
文

化
都
市
と
し
て
の
風
格
を
飯
能
駅
か

ら
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み
を
ぜ
ひ
検

討
し
て
ほ
し
い
が
。

問問問

問問

問

問

　
　

山
で
儲
か
る
仕
組
み
は
。

　
　
打
開
策
と
し
て
戦
略
、営
業
力
が
重
要
。

　
　

集
約
化
、機
械
化
、路
網
整
備
は
。

　
　

森
林
組
合
の
経
営
改
革
の
大
き

な
柱
と
し
て
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

　
　

集
約
化
に
は
。

　
　

所
有
者
の
特
定
と
境
界
の
明
確

化
が
課
題
。

　
　
ウ
ッ
ズ
オ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

　
　

ぜ
ひ
と
も
検
討
し
た
い
。

　
　

認
証
取
得
は
。

　
　

面
積
は
広
い
ほ
ど
価
値
が
あ
る
。

　
　

も
く
ね
ん
工
房
は
。

　
　

方
向
性
を
と
も
に
考
え
た
い
。

難
も
あ
り
、
避
難
者
の
把
握
に
手
間

取
り
、
支
援
物
資
も
届
か
な
か
っ
た
。

避
難
者
を
把
握
す
る
方
法
は
。

　
　

指
定
避
難
所
が
地
域
の
情
報
収

集
、
情
報
発
信
の
要
と
な
る
よ
う
避

難
所
の
在
り
方
を
研
究
し
た
い
。

　
　

防
災
訓
練
で
も
要
援
護
者
の
把

握
方
法
や
車
椅
子
で
の
避
難
訓
練
な

ど
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　

今
後
、
過
去
の
災
害
な
ど
に
お

け
る
課
題
も
含
め
、
訓
練
方
法
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
飯
能
市
の
現
状

と
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　

飯
能
市
も
住
所
、
氏
名
、
緊
急

連
絡
先
、
服
薬
な
ど
、
記
入
で
き
る

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
障
害
者
福
祉
課
窓

口
に
あ
る
。
し
か
し
、
今
お
聞
き
し

た
よ
う
な「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」は
作
成

し
て
な
い
。
周
り
に
認
識
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
日
頃
か
ら
バ
ッ
ク
な
ど

に
つ
け
て
お
く「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」に

つ
い
て
は
、
障
害
者
福
祉
審
議
会
等

で
検
討
い
た
だ
く
よ
う
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

東
飯
能
駅
の
木
質
化
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
の
県
の
補

助
事
業
で
地
元
西
川
材
を
使
用
し
て

実
施
。
飯
能
駅
で
は
、
昨
年
十
二
月

に
ト
イ
レ
を
木
質
化
し
て
き
れ
い
に

な
っ
た
。
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
な
ど
の

状
況
を
考
え
る
と
乗
降
客
の
方
々
の

手
が
直
接
触
れ
る
よ
う
な
箇
所
に
西

川
材
を
活
用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方

策
と
考
え
る
。
庁
内
の
関
係
部
署
と

連
携
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
鉄
道
事
業

者
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

か
ら
始
め
る
。

答答 答答 答答

答

答

答

答答答

答

答

問問 問問 問問

問
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タブレット操作説明会を
開催しました

市
議
会
か
ら
国
等
へ
提
出

意
見
書

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
あ
て

　

世
界
で
は
全
人
類
が
生
き
る
の
に

十
分
な
量
の
食
べ
物
が
生
産
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
三
分

の
一
は
無
駄
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、
国
、

地
方
公
共
団
体
、
国
民
、
事
業
者
が

一
体
と
な
っ
て
食
品
ロ
ス
削
減
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

下
記
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に
取
り

組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

記

一�　

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
、
削

減
目
標
や
基
本
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
食
品
ロ
ス
削
減
推
進

本
部
の
設
置
や
担
当
大
臣
を
明
確

化
す
る
こ
と
。

二�　

加
工
食
品
等
の
食
品
ロ
ス
を
削

減
す
る
た
め
、
需
要
予
測
の
精
度

向
上
に
よ
り
過
剰
生
産
の
改
善
を

図
る
と
と
も
に
、
商
慣
習
の
見
直

し
に
取
り
組
む
事
業
者
の
拡
大
を

推
進
す
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
、
消
費
者

担
当
大
臣
あ
て

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、

議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ
提
出
し

た
も
の
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
で
は
、
ド
ナ
ー

の
負
担
軽
減
に
関
し
て
様
々
な
取
組

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ド
ナ
ー
が
、
検
査
や
入

院
等
で
病
院
に
出
向
く
な
ど
し
て
仕

事
を
休
業
し
た
場
合
の
補
償
は
、
現

在
、
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
ド
ナ
ー

に
対
す
る
支
援
の
充
実
に
関
し
、
次

の
事
項
を
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
強

く
要
請
す
る
。

記

一�　

事
業
主
向
け
に
策
定
し
た
労
働

時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

中
で
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
を
明
示
す

る
な
ど
、
企
業
等
の
取
り
組
み
を

促
進
す
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る

と
と
も
に
、
ド
ナ
ー
休
暇
の
制
度

化
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

二�　

ド
ナ
ー
が
、
骨
髄
等
の
提
供
に

伴
う
入
院
、
通
院
、
打
合
せ
等
の

た
め
に
休
業
す
る
場
合
の
補
償
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
対
す
る
支
援

の
充
実
に
関
す
る
意
見
書（
抜
粋
）

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
取
り

組
み
を
進
め
る
意
見
書（
抜
粋
）

　平成２８年５月１２日（木）に機種変更に伴
い、タブレット操作説明会を開催しました。
　新機種ではクラウドシステムを導入し、
より効果的にタブレット端末を使用するこ
とが可能となりました。

◆飯能市の先進事例を視察に来られました◆

平成２８年度　市町村議会行政視察受入一覧

平成２８年7月１日現在

ＮＯ 月　　日 市町村議会名 人数 視察内容

1 ４月19日（火）
東京都昭島市議会
正副議長・代表者

11 ・タブレット端末の導入

2 ４月２０日（水）
佐賀県佐賀市議会
議会運営委員会

11 ・タブレット端末の導入

3 ４月２５日（月）
長野県議会　会派「信州・
新風・みらい」・中野市議会

3 ・飯能住まい制度

4 ４月２８日（木）
埼玉県伊奈町議会
会派「日本共産党」

3 ・通学費補助制度

5 ５月１３日（金）
福岡県大野城市議会
総務企画常任委員会

10
・シティプロモーション
　事業

6 ５月１８日（水）
佐賀県鳥栖市議会
議会運営委員会

9 ・タブレット端末の導入

7 ５月２０日（金）
北海道江別市議会
議会運営委員会

8 ・タブレット端末の導入

8 ５月２６日（木）
鹿児島県日置市議会
議会運営委員会

9 ・タブレット端末の導入

9 ５月２７日（金）
埼玉県所沢市議会　会派
「自由民主党・無所属の会」

9 ・飯能住まい制度

10 ５月３０日（月）
愛知県知立市議会
会派「知立政策研究会」

3 ・タブレット端末の導入

11 ６月３０日（木）
埼玉県北本市議会
タブレット端末導入会議

10 ・タブレット端末の導入



市議会案内板
HANNO

音楽隊が消防団員を激励
（飯能消防団消防操法大会）

審議の日程
6月定例会

 3日 開会、市長提出議案の上程・提案理由説明
 7日 議案質疑、議案の委員会付託
 8日 一般質問
 9日 一般質問
 10日 一般質問
 13日 常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
 17日 委員長報告・質疑・討論・採決
  市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
  議員提出議案の上程・提案理由説明・採決
  閉会

議会日誌
4月

 4日 飯能市議会広報委員会
 15日 埼玉県都市財政研究会定期総会
 19日 埼玉県市議会議長会定期総会
 25日 代表者会議
 26日 関東市議会議長会定期総会

5月
 10日 政務活動費審査会
 12日 タブレット操作説明会
 17日 代表者会議
 18日 埼玉県市議会議長会第二区議長会定期総会
 20日 議会改革特別委員会
 24日 全員協議会
  埼玉西部消防組合議会臨時会
 31日 議会運営委員会
  全国市議会議長会定期総会

6月
 3日 第２回定例会（6月17日まで）
  飯能市議会広報委員会
 14日 議会改革特別委員会
 17日 飯能市議会広報委員会

議会事務局またはホームページで
TEL 042ｰ973ｰ2686
http://www.city.hanno.saitama.jp

会議録は次の施設またはホームページでご覧になれます
市役所内:議会事務局（４階）・市政資料コーナー（３階）

会期日程等は8月23日頃内定します。

６月定例会では延べ271名の方が傍聴されました。

次回の9月定例会は
8月26日開会予定です。

議会を傍聴しませんか

＊編集を終えて＊
　雨降りが続く梅雨、そして、暑い夏。
　人間にとっては、つらい季節ですが、植物にとっては一番成
長出来る季節。何事も適・不適、是・非があり表裏一体。
　民主主義の根幹は議論し、多数決でものごとを決定するの
です。多数は少数を、少数は多数を尊重しなければ争いばか
りです。

（鳥居）

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）

お問い合わせ先
埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています）

8/4～8/8、9/10～9/13

☆インターネットで視聴できます

☆テレビ放映しています
　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で一般
質問の様子を録画放映しています。

☆ライブ中継を始めました
　平成２８年３月定例会から市役所本庁舎１階
ロビーにおいて一般質問のライブ中継を始めま
した。

広報委員　（◎委員長　○副委員長）
◎滝沢　修　○鳥居誠明　栗原義幸　中元　太
　大津　力　　野口和彦　新井　巧　平沼　弘

お問い合わせは

◆ 一般質問 ◆

飯能市議会録画 クリック
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議案の

審議
○の中の数字は議案番号（順不同）

　９月定例会は、８月26日から９月20日までの26日間開か
れ、市長提出議案18件、決算認定案件12件、議員提出議案１件、
請願１件、その他２件について審議を行い、議決いたしました。

■一般会計補正予算など32件を議決

平成28年11月1日　はんのう市議会だより　第141号 2

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
六
百
二
十

六
万
八
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
三
百
六
億
五
千
四
百
十
四
万

七
千
円
と
す
る
も
の
。

　
事
業
勘
定
に
お
い
て
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
二
千
三
百
九
十

三
万
六
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
八

億
六
千
三
百
八
十
三
万
八
千
円
と

す
る
も
の
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
二
百

十
一
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
八

億
七
千
百
六
十
一
万
七
千
円
と
す

る
も
の
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
百
五

十
七
万
九
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
六
億
九
千
七
百
十
七
万
円

と
す
る
も
の
。

　
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
契

約
の
内
容
の
一
部
を
変
更
す
る
も

の
。

市
長
提
出
議
案

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
下
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一

号
）

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
笠
縫

土
地
区
画
整
理
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
一
号
）

��

契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
飯

能
第
一
小
学
校
屋
内
運
動
場
改

修・耐
震
補
強
工
事（
建
築
工
事
）

公
益
財
団
法
人
日
本
環
境
協
会

か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
と

は
、
県
内
の
市
町
村
国
保
間
の

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
て
も

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
機
能
を

全
国
の
市
町
村
か
ら
の
要
望
額

が
国
の
予
算
を
上
回
っ
て
い
る

変
更
に
な
っ
た
の
は
県
の
労
務

単
価
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
は
学

校
の
児
童
の
た
め
に
行
っ
て
い

未
利
用
木
質
資
源
利
用
促
進

事
業
の
調
査
委
託
料
の
内
容
、

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業

の
交
付
金
の
関
係
で
は
五
千

終
末
処
理
場
の
耐
震
診
断
調

査
委
託
料
は
ど
の
部
分
を
行

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
三
千
八
百
二
十
五
万
円
の

ど
の
よ
う
な
労
務
単
価
の
変

更
の
た
め
見
直
し
た
の
か
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
住
民
利

用
に
つ
い
て
。

委
託
先
は
。

百
三
十
四
万
円
の
減
額
の
内
容
は
。

う
の
か
。

減
額
の
内
容
は
。

西
川
林
業
の
再
生
を
目
指
し
、林
業
・

木
材
産
業
で
収
入
が
上
が
る
仕
組

保
険
税
の
平
準
化
、
財
政
の
安
定
化

を
図
る
た
め
に
、
全
て
の
医
療
費
の

八
十
万
円
ま
で
の
部
分
の
額
に
つ
い

最
低
限
確
保
す
る
た
め
、
最
初
沈
殿

池
と
各
施
設
を
つ
な
ぐ
管
き
ょ
に
対

し
て
耐
震
性
能
を
把
握
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
管

理
棟
を
一
番
初
め
に
、
次
に
最
初
沈

殿
池
と
塩
素
混
和
池
を
耐
震
化
し
て

い
き
た
い
。

従
っ
て
積
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
刊

行
物
や
見
積
も
り
を
使
用
し
た
単
価

に
つ
い
て
は
対
象
外
で
あ
る
。

こ
と
だ
が
、
国
で
は
事
業
ご
と
の
予

算
は
な
る
べ
く
減
額
し
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
が
、
市
町
村
か
ら
の
要
望

の
額
が
多
い
と
い
う
こ
と
や
東
日
本

大
震
災
の
復
興
に
対
す
る
予
算
も
影

響
を
与
え
て
い
る
。

る
。
市
民
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
関

係
課
と
協
議
し
な
が
ら
研
究
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
企
業
の
バ
ス
等
い

わ
ゆ
る
社
会
資
源
と
言
わ
れ
て
い
る

交
通
機
関
に
つ
い
て
は
、
飯
能
市
の

公
共
交
通
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
れ

る
か
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

み
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
の
調
査
を
行
お
う
と

す
る
委
託
料
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
研
究
等
を
行
っ
て
い
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
想
定
し
て
い
る
。

主な追加の内容 (万円未満切り捨て )
歳入
地方交付税 3,276万円
繰入金 △ 8億 1,000万円
繰越金 7億 4,451万円
市債 △ 1億 7,799万円
歳出
国民健康保険特別会計 (事業勘定 )繰出金 △ 937万円
未利用木質資源利用促進事業 865万円
観光整備事業 529万円
土地区画整理特別会計繰出金 △ 3,284万円
下水道特別会計繰出金 △ 5,215万円
消防施設整備基金積立金 1,148万円

て
県
内
の
市
町
村
国
保
が
拠
出
金
を

出
し
合
う
共
同
事
業
で
あ
り
、
実
績

を
も
と
に
、
そ
の
伸
び
率
か
ら
平
成

二
十
八
年
度
の
医
療
費
を
見
込
ん
だ

後
、
平
成
二
十
七
年
度
の
実
績
を
加

え
た
と
こ
ろ
、
医
療
費
の
増
加
が
想

定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
歳
出
の

拠
出
金
を
見
込
み
に
よ
り
増
額
す
る

も
の
で
あ
り
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

前
期
高
齢
者
交
付
金
が
ふ
え
る
と
そ

の
分
交
付
さ
れ
る
金
額
が
減
額
さ
れ

る
こ
と
か
ら
見
込
み
に
よ
り
減
額
す

る
も
の
で
あ
る
。
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��

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

��
平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

総
務
委
員
会

●
法
人
市
民
税
に
係
る
過
年
度
過
誤

納
還
付
金
に
不
足
を
生
じ
、
支
出
に

緊
急
を
要
し
た
の
で
専
決
処
分
し
た

も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千

百
二
十
六
万
三
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三

百
七
億
千
四
十
一
万
五
千
円
と
し
た

も
の
。

●
収
税
事
業
に
お
い
て
、
市
税
過
誤

納
還
付
金
・
還
付
加
算
金
を
増
額
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

●
地
方
特
例
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
個

人
住
民
税
に
お
け
る
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
の
実
施
に
伴
う
地
方
公
共

団
体
の
減
収
分
を
補
填
す
る
も
の
で

あ
り
、平
成
二
十
八
年
度
の
適
用
者
が
、

千
二
百
九
十
六
人
、
控
除
金
額
の
合
計

が
五
千
十
二
万
九
千
円
で
あ
る
こ
と
。

●
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
関
す
る

県
内
の
内
示
は
、
三
百
三
十
一
事
業

所
の
内
示
を
受
け
、
飯
能
市
内
で
募

集
を
募
っ
た
が
、
社
会
福
祉
法
人
一

事
業
所
の
み
あ
り
、
国
の
予
算
の
関

係
上
、
一
事
業
所
あ
た
り
九
十
二
万

七
千
円
が
内
示
の
上
限
と
な
り
、
購

入
が
対
象
と
な
る
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ

（
介
護
従
事
者
の
介
護
業
務
の
身
体

委員会の
審査審査

　議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査するため、
総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　９月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）

的
な
負
担
、
主
に
腰
等
に
係
る
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
の
も
の
）二
台

分
の
金
額
と
な
る
こ
と
。

��

飯
能
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
に
係
る
基
準
及
び

当
該
職
員
の
員
数
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
内
に

五
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
そ
こ
に

置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
主
任
介
護

支
援
専
門
員
に
つ
い
て
、
継
続
的
な

資
質
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
五
年

ご
と
の
主
任
介
護
支
援
専
門
員
更
新

研
修
を
修
了
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

●
国
保
加
入
者
は
、
平
成
二
十
七
年

度
末
で
、
二
万
二
千
七
百
九
十
六
人

で
あ
り
、
平
成
二
十
六
年
度
末
と
比

較
し
て
、
九
百
五
十
四
人
の
減
と

な
っ
て
お
り
、
加
入
者
が
減
少
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
収
入
も
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
国
保
は
、
高
齢
者
、
低
所
得

者
が
多
い
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
一
人
当
た
り
の
保
険

税
調
定
額
も
伸
び
て
い
な
い
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

●
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に

代
わ
り
、
今
年
度
か
ら
都
市
再
生
区

画
整
理
事
業
と
い
う
補
助
金
を
使
っ

て
お
り
、
笠
縫
、
岩
沢
北
部
、
岩
沢

南
部
の
三
地
区
の
事
業
に
導
入
し
て

お
り
、
交
付
率
は
一
〇
〇
％
の
交
付

は
無
か
っ
た
た
め
、
地
区
間
で
調
整

し
、
減
額
補
正
し
た
こ
と
。

●
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
八
月
下
旬

時
点
で
約
六
〇
％
が
終
了
し
て
お

り
、
施
工
場
所
が
Ｊ
Ｒ
八
高
線
に
隣

●
平
成
二
十
七
年
度
の
水
道
事
業
収

支
は
、
一
億
九
千
二
百
八
十
二
万
二

千
六
百
二
十
九
円
の
純
利
益
と
な
っ

た
が
、
主
な
理
由
は
、
水
道
料
金
の

改
定
及
び
大
河
原
工
業
団
地
へ
の
企

業
立
地
に
よ
り
有
収
水
量
が
増
加
し

た
こ
と
で
あ
り
、
大
河
原
工
業
団
地

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
と

平
成
二
十
七
年
度
で
比
較
す
る
と
、

有
収
水
量
で
八
万
七
千
二
百
六
十
六

㎥
、
水
道
料
金
で
約
二
千
四
百
六
十

九
万
円
増
加
し
て
い
る
こ
と
。

●
県
内
で
骨
髄
移
植
を
希
望
し
て
い

る
方
は
平
成
二
十
八
年
五
月
末
現
在

五
十
七
名
お
り
、
飯
能
市
民
で
骨
髄

等
を
提
供
さ
れ
た
方
は
、
平
成
十
六

年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の

十
二
年
間
で
六
名
、
平
成
二
十
八
年
度

は
五
月
末
現
在
で
一
名
と
な
る
こ
と
。

厚
生
文
教
委
員
会

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
笠
縫

土
地
区
画
整
理
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
一
号
）

��

契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
飯
能

市
阿
須
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
水

処
理
設
備
工
事
）

��

平
成
二
十
七
年
度
飯
能
市
水
道

事
業
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処

分
に
つ
い
て

経
済
建
設
委
員
会

接
し
て
い
る
た
め
、
橋
脚
の
動
態
計

測
を
し
、
影
響
が
で
な
い
よ
う
に
工

事
を
進
め
て
い
る
こ
と
。

飯能市阿須汚水中継ポンプ場
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　今定例会に市長から提出された平成27年度一般会計及び特別会計の決算（認定第１号～認
定第12号）については、総務・厚生文教・経済建設委員会に付託され、会期中に３日間慎重
な審査を行い、委員会、本会議でいずれも認定いたしました。
　主な内容は次のとおりです。

概要・
 審査

決算の 平成27年度各会計（一般・特別・企業）決算を
認定いたしました

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

の
概
要

（
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
か
ら
抜
粋
）

特別会計歳入歳出決算額

歳 入 226億9,131万5,914円

歳 出 215億3,852万4,407円

実 質 収 支※1 11億 113万7,507円

単年度収支※2 2億4,032万 399円

一般会計歳入歳出決算額

歳 入 284億9,709万5,995円

歳 出 269億1,593万8,617円

実 質 収 支※1 14億 597万3,738円

単年度収支※2 1億7,968万1,500円

※ 1…翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの
※ 2…前年度の実質収支を差し引いたもの

※ 1…翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの
※ 2…前年度の実質収支を差し引いたもの

　

各
会
計
の
決
算
書
と
そ
の
附
属
書

類
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
、

数
値
は
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
書
類
と

符
合
し
、
適
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。

　

各
分
野
で
の
多
様
化
す
る
行
政
需

要
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

地
方
創
生
に
対
す
る
交
付
金
を
は
じ

め
、
国
庫
支
出
金
な
ど
を
積
極
的
に

要
望
し
て
い
る
こ
と
や
、
自
主
財
源

の
確
保
と
し
て
、
税
収
の
み
に
頼
る

こ
と
な
く
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

な
ど
も
積
極
的
に
進
め
て
い
る
努
力

は
評
価
で
き
る
。

　

宮
沢
湖
畔
に「
北
欧
の
雰
囲
気
と

ム
ー
ミ
ン
の
世
界
を
体
験
で
き
る
施

設
メ
ッ
ツ
ァ
」が
開
設
さ
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
飯
能
河
原
・
天
覧
山
、

あ
け
ぼ
の
子
ど
も
の
森
公
園
な
ど
の

主
要
観
光
資
源
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
に
つ
い
て
、
市
民
や
企
業
等
と
の

協
働
に
よ
り
取
り
組
む
こ
と
で
、
市

民
が
飯
能
に
対
し
誇
り
と
愛
着
心
を

持
ち
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
夢

と
希
望
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
本
市

の
地
方
創
生
に
向
け
て
邁
進
さ
れ
た

い
。

　

こ
れ
か
ら
も
対
応
日
本
一
の
市
役

所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
日
本
一
の
市
役

所
を
目
指
し
、
引
き
続
き
気
遣
い
の

心
で
気
持
ち
の
良
い
対
応
が
で
き
る

よ
う
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て

意
見
と
す
る
。

決

算

審

査

 

一
般
会
計

●
電
子
申
請
の
平
成
二
十
七
年
度
の

実
績
は
十
四
件
で
、
平
成
二
十
六
年

度
が
十
一
件
で
広
報
等
の
宣
伝
効
果

で
微
増
傾
向
で
あ
る
こ
と
。

●
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認

定
に
つ
い
て
は
、
六
十
件
の
申
請
が

あ
っ
た
こ
と
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
シ
ス
テ
ム
の

不
具
合
に
よ
り
市
民
の
手
元
に
渡

る
の
が
遅
れ
て
い
る
問
題
も
あ
っ
た

が
、
飯
能
市
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う

な
遅
れ
は
な
か
っ
た
こ
と
。

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
改
修
に
つ
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

改
修
費
は
、
総
額
約
一
億
円
、
そ
れ

以
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
や
Ｊ

―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
へ
の
負
担
金
、
市
民
課
の

カ
ー
ド
交
付
事
業
と
合
わ
せ
る
と
平

成
二
十
七
年
度
の
総
額
が
約
一
億
四

千
万
円
と
な
る
こ
と
。

●
旅
券
事
務
の
実
績
は
、
千
八
百
二

十
四
件
で
、
一
日
平
均
七
・
五
件
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。

●
平
成
二
十
七
年
度
の
光
ケ
ー
ブ
ル

貸
付
収
入
の
実
績
は
、
東
日
本
電
信

電
話
㈱
が
千
百
一
件
、
加
入
率
が
三

五
・
五
一
％
、
飯
能
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
㈱
が
五
十
八
件
、加
入
率
が
三
三
・

五
二
％
で
、
平
成
二
十
六
年
度
と
比

較
す
る
と
二
十
九
件
の
増
と
な
っ
て

い
る
こ
と
。

●
飯
能
市
ご
当
地
ア
プ
リ
の
利
用
状

況
は
、
九
月
三
日
現
在
で
、
ア
プ
リ

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が
四
千
百
八
十
九

件
で
あ
る
こ
と
。

●
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
い
と

い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
戸
別

受
信
機
で
対
応
し
て
い
る
が
、
平
成

二
十
八
年
七
月
一
日
現
在
千
六
百
七

十
九
台
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

●
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者

に
つ
い
て
、
市
民
税
非
課
税
の
方
が

対
象
に
な
っ
て
お
り
、
九
千
二
百
八

十
五
人
の
方
に
給
付
を
し
て
お
り
、

対
象
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
一
万
九

百
九
十
二
人
で
、
支
給
率
は
八
四
・

五
％
と
い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
。

●
ム
ー
ミ
ン
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
関

す
る
図
書
は
、
市
立
図
書
館
と
こ
ど

も
図
書
館
を
合
わ
せ
て
三
百
九
十
七

点
所
蔵
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
小
・

中
学
校
向
け
に
、
出
前
講
座
を
五
回

行
っ
て
い
る
こ
と
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
か
ら
交

付
ま
で
、
一
ヶ
月
程
度
か
か
り
、
今

年
度
八
月
末
で
は
、
申
請
枚
数
は
七

千
八
十
五
枚
、
交
付
枚
数
は
五
千
三

百
三
十
枚
と
な
っ
て
お
り
、
活
用
の

面
で
は
今
後
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
大
き

な
苦
情
は
な
い
。

●
道
路
舗
装
修
繕
等
の
市
民
か
ら
の

要
望
は
六
百
件
あ
り
、
自
治
会
等
か

ら
の
要
望
は
四
十
四
件
あ
っ
た
。
そ

の
内
、
処
理
で
き
た
も
の
は
二
十
九

件
程
度
で
あ
り
、
残
り
の
要
望
は
、

次
年
度
に
持
ち
越
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
こ
と
。
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▼
討
論
▲

 

反
対
の
立
場

　

市
民
生
活
が
厳
し
い
中
で
、
税
や

保
険
料
の
減
免
規
定
の
明
確
化
な
ど

の
実
効
性
の
あ
る
措
置
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
都

市
計
画
税
は
制
限
税
率
い
っ
ぱ
い
の

〇
・
三
％
を
課
税
し
て
い
る
が
減
税

は
で
き
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
は
認
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
学
校
給
食

の
民
間
委
託
は
す
べ
き
で
は
な
い
こ

と
な
ど
あ
り
、
反
対
す
る
。

 

賛
成
の
立
場

　

市
政
運
営
の
三
本
柱
と
し
て
掲
げ

た
行
政
を
変
え
る
、
暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る
、
飯
能
市
を
売
り
込
む
の
実

現
に
向
け
た
施
策
や
事
業
が
組
ま

れ
、
発
展
可
能
性
都
市
へ
の
転
換
が

う
か
が
え
、
大
久
保
市
長
の
強
い
思

い
を
込
め
た
予
算
執
行
が
な
さ
れ
て

お
り
、
着
実
に
事
業
が
進
め
ら
れ
た

の
で
、
賛
成
す
る
。

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
国
民
健
康
保
険
税
は
前
年
度
対
比

で
約
九
千
五
百
万
円
の
減
額
と
な
っ

た
が
、
被
保
険
者
の
減
少
や
一
人
当

た
り
の
平
均
調
定
額
の
減
少
に
よ
る

も
の
と
な
る
こ
と
。

●
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
平
成

二
十
七
年
度
は
三
十
二
万
二
千
五
百

八
十
円
で
、
平
成
二
十
六
年
度
は
三

十
一
万
三
千
七
百
四
十
一
円
で
八
千

八
百
三
十
九
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

る
こ
と
。

 

下
水
道
特
別
会
計

●
使
用
者
の
急
激
な
負
担
増
と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
平
成
二
十
三
年
度
、

平
成
二
十
六
年
度
の
二
回
に
分
け
て

料
金
改
定
を
行
い
、
平
成
二
十
七
年

度
の
下
水
道
使
用
料
収
入
の
う
ち
使

用
料
改
定
分
の
効
果
と
し
て
は
、
平

成
二
十
四
年
度
と
比
較
し
て
、
約
八

千
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

 
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
特
別
会
計

●
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
は
、

飯
能
市
の
取
水
場
の
上
流
に
位
置

し
、
清
流
保
全
の
役
割
を
担
う
た
め

に
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
し
っ
か
り
と
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
き
た
い
こ
と
。

 

双
柳
南
部
土
地
区
画
整
理
特
別
会
計

●
新
光
地
区
は
、
平
成
二
十
六
年
度

に
計
画
と
重
複
道
路
部
分
に
つ
い
て

下
水
道
の
布
設
が
完
了
し
、
雨
水
排

水
は
、
各
課
と
調
整
し
な
が
ら
、
路

肩
へ
の
ア
ス
カ
ー
ブ
の
設
置
や
浸
透

の
集
水
桝
を
改
良
す
る
な
ど
維
持
管

理
的
な
対
応
を
し
て
い
る
こ
と
。

 

介
護
保
険
特
別
会
計

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か

ら
原
則
要
介
護
三
以
上
で
な
け
れ
ば

入
所
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
抑
制
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
は
捉
え
て
い
な
い

こ
と
、
ま
た
、
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
要
介
護
一
ま
た
は
要
介
護

二
の
方
も
入
所
で
き
る
制
度
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。

▼
討
論
▲

 

反
対
の
立
場

　

平
成
二
十
七
年
度
が
第
六
期
の
保

険
料
改
定
の
年
で
、
年
金
収
入
八
十

万
円
超
で
、
本
人
非
課
税
の
第
五
段

階
で
、
月
額
二
百
二
十
八
円
、
年
額

三
千
四
百
五
十
六
円
、
全
体
と
し
て

一
三
・
一
％
の
保
険
料
の
値
上
げ
と

な
っ
た
こ
と
、
保
険
給
付
の
多
額
の

不
用
額
が
で
た
こ
と
に
つ
い
て
、
介

護
保
険
法
改
定
の
影
響
が
相
当
大
き

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
反
対
す
る
。

 

賛
成
の
立
場

　

介
護
保
険
料
の
決
め
方
に
は
相

当
の
合
理
性
が
あ
り
、
た
と
え
一
時

的
に
保
険
給
付
費
の
決
算
額
と
見

込
み
額
に
相
違
が
生
じ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
そ
の
年
度
の
繰
越
金
額

に
多
寡
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
許
容

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
将
来
的

に
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
を

確
立
し
て
い
く
た
め
に
も
、
国
が
進

め
る
制
度
改
革
に
対
応
し
て
い
く

と
い
う
市
の
姿
勢
は
保
険
者
と
し

て
当
然
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
す

る
。

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

●
歳
出
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
は
加
入
者
が
増
え
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
基
盤
安
定
繰
入
金
の
増
額
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
対
比
で
は
二
千

四
百
万
円
ほ
ど
増
え
て
い
る
こ
と
。

　

当
年
度
は
水
道
料
金
の
改
定
、
有

収
水
量
の
増
加
等
に
よ
り
事
業
収
支

は
黒
字
と
な
っ
た
が
、
大
規
模
住
宅

開
発
な
ど
に
よ
る
給
水
人
口
の
大
幅

な
増
加
は
見
込
め
ず
、
一
方
で
老
朽

施
設
の
更
新
や
機
能
の
向
上
、
施
設

の
耐
震
化
な
ど
に
多
額
の
資
金
を
要

す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
水
道
事
業
経
営
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
事
業
経
営
に
当
た
っ

て
は
、
今
後
も
経
費
削
減
と
財
源
の

確
保
に
よ
っ
て
事
業
経
営
の
安
定
化

を
図
り
、
市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給

に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
施
設
、

設
備
の
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施

し
、
水
道
水
の
安
全
を
確
保
さ
れ
る

こ
と
を
希
望
し
て
意
見
と
す
る
。

水
道
事
業
会
計
決
算
の
概
要

（
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
か
ら
抜
粋
）

水
道
事
業（
認
定
第
十
二
号
）

平
成
二
十
七
年
四
月
に
行
っ
た

水
道
料
金
の
値
上
げ
と
大
河
原

平
成
二
十
七
年
度
の
料
金
収
入

は
十
四
億
九
千
五
百
四
十
五
万

八
千
二
百
六
十
九
円
で
、
改
定
前
の

額
で
算
出
す
る
と
十
三
億
三
千
六
百

四
十
三
万
二
千
五
百
九
十
三
円
と
な

り
、
料
金
改
定
に
よ
る
差
額
は
一
億

工
業
団
地
の
水
道
使
用
料
の
増
加
に

よ
る
料
金
収
入
に
つ
い
て
は
。

五
千
九
百
二
万
五
千
六
百
七
十
六
円

と
な
り
、
約
一
一
・
九
％
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
大
河
原
工
業
団
地
は
、

平
成
二
十
七
年
度
は
、
平
成
二
十
六

年
度
と
比
べ
、
八
万
七
千
二
百
六
十

六
㎥
の
使
用
水
量
の
増
加
で
、
有
収

水
量
全
体
の
増
加
分
八
万
九
千
三
百

六
十
九
㎥
を
金
額
に
す
る
と
約
三
千

百
八
十
七
万
円
と
な
る
。

▼
討
論
▲

 

反
対
の
立
場

　

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
平
均
一

二
・
三
％
の
値
上
げ
と
な
っ
た
こ
と
、

県
水
は
減
量
、
中
止
を
図
り
、
入
間

川
水
系
の
水
を
守
る
こ
と
を
求
め

て
、
反
対
す
る
。

 

賛
成
の
立
場

　

水
道
水
を
安
全
か
つ
安
定
的
に
供

給
す
る
こ
と
は
、
水
道
事
業
者
と
し

て
大
切
な
使
命
で
あ
り
、
二
系
統
の

水
源
を
持
ち
、
二
方
向
か
ら
給
水
で

き
る
こ
と
は
危
機
管
理
の
面
で
大
変

重
要
な
こ
と
で
、
浄
水
施
設
や
老
朽

管
の
更
新
、
耐
震
化
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、

賛
成
す
る
。

 

経
済
建
設
委
員
会
の
審
査
状
況

◆
給
水
戸
数
が
増
え
て
、
給
水
人
口

が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
一

般
住
宅
の
建
設
の
他
に
現
在
の
社
会

の
流
れ
で
核
家
族
や
一
人
世
帯
の
増

加
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

飯
能
市
全
体
で
人
口
が
減
少
し
て
い

る
中
で
給
水
人
口
も
減
少
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
。
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人
事
案
件

平成28年９月定例会　　議決結果
■賛否が分かれた認定

■全会一致の議案・認定等

※各表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略、○は賛成の議員、×は反対の議員

※砂長恒夫議員は議長のため、採決には加わっていません。

議
案
番
号

議席番号・議員名

議案名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議決
結果

栗
原
　
義
幸

中
元
　
　
太

大
津
　
　
力

野
口
　
和
彦

滝
沢
　
　
修

山
田
　
利
子

新
井
　
　
巧

金
子
　
敏
江

内
田
　
健
次

平
沼
　
　
弘

（ 

欠
　
員 

）

加
藤
由
貴
夫

砂
長
　
恒
夫

鳥
居
　
誠
明

松
橋
　
律
子

加
涌
　
弘
貴

椙
田
　
博
之

野
田
　
直
人

武
藤
　
文
夫

認定1 平成27年度飯能市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定2 平成27年度飯能市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定9 平成27年度飯能市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定10 平成27年度飯能市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定12 平成27年度飯能市水道事業決算の認定について ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

議案
番号 議　　案　　名 議決結果

61 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度飯能市一般会計補正予算（第２号）） 承　　認

62 飯能市地域包括支援センターの職員に係る基準及び当該職員の員数等を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

63 平成28年度飯能市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

64 平成28年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

65 平成28年度飯能市下水道特別会計補正予算（第１号） 原案可決

66 平成28年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第１号） 原案可決

67 平成28年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号） 原案可決

68 平成28年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第１号） 原案可決

69 平成28年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号） 原案可決

70 平成28年度飯能市特定環境保全公共下水道特別会計補正予算（第１号） 原案可決

71 平成28年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

72 契約の一部変更について（飯能第一小学校屋内運動場改修・耐震補強工事（建築工事）） 原案可決

73 契約の締結について（飯能市阿須汚水中継ポンプ場水処理設備工事） 原案可決

74 契約の締結について（飯能市阿須汚水中継ポンプ場電気設備工事） 原案可決

75 平成27年度飯能市水道事業未処分利益剰余金の処分について 原案可決

認定3 平成27年度飯能市下水道特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

認定4 平成27年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

認定5 平成27年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

認定6 平成27年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

認定7 平成27年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

認定8 平成27年度飯能市特定環境保全公共下水道特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

認定11 平成27年度飯能市訪問看護ステーション特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

請願1 現行の介護保険制度の維持・充実を求める意見書の提出を求める請願書 趣旨採択

特定事件の閉会中における継続調査申し出の件（厚生文教委員会） 申し出書
のとおり

議員派遣の件 派　　遣

76 教育委員会教育長の任命について（今井　直己　氏） 同　　意

77 教育委員会委員の任命について（森　健二　氏） 同　　意

78 固定資産評価審査委員会委員の選任について（滝田　満　氏） 同　　意

議提5 有害鳥獣対策の推進を求める意見書 原案可決

　
教
育
委
員
会
委
員
澤
田
清
志
氏
が

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
及
び
教
育
委

員
会
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
新
た
に

教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
今
井
直

己
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

全
員
同
意
し
ま
し
た
。

��

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て

今井　直己氏

　
教
育
委
員
会
委
員
森
健
二
氏
が
任

期
満
了
と
な
る
の
で
、
引
き
続
き
同

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全

員
同
意
し
ま
し
た
。

��

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

森　健二氏

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

滝
田
満
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、

引
き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

��

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

滝田　満氏
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美
杉
台
地
区
の
交
通
状
況
の
改
善

市
の
手
話
通
訳
者
派
遣
制
度
を

手
話
通
訳
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

乳
が
ん
検
診
に
関
連
し
て

「
飯
能
住
ま
い
制
度
」に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度
の
取
り
組
み
状
況
と

　

更
な
る
制
度
利
用
の
促
進
に
向
け
て

野
口　

和
彦

中
元　
　

太

大
津　
　

力

栗
原　

義
幸

　
　

去
る
七
月
一
日
美
杉
台
七
丁
目
に

て
人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
七
丁

目
の
自
治
会
か
ら
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
や
路
面
表
示
な
ど
の
設
置
要

請
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
美
杉
台
二
丁
目
の
ひ
か
り
橋

バ
ス
停
近
く
の
交
差
点
で
は
、
以
前
よ

り
交
差
点
の
名
称
が
な
い
こ
と
で
、
場

所
の
把
握
や
説
明
に
苦
労
さ
れ
て
い

る
と
の
住
民
か
ら
の
声
を
聞
い
て
お
り

ま
す
。
こ
ち
ら
も
同
様
に
要
望
書
が
提

　
　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
た
。
平
時
、
緊
急
時
の
体
制
整
備

も
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　

ま
さ
し
く
非
常
に
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
緊
急
時

の
体
制
整
備
も
含
め
良
い
体
制
を
築

い
て
参
り
た
い
。
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
く
。

　
　

手
話
通
訳
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　

非
常
に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　

乳
が
ん
検
診
に
高
濃
度
乳
腺
と

　
　

埼
玉
県
で
も「
農
の
あ
る
暮
ら

し
」を
切
り
口
に
、
移
住
希
望
者
を
受

け
入
れ
る
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
連

携
状
況
は
。

　
　

埼
玉
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
有
楽
町
の
東
京

交
通
会
館
の
八
階
ふ
る
さ
と
回
帰
支

援
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

飯
能
市
で
は
開
設
当
初
か
ら「
農
の
あ

る
暮
ら
し
飯
能
住
ま
い
」の
Ｐ
Ｒ
資
料

を
設
置
し
て
い
る
。
市
が
検
討
予
定

の
体
験
ツ
ア
ー
と
の
連
携
な
ど
に
つ

い
て
県
の
担
当
課
に
相
談
し
て
い
る
。

　
　

成
年
後
見
制
度
は
利
用
者
が
依

然
少
な
い
の
が
現
状
と
聞
く
。
し
か
し

な
が
ら
人
権
・
権
利
擁
護
の
視
点
か
ら

制
度
の
普
及
推
進
は
非
常
に
重
要
。
取

り
組
み
の
状
況
を
伺
う
。

　
　

本
市
で
は
平
成
二
十
三
年
度
に

市
民
後
見
推
進
事
業
に
着
手
。
本
年

四
月
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
飯

能
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
市
民
の
方
々
の
制
度
に
関
す
る

相
談
窓
口
と
併
せ
制
度
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
年
四
回
相
談
会
を
開
催
し
て
い

問

問

問

問

問

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

市
で
は
現
地
確
認
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
申
請
の
内
容
を
精

査
し
住
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
が
確
保

で
き
る
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
次
に
、

ひ
か
り
橋
バ
ス
停
付
近
の
交
差
点
へ

の
名
称
に
つ
き
ま
し
て
は
、
飯
能
警

察
署
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
協
議
を
重

ね
交
差
点
名
を
決
定
し
、
標
識
の
設

置
に
つ
い
て
精
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

診
断
さ
れ
た
場
合
、
受
診
者
に
告
知

又
は
超
音
波
検
診
を
薦
め
る
べ
き
で

は
。

　
　

高
濃
度
乳
腺
で
あ
る
旨
、
超
音

波
検
査
等
を
受
診
す
べ
き
旨
を
記
載

し
た
通
知
に
変
更
す
る
。

◆
そ
の
他
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
若

年
層
か
ら
の
開
始
・
熱
中
症
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て
の
市
の
対
応（
簡

易
タ
ー
プ
や
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
測
定
計
貸
出
）・

悪
質
な
選
挙
違
反
対
策
な
ど
を
質
問
、

要
望
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
飯
能
住
ま
い
が
紹
介
で

き
る
よ
う
県
担
当
課
と
調
整
を
進
め

て
い
る
。

　
　

飯
能
住
ま
い
に
よ
り
住
宅
を
建

設
す
る
場
合
に
は
、
今
あ
る
助
成
金

制
度
に
上
乗
せ
や
、
提
携
銀
行
の
ロ
ー

ン
を
活
用
す
る
時
に
は
、
利
子
の
一
部

を
市
が
負
担
す
る
。
農
の
あ
る
暮
ら

し
を
五
年
間
継
続
し
た
方
に
は
奨
励

金
を
お
渡
し
す
る
な
ど
を
検
討
し
て

は
い
か
が
か
。

　
　

費
用
に
関
す
る
相
談
も
多
い
た
め
、

今
後
、
何
ら
か
の
支
援
策
は
検
討
し
た
い
。

る
。
人
材
育
成
事
業
と
し
て
市
民
後

見
人
の
養
成
を
積
極
的
に
行
い
、
庁

内
関
係
各
課
に
よ
る
後
見
ニ
ー
ズ
の

掘
り
起
こ
し
等
も
行
っ
て
い
る
。

　
　

本
年
四
月
に「
成
年
後
見
制
度
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」が
制
定

さ
れ
更
な
る
普
及
推
進
が
期
待
さ
れ

る
。
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

国
と
連
動
し
て
独
自
の
基
本
計

画
を
定
め
、
実
施
機
関
の
設
立
や
審

議
会
の
設
置
が
求
め
ら
れ
る
。
介
護

保
険
事
業
計
画
や
老
人
福
祉
計
画
に

具
体
的
な
計
画
を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

答

市政に対する

一般質問

　一般質問とは、議員がそれぞれの視点から
市の行政全般について市長（執行部）に質問
し、説明を求めるものです。
　「市議会だより」には、質問者本人が執筆し
たものを、発言順に掲載しています。
　今回は、10人が質問にたちました。

問問

問

答答

答

答

答

答

答
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宮沢湖
飯能市公共施設等
マネジメント白書

高
校
生
、
高
齢
者
な
ど

　

バ
ス
利
用
促
進
の
た
め
の
意
向
調
査
を

低
所
得
者
・
高
齢
者
の
住
宅
確
保
を

投
票
率
問
題

林
業
再
生
に
つ
い
て

過
疎
地
対
策

財
政
問
題
に
つ
い
て（
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

白
書
や
行
財
政
改
革
）

道
の
駅
に
つ
い
て

魅
力
あ
る
地
域

　

宮
沢
湖
に
隣
接
す
る
精
明
地
区

新
井　
　

巧

内
田　

健
次

鳥
居　

誠
明

滝
沢　
　

修

　
　

市
は
、
地
域
ご
と
の
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
地
域
懇
談
会
等
を
実

施
す
る
と
し
て
い
る
。
バ
ス
利
用
を
促

進
す
る
立
場
か
ら
、
高
校
生
通
学
バ
ス

代
助
成
制
度
の
拡
充
、
高
齢
者
の
バ
ス

代
助
成
制
度
な
ど
意
向
調
査
を
実
施

し
、
施
策
を
具
体
化
・
予
算
化
す
る
方

向
で
検
討
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
各
地
に
出

向
い
て
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
必
要
な

施
策
を
し
っ
か
り
と
検
討
し
た
い
。

　
　

社
会
保
障
制
度
が
後
退
す
る
中

で
、
倒
産
や
失
業
、
病
気
や
介
護
な

　
　

期
日
前
投
票
所
を
増
や
す
考
え
は
。

　
　

検
討
し
た
が
、
現
時
点
で
の
設

置
は
難
し
い
。
今
後
も
検
討
す
る
。

　
　

移
動
式
期
日
前
投
票
所
の
導
入
を
。

　
　

二
重
投
票
防
止
の
問
題
、
事
務

経
費
の
増
加
等
で
難
し
い
。

　
　

選
挙
公
営
制
度
の
周
知
を
。

　
　

立
候
補
し
や
す
い
環
境
に
つ
な

が
る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
等
の
研
究
も
し
た
い
。

　
　

林
業
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
う
ち「
林

業
・
木
材
産
業
で
収
入
が
あ
が
る
仕
組

み
づ
く
り
」と
は
。

　
　

集
約
化
・
機
械
化
・
路
網
整
備
の

　
　

平
成
二
十
二
年
度
以
降
市
債
が

約
十
五
億
ず
つ
増
え
続
け
て
い
る
が
。

　
　

毎
年
異
な
る
内
容
で
あ
り
、
臨

時
財
政
対
策
債
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

白
書
に
今
後
十
年
間
、
毎
年
三
十
～

五
十
億
円
必
要
と
あ
る
が
耐
震
化
工

事
等
の
優
先
順
位
や
財
政
計
画
は
。

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

策
定
中
。
そ
の
計
画
に
て
検
討
す
る
。

　
　

普
通
会
計
財
政
計
画
は
平
成

三
十
二
年
度
ま
で
普
通
建
設
事
業
費
が

毎
年
四
十
～
五
十
億
円
だ
が
内
訳
は
。

　
　

緑
豊
か
な
田
園
風
景
に
四
季

折
々
の
果
実
や
野
菜
が
栽
培
さ
れ
る

自
然
豊
か
な
精
明
地
区
だ
が
、
農
業

経
営
は
厳
し
く
遊
休
農
地
も
目
立
つ
。

来
年
度
、
宮
沢
湖
に
メ
ッ
ツ
ア
が
開
設

予
定
だ
。
こ
の
地
区
の
景
観
や
農
業

を
ど
の
様
に
考
え
る
か
。

　
　

メ
ッ
ツ
ア
を
は
じ
め
今
後
訪
れ

る
多
く
の
方
に
魅
力
的
に
映
る
も
の

と
考
え
る
。
こ
の
地
域
に
は
美
味
し

い
ト
マ
ト
や
梨
、
ブ
ド
ウ
を
栽
培
す

る
農
家
も
あ
る
。
こ
の
様
な
優
位
性

を
最
大
限
に
生
か
し
魅
力
あ
る
農
業

問

問問問問

問

問

問問

ど
で
、
い
つ
、
誰
が
貧
困
状
態
に
な
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
。
国
交
省
の
有
識

者
会
議
が
高
齢
者
、
低
所
得
者
に
対

し
て
民
間
の
空
き
室（
ア
パ
ー
ト
等
）を

活
用
す
る
制
度
の
検
討
を
始
め
た
。
民

間
よ
り
家
賃
を
抑
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
へ
の
助
成
、
家
賃
補
助
も
検
討
し
て

い
る
。
市
営
住
宅
を
新
設
し
な
い
方
針

の
中
で
、
空
き
室
解
消
も
含
め
て
、
検

討
が
で
き
な
い
か
。

　
　

国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

他
、
東
京
圏
へ
販
路
拡
大
利
用
促
進

を
行
う
。

　
　

同
じ
く「
未
来
に
続
く
健
全
な
森

林
整
備
と
利
活
用
」の
内
容
は
。

　
　

成
熟
期
に
あ
る
森
林
を「
育
て

る
」か
ら「
使
う
」へ
と
転
換
す
る
。
良

質
な
水
源
地
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
。

財
源
は「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」を
活
用
す
る
。

　
　
　
「
西
川
広
域
森
林
組
合
、
も

く
ね
ん
工
房
は
再
生
に
向
け
尽
力
す

る
」、「
過
疎
地
へ
の
日
配
品
の
供
給

を
市
と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
」

と
い
う
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

耐
震
補
強
等
の
工
事
は
含
ま
な
い
。

　
　

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書

に
あ
る
三
十
～
五
十
億
に
上
乗
せ
か
。

　
　

そ
の
通
り
。

　
　

自
主
財
源
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

企
業
誘
致
等
の
策
は
ど
の
様
に
す
る
か
。

　
　

地
方
創
生
に
関
す
る
交
付
金
や

都
市
回
廊
空
間
等
で
増
収
を
図
る
。

　
　

行
財
政
改
革
は
毎
年
新
し
い
課

題
を
見
つ
け
る
改
善
が
必
要
だ
が
。

　
　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
改
革
を
図
る
。

　
　

道
の
駅
の
場
所
や
構
想
は
。

　
　

都
市
回
廊
空
間
と
連
携
を
図
る
。

が
展
開
で
き
る
場
所
と
考
え
る
。

　
　

農
業
の
６
次
産
業
化
の
取
組
み
に

つ
い
て
は
い
か
が
か
。

　
　

地
域
の
核
と
な
る
農
産
物
を
戦

略
に
生
み
出
し
て
い
く
な
ど
、
よ
り

積
極
的
に
取
組
み
た
い
。

　
　

精
明
地
区
は
公
共
交
通
も
深
刻
な

状
況
だ
、
交
通
政
策
に
積
極
的
な
取
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

地
域
に
必
要
な
交
通
手
段
は
ど

の
様
な
も
の
か
総
合
的
に
研
究
を
し

て
い
る
。
今
後
、
地
域
に
出
向
き
膝

を
交
え
て
意
見
交
換
を
し
た
い
。

問

問

問問問問

そ
の
他

問問

答

答

答答

答答答答答

答答答答

答

答

答答
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就
学
援
助
制
度
の
充
実
を

本
郷
浄
水
場
の
機
能
を
維
持
し
貴
重
な
水
利
権
を
守
れ

山
田　

利
子

金
子　

敏
江

　
　

就
学
援
助
制
度
は「
義
務
教
育
は

無
償
」と
し
て
い
る
憲
法
に
基
づ
き
小

中
学
生
の
い
る
家
庭
に
学
用
品
や
入

学
準
備
金
、
給
食
費
、
医
療
費
な
ど

を
補
助
す
る
制
度
で
あ
る
。
国
は
ク
ラ

ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

も
加
え
た
。
飯
能
市
も
同
様
に
追
加

す
べ
き
。
又
、
飯
能
市
も
準
要
保
護
の

認
定
基
準
に
国
保
税
、
個
人
事
業
税
、

市
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
軽
減

世
帯
も
認
定
項
目
の
対
象
に
拡
大
す

る
こ
と
。

　
　

認
定
基
準
の
税
の
減
免
に
つ
い

　
　

五
月
か
ら
市
民
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
き
た
が
、
県
水
問
題
で
は

「
美
味
し
く
安
全
な
水
が
あ
る
な
ら
本
郷

浄
水
場
を
建
て
替
え
県
水
を
や
め
る
べ

き
だ
」と
の
回
答
が
七
割
を
超
え
、「
二

系
統
の
水
は
必
要
な
の
で
県
水
を
増
や

し
て
も
止
む
を
得
な
い
」は
一
割
弱
だ
っ

た
。
十
二
万
人
都
市
構
想
で
県
営
第
一

号
の
有
間
ダ
ム
建
設
に
参
画
し
総
工
費

二
百
四
十
億
円
、
人
口
割
り
で
四
十
六
億

円
を
負
担
し
二
十
七
年
度
に
償
還
を
完

了
し
た
。
財
政
的
に
見
て
も
本
郷
浄
水

場
の
建
て
替
え
が
で
き
な
い
と
い
う
状

問問

て
は
関
係
課
と
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　

入
学
準
備
金
の
支
給
は
、
申
請

時
期
を
早
め
る
か
一
時
立
て
替
え
、
貸

し
付
け
等
の
改
善
が
で
き
な
い
か
。

　
　

前
年
所
得
が
基
準
の
た
め
現
在

は
そ
の
考
え
は
な
い
。

　
　

入
学
時
な
ど
に
配
布
す
る
就
学

援
助
制
度
の
案
内
を
多
言
語
化
し
て

配
布
す
る
考
え
は
。

　
　

多
言
語
化
に
つ
い
て
は
、
制
度

の
周
知
と
い
う
こ
と
で
は
大
事
な
こ

と
で
、
関
連
部
署
と
連
携
し
て
検
討

す
る
。

況
で
は
な
い
。
莫
大
な
市
費
を
投
入
し

て
獲
得
し
た
水
利
権
で
あ
る
。
将
来
を

見
据
え
て
本
郷
の
水
利
権
を
守
る
た
め

に
、
当
面
、
現
在
の
機
能
を
維
持
し
、
本

郷
浄
水
場
の
建
て
替
え
を
視
野
に
入
れ

て
水
利
権
を
守
る
の
が
自
治
体
の
使
命

で
は
な
い
か
。

　
　

小
岩
井
と
本
郷
の
二
つ
の
浄
水

場
の
改
修
に
多
額
の
費
用
を
か
け
て

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
大
変
効
率
が
悪
く
、
財

源
確
保
の
点
で
非
常
に
厳
し
い
。

問 問

タブレット端末

◆飯能市の先進事例を視察に来られました◆

平成２８年度　市町村議会行政視察受入一覧

平成２８年７月１日～平成２８年１０月３日

月　　日 市町村議会名 人数 視察内容

 ７ 月 ４ 日（月） 岡山県鏡野町全議員 18 ・タブレット端末の導入

 ７ 月１３日（水） 沖縄県南風原町議会
　正副議長、各正副委員長 9 ・タブレット端末の導入

 ７ 月１９日（火） 福井県敦賀市議会　議会運営委員会 14 ・タブレット端末の導入

 ７ 月２１日（木） 埼玉県所沢市議会
　地方創生に関する特別委員会 14 ・地方創生推進に係る取組

 ７ 月２２日（金） 広島県三原市議会　会派「市民連合」 5 ・タブレット端末の導入

 ８ 月 １ 日（月） 山形県村山市議会　議会運営委員会 8 ・タブレット端末の導入

 8 月 ３ 日（水） 長野県伊那市議会
　ICT推進委員会 7 ・タブレット端末の導入

 ８ 月１７日（水） 島根県安来市議会　議会運営委員会 7

・�タブレット端末活用への取
組み

・�議会基本条例制定の経緯
と制定後の検証体制

・�その他の議会改革への取
組み

 ８ 月２３日（火） 東京都青梅市議会
　会派「自由クラブ」議員 1 ・野生動物（有害鳥獣）によ

る被害

 ９ 月２１日（水） 岩手県議会事務局　職員 2 ・タブレット端末の導入

 ９ 月３０日（金） 埼玉県入間市議会
　会派　入間自民クラブ 5 ・土地区画整理事業

１０月 ３ 日（月） 熊本県山鹿市議会　議会運営委員会 12 ・タブレット端末の導入

　

飯
能
市
議
会
で
は
、
全
員
協
議
会

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
議
会
内
の
情
報
伝

達
、
危
機
管
理
上
の
緊
急
連
絡
、
政
務

調
査
活
動
、
各
種
資
料
の
閲
覧
の
推
進

を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か

ら
日
本
で
初
め
て
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
、
北
は
北
海
道
か
ら
南

は
沖
縄
県
ま
で
全
国
か
ら
議
員
が
視
察

に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
導
入
に
つ
い
て
飯
能
市
議
会
に
視
察

に
訪
れ
た
市
区
町
村
数
は
二
百
自
治
体

に
到
達
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
全
国
に
向
け
て
本

市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
更
な
る
有
効
活
用
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、市
民
に
よ
り
近
く
、

よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
す
た
め

の
議
会
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
関
す
る
行
政

視
察
の
受
け
入
れ
市
区
町
村
数
が

二
百
自
治
体
に
到
達

答

答答答
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有
害
鳥
獣
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

対
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
が
、
有
害
鳥

獣
の
数
は
増
加
し
、
農
作
物
に
対
す
る

被
害
は
二
百
億
円
程
度
で
推
移
し
て
い

る
。ま
た
、熊
な
ど
の
大
型
動
物
に
よ
っ

　

平
成
二
十
六
年
度
に
実
施
さ
れ
た
民

間
機
関
の
調
査
に
お
い
て
、
大
津
市
議

会
の
議
会
改
革
度
は
全
国
第
十
八
位
で

あ
り
、
特
に
「
議
会
機
能
強
化
」
の
評

価
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

大
津
市
議
会
は
「
会
派
を
超
え
た
議

会
」
と
し
て
議
会
の
果
た
す
役
割
を
念

頭
に
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
全
国
初
の
取
り
組
み
と

し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
議
会

自
ら
危
機
管
理
能
力
の
向
上
を
め
ざ

し
、
災
害
時
初
動
対
応
の
高
度
化
を
図

る
た
め
、
大
学
と
連
携
し
た
専
門
的
知

見
を
活
用
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
七
年
度
に
実
施
さ
れ
た
民

間
機
関
の
調
査
に
お
い
て
、
堺
市
議
会

の
議
会
改
革
度
は
全
国
第
七
位
、
政
令

指
定
都
市
中
第
一
位
で
あ
り
、
議
会
機

能
の
強
化
及
び
活
性
化
を
図
る
た
め
、

平
成
二
十
三
年
六
月
に
議
会
力
向
上
会

議
を
設
置
し
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
議
会
と
し
て
、
情
報
公
開
・
住

民
参
加
・
議
会
機
能
強
化
を
図
る
た
め

独
自
の
条
例
を
制
定
し
、
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。

頭
を
、
行
政
が
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
仕
組
み
が
学
び
と
な
っ
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
に
関
し
て
は
、
拠
点

と
な
る
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を

設
置
し
、
医
療
の
定
期
的
な
訪
問
循

環
、
認
知
症
の
方
の
為
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
さ
ら
に
は
在
宅
生
活
を
支
援

し
て
い
く
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
在
宅
療
養

支
援
の
仕
組
み
な
ど
様
々
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
出
来
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
民
間
事
業
者
と
し
っ
か
り
と
連

携
と
役
割
分
担
の
棲
み
分
け
が
出
来
て

お
り
、
行
政
だ
け
で
負
担
を
負
う
の
で

は
な
い
仕
組
は
と
て
も
学
び
に
な
っ

た
。

　

農
業
振
興
に
お
い
て
は
、
そ
の
土
地

の
独
自
の
強
み
の
あ
る
も
の
を
し
っ
か

り
と
生
産
、
加
工
、
販
売
ま
で
を
考
え

て
お
り
、
飯
能
市
で
も
固
定
種
野
菜
と

い
う
独
自
の
農
産
物
に
も
っ
と
力
を
入

れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

国
や
民
間
が
隆
盛
す
る
大
き
な
流
れ

を
し
っ
か
り
と
連
携
を
さ
せ
て
い
く
音

滋
賀
県
大
津
市
議
会（
七
月
十
四
日
）

議
会
運
営
・
議
会
改
革
に
つ
い
て

北
海
道
厚
沢
部
町（
八
月
四
日
）

「
厚
沢
部
町
の
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

事
業
の
取
り
組
み
」に
つ
い
て

大
阪
府
堺
市
議
会（
七
月
十
五
日
）

議
会
運
営
・
議
会
改
革
に
つ
い
て

北
海
道
七
飯
町（
八
月
三
日
）

　

①�「
七
飯
町
の
北
海
道
新
幹
線

開
業
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

　

②�「
道
の
駅（
仮
称
）男
爵
い
も

パ
ー
ク
」に
つ
い
て

請
願

○
の
中
の
数
字
は
請
願
番
号

①�

現
行
の
介
護
保
険
制
度
の
維

持
・
充
実
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
書

趣
旨
採
択（
全
員
）

提
出
者

飯
能
市
社
会
保
障
を
よ
く
す
る
会

野
尻
一
夫

意
見
書

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、

議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ
提
出
し

た
も
の
。

有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書

て
人
が
危
害
を
加
え
ら
れ
る
事
件
な
ど

も
頻
発
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
有
害

鳥
獣
駆
除
の
促
進
や
負
担
軽
減
、
処
分

後
の
利
活
用
並
び
に
地
域
資
源
へ
の
転

化
な
ど
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進
に
つ

い
て
、
下
記
の
項
目
に
つ
い
て
強
く
要

望
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

一�　

有
害
鳥
獣
被
害
を
低
減
さ
せ
る
た

め
、
そ
し
て
住
民
の
生
命
を
守
る
た

め
に
も
、
被
害
対
策
の
中
核
と
な
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
必
要
な
数
の
狩
猟
者
（
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
）
を
確
保
す
る

た
め
、
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
の
改

正
な
ど
、
さ
ら
な
る
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

二�　

侵
入
防
止
（
電
気
）
柵
施
設
に
お

け
る
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
さ
ら

な
る
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。

三�　

有
害
鳥
獣
の
行
動
様
式
を
的
確
に

把
握
し
、個
体
数
を
管
理
す
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用
を
推
進
す

る
こ
と
。

四　

国
内
各
地
域
に
広
域
で
利
用
で
き

る
有
害
鳥
獣
向
け
食
肉
処
理
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
。

五�　

ジ
ビ
エ
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
、「
六
次
産
業
化
」
を
推
進
す
る

こ
と
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業

大
臣
、
環
境
大
臣
あ
て

先
進
事
例
の
調
査
視
察

市
民
か
ら

市
議
会
へ
提
出

市
議
会
か
ら

国
等
へ
提
出

▪
議
会
運
営
委
員
会

▪
総
務
委
員
会

議会運営委員会

総務委員会
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施
設
概
要
は
最
高
使
用
圧
力
３
．

６
０
Ｍ
Ｐ
ａ
、
常
用
圧
力
２
．
８
０
Ｍ

Ｐ
ａ
、
使
用
燃
料
は
木
質
燃
料
チ
ッ
プ

（
約
１
４
０
ｔ
／
日
）、
抽
気
復
水
タ
ー

ビ
ン
で
、発
電
出
力
３
．
５
５
０
Ｋ
Ｗ
、

年
間
約
三
百
三
十
日
稼
働
す
る
。

　

大
学
校
の
教
育
理
念
と
し
て
、
①
実

践
的
な
技
術･

知
識
を
身
に
付
け
て

第
一
線
で
活
躍
で
き
る
人
材
、
②
森
林

保
全
活
動
か
ら
野
生
鳥
獣
害
対
策
ま
で

幅
広
い
地
域
活
動
を
支
え
る
公
共
人

材
、
③
森
林
組
合
等
林
業
事
業
体
の
経

営
力
の
向
上
を
支
え
る
人
材
、
の
育
成

や
資
格
取
得
を
挙
げ
て
お
り
、
特
長
と

し
て
は
、
西
日
本
初
の
林
業
専
門
の
大

学
校
、
全
国
初
の
本
格
的
な
高
性
能
林

業
機
械
の
技
術
研
修
大
学
校
、
農
山
村

地
域
で
深
刻
な
野
生
鳥
獣
害
に
対
応
す

る
研
修
、森
林
や
木
材
の
利
用
、建
築
、

文
化
な
ど
幅
広
い
講
座
の
提
供
、
な
ど

で
あ
る
。

　

い
ぶ
き
グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月

に
、
経
済
産
業
省
よ
り
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
」
の

設
備
認
定
を
受
け
た
滋
賀
県
初
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
参
入
し
、
平

成
二
十
七
年
一
月
に
運
転
を
開
始
し

た
。 京

都
府
立
大
学
校（
七
月
二
十
八
日
）

「
京
都
府
立
林
業
大
学
校
」に
つ
い
て

い
ぶ
き
グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
株
式

会
社（
七
月
二
十
九
日
）

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
」

に
つ
い
て

◆議会を傍聴してみませんか◆
　飯能市議会の定例会は、毎年４回（３・６・９・１２月）定
例的に開催されています。
　一般質問を含め議会の権限に属するすべてのもの（市民の
皆さんの生活に直結した重要な問題など）が審議されています。
　市民の皆さんが傍聴することにより、住民代表としての議
会が十分審議しているかどうか知ることができますので、ぜ
ひ本会議の傍聴にお越しください。
　なお、常任委員会、特別委員会につきましても、本会議と
同様に「原則公開」となっていますので、傍聴にお越しください。
【傍聴の手続き】
　傍聴を希望される方は、市役所５階「傍聴席入口」の受付で
簡単な手続き（住所・氏名・年齢を記入）をして傍聴できます。
　本会議の傍聴席は一般席が50席、その他に報道関係者席が
あります。　
　なお、委員会の傍聴の手続きについては、市役所４階の議
会事務局までお越しください。
　日程など、詳しいことは、議会事務局（042-973-2686）ま
でお問い合わせください。

　飯能市議会では、市民との意見交換
の場を多様に設け、市民参加の機会を
保障するため、平成二十八年八月十日
に、「飯能市議会と飯能市社会福祉協
議会との意見交換会」を開催しました。
　飯能市社会福祉協議会からの報告等
を受けた後、意見交換を行ないました。
◆意見交換のテーマ◆
『飯能市の地域福祉について』
・�各地区での地域福祉の特徴的な取り
組み
①�携わっているメンバーとその人材育
成について
②�ＣＳＷ（コミュニティソーシャル
ワーカー）の活動状況について
③�飯能市社会福祉協議会が地域福祉に
おいて抱えている問題について

▪
経
済
建
設
委
員
会

◆飯能市社会福祉協議会との意見交換会が開催されました◆

経済建設委員会

傍聴席



市議会案内板
HANNO

果樹園（精明）

審議の日程
9月定例会

8月 26日 開会、市長提出議案の上程・提案理由説明
 30日 議案質疑、議案及び請願の委員会付託
9月 1日 一般質問
 2日 一般質問
 6日 常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
 7日 常任委員会（厚生文教・経済建設）
 8日 常任委員会（厚生文教）
 26日 委員長報告・質疑・討論・採決
  市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
  議員提出議案の上程・提案理由説明・採決
  閉会

議会日誌
7月

 1日 飯能市議会広報委員会
 29日 埼玉西部消防組合議会定例会

8月
 4日 広域飯能斎場組合議会定例会
 9日 代表者会議
 10日 飯能市社会福祉協議会との意見交換会
 16日 全員協議会
 22日 代表者会議
 23日 議会運営委員会
 26日 ９月定例会開会（９月２０日まで）
  飯能市議会広報委員会

9月
 13日 飯能市議会ＩＴ会議
 20日 ９月定例会閉会

10月
 3日 飯能市議会広報委員会

議会事務局またはホームページで
TEL 042ｰ973ｰ2686
http://www.city.hanno.saitama.jp

会期日程等は11月22日頃内定します。

９月定例会では延べ101名の方が傍聴されました。

次回の12月定例会は
11月25日開会予定です。

議会を傍聴しませんか

＊編集を終えて＊
　内閣府がまとめた平成28年度版防災白書では、地球温暖化
に伴う気候変動による災害の備えに言及している。今世紀末
に向けて世界の平均気温が上昇し、大気中の水蒸気量が増加、
想定を上回る豪雨が頻発すると予想され、従来の防災対策だ
けでは通用しなくなる恐れがあるとも。この秋、北海道や東
北地方に上陸した雨台風の被害はいまなお深刻で、政府は激
甚災害指定を決めた。そこで白書では、行政の行う公助を待
つだけでなく、更なる地域コミュニテイーによる、共助意識の
醸成が不可欠と訴える。地域の人と人が心を通わせることで、
初めて可能となる災害に強いまちづくり。地域で行われる防
災訓練の重要性に今一度、心してまいりたいと思います。

（栗原）

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）

お問い合わせ先
埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています）

11/18～11/21、12/1～12/4、12/15～12/19

☆インターネットで視聴できます

☆テレビ放映しています
　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で一般
質問の様子を録画放映しています。また、議会事
務局（市役所４階）では、番組を録画したDVDの貸
出しを行っております。

広報委員　（◎委員長　○副委員長）
◎滝沢　修　○鳥居誠明　栗原義幸　中元　太
　大津　力　　野口和彦　新井　巧　平沼　弘

お問い合わせは

◆ 一般質問 ◆

飯能市議会録画 クリック



142
平成29年2月1日発行

議案の審議………………………… ②

委員会の審査……………………… ③

議決結果・人事案件………………… ④

市政に対する一般質問・

委員会調査報告……………… ⑤～⑦

陳情・意見書・

視察受け入れ状況…………… ⑧・⑨

市議会案内板……………………… ⑩

目 次

●�一般会計補正予算案を可決
●�廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部改正など可決

12月定例会

飯能市立飯能西中学校、優勝おめでとう！（全国小・中学校リズムダンスふれあいコンクール）

発行 /飯能市議会　編集 /市議会広報委員会　TEL 042-973-2686　飯能市大字双柳 1-1



議案の

審議
○の中の数字は議案番号（順不同）

　12月定例会は、11月25日から12月９日までの15日間開か
れ、市長提出議案30件、議員提出議案２件、その他１件につい
て審議等を行い、議決いたしました。

■一般会計補正予算など33件を議決

平成29年2月1日　はんのう市議会だより　第142号 2

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
四
千
三
百

二
十
五
万
七
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
三
百
十
億
九
千
七
百
四

十
万
四
千
円
と
す
る
も
の
。

　
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
事

業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
分
手
数
料

を
改
定
す
る
も
の
。

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
飯
能
市
農
業
委
員
会
の
委
員

及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
定
数
を
定
め
る
も
の
。

　
行
政
機
構
の
改
正
に
伴
い
、
附

属
機
関
の
庶
務
担
当
の
所
属
変
更

を
行
う
も
の
。

市
長
提
出
議
案

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）

��

飯
能
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適

正
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

��

飯
能
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
定
数
を
定
め
る
条
例

��

飯
能
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

原
料
リ
サ
イ
ク
ル
分
に
つ
い
て
、�

再
商
品
化
す
る
た
め
に
か
か
っ

新
た
な
施
設
が
稼
動
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
処
理
コ
ス
ト
が
変

必
須
業
務
と
し
て
こ
れ
ま
で
の

農
地
法
等
に
よ
る
権
限
に
属
さ

飯
能
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

は
、
い
じ
め
は
、
ど
の
児
童
・
生

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

基
づ
く
再
商
品
化
合
理
化
拠

今
回
の
具
体
的
な
値
上
げ
の

理
由
は
。

選
挙
で
選
ば
れ
る
農
業
委
員

が
市
長
の
任
命
に
な
る
な
ど
、

飯
能
市
の
い
じ
め
対
策
に
つ

い
て
。

出
金
に
つ
い
て
。

た
費
用
が
当
初
見
込
ん
で
い
た
費
用

よ
り
も
下
回
る
こ
と
と
な
っ
た
。
拠

出
金
は
再
商
品
化
に
貢
献
し
た
度

合
い
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
お
り
、
飯
能
市
か
ら
排

出
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
質
が

動
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
ま
で
な

か
っ
た
よ
う
な
高
効
率
発
電
設
備
が

稼
動
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
の
上

乗
せ
や
、
ま
た
、
運
転
体
制
が
大
き

く
変
わ
り
、
休
祝
日
を
含
め
た
二
十
四

時
間
体
制
や
一
炉
か
ら
二
炉
に
フ
ル
回

転
で
運
転
す
る
と
い
う
こ
と
で
コ
ス
ト

引
き
上
げ
に
な
り
、
県
内
や
近
隣
自

治
体
と
の
比
較
、
公
費
と
事
業
者
負

担
の
適
正
な
水
準
を
考
慮
し
、
処
分

手
数
料
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
。

せ
た
事
項
に
加
え
て
、
新
た
に
農
地

利
用
の
最
適
化
と
し
て
担
い
手
へ
の

農
地
の
利
用
、
集
積
、
集
約
化
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
、
解
消
、
新

規
参
入
の
促
進
が
必
須
業
務
と
な
り
、

特
に
農
地
利
用
の
最
適
化
は
、
重
点

項
目
と
し
て
果
た
す
べ
き
重
要
な
役

割
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

徒
に
も
ど
の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る

問
題
で
あ
る
と
の
意
識
を
持
っ
て
、
児

童
・
生
徒
に
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
ひ
き
ょ
う
な
行
為
で
あ
る
と
徹

底
す
る
と
と
も
に
、社
会
総
が
か
り
で
、

そ
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
い
う
形
で
定
め
た
。
状
況

と
し
て
も
、
い
じ
め
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

い
る
が
、
認
知
の
件
数
は
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、今
の
よ
う
な
体
制
の
も
と
、

ほ
と
ん
ど
が
解
消
で
き
て
い
る
。

非
常
に
よ
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
全
体

の
約
九
割
が
こ
の
原
料
リ
サ
イ
ク

ル
の
ル
ー
ト
に
流
れ
た
た
め
、
約

千
二
十
四
万
八
千
円
の
増
収
に
つ
な

が
っ
た
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。

主な追加の内容 (万円未満切り捨て )
歳入
繰入金 1億 7,440万円
国庫支出金 1億 6,477万円
寄附金 5,566万円
歳出
国民健康保険特別会計 1億 4,875万円
（事業勘定）繰出金　　　 
障害者自立支援事業 1億 2,509万円
生活保護扶助事業 1億 1,667万円
ムーミン基金積立金 5,000万円
ふるさとはんのう応援事業 3,219万円

▼
討
論
▲

　
反
対
の
立
場

　

値
上
げ
で
影
響
を
受
け
る
の
は
約

五
百
五
十
事
業
所
、
そ
の
内
約
二
百

事
業
所
は
直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
し
て
お
り
、
個
人
商
店
等
も

▼
討
論
▲

　
反
対
の
立
場

　

新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
一
方
で

農
業
委
員
の
定
数
を
削
減
す
る
と
と

も
に
公
選
制
を
取
り
や
め
、
市
長
の

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
営
業
か
ら
発

す
る
事
業
系
ご
み
の
処
理
費
を
引
き

上
げ
ら
れ
て
は
、
営
業
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
そ
の
負
担
を
個
人
事
業

主
な
ど
へ
求
め
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

農
業
委
員
会
の
役
割
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
。

任
命
制
と
す
る
改
正
で
あ
り
、
農
業

者
の
自
治
を
大
き
く
後
退
さ
せ
る
た

め
、
反
対
す
る
。

　
賛
成
の
立
場

　

現
場
活
動
を
担
う
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な

り
、
農
業
委
員
が
地
域
農
業
の
発
展

の
た
め
に
今
ま
で
以
上
に
闊
達
な
議

論
を
十
分
行
い
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
と
強
く
連
携
、
協
力
し
て
、

飯
能
市
の
農
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
賛

成
す
る
。
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��

飯
能
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）

総
務
委
員
会

●
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務

員
、
埼
玉
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基

づ
く
埼
玉
県
職
員
及
び
近
隣
市
の
職

員
の
給
与
改
定
状
況
等
を
勘
案
し

て
、
職
員
の
給
与
を
四
月
に
遡
り
改

定
す
る
ほ
か
、
医
師
の
初
任
給
調
整

手
当
の
限
度
額
、
勤
勉
手
当
の
支
給

割
合
を
改
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

●
学
校
教
育
に
お
け
る
質
の
高
い
教

育
、
ま
た
教
育
振
興
基
本
計
画
に
お

け
る
五
つ
の
基
本
方
針
を
よ
り
強
力

に
推
し
進
め
る
た
め
、
さ
ら
に
、
小

規
模
校
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
に
、
一
部
で
あ
っ
た
体
制

を
学
校
教
育
部
と
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
部
の
二
部
制
に
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
。

●
飯
能
市
は
、
他
市
に
比
べ
て
学
校

応
援
団
が
か
な
り
充
実
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
地
域
の
方
が
学
校
に
来

て
伝
統
行
事
や
昔
の
遊
び
を
教
え
て

く
れ
る
な
ど
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た

め
、
地
域
の
方
の
豊
か
な
知
識
や
経

験
を
生
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
資
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

こ
と
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価

格
で
安
全
性
や
効
き
目
が
新
薬
と
同

等
と
認
め
ら
れ
た
後
発
の
医
薬
品

で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る

場
合
は
、
で
き
る
限
り
使
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

だ
け
で
な
く
、
健
康
福
祉
部
の
窓
口

に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー

ル
を
置
く
な
ど
し
て
周
知
を
図
っ
て

お
り
、
医
師
会
、
薬
剤
師
会
に
も
使

用
促
進
を
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
。

●
委
員
区
分
の
農
業
委
員
に
つ
い
て
、

現
行
の
二
十
三
人
か
ら
十
人
と
し
、

ま
た
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
つ
い
て
は
、
九
人
と
す
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

●（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
橋
り
ょ
う

新
設
工
事（
上
部
工
）の
工
期
は
、
平

成
三
十
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
約

一
年
八
ヶ
月
で
、
工
事
は
、
入
間
川

に
渡
河
す
る
橋
り
ょ
う
上
部
工
の
工

事
で
あ
り
、
橋
長
八
四
ｍ
、
標
準
部

の
幅
員
一
四
・
八
ｍ
、
橋
り
ょ
う
形

式
は
、
鋼
単
純
上
路
式
ロ
ー
ゼ
橋
で

あ
る
こ
と
。�

（
反
対
討
論
あ
り
）

●
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
分
手
数

料
を
現
在
の
十
㎏
当
た
り
百
円
か
ら

二
百
円
に
改
正
す
る
こ
と
。

●
現
在
建
設
中
の
新
施
設
で
は
、
現

行
施
設
と
比
較
す
る
と
、
焼
却
炉
は

一
炉
ず
つ
の
交
互
運
転
を
し
て
い
る

が
、
新
施
設
で
は
二
炉
同
時
の
二
十

四
時
間
運
転
に
な
り
、
破
砕
施
設
で

は
、
現
在
月
七
日
程
度
の
運
転
が
毎

日
の
運
転
と
な
り
、
ま
た
、
新
機
能

の
導
入
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
付
帯

設
備
、
施
設
全
体
の
管
理
面
積
の
拡

大
等
、
施
設
の
運
転
管
理
に
要
す
る

技
術
者
の
配
置
人
員
の
増
員
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
。

●
観
光
寄
附
金（
ム
ー
ミ
ン
基
金
）の

具
体
的
な
見
込
み
は
、
個
人
に
よ
る

寄
附
を
二
千
件
、
法
人
に
よ
る
寄
附

を
十
件
、
金
額
は
合
計
し
て
五
千
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
。

●
再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金
は
、
品

質
基
準
に
基
づ
く
配
分
金
と
し
て
、

今
年
度
は
百
七
十
九
万
三
千
百
七
十

七
円
あ
り
、
品
質
に
つ
い
て
は
、
容

器
包
装
比
率
が
九
五
％
以
上
ま
た

は
、
九
〇
％
以
上
か
つ
前
年
比
二
％

以
上
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
配
分
基

準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

委員会の
審査審査

　議会に提出された議案や請願は、専門的に、より詳しく審査するため、
総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　12月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）

��

飯
能
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

��

飯
能
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
定
数
を
定
め
る
条
例

104�

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

厚
生
文
教
委
員
会

��

飯
能
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適

正
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

経
済
建
設
委
員
会

授業風景

（仮称）飯能大河原線橋りょう新設工事

（
反
対･

賛
成
討
論
あ
り
）



平成29年2月1日　はんのう市議会だより　第142号 4

平成28年12月定例会　　議決結果
■賛否が分かれた議案

■全会一致の議案等

※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

※砂長恒夫議員は議長のため、採決には加わっていません。

議
案
番
号

議席番号・議員名

議案名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議決
結果

栗
原
　
義
幸

中
元
　
　
太

大
津
　
　
力

野
口
　
和
彦

滝
沢
　
　
修

山
田
　
利
子

新
井
　
　
巧

金
子
　
敏
江

内
田
　
健
次

平
沼
　
　
弘

（ 

欠
　
員 

）

加
藤
由
貴
夫

砂
長
　
恒
夫

鳥
居
　
誠
明

松
橋
　
律
子

加
涌
　
弘
貴

椙
田
　
博
之

野
田
　
直
人

武
藤
　
文
夫

87 飯能市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

88 飯能市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進
委員の定数を定める条例 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

104 契約の締結について（（仮称）飯能大河原線橋りょう
新設工事（上部工）） ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
番号 議　　案　　名 議決結果

79 飯能市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

80 飯能市の市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

81 飯能市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

82 飯能市税条例の一部を改正する条例 原案可決

83 飯能市いじめ問題対策連絡協議会条例等の一部を改正する条例 原案可決

84 飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決

85 飯能市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

86 飯能市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

89 平成28年度飯能市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

90 平成28年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

91 平成28年度飯能市下水道特別会計補正予算（第２号） 原案可決

92 平成28年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第２号） 原案可決

93 平成28年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第２号） 原案可決

94 平成28年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第２号） 原案可決

95 平成28年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第２号） 原案可決

96 平成28年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

97 平成28年度飯能市訪問看護ステーション特別会計補正予算（第１号） 原案可決

98 平成28年度飯能市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

99 埼玉県都市競艇組合規約の変更について 原案可決

100 市道路線の認定について（大字中山地内） 原案可決

101 市道路線の認定について（大字双柳地内） 原案可決

102 市道路線の認定について（征矢町地内） 原案可決

103 市道路線の認定について（美杉台七丁目地内） 原案可決

議員派遣の件 派　　遣

諮問1 人権擁護委員候補者の推薦について（加藤　美佐子　氏） 異議はない

諮問2 人権擁護委員候補者の推薦について（椙田　あさ　氏） 異議はない

諮問3 人権擁護委員候補者の推薦について（中嶋　文代　氏） 異議はない

105 固定資産評価審査委員会委員の選任について（高橋　弘　氏） 同　　意

議提6 ホームドアの設置と「内方線付き点状ブロック」の整備促進を求める意見書 原案可決

議提7 地域防災力の向上と災害に強い防災拠点の整備を求める意見書 原案可決

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
、

引
き
続
き
加
藤
美
佐
子
氏
を
、
新
た

に
椙
田
あ
さ
氏
、
中
嶋
文
代
氏
を
推

薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
異
議

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

高
橋
弘
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
の

で
、
引
き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、全
員
同
意
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

加藤美佐子氏椙田　あさ氏中嶋　文代氏高橋　弘氏

※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略
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観
光
協
会
の
あ
り
方
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

ふ
る
さ
と
納
税
は
地
場
産
品
で
勝
負
す
べ
き
で
あ
る

「
貧
困
の
連
鎖
」を
防
げ
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

孤
食
改
善
へ
、
子
ど
も
食
堂
の
支
援
は

独
自
の
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
示
し
、
市
長
の
見
解
を
問
う

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

教
育
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権

椙
田　

博
之

栗
原　

義
幸

新
井　
　

巧

中
元　
　

太

　
　
こ
れ
か
ら
の
飯
能
に
と
っ
て
、
観
光

協
会
は
重
要
な
役
割
を
担
う
と
思
う
が
。

　
　

特
に
観
光
資
源
の
発
掘
や
活

用
、
企
業
や
観
光
関
係
者
と
の
連
携

強
化
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

専
属
ス
タ
ッ
フ
等
人
員
強
化
や

資
金
力
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

連
携
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
　

阿
須
小
久
保
線
完
成
は
い
つ
か
。

　
　

国
道
二
九
九
号
以
南
は
あ
と
八

年
は
必
要
。
以
北
は
双
柳
南
部
区
画

整
理
の
進
捗
次
第
で
あ
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は
地

　
　
「
子
ど
も
の
貧
困
」は
ひ
と
り
親

世
帯
の
増
加
や
雇
用
の
問
題
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
に
伴
い
子

育
て
世
代
の
家
庭
が
生
活
困
窮
に
陥

る
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
る
。
貧
困
の

連
鎖
を
防
ぐ
必
要
か
ら
特
に
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
具
体
的
な
支
援
が
重
要
。

対
策
・
支
援
事
業
の
実
施
状
況
と
取
り

組
み
を
伺
う
。

　
　

児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
で
本

年
八
月
か
ら
第
二
子
以
降
の
手
当
加

算
額
が
増
額
さ
れ
た
。
ま
た
高
等
職

業
訓
練
促
進
給
付
金
制
度
の
拡
充
や

　
　

①
不
採
算
バ
ス
路
線
の
名
栗
、

原
市
場
、
南
高
麗
地
域
は
、
通
学
バ
ス

代
補
助
拡
充
、
高
齢
者
の
パ
ス
制
度

創
設
、
駐
輪
場
設
置
、
日
中
の
小
型

巡
回
な
ど
で
利
用
者
を
増
や
す
。
②

電
車
路
線
の
両
吾
野
は
、
デ
マ
ン
ド
シ

ス
テ
ム
と
介
護
保
険
の
移
送
サ
ー
ビ

ス
Ｄ
で
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
。
③

市
街
地
、
加
治
、
精
明
地
域
は
、
三

コ
ー
ス
程
度
に
分
け
て
、
十
人
乗
り
の

ワ
ゴ
ン
車
の
循
環
バ
ス
を
導
入
し
、
農

村
部
は
、デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
で
補
完
。

④
営
業
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
な
い
よ

　
　

兵
庫
県
西
宮
市
が
独
自
に
開
発
し

た
シ
ス
テ
ム「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」

の
早
期
導
入
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

研
究
・
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　
　

各
地
で
学
力
の
向
上
や
不
登
校

者
の
減
少
も
顕
著
に
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
飯
能
市
で
も
。

　
　

他
市
の
状
況
や
取
組
状
況
を
見

て
研
究
す
る
。

　
　

市
の
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

人
権
擁
護
は
。

　
　

多
く
の
機
会
を
活
用
し
情
報
の

問問問問

問

問

問 問

問問問

場
産
品
で
勝
負
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
　

本
市
の
特
産
品
、
ム
ー
ミ
ン
グ
ッ

ズ
、
友
好
都
市
間
交
流
自
治
体
の
特
産

の
三
本
柱
で
構
成
し
て
お
り
、
市
内
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

　
　

友
好
都
市
間
交
流
の
相
手
方
で
飯

能
の
地
場
産
品
の
取
り
扱
い
が
あ
る
か
。

　
　

茨
城
県
高
萩
市
と
は
最
終
調
整

を
し
て
い
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
仕
組

み
は
住
民
税
の
取
り
合
い
で
は
。

　
　

地
域
活
性
化
に
資
す
る
も
の
と

考
え
る
。

生
活
保
護
世
帯
等
の
中
学
生
を
対
象

と
し
た
学
習
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
「
子
ど
も
食
堂
」は
経
済
的
な
理

由
や
親
の
仕
事
の
都
合
か
ら
、
ひ
と

り
で
食
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
食
事
や
居
場

所
を
提
供
で
き
る
場
所
。
運
営
の
多

く
は
民
間
が
主
体
と
な
る
こ
と
か
ら
、

本
市
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。　

　
　

開
設
へ
向
け
た
具
体
的
な
動
き

が
あ
れ
ば
必
要
に
応
じ
て
、
交
付
金

活
用
等
の
情
報
提
供
を
行
い
た
い
。

う
市
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
委
託
ま

た
は
運
行
協
定
を
結
び
、
配
慮
す
る
。

⑤
移
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
積
極
的
支

援
と
介
護
保
険
制
度
の
新
総
合
事
業・

移
送
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
を
導
入
し
、
福
祉

移
送
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
。
⑥
駅
周
辺

に
、
街
中
で
利
用
で
き
る
無
料
レ
ン

タ
ル
サ
イ
ク
ル
を
導
入
。
⑦
当
面
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
住
民
利
用
と
福
祉
セ
ン

タ
ー
バ
ス
利
用
を
拡
大
す
る
な
ど
を

提
案
す
る
が
。

　
　

市
域
全
体
の
地
域
公
共
交
通
を

検
討
す
る
上
で
参
考
に
し
た
い
。

提
供
、
啓
発
、
教
育
に
取
組
む
。

　
　

学
校
で
の
対
応
は
。

　
　

教
職
員
、
保
護
者
、
生
徒
へ
も

理
解
を
深
め
る
た
め
の
情
報
提
供
や

人
権
教
育
を
進
め
る
。
ま
た
、
対
象

生
徒
へ
の
具
体
的
配
慮
は
、
自
認
す

る
性
別
の
制
服
・
衣
服
や
、
体
育
着

の
着
用
を
認
め
る
、
ト
イ
レ
や
更
衣

室
は
職
員
用
更
衣
室
や
ト
イ
レ
・
多

目
的
ト
イ
レ
の
利
用
を
認
め
る
等
各

場
面
で
の
支
援
が
大
切
と
考
え
る
。

◆
他
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
緊
急
避

難
や
ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士
を
質
し
た
。

答答答

市政に対する

一般質問

　一般質問とは、議員がそれぞれの視点から
市の行政全般について市長（執行部）に質問
し、説明を求めるものです。
　「市議会だより」には、質問者本人が執筆し
たものを、発言順に掲載しています。
　今回は、10人が質問にたちました。

問 問

答

答

答 答 答

答

答答答

答
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要
望

山手保育所市民懇談会

土
曜
日
一
日
保
育
を
山
手
保
育
所
以
外
に
も

　
増
や
す
こ
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教
育
改
革
実
施
計
画
と
は

埼
玉
県
初
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致

林
業
政
策
に
つ
い
て

県
道
飯
能
下
名
栗
線
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

空
き
店
舗
活
用
　

精
明
東
部
の
住
宅
建
設
・
交
通
問
題
　

新
教
育
長
に
聞
く
　
教
育
問
題

山
田
　
利
子

平
沼
　
　
弘

内
田
　
健
次

鳥
居
　
誠
明

　
　
山
手
保
育
所
以
外
は
土
曜
日
一
日

保
育
を
実
施
し
て
い
な
い
た
め
、
約
百

名
の
希
望
者
は
、
各
保
育
所
か
ら
十

数
名
が
、
土
曜
日
の
朝
、
布
団
や
着
替

え
を
持
っ
て
通
所
し
て
い
る
。
雨
の
日

な
ど
は
と
て
も
大
変
で
あ
る
。
児
童
福

祉
法
や
児
童
憲
章
で
は「
児
童
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
生
ま
れ
、
且
つ
、
育

成
さ
れ
る
こ
と
」「
す
べ
て
児
童
は
、
ひ

と
し
く
そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
、
愛

護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
日
々

の
生
活
の
保
障
を
行
政
の
責
任
と
し
て

明
確
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
　「
英
語
教
育
改
革
実
施
計
画
」の

概
要
は
。

　
　

小
・
中
・
高
の
各
段
階
を
通
じ
て

英
語
教
育
を
充
実
し
、
生
徒
の
英
語

力
向
上
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

　
　
飯
能
市
の
対
応
は
。

　
　

平
成
三
十
年
か
ら
教
育
課
程
を

改
め
、
小
学
五・六
年
生
に
は
教
科
と

し
て
週
二
時
間
、
三・
四
年
生
に
は
、

外
国
語
活
動
で
週
一
時
間
の
予
定
で

あ
る
。

　
　
今
後
、
実
用
英
語
技
能
検
定
が
高

い
確
率
で
採
用
さ
れ
て
く
る
の
で
は
。

　
　
森
林
法
一
部
改
正
に
よ
り
山
林
所

有
者
を
明
確
に
す
る
林
地
台
帳
の
整
備

が
求
め
ら
れ
た
。
市
の
取
組
は
。

　
　

森
林
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
は
法

整
備
に
先
駆
け
、
情
報
の
一
元
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
実
質
的
な
把

握
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
森
林
に
対
し
か
つ
て
の
農
地
解
放

の
よ
う
な
大
鉈
を
振
る
う
考
え
は
。

　
　

所
有
者
不
明
の
場
合
は
一
定
の
手

続
き
を
経
て
、
伐
採
造
林
が
で
き
る
。

ま
た
、
所
有
者
の
責
務
と
し
て
、
森
林

保
全
の
努
力
義
務
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
空
き
店
舗
を
保
育
施
設
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
活
用
し
活
性
化
を
図
っ
て
は
。

　
　

民
間
活
力
が
望
ま
し
い
。
福
祉

関
係
へ
の
補
助
金
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
精
明
東
部
は
住
宅
建
設
が
困
難
で
あ
る
が
。

　
　

既
存
集
落
に
続
く
と
か
、
農
地
の

端
で
あ
る
場
合
等
は
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
精
明
東
部
は
路
線
バ
ス
が
無
い
。

民
間
保
有
バ
ス
に
協
力
依
頼
し
て
は
。

　
　

市
民
懇
談
会
で
意
見
を
聞
く
。

民
間
バ
ス
の
活
用
は
研
究
す
る
。

　
　
デ
マ
ン
ド
方
式
等
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　
新
教
育
長
へ
市
長
の
思
い
は
。

問

問問問

問

問問問 問

問

　
自
治
体
の
コ
ス
ト
面
や
体
制
上
の
都

合
で
、
山
手
保
育
所
に
ひ
と
ま
と
め
に

す
る
の
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
し
わ

寄
せ
で
あ
り
、
自
治
体
本
来
の
役
割

で
は
な
い
。
ぜ
ひ
、
山
手
保
育
所
以
外

で
も
土
曜
日
一
日
保
育
を
実
施
す
る
よ

う
求
め
る
が
。

　
　

年
間
利
用
者
は
、
延
べ
千
三
百 

三
十
四
人
。
今
後
の
利
用
状
況
の
推

移
、
待
機
児
童
対
策
な
ど
、
他
の
保

育
事
業
と
の
兼
ね
合
い
を
総
合
的
見

地
か
ら
判
断
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

　

　
　

英
検
が
海
外
の
大
学
で
も
評
価

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
興
味
・
関
心

は
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
埼
玉
県
第
一
号
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致
は
。

　
　

板
橋
区
に
本
社
が
あ
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
関
連
の（
株
）Ｆ
Ｉ
Ｃ
で
南
川

地
区
に
開
設
し
た
。

　
　
吾
野
・
東
吾
野
地
区
を
一
体
と
し

た「
吾
野
谷
構
想
」は
。

　
　

人
口
減
少
が
続
く
現
状
を
悲
観

す
る
の
で
は
な
く
、
前
向
き
で
力
強

い
考
え
方
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
西
川
広
域
森
林
組
合
の
現
状
は
。

　
　

県
内
森
林
組
合
で
累
積
赤
字
を

抱
え
る
の
は
西
川
広
域
森
林
組
合
の

み
。
本
市
の
政
策
と
組
合
の
連
携
を

深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
県
道
飯
能
下
名
栗
線
の
整
備
進
捗

状
況
は
。

　
　

宮
の
瀬
橋
か
ら
原
市
場
中
学
校

手
前
ま
で
と
久
通
谷
橋
手
前
の
張
出

歩
道
は
着
工
中
。
他
は
要
望
す
る
。

　
　
原
市
場
交
差
点
改
良
は
。

　
　

市
と
県
と
で
歩
調
を
合
わ
せ
、

完
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

質
の
高
い
教
育
、
学
力
向
上
、

生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
学
習
な
ど
多

く
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
　
教
育
長
の
学
校
教
育
へ
の
姿
勢
は
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
人
間
形
成
を
。

　
　
学
力
調
査
結
果
は
全
国
で
下
位
だ
が
。

　
　

子
供
の
学
ぶ
意
欲
の
向
上
を
図
る
。

　
　
正
答
率
上
位
の
県
は
、
塾
で
は
な

く
自
宅
で
学
習
す
る
時
間
が
長
い
が
。

　
　

家
庭
の
協
力
を
得
て
進
め
た
い
。

　
　
高
齢
者
が
学
校
の
空
き
教
室
で
生
涯
学

習
を
し
、
子
供
と
の
共
生
を
す
る
の
は
ど
う
か
。

　
　

素
晴
ら
し
い
。今
後
研
究
し
た
い
。

問問

問問問

問問 問問

答

答答

答答答

答答

答答答

答答答

答答答 答答
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税
の
滞
納
相
談
は

　
納
税
者
の
状
況
に
応
じ
て
制
度
の
案
内
や
対
応
を

人
口
増
に
よ
る
美
杉
台
小
学
校
区
の

　
保
育
所
・
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

滝
沢　
　

修

金
子　

敏
江

　
　

国
民
生
活
は
相
変
ら
ず
厳
し
い

状
況
だ
。
二
十
七
年
度
は
五
百
十
四
件

の
滞
納
処
分
が
あ
る
が
実
態
は
。

　
　

全
て
の
案
件
に
一
斉
に
差
押
さ

え
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

市
の
呼
び
か
け
に
一
切
応
じ
な
い
、

あ
る
い
は
納
税
の
約
束
を
履
行
し
な

い
等
、
意
欲
が
無
い
と
判
断
し
た
場

合
で
あ
る
。

　
　

厳
し
い
生
活
の
中
で
期
限
を
過

ぎ
て
も
納
税
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

納
税
相
談
の
状
況
は
。

　
　

困
難
に
な
っ
た
原
因
を
よ
く
聴

　
　

美
杉
台
小
学
校
区
の
征
矢
町
、

美
杉
台
六・七
丁
目
、
茜
台
地
区
は
住

宅
開
発
に
よ
っ
て
人
口
が
増
え
て
お

り
、
子
育
て
世
帯
の
要
望
に
し
っ
か
り

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
美

杉
台
保
育
所
や
児
童
ク
ラ
ブ
室
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
新
年
度
に
間
に
合
う
よ

う
対
応
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　

美
杉
台
保
育
所
は
、
現
在
の
施

設
の
規
模
を
考
え
る
と
最
大
限
の
受

け
入
れ
を
し
て
お
り
、
保
育
士
が
確

保
で
き
れ
ば
、
あ
と
数
名
は
受
け
入

問問問

き
、
納
税
者
の
資
力
や
意
欲
が
あ
る

の
か
、
ま
た
財
産
の
状
況
等
実
態
に

応
じ
て
納
税
計
画
を
立
て
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
　

真
面
目
に
納
付
し
よ
う
と
し
て

も
納
め
き
れ
な
い
場
合
や
差
押
さ
え

等
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　

納
税
に
対
す
る
誠
意
は
あ
る
が
、

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は

徴
収
の
猶
予
や
滞
納
処
分
の
執
行
停
止

を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
他

の
制
度
も
あ
る
の
で
、
早
め
に
市
に
相

談
さ
れ
る
こ
と
を
進
め
て
い
る
。

れ
が
で
き
る
。
ま
た
、
市
内
全
域
を

視
野
に
入
れ
て
、
保
育
定
員
数
の
増

加
や
民
間
の
新
規
事
業
所
の
開
設
に

よ
り
保
育
定
員
の
拡
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
児
童
ク
ラ
ブ
室
は
、
二
か

所
で
定
員
百
二
十
五
人
に
対
し
て
現

在　

百
二
人
で
今
後
、
定
員
を
上
回

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
現
在
、
美
杉
台
小
学
校
は
じ
め
、

近
隣
の
空
き
家
、
空
き
事
務
所
や
公

共
施
設
の
利
用
が
可
能
か
ど
う
か
調

査
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
新
年
度
、
定

員
を
上
回
る
状
況
な
ら
対
応
し
た
い
。

問

　　　

第
二
次
江
別
市
食
育
推
進
計
画
は
、

市
民
に
対
し
て
の
食
育
に
対
す
る
意
識

向
上
、
啓
発
の
た
め
の
組
織
が
推
進
協

議
会
を
中
心
に
庁
内
と
市
民
を
中
心

と
し
た
計
画
策
定
委
員
会
が
作
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組
み
、
小･

中
学
生
か
ら
生
活
習
慣
病
の
予
防
ま
で

取
り
組
む
テ
ー
マ
が
決
め
ら
れ
、
具
体

的
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来

た
。

　

小
中
学
校
の
学
校
選
択
制
に
つ
い
て

は
、
学
校
選
択
制
を
利
用
す
る
際
の
選

ん
だ
理
由
は
、
少
年
団
の
時
の
友
人
が

い
る
か
ら
と
か
冬
場
の
送
り
迎
え
が
で

き
な
い
、
放
課
後
子
ど
も
を
見
て
く
れ

る
祖
父
母
が
近
く
に
居
る
な
ど
。
ま
た

悩
ん
だ
こ
と
は
、
登
下
校
の
安
全
や
友

達
と
離
れ
て
し
ま
う
、
通
学
距
離
が
遠

く
な
る
な
ど
が
あ
り
、個
々
に
良
い
点
、

つ
ら
い
点
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
理
解
で

き
た
。

　

ふ
れ
あ
い
パ
ス
が
市
民
の
陳
情
か
ら

実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
市
当
局

の
理
解
は
も
と
よ
り
、
バ
ス
会
社
、
Ｊ

Ｒ
の
協
力
が
必
要
な
こ
と
、
更
に
現
金

か
ら
回
数
券
方
式
に
す
る
な
ど
運
営
面

で
の
苦
労
な
ど
も
理
解
で
き
た
。

　

小
樽
市
身
体
障
害
者
送
迎
サ
ー
ビ
ス

は
、
車
両
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
市
民

か
ら
の
厚
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
思
い
を
受
け
小
樽
市
と
し
て

事
業
を
進
め
て
き
た
。
利
用
者
に
と
っ

て
は
月
に
四
回
と
い
う
制
限
は
あ
る
も

の
の
、
社
会
的
な
活
動
や
病
院
へ
の
通

院
な
ど
へ
気
軽
に
外
出
が
で
き
、
利
用

者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。し
か
し
、

事
業
開
始
か
ら
十
五
年
が
経
ち
、
車
両

先
進
事
例
の
調
査
視
察

答答

答

答

　
⃝
厚
生
文
教
委
員
会

北
海
道
江
別
市（
十
月
二
十
七
日
）

　

①�「
第
二
次
江
別
市
食
育
推
進

計
画
」に
つ
い
て

　

②�「
小
中
学
校
の
学
校
選
択
制
」

に
つ
い
て

北
海
道
小
樽
市（
十
月
二
十
八
日
）

　

①「
ふ
れ
あ
い
パ
ス
」に
つ
い
て

　

②�「
小
樽
市
身
体
障
害
者
送
迎

サ
ー
ビ
ス（
リ
フ
ト
カ
ー
）」

に
つ
い
て

の
老
朽
化
に
伴
い
、
次
の
車
両
購
入
に

は
五
百
万
円
程
度
を
要
す
る
と
の
こ
と

で
事
業
継
続
に
は
、維
持
管
理
も
含
め
、

そ
れ
な
り
の
経
費
が
必
要
で
あ
る
と
の

こ
と
が
理
解
で
き
た
。

議案書をホームページに
掲載しています

　平成28年３月定例会より、議案書を市議会
ホームページ議案一覧表からご覧いただけます。
　タブレット、スマートフォン端末からもダウ
ンロード可能ですので、ぜひご覧ください。
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障
が
い
者
を
は
じ
め
駅
利
用
者
が
安
心

し
て
駅
ホ
ー
ム
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
に
お
け
る
総
合

的
な
転
落
事
故
防
止
対
策
の
検
討
を
急

ぐ
と
と
も
に
、
駅
ホ
ー
ム
の
さ
ら
な
る

安
全
性
向
上
に
向
け
、
下
記
の
事
項
に

つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

記

一�　

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
に
あ
た
っ
て

は
、
全
て
の
鉄
道
駅
ホ
ー
ム
の
危
険

個
所
の
実
態
調
査
を
速
や
か
に
行
う

こ
と
。
と
り
わ
け
、
転
落
の
危
険
性

が
高
い
駅
に
つ
い
て
は
、
現
在
計
画

中
の
駅
と
あ
わ
せ
て
、
速
や
か
な
設

置
を
実
現
す
る
こ
と
。

二�　
「
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
全
駅
で
の
整

備
を
促
進
す
る
こ
と
。

三�　

ソ
フ
ト
面
の
対
応
と
し
て
、
希
望

者
へ
の
駅
係
員
の
ア
テ
ン
ド
や
、
一

般
旅
客
に
対
す
る
誘
導
案
内
、
さ
ら

に
は
視
覚
障
が
い
者
へ
の
積
極
的
な

声
か
け
等
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
対
策

を
強
化
す
る
こ
と
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
あ
て

　

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
を
は
じ

め
、
土
砂
災
害
、
大
水
害
等
各
地
で
想

定
を
超
え
る
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発

生
し
、甚
大
な
被
害
が
相
次
い
で
い
る
。

本
年
に
お
い
て
も
、
四
月
の
熊
本
地
震

の
み
な
ら
ず
、
八
月
以
降
の
複
数
の
台

風
に
よ
り
、
特
に
北
海
道
や
東
北
地
方

を
中
心
に
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、

甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
ま
た
、

十
月
に
は
鳥
取
で
も
震
度
六
弱
の
地
震

が
発
生
し
て
い
る
。

　

迅
速
な
復
旧
・
復
興
と
と
も
に
、
安

全
・
安
心
な
国
づ
く
り
に
資
す
る
防
災
・

減
災
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
地
域

防
災
力
の
向
上
と
災
害
に
強
い
防
災
拠

点
の
整
備
を
図
る
た
め
、
下
記
の
事
項

に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

記

一�　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
全
自
治

体
へ
の
完
備
・
普
及
や
学
校
区
単
位

で
の
自
主
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組

織
化
や
訓
練
の
実
施
等
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
。

二�　

大
規
模
水
害
か
ら
住
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
の
自
治
体
の
枠
を

超
え
た
流
域
ご
と
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
作
成
や
避
難
行
動
に
直
結
す
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
適
切
な
避

難
勧
告
・
指
示
発
令
の
た
め
の
体
制

構
築
を
図
る
こ
と
。

三�　

災
害
に
強
い
防
災
拠
点
の
整
備
と

し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
家
族

の
安
否
や
緊
急
連
絡
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
設
置
や
災
害
時
に
お
け
る
ト
イ
レ

機
能
確
保
の
た
め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
。

四�　

子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
及
び
障

が
い
者
が
、
避
難
所
生
活
で
つ
ら
い

思
い
を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
避
難

所
の
環
境
整
備
や
防
犯
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、総
務
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
、

防
災
担
当
大
臣
あ
て

陳
情

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

④�

陳
情
書（
市
町
村
公
的
審
議
会

等
委
員
へ
の
公
益
社
団
法
人
埼

玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
会

員
の
登
用
に
関
す
る
件
等
）

③�

陳
情
書（
地
球
社
会
建
設
に
関

す
る
件
等
）

提
出
者

埼
玉
県
宅
建
政
治
連
盟
彩
西
地
区

地
区
長
　
奥
冨
　
浩

提
出
者

荒
木
　
實

意
見
書

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、

議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ
提
出
し

た
も
の
。

　

本
年
八
月
、
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
青

山
一
丁
目
駅
で
、
盲
導
犬
を
連
れ
て
い

た
視
覚
障
が
い
者
の
男
性
が
ホ
ー
ム
か

ら
転
落
し
死
亡
す
る
と
い
う
大
変
痛
ま

し
い
事
故
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
対

策
に
動
き
出
し
て
い
た
矢
先
、
十
月
に

は
、
近
鉄
大
阪
線
河
内
国
分
駅
で
、
全

盲
の
男
性
が
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し
特
急

電
車
に
は
ね
ら
れ
亡
く
な
る
と
い
う
事

故
が
発
生
し
た
。

　

現
在
、
一
日
に
十
万
人
以
上
の
乗
降

客
が
あ
る
全
国
二
百
五
十
一
駅
の
う
ち

ホ
ー
ム
ド
ア
が
設
置
さ
れ
て
い
る
駅
は

七
十
七
駅
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
二
十
八
年
三
月
末
現
在
、
全
国
約

九
千
五
百
駅
の
う
ち
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整

備
が
完
了
し
て
い
る
の
は
六
百
六
十
五

駅
で
あ
る
。
駅
の
安
全
対
策
の
観
点
か

ら
も
列
車
と
の
接
触
や
転
落
防
止
に
効

果
が
高
い
ホ
ー
ム
ド
ア
や
転
落
防
止
柵

の
設
置
は
急
務
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ド
ア
等
が
設
置
さ
れ

る
ま
で
の
対
策
と
し
て
、
視
覚
障
が
い

者
が
ホ
ー
ム
の
内
側
を
判
別
で
き
る

「
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
整

備
も
重
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
一
日
の
利
用
者
が
一
万
人
以

上
の
駅
で
の
整
備
率
は
六
十
三
％
で
あ

る
が
、
ぜ
ひ
全
駅
に
お
い
て
整
備
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
視
覚

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
と「
内
方
線

付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」の
整
備
促

進
を
求
め
る
意
見
書

地
域
防
災
力
の
向
上
と
災
害
に
強

い
防
災
拠
点
の
整
備
を
求
め
る
意

見
書

市
民
か
ら

市
議
会
へ
提
出

市
議
会
か
ら

国
等
へ
提
出
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今
年
度
は
、
七
月
十
三
日
に
飯
能
市

自
治
会
連
合
会
第
二
支
部
二
十
四
名
、

九
月
九
日
に
飯
能
市
自
治
会
連
合
会
美

杉
台
支
部
十
三
名
、
十
一
月
九
日
に
飯

能
市
自
治
会
連
合
会
南
高
麗
支
部
八

名
、
十
一
月
二
十
二
日
に
駿
河
台
大
学

法
学
部
三
十
名
、
十
二
月
十
四
日
に
名

栗
幼
稚
園
三
十
七
名
が
議
場
見
学
に
お

越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
（
平
成
二
十
八

年
十
二
月
末
現
在
）。

　

十
二
月
十
四
日
の
名
栗
幼
稚
園
の
議

場
見
学
の
際
に
は
、
平
成
二
十
八
年

十
二
月
定
例
会
中
に
議
場
の
壁
に
名
栗

幼
稚
園
の
園
児
の
皆
さ
ん
が
作
成
し
た

作
品
「
花
火
」
を
飾
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
か
ら
、
砂
長
議
長
よ
り
園
児
一

人
一
人
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

飯
能
市
議
会
で
は
、
市
民
に
身
近

で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、

議
場
見
学
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

「市政に対する一般質問」の
ライブ中継を始めました

　平成28年３月定
例会から市役所本
庁舎１階ロビーに
おいて一般質問の
ライブ中継を開始
しました。

議
場
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す

駿河台大学法学部

名栗幼稚園

◆飯能市の先進事例を視察に来られました◆

市町村議会行政視察受入一覧

平成２８年１０月７日～平成２９年１月４日

月　　日 市町村議会名 人数 視察内容

１０月 ７ 日（金）
山口県周南市議会
議会運営委員会

10 ・タブレット端末の活用

１０月12日（水）
愛知県豊明市議会
議会運営委員会

9 ・議会のＩＣＴ化の取組

１０月13日（木）
山梨県富士吉田市議会
建設水道委員会

8
・フィンテックグローバル社との   
  地方創生に関する基本協定

１０月１７日（月）
埼玉県ふじみ野市議会
各会派代表

8 ・タブレット端末の導入

１０月１９日（水）
北海道恵庭市議会
議会運営委員会

10 ・タブレット端末の導入

１０月２０日（木）
山口県萩市議会
教育民生委員会

9
・小規模特認校制度
・タブレット端末の導入

１０月２４日（月）
静岡県富士宮市議会
議会運営委員会

11 ・タブレット端末の導入

１０月２６日（水）
新潟県糸魚川市議会
議会運営委員会

10 ・タブレット端末の導入

１０月２６日（水）
新潟県三条市議会
経済建設常任委員会

6 ・エコツーリズムの取組

１１月 １ 日（火）
長崎県諫早市議会
会派「爽改いさはや」

4 ・シティプロモーション

１１月 ４ 日（金）
埼玉県加須市議会
議会改革検討委員会

13 ・議会改革

１１月 ７ 日（月）
京都府京田辺市議会
建設経済常任委員会

9 ・バス交通

１１月１１日（金）
青森県弘前市議会
会派「無所属クラブ」

2 ・タブレット端末の導入

１１月１６日（水）
長野県駒ケ根市議会
会派「日本共産党」

2 ・地元材を活用した林業振興

１１月１７日（木）
兵庫県伊丹市議会
議会改革特別委員会

9 ・タブレット端末の導入

１１月１８日（金）
茨城県常総市議会
議会運営委員会

13
・タブレット端末の導入
・議会報告会

☆インターネットで視聴できます

☆テレビ放映しています
　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で一般質問の様
子を録画放映しています。また、議会事務局（市役所４階）
では、番組を録画したDVDの貸出しを行っております。

◆ 一般質問 ◆

飯能市議会録画 クリック



市議会案内板
HANNO

奥武蔵中学校駅伝

審議の日程
12月定例会

11月 25日 開会、市長提出議案の上程・提案理由説明
 29日 議案質疑、議案の委員会付託
 30日 一般質問
12月 1日 一般質問
 5日 常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
 9日 委員長報告・質疑・討論・採決
  市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
  議員提出議案の上程・提案理由説明・採決
  閉会

議会日誌
10月

 17日 埼玉県都市競艇組合議会定例会

11月
 2日 全国市議会議長会基地協議会関東部会総会
 8日 代表者会議
 15日 全員協議会
 22日 議会運営委員会
 25日 第４回定例会（12月9日まで）
  飯能市議会広報委員会
 30日 政務活動費審査会

12月
 7日 議会改革特別委員会

1月
 4日 飯能市議会広報委員会

議会事務局またはホームページで
TEL 042ｰ973ｰ2686
http://www.city.hanno.saitama.jp

　任期満了に伴う飯能市議会議員一般選挙（定数19人）
の日程が、以下のとおりに決定いたしました。

告示期日…平成２９年４月１６日（日）
選挙期日…平成２９年４月２３日（日）

　また、平成27年６月に公職選挙法等の一部を改正す
る法律が成立し、年齢満18年以上満20年未満の者が選
挙に参加することができるようになりました（平成28年
６月19日施行）。

会議録は次の施設またはホームページでご覧になれます
市役所内:議会事務局（４階）・市政資料コーナー（３階）

会期日程等は2月14日頃内定します。

12月定例会では延べ78名の方が傍聴されました。

次回の3月定例会は
2月16日開会予定です。

議会を傍聴しませんか

＊編集を終えて＊
　「安きに居りて危うきを思う、思えば則ち備え有り、備え有
れば憂（患）い無し」（書経）安全な時こそ真剣に考え万全に備え
ておく。故に憂いが無い。自助・共助（互助・近所）・公助の比
率は７：２：１。大規模な災害時は公的機関も被災していま
す。まずは各ご家庭での「備え」が一番重要です。そして、共助。
普段からのご近所付合いが大切ですね。そして公助の１。誰よ
りも真剣に市民の安全と無事故を祈り、心を砕き、安全施策
や防災事業の後押しをしていくのが私たち市議会議員の責任
でもあると思います。いずれ来るであろう大きな自然災害に
備え、万全な公助体制を構築して参ります。

（中元）　

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）

お問い合わせ先
埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています）

2/4～2/9、2/23～2/26、3/9～3/13

広報委員　（◎委員長　○副委員長）
◎滝沢　修　○鳥居誠明　栗原義幸　中元　太
　大津　力　　野口和彦　新井　巧　平沼　弘

お問い合わせは

飯能市議会議員選挙について
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議案の

審議
○の中の数字は議案番号(順不同)

　３月定例会は、２月16日から３月９日までの22日間開かれ、
市長提出議案34件、請願１件について審議等を行い、すべて議
決いたしました。

３月定例会が開催されました
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歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
二
十
八
億

円
と
定
め
る
も
の
。

大
河
原
工
業
団
地
の
法
人
市
民

税
等
の
状
況
に
つ
い
て
は
。

市
職
員
に
よ
る
鳥
獣
被
害
対
策

隊
の
設
置
に
つ
い
て
は
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
の
調

査
委
託
料
は
。

景
観
行
政
団
体
事
業
と
は
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
事
業
内
容

は
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に…

つ
い
て
は
。

平
成
二
十
九
、三
十
年
で
地
域

福
祉
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
市
民
の

所
得
水
準
や
家
計
の
実
態
は
ど

あ
け
ぼ
の
子
ど
も
の
森
公
園
の

整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
位

市
長
提
出
議
案

⑳�

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
予
算

平
成
二
十
九
年
度
は
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
等
の
調
査
を
実
施

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
、
第
五
次
飯
能
市
総
合

個
人
市
民
税
現
年
課
税
分
に
つ 

い
て
所
沢
税
務
署
管
内
の
源
泉 

企
業
誘
致
の
効
果
は
税
収
の
中 

で
見
込
ん
だ
。
法
人
市
民
税
に 

オ
ー
ル
飯
能
市
役
所
体
制
で
対

策
に
取
り
組
み
、
地
域
ぐ
る
み

平
成
二
十
九
年
度
に
は
導
入
計

画
の
策
定
、
平
成
三
十
年
度
か

市
の
特
色
を
生
か
し
た
景
観
形

成
を
誘
導
す
る
た
め
、
景
観
計 

昨
年
の
三
月
か
ら
制
度
が
開
始

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
五
件
の
利
用

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
国
か

ら
の
補
助
金
は
貴
重
な
財
源
で

し
、
平
成
三
十
年
度
に
ま
と
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な
視

点
で
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
等

の
視
点
、
ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
そ
の
中
に
入
れ
て

い
く
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

振
興
計
画
の
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
宮
沢
湖
周
辺
、
飯
能
河
原

天
覧
山
周
辺
を
結
ぶ
、
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
ゾ
ー
ン
の
都
市
回
廊
空
間
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
従

来
か
ら
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
世
代

を
超
え
て
愛
さ
れ
る
公
園
と
し
て
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
、
市
内
外
は

も
と
よ
り
、
外
国
か
ら
多
く
の
人
々

が
訪
れ
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
愛
さ

れ
る
施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

徴
収
税
の
徴
収
の
現
状
を
参
考
と

し
、
所
沢
税
務
署
管
内
に
お
い
て
は
、

二・
六
％
の
上
昇
が
見
ら
れ
た
。
そ
の

他
埼
玉
県
の
給
与
額
の
統
計
等
を
参

考
に
し
、
本
市
と
し
て
は
個
人
市
民

税
現
年
課
税
分
と
し
て
、前
年
比
〇・

四
％
増
、
四
十
三
億
四
千
八
百
万
円

で
予
算
計
上
し
た
。

の
よ
う
に
分
析
を
し
て
い
る
の
か
。

置
づ
け
や
構
想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

つ
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
で
は
二 

十
七
社
か
ら
の
税
収
を
見
込
み
約
四 

千
万
円
の
収
入
に
換
算
し
、
ま
た
、 

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
は
工
場 

の
新
築
家
屋
等
あ
る
い
は
新
規
取
得 

の
償
却
資
産
等
で
約
三
億
二
千
四
百 

万
円
見
込
ん
だ
。

の
対
策
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
ず
は
職
員
が
汗
を
か
き
、
本

気
で
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
市
民

の
理
解
を
得
て
、
地
域
の
力
を
引
き

出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

職
員
は
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
た

り
、
自
己
防
衛
策
を
手
助
け
し
た
り
、

無
理
な
く
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ら
十
年
間
の
リ
ー
ス
契
約
で
行
う
予

定
で
あ
る
。

画
を
策
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
メ
ッ

ツ
ァ
が
平
成
三
十
年
秋
に
一
部
オ
ー 

プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
八
、 

二
十
九
年
度
に
宮
沢
湖
周
辺
地
区
を

先
行
し
て
重
点
的
に
検
討
し
て
、
そ

の
後
、
市
域
全
体
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

者
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
市
外
か
ら
の

転
入
の
方
は
三
件
で
あ
る
。
平
成
二 

十
九
年
度
予
算
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
印
刷
代
が
メ
イ
ン
で
、
納
税
通
知

書
に
同
封
し
て
、
空
き
家
の
所
有
者

に
周
知
し
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年

度
も
同
様
に
周
知
を
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
積
極
的
に
空
き
家
の
所
有

者
に
空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。

あ
り
、
対
応
可
能
な
交
付
金
を
よ
り

多
く
確
保
し
て
い
く
。

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
ふ
く
し
の

森
プ
ラ
ン
の
推
進
状
況
の
到
達
点
に

立
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
計
画
を
し
て

い
く
の
か
。

あけぼの子どもの森公園

▼
討
論
▲

　
反
対
の
立
場

　

法
人
税
減
税
、
都
市
計
画
税
、
阿

須
山や

ま

中な
か

の
土
地
開
発
公
社
用
地
二
億

円
の
取
得
、
美
杉
台
中
学
校
建
設
費

償
還
金
、
学
校
給
食
調
理
業
務
の
委

託
、
農
業
委
員
会
法
の
改
正
、
飯
能

大
河
原
線
整
備
事
業
な
ど
の
問
題
を

指
摘
し
て
反
対
す
る
。
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法
人
市
民
税
法
人
税
割
の
税
率 

の
引
き
下
げ
、
軽
自
動
車
税
に
お

け
る
環
境
性
能
割
の
創
設
及
び
グ

リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長
、
個
人
市

民
税
に
お
け
る
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
の
措
置
の
延
長
な
ど
。

　
飯
能
市
土
地
開
発
公
社
か
ら

飯
能
市
大
字
阿
須
字
山や

ま

中な
か

八
九

六
番
ほ
か
四
筆
の
土
地
を
取
得

す
る
た
め
の
も
の
。

　
主
要
な
建
設
改
良
事
業
と
し
て
、 

老
朽
管
布
設
替
事
業
三
億
五
百
五 

十
三
万
二
千
円
、配
水
管
網
整
備
事 

業
一
億
八
千
七
百
五
万
六
千
円
、浄 

水
施
設
等
再
構
築
事
業
四
億
五
百 

二
十
七
万
円
、
取
水
・
浄
水
・
配
水 

施
設
等
整
備
事
業
一
億
七
千
八
百 

三
十
一
万
九
千
円
、基
幹
施
設
耐
震 

化
事
業
六
千
六
百
二
十
八
万
四
千

円
を
予
定
。

資
本
金
が
十
億
円
以
下
、
か
つ

法
人
税
の
額
が
年
四
百
万
円
以…

④�

飯
能
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

⑲�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
水
道

事
業
会
計
予
算

本
市
に
お
い
て
、
延
べ
千
四
百

社
ほ
ど
の
申
告
数
が
あ
り
、
法

人
市
民
税
法
人
割
の
税
率
が
引
き
下

げ
に
な
る
と
、
仮
に
三・
七
％
引
き
下

げ
た
と
仮
定
し
て
計
算
す
る
と
、
概

ね
二
千
万
円
弱
と
な
る
。

下
の
法
人
の
状
況
や
影
響
に
つ
い
て
。

▼
討
論
▲

　
賛
成
の
立
場

　

飯
能
市
が
発
展
可
能
性
都
市
か
ら

発
展
都
市
へ
飛
躍
す
る
た
め
に
必
要

な
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
が
飯
能
市
に
住
む
幸
せ
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
誇
り
を
抱
い
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
日
本
一
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
の
市
長
の
強
い
思
い
が
感
じ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
賛
成
す
る
。

▼
討
論
▲

　
反
対
の
立
場

　

国
税
の
法
人
税
と
地
方
税
の
法
人

事
業
税
や
法
人
住
民
税
な
ど
の
税
率

を
合
わ
せ
た
法
人
税
実
効
税
率
は
引

き
下
げ
が
続
い
て
お
り
、
国
民
に
は

消
費
税
増
税
、
大
企
業
に
は
減
税
と

い
う
不
公
平
は
認
め
ら
れ
ず
、
こ
れ

以
上
の
消
費
税
の
引
き
上
げ
は
、
深

刻
な
消
費
不
況
を
生
み
出
し
、
消
費

税
一
〇
％
へ
の
増
税
を
前
提
と
し
た

条
例
改
正
案
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
た
め
反
対
す
る
。

▼
討
論
▲

　
反
対
の
立
場

　

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
阿
須
山や

ま

中な
か

の

土
地
を
自
然
公
園
と
い
う
名
目
で
取

得
し
た
経
過
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、

飯
能
市
と
し
て
土
地
開
発
公
社
の
問

題
点
を
総
括
す
る
こ
と
や
、
取
得
後

の
利
用
構
想
程
度
は
示
す
必
要
が
あ

り
、
ま
た
、
買
い
戻
し
の
財
源
と
し

て
、
埼
玉
県
ふ
る
さ
と
創
造
貸
付
金

を
活
用
す
る
と
し
て
、
総
額
二
十
億

円
、
毎
年
二
億
円
と
し
て
い
る
が
、

市
民
に
納
得
の
い
く
説
明
と
市
民
参

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
措
置
の
延

長
に
つ
い
て
。

水
道
料
金
の
給
水
収
益
の
積
算

内
容
は
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
二
年
の
延
長
に

基
本
料
金
に
つ
い
て
は
、
口
径

二
十
ミ
リ
に
つ
い
て
は
五
％
位

な
り
、
税
制
面
に
お
い
て
住
宅
の
取

の
増
、
口
径
二
十
五
か
ら
五
十
ミ
リ

に
つ
い
て
は
〇・五
％
の
増
、
そ
の
他

の
口
径
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
で
あ

る
。
従
量
料
金
に
つ
い
て
は
、
節
水

得
に
つ
い
て
後
押
し
を
し
て
、
消
費

の
拡
大
を
狙
う
も
の
で
あ
る
。

加
で
利
用
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
て
反
対
す
る
。

▼
討
論
▲

　
賛
成
の
立
場

　

阿
須
山や

ま

中な
か

の
土
地
の
利
用
目
的
に

つ
い
て
は
取
得
の
時
点
で
自
然
公
園

と
な
っ
て
お
り
、
土
地
開
発
公
社
の
理

事
会
で
も
自
然
公
園
と
し
て
買
収
し

た
こ
と
は
承
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
計
画

に
も
、
飯
能
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、

埼
玉
県
ふ
る
さ
と
創
造
貸
付
金
を
活

用
し
買
い
戻
し
を
す
る
こ
と
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
賛
成
す
る
。

意
識
の
定
着
や
節
水
機
器
の
普
及
等

あ
る
中
で
、
給
水
戸
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
口
径
二
十
ミ
リ
に
つ
い
て

は
一
％
の
増
、
そ
の
他
の
口
径
に
つ

い
て
は
三
か
ら
五
％
程
度
の
減
少
を

見
込
ん
だ
。
上
水
に
つ
い
て
は
前
年

度
当
初
予
算
に
対
し
て
〇・
八
％
の

プ
ラ
ス
、
簡
水
に
つ
い
て
は
〇・二
％

の
マ
イ
ナ
ス
を
見
込
ん
だ
。

（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
と
の
関

係
で
、
県
水
を
橋
の
下
に
水
道

大
河
原
の
交
差
点
か
ら
岩
根
橋

ま
で
の
間
に
配
水
管
の
布
設
を

行
い
、（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
に
つ

い
て
は
、
橋
り
ょ
う
に
添
架
す
る
形

で
布
設
工
事
を
行
う
。

管
を
添
架
し
て
い
く
と
計
画
に
あ
る

が
、
そ
の
関
係
の
具
体
的
な
工
事
に

つ
い
て
。

▼
討
論
▲

　
反
対
の
立
場

　

大
河
原
工
業
団
地
も
立
地
企
業
が

全
て
決
ま
り
、
今
後
大
口
の
事
業
者

の
数
は
見
込
め
ず
、
ま
た
、
一
般
家

庭
も
節
水
機
器
等
の
発
達
に
よ
り
給

水
量
が
増
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な

い
。
県
水
の
受
水
は
廃
止
、
少
な
く

と
も
最
低
限
の
受
水
量
と
し
、
お
い

し
い
飯
能
の
水
を
守
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
平
成
二
十
九
年
度
に
お
い

て
も
県
水
の
受
水
量
を
見
直
す
こ
と

な
く
、
予
算
を
計
上
し
て
い
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め

反
対
す
る
。

▼
討
論
▲

　
賛
成
の
立
場

　

水
道
水
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る

こ
と
は
何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
予
期
せ
ぬ
水
質
事
故
や
異
常

気
象
に
よ
る
渇
水
な
ど
を
考
え
る
と
、

県
水
と
い
う
複
数
の
水
源
を
持
つ
こ

と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
小
岩
井
浄

水
場
の
設
備
更
新
や
耐
震
補
強
工
事

の
予
算
、
浄
化
施
設
等
再
構
築
の
予

算
な
ど
が
計
画
的
に
措
置
さ
れ
、
ま

た
老
朽
管
布
設
替
事
業
へ
の
重
点
的

な
予
算
配
分
が
な
さ
れ
て
お
り
、
安

定
給
水
へ
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

た
予
算
で
あ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て

い
る
た
め
賛
成
す
る
。

（仮称）飯能大河原線橋りょう新設工事
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④�

飯
能
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

⑳�

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
予
算

⑳�

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
予
算

⑳�

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
予
算

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

⑲�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

総
務
委
員
会

●
法
人
市
民
税
の
改
正
概
要
は
、
消

費
税
率
一
〇
％
導
入
時
に
地
方
法
人

税
の
税
率
を
引
き
上
げ
、
法
人
市
民

税
法
人
税
割
の
税
率
を
引
き
下
げ
る

も
の
で
あ
り
、
減
収
分
の
補
て
ん
措

置
と
し
て
は
、
法
人
事
業
税
の
一
部

が
県
か
ら
の「
法
人
事
業
税
交
付
金
」

と
し
て
交
付
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地

方
法
人
税
の
引
き
上
げ
分
が
地
方
交

付
税
の
原
資
と
な
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

●
規
模
の
大
き
い
法
人
の
企
業
活
動

に
よ
る
予
算
へ
の
影
響
が
大
き
い
た

め
、
業
績
を
見
極
め
て
予
算
の
積
算

を
し
て
い
る
が
、
世
界
経
済
の
影
響

や
為
替
相
場
等
見
極
め
に
く
い
状
況

で
あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
中
で
決
算

短
信
等
や
平
成
二
十
八
年
度
の
実
績

も
参
考
に
予
算
を
積
算
し
て
い
る
。

●
美
杉
台
中
学
校
建
設
費
償
還
金
に

つ
い
て
、
都
市
再
生
機
構
に
対
し
毎

年
連
絡
を
取
っ
て
い
る
が
、
都
市
再

生
機
構
と
飯
能
市
と
の
契
約
上
の
も

の
な
の
で
、
例
え
ば
土
地
の
無
償
譲

渡
や
金
利
の
見
直
し
は
契
約
上
で
き

な
い
こ
と
。

●
聴
覚
障
害
者
支
援
委
託
料
は
、
障

害
者
福
祉
課
や
市
民
課
な
ど
の
窓
口

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
置
す
る
予

定
で
、
聴
覚
障
害
者
の
方
が
来
庁
し

た
際
に
は
、
常
設
し
て
あ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
画
面
を
通
し
て
、
遠

隔
手
話
通
訳
や
代
理
電
話
等
の
対
応

を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

●
現
農
業
委
員
は
平
成
二
十
九
年
七

月
十
九
日
ま
で
の
任
期
で
七
月
二
十

日
か
ら
新
農
業
委
員
に
か
わ
り
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
新
た
な

農
業
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。
ま
た
、

報
酬
は
、
現
農
業
委
員
は
会
長
職
が

月
額
四
万
五
千
円
、
委
員
が
月
額
三

万
六
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
新
農
業

委
員
は
十
名
で
会
長
職
、
委
員
の
報

酬
は
同
額
と
な
る
。
新
規
に
創
設
さ

れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は

九
名
で
月
額
報
酬
は
三
万
六
千
円
と

な
る
こ
と
。

●
移
住
定
住
促
進
費
に
つ
い
て
、
住

宅
に
関
す
る
補
助
金
を
ま
と
め
る
形

で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
、
飯
能
住
ま

い
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
及
び
西
川
材
使
用
住
宅
等
の
補
助

金
で
建
築
課
が
対
応
す
る
こ
と
。

●（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
予
備
設

計
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
二
十
八

年
度
末
で
実
施
済
み
の
額
と
し
て

は
、事
業
費
で
二
十
一
億
一
千
万
円
、

国
費
は
七
億
円
で
あ
り
、
平
成
三
十

年
度
で
完
了
と
い
う
こ
と
で
現
在
残

工
事
を
実
施
中
で
あ
る
こ
と
。

（
反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）

●
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
五

人
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）に
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
現

在
進
め
て
い
る
協
議
体
の
設
置
の
調

整
役
を
担
っ
て
も
ら
う
委
託
料
で
あ

る
こ
と
。

●
飯
能
市
土
地
開
発
公
社
か
ら
、
飯

能
市
大
字
阿
須
字
山や

ま

中な
か

八
百
九
十
六

番
ほ
か
四
筆
の
土
地
を
二
億
円
で
取

得
す
る
も
の
で
、
今
回
で
五
年
目
に

な
る
こ
と
。（

反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）

委員会の
審査審査

　議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査をするた
め総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　３月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）

厚
生
文
教
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

飯能消防団本部・第２分団車庫詰所

●
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

平
成
二
十
八
年
度
末
に
本
市
の
考
え

方
や
基
本
的
な
方
針
を
示
す
飯
能
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

し
た
の
ち
、
平
成
二
十
九
年
度
以
降

総
合
管
理
計
画
に
基
づ
い
た
各
施
設

の
整
備
方
針
や
維
持
管
理
方
針
を
定

め
る
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
て
い

く
。

●
消
防
団
員
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

は
あ
る
が
、
消
防
団
員
の
定
数
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
実
情
を

踏
ま
え
、
消
防
団
と
協
議
し
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
。（

反
対
討
論
あ
り
）
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平成29年３月定例会　　議決結果
■賛否が分かれた議案

■全会一致の議案等

※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

※砂長恒夫議員は議長のため、採決には加わっていません。

議
案
番
号

議席番号・議員名

議案名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議決
結果

栗
原
　
義
幸

中
元
　
　
太

大
津
　
　
力

野
口
　
和
彦

滝
沢
　
　
修

山
田
　
利
子

新
井
　
　
巧

金
子
　
敏
江

内
田
　
健
次

平
沼
　
　
弘

︵ 

欠
　
員 

︶

加
藤
由
貴
夫

砂
長
　
恒
夫

鳥
居
　
誠
明

松
橋
　
律
子

加
涌
　
弘
貴

椙
田
　
博
之

野
田
　
直
人

武
藤
　
文
夫

4 飯能市税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

19 財産の取得について ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

20 平成29年度飯能市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

31 平成29年度飯能市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願1
米軍横田基地にオスプレイを飛来させないこと、
配備計画を撤回することを国と米軍に申し入れる
よう求める請願

× × × × ○ ○ ○ ○ × × × － × × × × × × 不採択

議案
番号 議　　案　　名 議決結果

1 飯能市個人情報保護条例の一部を改正する条例 原案可決
2 飯能市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決
3 飯能市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決
5 飯能市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決
6 飯能市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
7 平成28年度飯能市一般会計補正予算（第５号） 原案可決
8 平成28年度飯能市下水道特別会計補正予算（第３号） 原案可決
9 平成28年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
10 平成28年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
11 平成28年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
12 平成28年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
13 平成28年度飯能市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決
14 市道路線の認定について（八幡町地内） 原案可決
15 市道路線の廃止について（大字小岩井地内） 原案可決
16 市道路線の認定について（大字双柳地内） 原案可決
17 市道路線の認定について（美杉台六丁目地内） 原案可決
18 市道路線の認定について（大字坂石町分・大字坂石・大字長沢地内） 原案可決
21 平成29年度飯能市国民健康保険特別会計予算 原案可決
22 平成29年度飯能市下水道特別会計予算 原案可決
23 平成29年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計予算 原案可決
24 平成29年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計予算 原案可決
25 平成29年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計予算 原案可決
26 平成29年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計予算 原案可決
27 平成29年度飯能市特定環境保全公共下水道特別会計予算 原案可決
28 平成29年度飯能市介護保険特別会計予算 原案可決
29 平成29年度飯能市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
30 平成29年度飯能市訪問看護ステーション特別会計予算 原案可決
32 平成28年度飯能市一般会計補正予算（第６号） 原案可決
33 平成29年度飯能市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議会改革特別委員会報告
34 教育委員会委員の任命について（新野　豊次　氏） 同　　意

��

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
教
育
委
員
会
委
員
森
健
二
氏
が
平

成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
委
員
を
辞
職
す
る
の
で
、
新
た
に

新
野
豊
次
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ

い
て
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

新野　豊次氏
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住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
制
度

飯
能
ア
ル
プ
ス
登
山
者
の
安
全
確
保

聴
覚
障
が
い
者
支
援
拡
充

「
気
候
風
土
適
応
住
宅
」に
つ
い
て

二
〇
二
五
年
問
題
に
つ
い
て

「
地
域
未
来
塾
」の
導
入
は

通
学
路
の
危
険
個
所
等
の
対
策
は

給
食
費
の
無
償
化
は

中
元　
　

太

大
津　
　

力

野
口　

和
彦

栗
原　

義
幸

　
　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
空
き
家

を
利
用
し
た
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
は
。

　
　

建
物
所
有
者
や
住
宅
確
保
要
配

慮
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
今
後
は
空

き
家
の
適
切
な
管
理
や
住
宅
供
給
体

制
を
築
い
て
い
く
。

　
　

飯
能
ハ
イ
カ
ー
の
安
心
安
全
の
為

に
遊
歩
道
や
道
標
の
整
備
が
必
要
だ
が
。

　
　

危
険
箇
所
や
過
去
に
事
故
が

あ
っ
た
場
所
に
は
注
意
喚
起
看
板
を

設
置
。
ま
た
表
記
方
法
に
工
夫
し
た

道
標
を
設
置
す
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　

気
候
風
土
適
応
住
宅
認
定
制
度

と
は
。

　
　

平
成
二
十
七
年
七
月
に
公
布
さ

れ
た「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
く

も
の
で
、
建
築
物
に
お
い
て
省
エ
ネ

の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
義
務
が
生
じ

る
も
の
。
三
〇
〇
㎡
未
満
の
小
規
模

な
建
物
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ

建
築
主
の
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る

が
、
平
成
三
十
二
年
頃
ま
で
に
は
省

エ
ネ
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
義
務
が

生
じ
る
予
定
。
し
か
し
な
が
ら
、
昔

　
　

二
〇
二
五
年
を
迎
え
る
と
、
団
塊

の
世
代
の
人
々
が
七
十
五
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
と
な
り
、
社
会
に
様
々

な
問
題
が
生
じ
る
と
予
想
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
約
二

倍
の
百
十
一
億
円
程
度
に
増
加
し
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

の
増
加
や
、
身
近
に
相
談
で
き
る
人

が
い
な
い
な
ど
社
会
的
に
孤
立
し
、

支
援
が
必
要
な
状
況
と
な
り
、
誰
に

も
把
握
さ
れ
な
い
ま
ま
問
題
を
抱
え

　
　
「
地
域
未
来
塾
」と
は「
子
ど
も
の

貧
困
対
策
推
進
法
」を
受
け
て
始
ま
っ

た
国
の
地
域
学
習
支
援
事
業
で
あ
る
。

本
市
で
の
導
入
は
。

　
　

教
育
委
員
会
で
は
地
域
の
方
々

を
講
師
と
し
て
公
民
館
等
を
利
用
し
、

定
期
的
に
行
う
新
た
な
学
習
支
援
事

業
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

通
学
路
の
危
険
箇
所
等
の
対
策
は
。

　
　

各
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
通
学

路
の
安
全
点
検
を
実
施
し
、
そ
の
報

告
を
基
に
市
の
安
全
推
進
連
絡
会
議

に
て
対
策
を
検
討
、
危
険
個
所
の
解

問問

問

問

問問

ジ
で
も
周
知
し
て
い
く
。

　
　

全
国
初
の
聴
覚
障
が
い
者
支
援

が
い
よ
い
よ
始
ま
る
が
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
遠
隔

手
話
と
音
声
認
識
・
デ
ジ
タ
ル
筆
談
、

代
理
電
話(

手
話
通
訳
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
代
理
対
応)

が
六
月
か
ら
開
始

す
る
。
代
理
電
話
は
二
十
四
時
間
対

応
で
は
な
い
が
、
救
急
対
応
も
可
能

に
な
り
、
従
来
の
課
題
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
る
。
ま
ず
は
第
一
歩
の
支
援
事

業
だ
が
、
今
後
も
継
続
し
て
市
独
自

の
手
話
通
訳
者
派
遣
制
度
を
目
指
す
。

か
ら
の
縁
側
や
大
き
な
窓
の
あ
る
家

や
土
塗
壁
や
板
壁
な
ど
伝
統
的
な
造

り
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
基
準
通
り

の
省
エ
ネ
性
能
に
す
る
の
が
非
常
に

難
し
い
こ
と
か
ら
、
所
管
行
政
庁
が

そ
の
地
域
の
気
候
風
土
に
適
応
し
た

住
宅
で
あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
外
壁
や
開
口
部
な
ど
の
基

準
を
適
用
除
外
に
し
た
り
、
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
基
準
を
緩
和
で

き
た
り
す
る
と
い
う
規
定
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

続
け
る
よ
う
な
人
々
が
増
え
て
く
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

根
本
的
な
問
題
は「
助
け
て
」

と
身
近
な
人
に
相
談
で
き
な
い
こ
と

だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
が
必
要
。
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー

と
同
じ
数
の
地
域
食
堂
や
健
康
管
理

の
専
門
家
を
配
置
し
た
、
予
防
に
特

化
し
た
拠
点
と
な
る
民
間
主
体
の
施

設
の
設
置
を
提
案
す
る
が
。

　
　

非
常
に
有
益
な
事
業
で
あ
る
と

考
え
、
総
合
的
に
検
討
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
。

消
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

対
策
と
し
て「
通
学
路
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
」等
の
制
定
が
必
要
で
は
。

　
　

今
後
、
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

学
校
給
食
の
無
償
化
は
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
や
子
ど
も
の
貧
困
を
防

ぐ
効
果
が
見
込
ま
れ
、
子
育
て
世
代
の

定
住
促
進
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。
ま

た
学
校
、
教
職
員
の
事
務
負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
る
も
の
。
本
市
で
の
導
入
に

つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

　
　
「
自
己
の
食
」は
受
益
者
に
負
担

を
お
願
い
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

答

市政に対する

一般質問

　一般質問とは、議員がそれぞれの視点から
市の行政全般について市長（執行部）に質問
し、説明を求めるものです。
　「市議会だより」には、質問者本人が執筆し
たものを、発言順に掲載しています。
　今回は、10人が質問にたちました。

問

答

答 答

答

答

答答

答 答

問提
案

問
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デ
マ
ン
ド
交
通
と
地
域
循
環
ワ
ゴ
ン
で

　
住
民
の
足
の
確
保
を

市
民
の「
お
出
か
け
」を
守
る

　
公
共
交
通
に
つ
い
て

将
来
を
見
据
え
た
森
林
林
業
政
策

待
機
児
童
対
策
は
市
の
責
任
で

　
施
設
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か

新
井　
　

巧

滝
沢　
　

修

内
田　

健
次

山
田　

利
子

　
　

住
民
の
足
を
確
保
す
る
た
め
に
、

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
法
律
と
道

路
運
送
法
を
兼
ね
る
地
域
公
共
交
通

対
策
協
議
会
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ

て
、
山
間
部
は
も
と
よ
り
、
全
市
域
の

交
通
弱
者
対
策
が
必
要
性
で
は
な
い

か
。
調
査
や
検
討
を
い
つ
ま
で
も
や
っ

て
い
る
段
階
で
は
な
く
、
具
体
的
な
施

策
と
し
て
、
バ
ス
路
線
の
維
持
と
あ
わ

せ
て
、
デ
マ
ン
ド
交
通
と
地
域
循
環
ワ

ゴ
ン
に
福
祉
的
移
送
サ
ー
ビ
ス
で
足
の

確
保
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
埼
玉
県
内
の
自
治
体

　
　

昨
年
十
二
月
、
市
民
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
た
。
高
齢
化
が
進
む
な
か

交
通
問
題
は
山
間
地
の
み
な
ら
ず
市

全
体
の
問
題
と
痛
感
し
た
。
各
地
域
で

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
市
は
ど

の
様
に
捉
え
た
か
。
ま
た
、
今
後
の
交

通
政
策
へ
の
活
か
し
方
は
。

　
　

地
域
の
方
が「
利
用
で
き
る
」「
利

用
さ
れ
る
」交
通
手
段
に
つ
い
て
検
討

を
行
い「
持
続
可
能
」と
し
て
行
く
重

要
性
を
感
じ
た
。
今
後
も
必
要
に
応

じ
、
地
域
に
出
向
き
課
題
解
決
に
向

け
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　

市
の
十
年
間
の
計
画
で
取
り
組
む

森
林
政
策
の
中
心
に
な
る
機
関
は
。

　
　

西
川
広
域
森
林
組
合
な
ど
連
携

し
て
取
り
組
む
。

　
　

市
の
計
画
、
森
林
林
業
再
生
プ
ラ

ン
、
森
林
組
合
法
等
と
平
成
二
十
八
年

度
事
業
計
画
と
の
整
合
性
は
。

　
　

大
き
な
方
向
性
に
お
い
て
は
合

致
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

組
合
改
革
の
進
捗
は
。

　
　

今
後
は
組
織
改
革
を
根
本
か
ら

見
直
し
、
森
林
組
合
改
革
を
進
め
る
。

　
　

木
材
の
営
業
力
強
化
策
は
。

　
　

保
育
所
に
入
れ
な
い
待
機
児
童
が

社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
安
倍

政
権
の
待
機
児
対
策
は
、
保
育
の
規
制

緩
和
で
あ
り
、
資
格
を
持
た
な
い
保
育

士
で
も
良
い
と
し
た
小
規
模
保
育
や
定

数
の
基
準
超
過
の
受
け
入
れ
と
民
間
頼

み
で
は
解
決
し
な
い
。
私
ど
も
は「
待
機

児
を
出
さ
な
い
た
め
の
緊
急
の
受
け
入

れ
措
置
と
保
育
所
整
備
の
抜
本
的
見
直

し
を
、
保
育
が
必
要
な
全
て
の
子
ど
も

の
受
け
入
れ
は
飯
能
市
の
責
任
」と
市
の

責
任
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

飯
能
市
で
も
第
二
次
募
集
で
百
名
超
の

問

問

問

問

問問

で
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
い
る

か
。

　
　

県
内
六
十
三
市
町
村
の
な
か
で
、

コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
四
十
三
自
治
体
、

デ
マ
ン
ド
交
通（
予
約
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
）十
七
自
治
体
が
実
施
。
秩
父
市

で
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民
利
用

な
ど
も
し
て
い
る
。
今
後
、
地
域
に

出
向
き
、
地
域
に
あ
っ
た
、
地
域
に

必
要
な
、
地
域
の
方
が
利
用
で
き
る

も
の
を
考
え
て
実
現
し
た
い
。
交
通

政
策
室
に
お
い
て
、
全
市
的
な
交
通

計
画
を
考
え
て
い
く
。

　
　

市
民
の
方
か
ら「
運
転
が
危
な
い

と
感
じ
、
車
を
手
放
し
た
が
通
院
が

大
変
」「
買
物
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
に
参

加
す
る
の
も
困
難
」な
ど
の
意
見
を
多

数
聴
い
て
い
る
。
高
齢
だ
か
ら
こ
そ
外

出
し
て
、
体
を
動
か
す
こ
と
は
健
康
に

つ
な
が
る
。
高
齢
者
の「
お
出
か
け
」が

守
れ
る
よ
う
早
急
な
対
策
が
必
要
だ

が
。

　
　

様
々
な
課
題
を
ど
の
様
に
解
決

し
た
ら
よ
い
か
、
可
能
な
事
か
ら
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　

需
要
開
拓
は
喫
緊
の
課
題
。
知
識

と
経
験
を
有
す
る
人
の
営
業
が
必
要
。

　
　

人
材
育
成
機
関
設
置
は
。

　
　

全
国
各
地
で
育
成
機
関
が
立
ち

上
が
っ
て
い
る
。
本
市
の
市
有
林
を

学
び
の
場
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

　
　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
プ
ラ
ン
ト
や
木
材
産
業
集

積
地
構
想
を
実
現
す
べ
き
で
は
。

　
　

ラ
ミ
ナ
調
達
に
難
が
あ
る
。
当

地
域
は
工
場
も
な
く
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
プ
ラ

ン
ト
は
難
し
い
。
動
向
を
注
視
す
る
。

集
積
地
は
民
間
に
期
待
す
る
。

児
童
が
入
所
待
ち
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
。
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

市
の
考
え
は
。

　
　

新
た
に
追
加
受
け
入
れ
で
き
な

い
か
各
保
育
園
に
依
頼
。
公
立
保
育

所
で
一
時
預
か
り
の
定
員
増
で
待
機

児
を
解
消
し
た
い
。
市
の
責
任
で
認

可
保
育
所
を
と
い
う
こ
と
だ
が
、
定

員
枠
を
拡
大
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
。

市
の
基
本
は
、
民
間
幼
稚
園
・
保
育

所
を
認
定
子
ど
も
園
に
移
行
、
新
築・

増
築
で
解
消
し
た
い
。

問

問

問問 答

答答答

答答答

答

答答
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四
十
人
を
超
え
る

　
市
内
大
規
模
学
童
保
育
所
の
分
割
を

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
産
外
消
の
考
え
で

有
害
鳥
獣
被
害
は
プ
ロ
を
使
う
べ
き

金
子　

敏
江

椙
田　

博
之

　
　

認
可
保
育
所
に
入
れ
な
い
待

機
児
童
が
増
え
て
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
街
地
の
学
童
保
育
所
は
入

所
希
望
が
増
え
て
す
し
詰
め
状
態
と

な
っ
て
い
る
施
設
が
あ
り
改
善
し
て
ほ

し
い
。
双
柳
小
学
校
区
、
富
士
見
小

学
校
区
、
第
一
小
学
校
区
で
あ
る
。
双

柳
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
は
新
年
度
百
人

を
超
え
る
状
況
。
飯
一
小
ど
ろ
ん
こ
ク

ラ
ブ
が
六
十
名
近
く
。
あ
お
ぞ
ら
が

七
十
名
超
、
富
士
見
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ

ブ
も
入
所
希
望
児
童
が
増
え
て
い
る
。

新
た
な
施
設
の
増
設
が
必
要
だ
。
ま

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
基
本
的
に

地
元
の
物
産
で
勝
負
す
べ
き
で
は
。

　
　

地
元
の
物
も
た
く
さ
ん
用
意
し

て
い
る
。

　
　

目
玉
商
品
が
市
外
産
で
は
、
市

長
は
先
方
の
営
業
マ
ン
な
の
か
。

　
　

友
好
都
市
と
い
う
こ
と
で
扱
っ

て
い
る
。

　
　

友
好
都
市
で
も
そ
の
前
に
地
元

物
産
が
優
先
だ
と
思
う
が
、
相
手
都

市
で
は
飯
能
産
を
扱
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

扱
っ
て
い
な
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
こ
そ
、
地
産
地

問問問問問

た
雨
の
日
は
遊
び
場
に
困
っ
て
い
る
。

学
校
の
体
育
館
を
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
　

飯
能
市
は
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
運

営
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
平
成
二
十
八

年
三
月
作
成
し
、
一
施
設
お
お
む
ね

四
十
人
以
下
と
し
て
い
る
。
四
十
人

を
超
え
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

入
所
利
用
児
童
の
推
移
や
施
設
の
収

容
能
力
等
把
握
し
、
緊
急
性
、
必
要

性
を
判
断
し
た
上
で
計
画
的
に
分
割

し
て
い
き
た
い
。
学
校
体
育
館
の
使

用
は
学
校
長
の
権
限
な
の
で
伝
え
る
。

消
か
ら
地
産
外
消
の
考
え
を
持
っ
て

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

市
の
理
念
に
従
っ
て
取
り
組
む
。

　
　
一
方
で
、
物
欲
合
戦
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
、
所
沢
市
な
ど
は
、
返
礼

品
合
戦
か
ら
は
手
を
引
く
と
い
う
決

断
を
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
。

　
　

ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
一
番
に
な
る

こ
と
が
飯
能
市
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
。

　
　

鳥
獣
被
害
対
策
は
、
ま
ず
プ
ロ

に
任
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　

民
間
活
力
を
視
野
に
入
れ
て
調

整
す
る
。

問問 答

答

答答答

答答

請
願

陳
情

○
の
中
の
数
字
は
請
願
番
号

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

①�

米
軍
横
田
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ

を
飛
来
さ
せ
な
い
こ
と
、
配
備

計
画
を
撤
回
す
る
こ
と
を
国
と

米
軍
に
申
し
入
れ
る
よ
う
求
め

る
請
願

不
採
択（
多
数
）

①�

地
球
を
守
れ
る
社
会
体
制
創
り

の
陳
情
書

提
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
　
實

提
出
者

　
憲
法
改
悪
反
対

　
飯
能
日
高
共
同
セ
ン
タ
ー
代
表

杉
田
　
實

市
民
か
ら
市
議
会
へ
提
出

◆飯能市の先進事例を視察に来られました◆
平成２８年度　市町村議会行政視察受入一覧

平成２９年４月５日現在

月　　日 市町村議会名 人数 視察内容

１月１２日（木） 群馬県市議会議長会
　事務局職員研修 24 ・ICＴを活用した議会運営

・議会改革

１月１７日（火） 佐賀県市議会議長会
　事務局職員研修 11 ・タブレット端末の導入

１月１９日（木） 福岡県嘉麻市議会
　総務財政常任委員会 6 ・�地域の魅力を活かした「飯能

住まい制度」

１月２３日（月） 静岡県島田市議会
　議会運営委員会 12 ・�政務活動費審査会の運用

・ICＴ機器活用の状況

１月２４日（火） 長野県上田市議会
　正副議長・各会派代表 8 ・タブレット端末の導入

１月２５日（水） 青森県黒石市議会
　会派「自民・公明クラブ」 8 ・�タブレット端末の導入とその

後の議会運営

１月２６日（木） 埼玉県本庄市議会
　議会運営委員会 11 ・�タブレット端末を利用した議会

運営

１月３０日（月） 鹿児島県姶良市議会
　議会運営委員会 10 ・タブレット端末の導入

２月 ３ 日（金） 沖縄県沖縄市議会
　議会運営委員会 11 ・�タブレット端末の導入

・議会基本条例

２月 ６ 日（月） 滋賀県甲賀市議会
　会派「清風クラブ」 10

・地方創生
・シティプロモーション推進事業
・農のある暮らし「飯能住まい」

２月 ８ 日（水） 福岡県大牟田市議会
　総務常任委員会 9

・地方創生
・シティプロモーション推進事業
・農のある暮らし「飯能住まい」

２月 ９ 日（木） 広島県福山市議会
　議会運営委員会 13 ・タブレット端末の導入

２月１０日（金） 京都府長岡京市議会
　公明党長岡京市議会議員団 3 ・�子どもインフルエンザ予防接

種費用無償化事業

３月２３日（木） 石川県羽咋市議会
　会派　自民羽咋 6 ・タブレット端末の導入

３月２７日（月） 福島県会津若松市議会
　事務局職員 2 ・タブレット端末の導入

３月２９日（水） 静岡県沼津市議会
　会派　市民クラブ 6 ・�飯能市立図書館の概要及び

特徴的な取り組み
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本
委
員
会
は
、
本
市
議
会
の
議
会
改

革
に
つ
い
て
必
要
な
調
査
、研
究
を
行
い
、

議
会
改
革
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
市
民
に
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
す
た
め
、
平
成
二
十
六
年
三
月
定

例
会（
平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日
）に

お
い
て
設
置
さ
れ
、
閉
会
中
も
継
続
し

て
調
査
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
委
員
会
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
七
年
三
月
定
例
会
及
び
平
成

二
十
八
年
三
月
定
例
会
に
お
い
て
中
間

報
告
を
行
っ
た
が
、
こ
の
た
び
、
本
委
員

会
に
お
け
る
調
査
研
究
を
終
了
す
る
に

あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
及
び

中
間
報
告
の
内
容
も
含
め
調
査
報
告
す

る
。

○�

特
別
委
員
会
ま
で
の
経
緯
と
取
り
組

み
に
つ
い
て

・
本
市
議
会
で
は
、
議
会
の
あ
り
方
か
ら

検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
二
十

年
六
月
に「
議
会
の
あ
り
方
研
究
会
」を

立
ち
上
げ
、「
正
副
議
長
選
挙
の
立
候

補
制
を
導
入
」、「
一
般
質
問
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
映
像
配
信
」を
開
始
し
た
。
平
成

二
十
二
年
六
月
に「
議
会
改
革
検
討
会
」

を
設
置
し
、「
政
務
活
動
費
運
用
指
針
の

策
定
」、「
政
務
活
動
費
審
査
会
の
設
置
」、

「
政
務
活
動
費
収
支
報
告
書
・
実
績
報
告

書
の
公
開
」、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
機

の
導
入
」な
ど
の
改
革
を
行
い
、
平
成

二
十
四
年
六
月
に
は「
飯
能
市
議
会
基
本

条
例
の
制
定
」を
行
っ
た
。
平
成
二
十
四

年
七
月
に
は「
議
会
改
革
推
進
会
議
」を

設
置
し
、「
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
方

法
の
見
直
し
」な
ど
の
改
革
を
行
っ
た
。

○�
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て

・
平
成
二
十
六
年
三
月
に
設
置
し
、

二
十
二
回
の
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

議
論
を
重
ね
た
。

○�

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
方
針
等
に

つ
い
て

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
位
置
づ
け
・

取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
、
課
題
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、

正
副
委
員
長
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

○�

私
た
ち
の
一
票
が
ま
ち
を
変
え
る
事
業

に
つ
い
て

・「
十
八
歳
選
挙
権
」を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

政
治
に
直
接
関
わ
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、

関
心
を
高
め
て
も
ら
う
目
的
で
、
飯
能

商
工
会
議
所
青
年
部
主
催
の
も
と
、
聖

望
学
園
中
学
校
、
大
川
学
園
高
等
学
校

の
生
徒
達
と
、
ま
ち
の
将
来
を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

結
果
発
表
を
行
っ
た
。

○
Ｉ
Ｔ
関
係
に
つ
い
て

・
い
ち
早
く
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
機
を

導
入
し
た
本
市
議
会
と
し
て
は
、
今
後

Ｉ
Ｔ
分
野
に
力
を
入
れ
た
議
会
改
革
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
行
政
視
察

資
料
の
提
供
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
六

年
度
よ
り
紙
媒
体
に
よ
る
資
料
を
廃
止

し
、
旧
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
て

の
説
明
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
議
案
書

等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て
、
平
成

二
十
八
年
六
月
定
例
会
よ
り
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
か
ら
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ

た
。

○
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
操
作
性
、
コ
ス
ト
面
、
フ
ォ
ル
ダ
の
階

層
の
制
限
が
な
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し

て
シ
ス
テ
ム
選
定
し
、
現
在
使
用
し
て
い

る
Ｎ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
危
機
管
理
対
策

と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
議
会
か
ら
の
情
報
公
開
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
八
年
三
月
定
例
会
よ
り
議
案

書
等
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活

用
し
て
、
一
般
質
問
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
市

役
所
一
階
ロ
ビ
ー
で
開
始
し
た
。

○�

決
算
特
別
委
員
会
の
見
直
し
に
つ
い

て
・
委
員
の
選
任
、
総
括
質
疑
、
審
査
方

法
な
ど
を
協
議
し
、
委
員
会
審
査
の
専

門
的
か
つ
細
部
に
わ
た
る
審
査
同
様
に
、

決
算
審
査
に
お
い
て
も
各
常
任
委
員
会

に
平
成
二
十
八
年
九
月
定
例
会
に
お
い

て
、
分
割
付
託
し
た
。

○�

駿
河
台
大
学
と
市
議
会
と
の
連
携
に

つ
い
て

・
議
会
改
革
を
推
進
す
る
中
で
、
政
策

立
案
の
機
能
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

専
門
的
知
見
と
連
携
を
図
る
こ
と
は
大

き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
今
後
の

研
究
課
題
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
会
期
日
程
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
審
議
の
充
実
を
図
る
た
め
、
一

般
質
問
と
常
任
委
員
会
の
日
程
順
に
つ

い
て
、
会
期
日
数
を
変
更
せ
ず
に
、
常

任
委
員
会
を
先
に
開
催
し
、
そ
の
後
一

般
質
問
を
行
う
こ
と
を
協
議
し
、
平
成

二
十
九
年
三
月
定
例
会
か
ら
実
施
し
た
。

本
会
議
議
案
質
疑
と
常
任
委
員
会
審
査

を
連
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
案
に
対

す
る
審
議
の
連
続
性
の
確
保
と
審
議
の

充
実
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
、
一
般
質
問
の

日
程
が
後
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
議
員

の
質
問
及
び
執
行
部
の
答
弁
に
つ
い
て
、

相
互
の
準
備
期
間
が
十
分
確
保
さ
れ
一

般
質
問
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
。

○
行
政
視
察
受
入
体
制
に
つ
い
て

・
全
国
に
先
駆
け
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

機
を
平
成
二
十
四
年
度
に
導
入
し
て
以

来
、
全
国
二
百
四
十
三
自
治
体
、
延
べ

千
七
百
三
十
四
人
の
受
け
入
れ
を
行
っ

た
。
こ
の
行
政
視
察
は
、
議
員
自
ら
が

行
い
議
員
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
わ
り
に

・
本
委
員
会
は
、
平
成
二
十
四
年
に
制
定

し
た
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
そ
の

理
念
、
議
会
・
議
員
の
活
動
原
則
等
を
通

し
て
、
議
会
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す

た
め
に
、
議
会
が
持
つ
様
々
な
権
能
の

全
般
に
わ
た
る
改
革
を
検
討
す
る
中
で
、

具
体
的
に
議
会
改
革
を
実
践
、
推
進
し
、

一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と

し
て
の
責
務
を
果
た
し
、
今
後
も
市
民

に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
継
続

し
て
議
会
改
革
の
推
進
を
図
り
、
豊
か

な
市
民
生
活
と
市
政
発
展
に
寄
与
し
て

い
く
た
め
、
不
断
の
努
力
を
重
ね
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」

  
調
査
報
告
書（
抜
粋
）

私たちの一票がまちを変える事業

議場での行政視察受入風景



市議会案内板
HANNO

ブレア市高校生訪問団

審議の日程
３月定例会

2月 16日 開会、市長提出議案の上程・提案理由説明
 21日 議案質疑、議案及び請願の委員会付託
 23日 常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
 24日 常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
 28日 常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
3月 2日 一般質問
 3日 一般質問
 9日 委員長報告・質疑・討論・採決
  議会改革特別委員会報告
  市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
  閉会

議会日誌
１月

 4日 飯能市議会広報委員会
 17日 埼玉県都市競艇組合議会臨時会
 24日 埼玉西部消防組合議会定例会
 31日 代表者会議

２月
 1日 全国市議会議長会基地協議会総会
 2日 広域飯能斎場組合議会定例会
 7日 全員協議会
 14日 議会運営委員会
 16日 第１回定例会（3月9日まで）
  飯能市議会広報委員会       
 21日 議会改革特別委員会

３月
 30日 埼玉県都市競艇組合議会定例会

４月
 5日 飯能市議会広報委員会

議会事務局またはホームページで
TEL 042ｰ973ｰ2686
https://www.city.hanno.lg.jp

会議録は次の施設またはホームページでご覧になれます
市役所内:議会事務局（４階）・市政資料コーナー（３階）

会期日程等は6月6日頃内定します。

３月定例会では延べ136名の方が傍聴されました。

次回の５月臨時会は
５月17日開会予定です。
また、６月定例会は
６月９日開会予定です。

議会を傍聴しませんか

＊編集を終えて＊
　「火事場の馬鹿力」という言葉があります。この言葉は、「家
が火事になった時に、家にあった家具を抱えたまま脱出した」
という逸話から転じて、「人が、とんでもなく追いつめられた
ときに、本来は無いほどの力が発揮される」という意味で使わ
れています。科学的には、恐怖を感じたり、興奮をしたりの際
に脳内に分泌されるアドレナリンの作用により、力が最大限に
発揮されるからとされています。ということは、アドレナリン
の分泌を自身でコントロールできるようになれば、欲しい時に
力が発揮でき、生産性をあげることができる訳です。よしっ！
といいながら、今回の編集後記も、間際までアドレナリンが出
せず、原稿提出期限ぎりぎりに書き上げました…。

（大津）

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）

お問い合わせ先
埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています）

5/2～5/7、5/11～5/14、6/1～6/4、6/10～6/13

広報委員　（◎委員長　○副委員長）
◎滝沢　修　○鳥居誠明　栗原義幸　中元　太
　大津　力　　野口和彦　新井　巧　平沼　弘

お問い合わせは

☆インターネットで視聴できます

☆テレビ放映しています
　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で一般
質問の様子を録画放映しています。

◆ 一般質問 ◆

飯能市議会録画 クリック

☆ライブ中継をしています
　市役所本庁舎１階ロビーにおいて一般質問をラ
イブ中継しています。
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●市議会議員選挙後の議会人事を決定

●平成29年度一般会計補正予算などを可決

5月臨時会

6月定例会
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改選後の新体制を決定
議長に 野田　直人 議員、副議長に 中元　太 議員を選出

　４月２３日に市議会議員が改選されたことに伴い、５月１７日に第２回臨時会が開かれました。
始めに正副議長を選挙によって決め、その後に常任委員会委員・議会運営委員会委員の選任、埼玉県都市競艇
組合議会議員の互選、広域飯能斎場組合議会議員・埼玉西部消防組合議会議員の選挙などが行われ、新しい議
会の構成が決まりました。
　立候補制による正副議長の選挙では、本会議を休憩し、
議場において立候補を表明する発言が行われました。

議長選挙の結果 副議長選挙の結果

野田　直人議員 １１票 中元　　太議員 １４票

内田　健次議員 ４票 滝沢　　修議員 ５票

金子　敏江議員 ４票

議　長

野田直人

副議長

中元　太

議長・副議長就任あいさつ
～市政発展のため、実行力ある議会を目指して～

　市民の皆様には、日頃より市議会に対しまして、格別なご理解とご協力を賜り、
心より御礼申し上げます。
　私たちは、４月の改選後初めて開かれました５月臨時会におきましてご推挙いた
だき、議長、副議長に就任いたしました。
　自治体の自主的な決定と責任が拡大する中、意思決定機関、行政の監視機関とし
て議会の責務は重大であります。そして、市民の皆様の声を議会での議論を通して、
市政に反映していくため、政策形成機能を高めていくことが求められております。
　本市では、独自の森林文化都市を創り上げ、メッツァと連携し観光振興をはじめ
とする地域活性化、子ども、女性、若者、子育て世代から高齢者世代の皆様方が、
いきいきと暮らせるまちづくりに向け、市民、事業者、行政が一体となった取り組
みが始まっています。
　市議会といたしましても、議会としての使命を果たすために、議会が持つ様々な
権能について、議会改革を推進し、一定の成果を挙げてきたところであります。
　今後も、議会基本条例に基づいた活動、議会改革をさらに推進するとともに、執
行機関との真摯な議論により、有効な政策を推進し、諸課題の解決に向けて、慣例
にとらわれることなく、一層の創意工夫と努力を積み重ねてまいります。
　市民の代表として、その負託と信頼に応え、さらなる市民生活の向上と市政発展
のため、実行力のある議会を目指して全力で取り組んでまいりますので、なお一層
のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、就任のご挨拶といたします。

み ど り の 会 ◎平沼　　弘 加藤由貴夫 砂長　恒夫 野田　直人
NEXTはんのう ◎大津　　力 関田　直子 野口　和彦
清 風 会 ◎鳥居　誠明 新井　重治 内田　健次
公 明 党 ◎栗原　義幸 中元　　太 松橋　律子
日 本 共 産 党 ◎金子　敏江 滝沢　　修 山田　利子 新井　　巧
日本維新の会 ◎坂井　悦子

無 所 属 　加涌　弘貴

会 派 の 構 成 ◎代表者（平成29年５月17日現在）



議
会
運
営
委
員
会

●�議会の運営に
関する事項

●�議会の会議規
則、委員会に
関する条例等
に関する事項

●�議長の諮問に
関する事項

定数７人
（欠員１人）

◎平沼　　弘　○野口　和彦
　新井　重治　　坂井　悦子
　栗原　義幸　　新井　　巧

総
務
委
員
会

所　管

●�一般会計の
歳入

●企画総務

●財務

●�他の委員会
に属さない
もの

定数７人

厚
生
文
教
委
員
会

所　管

●健康福祉

●教育

定数６人

経
済
建
設
委
員
会

所　管

●市民生活

●産業環境

●建設

●上下水道

●農業

定数６人

平成29年8月1日　はんのう市議会だより　第144号3

委 員 会 の 構 成

※◎印は委員長　○印は副委員長

◎栗原　義幸
川寺533-4

◎松橋　律子
永田345-5

鳥居　誠明
緑町13-13

金子　敏江
大河原794-1

山田　利子
八幡町6-15

新井　重治
岩沢685

○野口　和彦
前ヶ貫266-27

○関田　直子
岩沢862

野田　直人
飯能1211

加涌　弘貴
美杉台2-11-5

◎大津　 力
飯能339-6

滝沢　 修
岩沢1146-1

坂井　悦子
川寺583-7

砂長　恒夫
飯能703-7

加藤由貴夫
新町25-1

○内田　健次
原市場654-4

中元　 太
落合364-47

新井　 巧
井上732-7

平沼　 弘
南川1936



議案の

審議
○の中の数字は議案番号(順不同)

　５月臨時会は、５月17日に開かれ、市長提出議案５件、その
他２件について審議等を行い、すべてを議決いたしました。

　６月定例会は、６月９日から23日までの15日間開かれ、市
長提出議案22件、請願１件、その他１件について審議等を行い、
すべてを議決いたしました。
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地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
の
措

置
を
と
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
の
措

置
を
と
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

　
あ
け
ぼ
の
子
ど
も
の
森
公
園
の

名
称
変
更
に
伴
い
、
同
公
園
の
名

称
を
引
用
す
る
条
項
を
整
理
す
る

も
の
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
二
十
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
三
百
二
十
八
億
四

百
七
十
一
万
円
と
す
る
も
の
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、六
千
七
百
十
六
万
三

千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
億

三
千
三
十
七
万
六
千
円
と
す
る
も
の
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
事
業(

不
妊
治
療
費

助
成
事
業)

の
拡
充
に
つ
い
て
。

増
額
補
正
の
工
事
場
所
と
そ
の

内
容
に
つ
い
て
。

下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
。

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
等
に
つ
い
て
。

新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る
施
設
の

運
営
に
つ
い
て
。

わ
が
ま
ち
特
例
の
保
育
事
業
に

つ
い
て
軽
減
さ
れ
る
内
容
は
。

軽
減
措
置
が
拡
大
さ
れ
る
が
、

市
の
対
象
人
数
及
び
軽
減
額
は
。

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

��

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
飯
能
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

地
域
型
保
育
事
業
と
し
て
家
庭

的
保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保

ト
ー
べ
・
ヤ
ン
ソ
ン
の
名
を
冠

す
る
こ
と
、さ
ら
に
は
ト
ー
べ・

五
割
軽
減
、
二
割
軽
減
及
び

七
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、
合
計

不
妊
治
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
九
年
四
月一日
以
降
に

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

中
の
住
宅
基
盤
整
備
事
業
が
見

施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
現
在

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

長
期
的
視
点
で
下
水
道
施
設
全

体
の
今
後
の
老
朽
化
を
考
慮
し

育
事
業
、
ま
た
、
事
業
所
内
保
育
事

業
の
利
用
定
員
五
人
以
下
の
と
こ
ろ

が
該
当
に
な
り
、
平
成
三
十
年
度
以

後
の
家
屋
及
び
償
却
資
産
が
軽
減
の

対
象
と
な
る
。
ま
た
、
企
業
主
導
型

保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
用

に
供
す
る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

が
対
象
と
な
り
、
国
の
補
助
を
受
け

て
開
始
し
た
事
業
が
対
象
と
な
る
。

軽
減
割
合
の
最
大
の
三
分
の
一
を
用

い
て
推
進
し
て
い
く
。

ヤ
ン
ソ
ン
あ
け
ぼ
の
子
ど
も
の
森
公

園
と
し
て
、
全
世
界
に
対
し
て
発
信

が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
中

心
に
契
約
交
渉
を
行
い
五
月
中
旬
に

整
っ
た
。
今
回
四
年
間
で
一
万
五
千

ユ
ー
ロ
、
日
本
円
で
百
八
十
五
万
円

前
後
の
金
額
で
契
約
し
た
。

で
約
一
万
四
百
人
、
軽
減
額
と
し
て

約
一
億
六
千
二
百
万
円
と
な
り
、
加

入
者
全
体
の
約
四
割
の
方
が
対
象
と

な
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

三
十
年
度
か
ら
国
保
は
都
道
府
県
化

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
軽
減
の
対
象

に
つ
い
て
も
、
国
保
の
広
域
化
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

治
療
が
終
了
し
、
治
療
開
始
時
に
妻
の

年
齢
が
三
十
五
歳
未
満
で
あ
る
夫
婦
の

初
回
の
特
定
不
妊
治
療
の
場
合
は
、
さ

ら
に
十
万
円
の
上
乗
せ
、二
十
万
円
ま
で

助
成
を
行
う（
拡
充
）。
不
妊
検
査
費
助

成
に
つ
い
て
は
、
不
妊
検
査
時
に
妻
の

年
齢
が
四
十
三
歳
未
満
で
あ
る
方
を
対

象
と
し
、
不
妊
検
査
費
の
自
己
負
担
に

対
し
て
、二
万
円
を
上
限
と
す
る（
新
設
）。

込
み
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
増
額
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
都
市
計
画
道

路
川
寺
岩
沢
線
で
加
治
小
学
校
か
ら
東

へ
岩
沢
方
面
へ
延
び
る
東
西
の
道
路
で
あ

る
。
区
画
整
理
地
内
も
目
に
見
え
る
よ

う
な
形
で
道
路
が
で
き
上
が
っ
て
お
り
、

今
後
も
補
助
金
を
有
効
活
用
し
、
区
画

整
理
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
の
中
か

ら
公
園
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
最
大
限
の

効
果
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

て
、
管
き
ょ
の
布
設
年
数
や
重
要
度
、

地
理
的
条
件
な
ど
を
優
先
順
位
を
つ

け
た
上
で
、
施
設
の
点
検
調
査
、
修

繕
、
改
築
を
実
施
し
、
施
設
管
理
を

最
適
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今

回
の
増
額
補
正
に
よ
り
ポ
ン
プ
場
と

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
を
対
象
と
し

て
策
定
し
た
い
。

��

飯
能
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

��

飯
能
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
下
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

五
月
臨
時
会

六
月
定
例
会

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
四
千
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
億
九
千

五
百
一
万
九
千
円
と
す
る
も
の
。

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
笠
縫

土
地
区
画
整
理
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
一
号
）
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��

飯
能
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

総
務
委
員
会

●
地
域
決
定
型
地
方
税
制
特
例
措
置
、

通
称「
わ
が
ま
ち
特
例
」の
導
入
に
関

す
る
改
正
で
、
固
定
資
産
税
課
税
標

準
額
の
特
例
割
合
を
定
め
る
も
の
で

あ
り
、
大
き
く
分
け
て
、
保
育
関
連

事
業
と
緑
地
関
連
事
業
の
二
項
目
と

な
る
こ
と
。

●
保
育
関
連
事
業
が「
わ
が
ま
ち
特

例
」の
対
象
と
な
っ
た
背
景
は
、
待

機
児
童
問
題
が
改
善
し
な
い
現
状
が

あ
り
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
る
必

要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
育
の
受

け
皿
整
備
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

●
平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
革
は
、

女
性
や
若
者
の
活
躍
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り「
一
億
総
活
躍
社
会
」を
実
現

し
、
日
本
全
体
の
成
長
力
を
底
上
げ

す
る
た
め
、
個
人
所
得
課
税
改
革
と

し
て
働
き
方
を
意
識
し
な
い
で
済
む

仕
組
み
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
、
配

偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
見

直
し
を
行
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

一
組
当
り
十
万
円
で
十
組
を
そ
れ
ぞ

れ
見
込
ん
で
お
り
、
県
の
ウ
ェ
ル
カ

ム
ベ
イ
ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

事
業
を
進
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

●
県
補
助
金
と
し
て
、
不
妊
検
査
費

の
助
成
金
を
一
組
当
り
二
万
円
で
五

十
組
、
不
妊
治
療
費
の
助
成
金
は
、

●
不
妊
治
療
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る

効
果
は
、
全
国
的
な
統
計
で
は
、
一

回
の
不
妊
治
療
に
よ
る
妊
娠
率
は
約

四
〇
％
で
、
飯
能
市
に
お
い
て
は
、

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
書
類
で
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
平
成
二
十
七
年
度
は
申
請
件

数
二
十
八
組
中
十
八
組
、
二
十
八
年

度
は
二
十
九
組
中
十
六
組
の
夫
婦
で

妊
娠
に
至
っ
た
と
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。

●
従
来
は
、
県
が
実
施
し
て
い
る
初

回
の
特
定
不
妊
治
療
費
に
対
す
る
助

成
の
三
十
万
円
と
、
飯
能
市
が
平
成

二
十
七
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
助

成
の
十
万
円
を
合
わ
せ
て
四
十
万
円

だ
っ
た
が
、
妻
の
年
齢
が
三
十
五
歳

未
満
で
、
初
回
の
特
定
不
妊
治
療
の

場
合
、
さ
ら
に
十
万
円
上
乗
せ
、
合

計
で
五
十
万
円
ま
で
助
成
す
る
こ
と

と
な
る
こ
と
。

●
小
学
校
寄
付
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
青
梅
信
用
金
庫
か
ら
の
寄
付
を

加
治
小
学
校
の
備
品
購
入
費
と
し
、

●
拠
出
金
負
担
に
つ
い
て
は
、
加
入

者
の
数
に
応
じ
て
負
担
す
る
加
入
者

割
か
ら
、
報
酬
の
額
に
応
じ
て
負
担

す
る
全
面
総
報
酬
割
に
変
更
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
被
用
者
保
険
の
中
で

も
報
酬
水
準
の
高
い
健
康
保
険
組
合

は
負
担
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
。

●
運
営
事
務
に
つ
い
て
、
広
域
化
に

伴
い
納
付
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
る

が
、
今
ま
で
の
市
の
運
営
で
は
医
療

費
が
急
激
に
増
え
た
場
合
、
財
源
の

確
保
が
難
し
か
っ
た
。
広
域
化
さ
れ

る
こ
と
で
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
県

か
ら
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
財
政
運
営
的
に
は
安
定

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

●
終
末
処
理
場
施
設
整
備
事
業
の
設

計
委
託
の
耐
震
設
計
に
つ
い
て
、
今

回
追
加
し
た
塩
素
混
和
池
の
一
部
の

耐
震
性
が
脆
弱
で
あ
る
と
判
明
し
た

た
め
、
処
理
機
能
の
確
保
と
い
う
観

点
で
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

●
測
量
・
設
計
委
託
料
、
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
方
針
策
定
委
託 

料
等
に
つ
い
て
の
委
託
先
の
決
定
は
、

入
札
、
ま
た
は
、
施
設
を
稼
動
さ
せ

な
が
ら
施
工
す
る
高
度
な
工
事
内
容

に
な
る
委
託
に
つ
い
て
は
、
日
本
下

水
道
事
業
団
へ
の
委
託
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
。

●
双
柳
岩
沢
線
と
川
寺
岩
沢
線
は
、

笠
縫
地
区
に
お
い
て
重
要
な
路
線
で

あ
り
、
ど
ち
ら
の
路
線
も
補
助
金
の

メ
ニ
ュ
ー
が
違
い
、
使
い
分
け
て
お

り
、
今
回
は
双
柳
岩
沢
線
に
充
て
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

●
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
あ
け
ぼ
の
子

ど
も
の
森
公
園
内
の
新
た
な
飲
食
の

で
き
る
施
設
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
、

カ
フ
ェ
的
な
も
の
を
考
え
て
い
る
。

運
営
に
つ
い
て
は
、
公
園
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き

る
よ
う
に
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
段

委員会の
審査審査

　議会に提出された議案や請願は、専門的に、より詳しく審査をする
ため総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　６月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。
　なお、５月臨時会で上程された議案は、議事の都合により委員会へ
の付託を省略いたしました。

○の中の数字は議案番号（順不同）

��

飯
能
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

経
済
建
設
委
員
会

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
下
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一

号
）

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
笠
縫

土
地
区
画
整
理
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
一
号
）

厚
生
文
教
委
員
会

階
で
あ
る
こ
と
。

●
子
ど
も
劇
場
の
運
営
に
つ
い
て
、

イ
ベ
ン
ト
は
平
成
二
十
八
年
度
年
間

四
十
五
事
業
行
っ
て
お
り
、
今
後
、

指
定
管
理
者
の
導
入
も
選
択
肢
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
こ
と
。

学
校
が
希
望
し
て
い
る
マ
リ
ン
バ
を

購
入
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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平成29年5月臨時会　議決結果
■全会一致の議案

議案
番号 議　　案　　名 議決結果
35 専決処分の承認を求めることについて（飯能市税条例等の一部を改正する条例） 承　　認
36 専決処分の承認を求めることについて（飯能市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承　　認
37 専決処分の承認を求めることについて（飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承　　認
38 固定資産評価員の選任について（町田　守弘　氏） 同　　意
39 監査委員の選任について（砂長　恒夫　氏） 同　　意

■全会一致の議案
議案
番号 議　　案　　名 議決結果
40 飯能市税条例等の一部を改正する条例 原案可決
41 飯能市都市計画税条例の一部を改正する条例 原案可決
42 飯能市都市公園条例の一部を改正する条例 原案可決
43 平成29年度飯能市一般会計補正予算（第２号） 原案可決
44 平成29年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
45 平成29年度飯能市下水道特別会計補正予算（第１号） 原案可決
46 平成29年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第１号） 原案可決
47 市道路線の廃止について（大字大河原地内） 原案可決
48 市道路線の認定について（大字大河原地内） 原案可決
49 市道路線の認定について（大字青木地内） 原案可決

議員派遣の件 派　　遣
諮問1 人権擁護委員候補者の推薦について（嶋田　豊一　氏） 異議はない

50 公平委員会委員の選任について（川田　憲治　氏） 同　　意
51 農業委員会委員の任命について（大久保　博司　氏） 同　　意
52 農業委員会委員の任命について（関谷　英男　氏） 同　　意
53 農業委員会委員の任命について（利根川　哲　氏） 同　　意
54 農業委員会委員の任命について（中里　元　氏） 同　　意
55 農業委員会委員の任命について（平井　純子　氏） 同　　意
56 農業委員会委員の任命について（松本　健一　氏） 同　　意
57 農業委員会委員の任命について（山下　敏郎　氏） 同　　意
58 農業委員会委員の任命について（山下　富司　氏） 同　　意
59 農業委員会委員の任命について（吉田　勝紀　氏） 同　　意
60 農業委員会委員の任命について（綿貫　幸進　氏） 同　　意

選挙6 埼玉県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙 選　　挙

平成29年6月定例会　議決結果

※野田直人議員は議長のため、採決には加わっていません。

■賛否が分かれた議案 表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

議
案
番
号

議 席 番 号 ・ 議 員 名

議 案 名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議決結果
新
井
　
重
治

坂
井
　
悦
子

関
田
　
直
子

大
津
　
　
力

野
口
　
和
彦

内
田
　
健
次

平
沼
　
　
弘

栗
原
　
義
幸

中
元
　
　
太

松
橋
　
律
子

滝
沢
　
　
修

山
田
　
利
子

新
井
　
　
巧

金
子
　
敏
江

加
藤
由
貴
夫

砂
長
　
恒
夫

鳥
居
　
誠
明

加
涌
　
弘
貴

野
田
　
直
人

請願2
個人の基本的人権の擁護を前提とした民主主義の原則および憲法
が保障する言論の自由を守るため『テロ等準備罪法案（組織犯罪処
罰法改正案）に反対する意見書』を国へ提出を求める請願

× × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × － 不採択

　
全
国
・
埼
玉
県
の
各
市
議
会
議
長

会
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、
二
十
年

以
上
市
議
会
議
員
の
職
に
あ
る
者
と

し
て
、
加
涌
弘
貴
議
員
、
松
橋
律
子

議
員
、
新
井
　
巧
議
員
、
山
田
利
子

議
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
の

定
期
総
会
に
お
い
て
、
三
年
以
上
正

副
議
長
の
職
に
あ
る
者
と
し
て
砂
長

恒
夫
議
員
が
、
三
年
以
上
副
議
長
の

職
に
あ
る
者
と
し
て
松
橋
律
子
議
員

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

議
員
表
彰

加涌　弘貴議員

議員20年以上

松橋　律子議員

議員20年以上
副議長３年以上

山田　利子議員

議員20年以上

新井　巧議員

議員20年以上

砂長　恒夫議員

正副議長３年以上



公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
公
平
委
員
会
委
員
川
田
憲
治
氏
が
任
期
満

了
と
な
る
の
で
、
引
き
続
き
同
氏
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
制
度
の
改
革
に
伴
い
、
農
業
委

員
会
委
員
に
大
久
保
博
司
氏
、関
谷
英
男
氏
、

利
根
川
哲
氏
、
中
里
元
氏
、
平
井
純
子
氏
、

松
本
健
一
氏
、
山
下
敏
郎
氏
、
山
下
富
司
氏
、

吉
田
勝
紀
氏
、
綿
貫
幸
進
氏
を
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

大久保博司氏 川田　憲治氏関谷　英男氏利根川　哲氏
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嶋田　豊一氏

吉田　勝紀氏 松本　健一氏山下　富司氏 平井　純子氏 中里　元氏綿貫　幸進氏 山下　敏郎氏

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

人
事
案
件

　
固
定
資
産
評
価
員
と
し
て
、
町
田
守
弘
氏

（
資
産
税
課
長
）を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員
と
し

て
、
市
議
会
議
員
砂
長
恒
夫
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
清
水
潤
次
氏
が
平
成
二
十 

九
年
二
月
二
十
八
日
を
も
っ
て
委
員
を
辞
職

し
た
の
で
、
候
補
者
と
し
て
、
新
た
に
嶋
田

豊
一
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員

異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

砂長　恒夫議員
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子
育
て
支
援
の
充
実

健
康
長
寿
社
会
の
実
現
施
策
を

健
康
増
進
で
予
防
に
力

受
動
喫
煙
対
策
は

公
有
財
産
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

阿
須
山
中
の
土
地
を
自
然
公
園
以
外
の
活
用
は

区
画
整
理
及
び
下
水
道
の
推
進
は

清
川
橋
の
架
け
替
え
は

野
口　

和
彦

坂
井　

悦
子

大
津　
　

力

新
井　

重
治

　
　

大
久
保
市
長
就
任
以
来
、
子
育

て
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
飯
能
市
の
人
口
は
転

入
超
過
の
実
績
が
出
て
お
り
、
選
ば

れ
る
ま
ち
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
、
〇

歳
か
ら
四
歳
ま
で
と
、
三
十
歳
か
ら

三
十
四
歳
ま
で
の
子
育
て
世
代
の
年

代
が
、
最
も
多
く
増
え
て
い
る
。
さ

ら
に
徹
底
し
た
子
育
て
世
代
を
戦
略

的
な
位
置
付
け
で
増
や
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。
極
端
に
言
え
ば
、早
朝
、

深
夜
、
休
日
に
関
わ
ら
ず
、
二
十
四
時

間
三
百
六
十
五
日
体
制
の
保
育
サ
ー

　
　

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
は
単
独
で
賄
え
ず
繰

入
金
に
頼
っ
て
い
る
。支
出
抑
制
策
は
。

　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
や

保
険
事
業
を
推
進
す
る
。

　
　

全
市
民
利
用
可
能
な
ジ
ェ
ネ
リ�

ッ
ク
使
用
の
意
思
表
示
紙
片
を
広
報

は
ん
の
う
に
掲
載
し
て
は
。

　
　

周
知
方
法
の
一
つ
と
考
え
る
。

　
　

保
険
事
業
は
、
民
間
で
は
総
予

算
の
五
％
超
に
対
し
、市
は
二
％
少
々
。

健
康
増
進
事
業
を
予
算
比
二
倍
以
上

に
す
べ
き
で
は
。

　
　

阿
須
山
中
の
土
地
を
、
民
間
活

力
、
民
間
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
な
ど

を
取
り
入
れ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
、
木
材
等
の
森
林
資
源
の
供
給
地
、

樹
木
葬
な
ど
の
自
然
霊
園
等
の
活
用

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

阿
須
山
中
の
土
地
約
十
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
飯
能

市
が
自
然
公
園
の
名
目
で
土
地
開
発

公
社
か
ら
毎
年
度
二
億
円
ず
つ
平
成

三
十
三
年
度
ま
で
買
い
戻
す
こ
と
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
阿
須
山
中
の
土

地
を
始
め
と
し
た
市
が
保
有
す
る
公

　
　

岩
沢
の
区
画
整
理
地
内
に
は
狭

隘
道
路
が
多
く
、
緊
急
車
両
も
入
っ

て
こ
ら
れ
な
い
な
ど
、
人
命
に
も
関
わ

る
状
況
で
あ
る
。
幹
線
道
路
整
備
も

重
要
だ
が
、
早
急
に
狭
隘
道
路
の
解

消
に
も
取
り
組
む
べ
き
だ
が
。

　
　

今
後
、
緊
急
性
・
優
先
度
・
現
場

の
状
況
な
ど
か
ら
判
断
し
、
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
。

　
　

岩
沢
地
区
の
下
水
幹
線
は
進
ん

で
き
た
よ
う
に
思
う
が
、
枝
線
管
渠

は
ま
だ
先
が
見
え
て
こ
な
い
状
況
で

あ
る
。
今
後
は
現
存
す
る
道
路
に
も

問

問

問問

問問

問

問問

ビ
ス
の
実
現
を
提
案
す
る
が
。

　
　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と
い

う
課
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
ま
で
実
現
し
て
き
た
政
策
を

継
続
さ
せ
る
と
と
も
に
、
待
機
児
童

ゼ
ロ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
育
て

世
代
に
寄
り
添
い
、
希
望
す
る
全
て

の
人
が
保
育
所
を
利
用
で
き
る
、
飯

能
市
民
な
ら
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
と
い

う
、
全
国
で
も
例
の
な
い
思
い
切
っ

た
政
策
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

健
康
増
進
効
果
の
あ
る
事
業
は

予
算
化
す
る
な
ど
し
た
い
。

　
　

運
動
に
よ
る
健
康
回
復
は
健
康

寿
命
の
延
長
、
医
療
費
削
減
が
期
待

で
き
る
。
単
発
で
は
な
く
反
復
継
続

し
た
運
動
習
慣
に
絡
め
て
取
組
む
べ

き
で
は
。

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
健
康
の
柱
に

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

受
動
喫
煙
対
策
が
な
い
に
等
し

く
、
非
常
に
遅
れ
て
い
る
が
。

　
　

関
係
課
と
連
携
し
て
努
め
る
。

有
財
産
の
利
活
用
方
策
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
踏
ま

え
つ
つ
も
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、

従
来
か
ら
の
考
え
に
と
ら
わ
れ
ず
、

そ
の
利
活
用
方
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
も
あ
る
。
阿
須
山
中
の
土
地
の
利

活
用
方
策
に
つ
い
て
は
、
自
然
公
園

と
し
て
の
利
活
用
に
限
定
す
る
こ
と

な
く
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、
幅

広
く
検
討
し
て
い
く
。

積
極
的
に
下
水
管
を
入
れ
、
排
水
処

理
を
推
進
す
る
べ
き
だ
が
。

　
　

現
場
の
条
件
及
び
技
術
的
に
可

能
で
あ
れ
ば
、
現
存
す
る
道
路
に
も

積
極
的
に
下
水
管
を
入
れ
る
よ
う
対

応
し
た
い
。

　
　

清
川
橋
は
地
域
の
幹
線
道
路
で

あ
り
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道
路
で

も
あ
る
。
橋
の
現
状
か
ら
判
断
す
る

と
、
架
け
替
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

今
年
度
実
施
予
定
の
橋
り
ょ
う

調
査
の
結
果
を
受
け
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
判
断
し
た
い
。

答

市政に対する

一般質問

　一般質問とは、議員がそれぞれの視点から
市の行政全般について市長（執行部）に質問
し、説明を求めるものです。
　「市議会だより」には、質問者本人が執筆し
たものを、発言順に掲載しています。
　今回は、15人が質問にたちました。

答

答答 答

答

答

答

答 答問
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保健センター ＬＥＤ防犯灯

美
杉
台
七
丁
目
臨
時
家
庭
ご
み
集
積
所
に

　

商
業
施
設
誘
致
を　

自
治
会
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
整
備
事
業

市
民
要
望　

　

乳
幼
児
健
診
時
の
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
つ
い
て

返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　

導
入
に
つ
い
て

国
保
が
都
道
府
県
化
さ
れ
て
も

　

市
独
自
に
軽
減
を

加
涌　

弘
貴

関
田　

直
子

栗
原　

義
幸

新
井　
　

巧

　
　

美
杉
台
六
、七
丁
目
、
茜
台
は
活

発
な
住
宅
開
発
や
企
業
誘
致
に
よ
り

人
口
が
急
増
し
て
い
る
。
課
題
は
商
業

施
設
の
不
足
。
将
来
の
高
齢
社
会
を

見
据
え
商
業
施
設
の
誘
致
を
。
今
後

の
高
度
な
政
治
判
断
に
期
待
す
る
が
。

　
　

ご
寄
附
の
西
武
鉄
道
と
の
協
定
も

あ
り
植
栽
し
山
林
と
し
て
管
理
す
る
。

　
　

自
治
会
負
担
の
維
持
管
理
費
が

電
気
代
の
削
減
効
果
で
す
べ
て
賄
え

る
。
す
で
に
平
成
二
十
四
年
九
月
議
会

一
般
質
問
で
導
入
メ
リ
ッ
ト
を
提
案
し

た
が
、
こ
の
間
、
市
の
要
請
に
基
づ
き

　
　

大
切
な
子
育
て
支
援
の
一
つ
に

二
ヶ
月
児
か
ら
月
齢
毎
に
毎
月
行
わ

れ
る
乳
幼
児
健
診
。
そ
の
際
に
指
定

さ
れ
る
駐
車
場
は
市
役
所
の
駐
車
場

で
あ
る
。
市
内
の
お
母
様
か
ら「
二
ヶ

月
時
健
診
は
八
月
の
午
後
。
と
て
も

暑
い
日
に
市
役
所
線
路
側
の
駐
車
場

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
道
の
り

は
生
後
二
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
る
」と
の
ご
意
見
。

世
界
的
な
気
候
変
動
に
よ
り
日
本
の

夏
は
酷
暑
、
さ
ら
に
は
大
雨
、
大
雪
と

気
候
か
ら
も
子
供
を
守
る
時
代
。
大

　
　

国
で
は
来
年
度
か
ら
給
付
型
奨

学
金
の
制
度
が
本
格
実
施
と
な
る
。

飯
能
市
で
も
制
度
実
施
を
具
体
的
に

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

現
在
飯
能
市
で
実
施
す
る
制
度

は
無
利
子
で
返
還
で
き
、
学
生
へ
の

負
担
は
低
い
と
考
え
る
。
給
付
型
に

つ
い
て
は
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

　
　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
飯
能
市

で
の
取
り
組
み
状
況
を
聞
く
。

　
　

中
学
校
区
ご
と
の
小
中
共
通
の

目
標
に
よ
る
教
育
推
進
。
英
語
等
の

授
業
で
中
学
教
師
に
よ
る
小
学
校
で

　
　

来
年
度
か
ら
、
国
保
が
都
道
府

県
化
さ
れ
る
。
県
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
飯
能
市
の
一
人
あ
た
り
国
保

税
が
三
十
七
％
増
、
十
二
万
円
以
上
に

も
増
額
に
な
る
。
県
国
保
運
営
方
針

の
策
定
に
向
け
て
、
①
国
保
は
社
会

保
障
制
度
で
あ
り
、
国
の
責
任
で
予

算
を
確
保
す
る
こ
と
。
②
保
険
料
決

定
等
の
権
限
及
び
予
算
決
定
権
は
、

市
町
村
に
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

③
強
制
的
な
差
し
押
さ
え
や
滞
納
処

分
を
禁
止
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て

ほ
し
い
。
厚
労
省
は
、「
国
保
運
営
方

問問

問

問

問

問

多
額
の
費
用
で
自
前
に
よ
り
す
べ
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
し
た
自
治
会
に
お
い
て
、
電
灯

買
取
り
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。
今

後
自
治
会
総
会
で
会
長
は
詳
細
説
明

が
求
め
ら
れ
て
く
る
。
自
治
会
と
の
信

頼
関
係
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
も
、
市

の
要
請
に
正
直
に
応
え
努
力
し
た
自
治

会
に
、
特
段
の
ご
配
慮
を
願
い
た
い
が
。

　
　

市
の
協
力
依
頼
に
貴
重
な
自
治

会
費
で
熱
意
を
持
っ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取

組
ま
れ
敬
意
を
表
す
る
。
何
ら
か
の

形
で
平
成
三
十
年
度
当
初
予
算
に
て

対
応
す
る
よ
う
担
当
課
へ
指
示
し
た
。

き
な
荷
物
を
抱
え
兄
弟
を
お
ん
ぶ
に

抱
っ
こ
に
と
お
母
様
に
と
っ
て
も
優
し

い
環
境
で
は
な
い
。
近
く
に
広
い
駐
車

場
完
備
の
別
施
設
、
も
し
く
は
保
健

セ
ン
タ
ー
近
く
に
駐
車
場
を
用
意
い

た
だ
け
な
い
か
。

　
　

個
人
情
報
持
ち
出
し
に
よ
る
流

出
、
様
々
な
人
々
が
出
入
り
す
る
施

設
で
は
感
染
の
懸
念
、
計
器
等
の
移

動
に
よ
る
破
損
等
を
危
惧
す
る
観
点

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
以
外
で
の
実
施

は
難
し
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
に
よ
り

近
い
駐
車
場
を
鋭
意
検
討
す
る
。

の
授
業
。
行
事
の
合
同
化
や
教
職
員

の
合
同
研
修
会
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル（
学
校

運
営
協
議
会
）は
、
地
域
の
力
を
学
校

教
育
の
推
進
に
反
映
さ
せ
地
域
連
携

強
化
や
活
性
化
も
目
指
す
も
の
。
飯

能
市
で
は
小
規
模
校
を
中
心
に
小
中
一

貫
校
も
視
野
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
と
連
動
さ
せ
た
取
組
が
有
効
と
考

え
る
。
飯
能
市
の
見
解
を
聞
く
。

　
　

地
域
の
課
題
で
も
あ
り
、
慎
重

な
研
究
・
検
討
を
重
ね
て
参
り
た
い
。

針
は
あ
く
ま
で
技
術
的
助
言
で
あ
り
、

法
的
拘
束
力
は
な
い
。
保
険
料
賦
課

の
権
限
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
市
町

村
に
あ
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
り
入
れ
は
市
町
村
の
政
策
判
断
だ
」

と
回
答
し
て
い
る
。
市
独
自
に
、
①
低

所
得
者
の
窓
口
負
担
金
の
軽
減
・
減
免

を
入
院
だ
け
で
な
く
、
外
来
も
含
め

る
こ
と
。
②
子
ど
も
の
均
等
割
の
廃

止
を
求
め
る
が
。

　
　

今
後
県
内
統
一
基
準
の
検
討
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向

を
見
て
い
き
た
い
。

問 答

答答答

答

答答
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の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
坂
戸
市

な
ど
の
様
に
第
三
子
以
降
は
無
料
の

制
度
と
し
た
ら
ど
の
様
に
な
る
か
。

　
　

第
三
子
以
降
を
無
料
と
す
る
と

一
千
万
円
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、

そ
の
考
え
は
な
い
。

　
　

本
来
、
日
本
で
学
ぶ
全
て
の
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
給
食
を

食
べ
る
事
が
で
き
る
よ
う
国
の
責
任

で
学
校
給
食
費
の
無
償
化
と
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
段
階

に
は
な
い
、
市
の
制
度
と
し
て
導
入
す

る
よ
う
求
め
る
。

財
政
問
題
に
つ
い
て

市
街
地
の
再
開
発
・
無
電
柱
化
に
つ
い
て

観
光
い
ち
ご
農
園
に
つ
い
て

赤ちゃんスマイルクーポン券 山手保育所

子
育
て
世
代
の
大
き
な
願
い

　

学
校
給
食
は
無
償
化
に

市
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は

地
域
包
括
ケ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

高
齢
者
住
宅
に
つ
い
て

土
曜
日
一
日
保
育
を
山
手
保
育
所
以
外
に
も
増
や
す
こ
と

滝
沢　
　

修

松
橋　

律
子

山
田　

利
子

鳥
居　

誠
明

　
　

度
々
、
取
上
げ
て
い
る
学
校
給

食
費
無
償
化
の
質
問
だ
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
も
多
く
の
署
名
も
寄
せ

ら
れ
た
。
県
内
で
も
既
に
十
市
町
村

で
無
償
化
や
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る

が
改
め
て
市
の
考
え
は
。

　
　

公
立
小
中
学
校
の
給
食
は
、
学

校
給
食
法
に
よ
り
食
材
費
は
保
護
者

負
担
の
規
定
が
あ
り
負
担
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　
　

学
校
給
食
法
第
十
一
条
の
規
定

は
、
地
方
公
共
団
体
が
給
食
費
を
支

出
し
て
は
な
ら
な
い
事
を
定
め
た
も

　
　

市
は
行
革
に
努
め
、
黒
字
化
に
努

力
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
平
成
三
十
二

年
度
を
目
途
に
財
政
健
全
化
計
画
を
見

直
す
話
が
出
て
き
た
が
、
市
の
現
状
は
。

　
　

市
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は

約
十
億
円
の
赤
字
。
要
因
は
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
・（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
の

建
設
事
業
債
、
今
年
度
の
元
利
償
還
額

が
一
般
会
計
で
二
十
三
億
七
千
万
。
市

債
総
額
約
三
百
九
億
、
企
業
会
計
と
合

わ
せ
る
と
四
百
七
十
六
億
円
。
今
後
も

耐
震
補
強
、
防
災
・
減
災
な
ど
の「
公
共

施
設
整
備
費
」の
計
画
も
あ
る
。

　
　

各
保
育
所
か
ら
山
手
保
育
所
に

集
め
ら
れ
て
の
保
育
は
、
行
政
の
都
合

と
財
政
削
減
が
目
的
で
あ
り
、
児
童
福

祉
法
の
観
点
か
ら
子
ど
も
の
人
権
が
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
。

　
　

保
護
者
や
子
ど
も
に
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
不
安
が
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。

　
　
一
箇
所
の
た
め
、
子
ど
も
や
保
護

者
の
み
な
ら
ず
、
保
育
士
も
休
み
が

取
れ
な
い
な
ど
、
労
働
条
件
の
悪
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
是
非
、
早
急
に

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

市
債
の
借
入
額
は
毎
年
十
五
～
二
十
億

円
ず
つ
増
え
、
本
年
度
末
の
累
計
は
四
百
七
十�

六
億
円
。
今
後
の
計
画
は
。

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
今
後

毎
年
、
二
十
七
億
円
ず
つ
必
要
。

　
　

今
後
、
精
明
東
部
に
十
八
ｈ
ａ
で
企
業

誘
致
を
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
雇
用
は
何
人

く
ら
い
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

人
数
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
が
、企
業
が
本

市
に
根
付
い
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　

中
心
市
街
地
を
景
観
や
防
災
面
で
再
開

発
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

住
民
、
訪
ね
る
人
、
双
方
の
視
点
で
将

問問

問

問

問

問

問問

問

　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
市
内

全
域
を
担
っ
て
も
ら
い
、
各
地
域
で
は

地
域
福
祉
推
進
組
織
に
協
力
要
請
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
調
整
中
。

　
　

地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
為
に

も
個
人
の
持
ち
家
や
高
齢
者
の
住
ま
い

整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　

重
点
施
策
事
項
に
も「
高
齢
者
の
居

住
安
定
に
係
る
施
策
と
の
連
携
」が
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
住
宅
住
み
替
え
の
場
の
充

実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

受
け
入
れ
枠
が
、
や
が
て
オ
ー

バ
ー
し
た
時
点
で
は
、
別
の
保
育
所

で
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
は
、
年

三
回
、ひ
と
り
親
世
帯
の
生
活
の
安
定
、

自
立
の
促
進
、
児
童
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
毎
月
支
給
を
す
べ
き
で
は
。

　
　

国
の「
ひ
と
り
親
家
庭
の
利
便

性
の
向
上
及
び
家
計
の
安
全
を
図
る

観
点
か
ら
支
給
回
数
を
含
め
所
要
の

検
討
を
す
る
こ
と
」の
付
帯
決
議
も
あ

り
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

来
像
を
描
き
調
査
、
検
討
す
る
。

　
　

東
銀
座
通
り
無
電
柱
化
の
進
捗
は
。

　
　

久
下
六
道
線
と
併
せ
て
検
討
す
る
。

　
　

都
市
公
園
に
時
計
の
設
置
を
す
る
考
え
は
。

　
　

利
用
状
況
を
研
究
し
、
検
討
す
る
。

　
　

メ
ッ
ツ
ァ
と
圏
央
道
Ｉ
Ｃ
の
間
の
観
光

い
ち
ご
農
園
建
設
に
援
助
を
す
べ
き
。
二
次

加
工
等
で
雇
用
確
保
も
で
き
る
が
。

　
　

農
家
の
方
主
体
で
進
め
て
欲
し
い
。

　
　

〇
歳
児
お
む
つ
無
償
化
事
業
で
、育
児

サ
ー
ビ
ス
に
も
利
用
を
可
能
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

市
と
し
て
は
消
耗
品
が
対
象
だ
が
県
で

は
準
備
を
し
て
い
る
様
で
あ
る
。

問問

問 答

答答

答答

答

答答答答 答 答

答答答

問問問

要
望
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宮ノ瀬橋

宮
ノ
瀬
橋
周
辺
工
事
状
況

バ
ス
停
新
設
・
猿
対
策
は

西
川
広
域
森
林
組
合
対
策

都
市
計
画

「
就
学
援
助
」認
定
基
準
の
拡
大
を

　

全
市
自
治
会
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
と

　
　

既
設
自
治
会
へ
の
対
応

内
田　

健
次

加
藤　

由
貴
夫

金
子　

敏
江

　
　

宮
ノ
瀬
橋
の
工
事
が
中
断
さ
れ

て
い
る
が
今
後
の
予
定
は
。

　
　

現
況
と
設
計
に
差
が
あ
り
、
変

更
を
含
め
秋
以
降
に
再
開
す
る
方
向

で
あ
る
と
県
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

　
　

土
屋
医
院
前
信
号
周
辺
整
備
は
。

　
　

妻
沢
・
倉
掛
側
は
概
ね
終
了
し
た
。

郵
便
局
側
の
道
幅
と
信
号
連
動
歩
道
整

備
を
県
と
の
連
携
で
進
め
て
い
く
。

　
　

買
い
物
弱
者
対
策
で
エ
コ
ス
前
バ

ス
停
設
置
を
以
前
お
願
い
し
た
が
。

　
　
六
月
十
六
日
か
ら
供
用
を
開
始
し
た
。

　
　

狭
い
橋
を
歩
行
者
が
歩
く
下
赤

工
バ
ス
停
を
移
動
す
べ
き
だ
が
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
は
市
民
参
加
協
働

の
作
業
で
あ
る
。
ま
ち
な
か
の
歴
史

や
景
観
を
守
る
こ
と
は
大
切
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
街
化

調
整
区
域
の
丘
陵
ゾ
ー
ン
内
の
違
反

建
築
等
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
は
。

　
　

職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
中

で
違
反
を
発
見
し
た
時
は
行
為
者
を

特
定
し
、
行
為
の
中
止
を
求
め
て
い

る
。

　
　

具
体
的
な
指
導
は
。

　
　

行
為
の
中
止
、
使
用
停
止
、
許

認
可
の
取
得
、
建
築
物
の
除
却
な
ど

　
　

現
在
、
飯
能
市
は
、
生
活
保
護

基
準
の
一・三
倍
の
家
庭
の
子
ど
も
の

学
用
品
費
、
給
食
費
等
を
公
費
負
担

す
る
就
学
援
助
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
基
準
を
拡
大
し
て
子

育
て
世
帯
を
応
援
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　

女
性
と
子
ど
も
に
や
さ
し
い
市

政
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
。

鋭
意
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

飯
能
市
が
、
自
治
会
防
犯
灯
の
一

括
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
促
進

事
業
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
市
内
自
治
会
で
は
負

問問

問

　
　

関
係
者
と
協
議
を
重
ね
て
ゆ
く
。

　
　

猿
を
含
め
た
鳥
獣
被
害
対
策
は
。

　
　

地
域
ぐ
る
み
の
対
策
が
最
も
重

要
。
圃
場
環
境
を
変
化
さ
せ
る
等
さ

ら
に
研
究
を
す
る
。

　
　

山
林
の
不
在
地
主
放
棄
林
対
策
は
。

　
　

森
林
環
境
税
の
議
論
と
並
行
し

て
、
市
町
村
主
体
の
森
林
整
備
の
導

入
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
を
進
め
る
。

　
　

森
林
組
合
改
革
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

市
で
も
二
名
の
派
遣
を
含
め
、

経
営
再
建
を
目
指
す
西
川
広
域
森
林

組
合
経
営
改
善
計
画
進
捗
管
理
委
員

会
を
設
置
し
支
援
を
続
け
る
。

状
況
に
応
じ
た
是
正
を
求
め
て
い
る
。

　
　

行
政
庁
と
し
て
今
後
で
き
る
こ

と
は
。

　
　

罰
則
も
含
め
、
最
も
効
果
的
な

手
段
を
選
択
し
て
い
く
。

　
　

ま
ち
な
み
の
景
観
、
里
山
の
保

全
、
安
心
と
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

の
観
点
か
ら
も
、
毅
然
と
し
た
対
応

を
求
め
る
が
。

　
　

毅
然
と
し
た
対
応
、
法
令
遵
守

に
最
も
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
手
段

を
選
択
し
、
実
施
し
て
い
く
。

担
が
軽
減
さ
れ
朗
報
と
な
っ
て
受
け

止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
美
杉

台
一
丁
目
～
五
丁
目
自
治
会
で
は
、
自

前
で
平
成
二
十
八
年
度
ま
で
に
防
犯

灯
の
ほ
と
ん
ど
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
き
ま

し
た
。
自
治
会
が
負
担
し
た
総
費
用

は
、九
百
五
十
六
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

今
後
、
全
額
公
費
負
担
で
市
内
自
治

会
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
実
施
さ
れ
る
中
で
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
実
費
負
担
の

解
消
を
検
討
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　

来
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り

最
大
限
の
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

来
像
を
描
き
調
査
、
検
討
す
る
。

　
　

東
銀
座
通
り
無
電
柱
化
の
進
捗
は
。

　
　

久
下
六
道
線
と
併
せ
て
検
討
す
る
。

　
　

都
市
公
園
に
時
計
の
設
置
を
す
る
考
え
は
。

　
　

利
用
状
況
を
研
究
し
、
検
討
す
る
。

　
　

メ
ッ
ツ
ァ
と
圏
央
道
Ｉ
Ｃ
の
間
の
観
光

い
ち
ご
農
園
建
設
に
援
助
を
す
べ
き
。
二
次

加
工
等
で
雇
用
確
保
も
で
き
る
が
。

　
　

農
家
の
方
主
体
で
進
め
て
欲
し
い
。

　
　

〇
歳
児
お
む
つ
無
償
化
事
業
で
、育
児

サ
ー
ビ
ス
に
も
利
用
を
可
能
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

市
と
し
て
は
消
耗
品
が
対
象
だ
が
県
で

は
準
備
を
し
て
い
る
様
で
あ
る
。

問 問

問

答答答 答

答答答答

答

答答

答 答

◆飯能市の先進事例を視察に来られました◆
平成２９年度　市町村議会行政視察受入一覧

平成２９年4月1日～7月3日
月　　日 市町村議会名 人数 視察内容

４月１２日(水)
福井県坂井市議会
　会派「志政会」「公明党」

10 ・子どもインフルエンザ予防接種費用無償化事業

5月２２日(月)
東京都羽村市議会
　会派「新政会」

1
・新しいまちづくり計画による基盤整備事業
・土地区画整理事業とそれ以外の手法を併用した計画

５月２４日(水)
埼玉県久喜市議会
　建設上下水道常任委員会

8 ・飯能住まい制度について（現地調査あり）

７月　３日(月)
岐阜県海津市議会
　総務産業建設委員会

7 ・タブレット端末を導入した議会運営

陳
情

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

②�

個
人
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
を

前
提
と
し
た
民
主
主
義
の
原
則

お
よ
び
憲
法
が
保
障
す
る
言
論

の
自
由
を
守
る
た
め『
テ
ロ
等

準
備
罪
法
案（
組
織
犯
罪
処
罰

法
改
正
案
）に
反
対
す
る
意
見

書
』を
国
へ
提
出
を
求
め
る
請

願

不
採
択（
多
数
）

②�「
地
球
と
人
間
を
守
れ
る
社
会
体

制
創
り
」の
為
の
地
球
社
会
建
設

決
議
陳
情
書

提
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
　
實

提
出
者

�

長
谷
川
　
順
子

�

外
五
百
十
六
名

問問問問

問問 問

請
願

○
の
中
の
数
字
は
請
願
番
号

市
民
か
ら
市
議
会
へ
提
出
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市議会案内板
HANNO

エコツアー（麦刈りと小麦から作る天然酵母ぱん）

審議の日程
５月臨時会

 17日  開会、議長・副議長選挙、常任委員・議会運営委員選任、
埼玉県都市競艇組合議会議員選挙、広域飯能斎場組合
議会議員選挙、埼玉西部消防組合議会議員選挙

  市長提出議案の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決
  市長提出その他議案の上程・提案理由説明・採決

議会日誌
４月

 5日 飯能市議会広報委員会
 17日 埼玉県都市財政研究会定期総会
 19日 埼玉県市議会議長会定期総会
 25日 関東市議会議長会定期総会
 28日 政務活動費審査会

６月定例会
 9日 開会、市長提出議案の上程・提案理由説明
 14日 議案質疑、議案及び請願の委員会付託
 15日 常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
 19日 一般質問
 20日 一般質問
 21日 一般質問
 23日 委員長報告・質疑・討論・採決
  市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
  埼玉県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙
  閉会

５月
 8日 新議員研修会
 9日 新議員研修会
 10日 全員協議会
 17日 第２回臨時会
 19日 埼玉県市議会議長会第二区議長会定期総会
 23日 代表者会議
 24日 全国市議会議長会定期総会
 26日 広域飯能斎場組合議会臨時会
 30日 全員協議会、代表者会議

６月
 2日 埼玉西部消防組合議会臨時会
 6日 議会運営委員会
 9日 第３回定例会（6月23日まで）
  飯能市議会広報委員会
 14日 飯能市議会広報委員会

議会事務局またはホームページで
TEL 042ｰ973ｰ2686
https://www.city.hanno.lg.jp

会期日程等は8月29日頃内定します。

６月定例会では延べ164名の方が傍聴されました。

次回の９月定例会は
９月１日開会予定です。

議会を傍聴しませんか

＊編集を終えて＊
　４月の市議会議員選挙は、50％を僅かに上回る投票率でした。
今、市議会を理解していただこうと各地で取組が進められ、政
治への関心を高める努力をしています。
　改選後、臨時議会を経て６月の定例議会となりました。市政
に対する一般質問には、質問が行えるすべての議員１５名（議長・
副議長・議会運営委員長・監査委員以外）が登壇し様々な角度か
らの質問が行われました。議会だよりに掲載される一般質問は、
ほんの一部しか紹介をすることができませんが、どの様にした
ら市民の皆さんに議会が伝わるのか、広報委員会もメンバーが
新しくなりました。より読みやすい議会だよりを目指して取組
みを進めていきます。

（滝沢）

戸田競艇場開催日

お問い合わせ先
埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています）

8/5～8/8、9/9～9/12、9/28～10/1

広報委員　（◎委員長　○副委員長）
◎滝沢　　修　　○坂井　悦子　　新井　重治
　関田　直子　　　平沼　　弘　　松橋　律子

お問い合わせは

☆インターネットで視聴できます

☆テレビ放映しています
　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で一般
質問の様子を録画放映しています。

◆ 一般質問 ◆

飯能市議会録画 クリック
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議案の

審議
○の中の数字は議案番号(順不同)

　９月定例会は、９月１日から９月２６日までの２６日間開か
れ、市長提出議案１４件、決算認定案件１２件、議員提出議案
３件、その他１件について審議を行い、議決いたしました。　

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
百
四
万
五

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三

百
二
十
八
億
四
千
五
百
七
十
五
万

五
千
円
と
す
る
も
の
。

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
個
人
番

号
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
事

務
の
範
囲
を
変
更
す
る
も
の
。

　

市
民
生
活
の
向
上
及
び
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
良
好
な
景
観

の
形
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

等
を
定
め
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
三
百
六
十
万
八

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
八

千
百
二
十
八
万
円
と
す
る
も
の
。

　

都
市
公
園
法
第
五
条
第
一
項
の

許
可
を
受
け
た
者
の
納
付
す
べ
き

使
用
料
に
関
し
、
阿
須
運
動
公
園

売
店
に
係
る
使
用
料
を
廃
止
し
、

及
び
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
あ
け
ぼ

の
子
ど
も
の
森
公
園
飲
食
店
に
係

る
使
用
料
を
定
め
る
も
の
。

　

別
表
第
二
に
新
た
に
林
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
報
酬
を
加
え
る
も
の
。

宮
沢
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
負
担
内
容
は
。

条
例
改
正
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

景
観
条
例
を
制
定
す
る
経
緯
は
。

双
柳
南
部
の
事
業
の
見
直
し
に

つ
い
て
。

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
あ
け
ぼ
の
子

ど
も
の
森
公
園
の
飲
食
店
の
考

え
は
。

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
あ
け
ぼ
の
子

ど
も
の
森
公
園
の
運
営
は
。

林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
市

の
考
え
方
は
。

情
報
漏
え
い
に
対
す
る
市
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
。

市
長
提
出
議
案

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

��

飯
能
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

��

飯
能
市
景
観
条
例

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
双
柳

南
部
土
地
区
画
整
理
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
一
号
）

��
飯
能
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

��

飯
能
市
非
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

施
設
所
有
者
で
あ
る
本
市
が
行

う
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
被

情
報
連
携
に
よ
り
所
得
な
ど
の

個
人
情
報
を
他
の
行
政
機
関
か

第
五
次
飯
能
市
総
合
振
興
計
画

に
お
い
て
、
将
来
都
市
像
を「
水

事
業
が
長
期
化
し
、見
直
し
を

考
え
て
お
り
、新
た
な
ま
ち
づ
く

公
園
自
体
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

北
欧
の
雰
囲
気
が
出
せ
る
よ
う

指
定
管
理
者
制
度
な
ど
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
い
こ

平
成
二
十
九
年
七
月
時
点
で�

導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
自
治

本
市
は
近
隣
に
比
べ
て
も
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
一
段
上

害
が
発
生
し
た
場
合
の
影
響
な
ど
考

慮
し
、
県
・
本
市
・
日
高
市
と
協
議
し
、

事
業
費
の
県
補
助
金
を
除
い
た
残
り

を
折
半
で
日
高
市
が
負
担
す
る
と
い

う
こ
と
で
協
議
が
整
っ
た
。

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
照
会
で
き
る
の
で
、

国
民
の
利
便
性
の
向
上
、
公
正
な
給

付
と
負
担
の
確
保
、
行
政
運
営
の
効

率
化
が
図
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

と
緑
の
交
流
拠
点　

森
林
文
化
都
市

は
ん
の
う
」と
し
て
お
り
、
そ
の
実
現

に
は
自
然
環
境
及
び
都
市
環
境
の
調

和
や
魅
力
的
な
景
観
の
創
造
、
維
持

を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
大
変
重
要

と
な
る
。
県
と
協
議
を
進
め
て
、
本

市
の
特
色
に
合
わ
せ
た
景
観
の
ル
ー

ル
と
仕
組
み
を
整
え
、
自
然
豊
か
な

魅
力
あ
る
景
観
の
形
成
と
景
観
資
源

の
維
持
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
む

た
め
に
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

り
は
、意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、事
業

計
画
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

な
も
の
を
運
営
で
き
る
よ
う
な
方
に

お
願
い
し
た
い
。

う
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り
、
検

討
を
続
け
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

体
は
県
内
で
は
本
市
の
み
で
あ
る
。

専
門
的
か
つ
高
度
な
知
見
、
技
術
を

発
揮
し
て
、
本
市
の
森
林
管
理
ビ

ジ
ョ
ン
へ
の
指
導
、
助
言
や
奥
地
の

人
工
林
の
広
葉
樹
林
化
を
進
め
る
適

切
な
指
導
、
助
言
、
市
有
林
の
経
営
、

森
林
整
備
の
基
準
づ
く
り
や
体
制
整

備
、
西
川
広
域
森
林
組
合
を
初
め
と

す
る
林
業
関
係
者
へ
の
指
導
、
助
言

を
考
え
て
い
る
。

を
行
っ
て
お
り
、
庁
内
で
万
全
を
期

し
て
い
く
。

■一般会計補正予算など３０件を議決

主な追加の内容 (万円未満切り捨て )
歳入
繰入金 △ 7 億 6,300 万円
繰越金 6 億 6,715 万円
諸収入 1 億 4,056 万円
市債 △ 8,521 万円
歳出
住民基本台帳管理事業 2,200 万円
宮沢ため池管理事業 1,386 万円
林業振興事務費 237 万円
土地区画整理特別会計繰出金 △ 840 万円
消防施設整備基金積立金 208 万円
小学校就学援助事業 214 万円
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��

飯
能
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

��

飯
能
市
非
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

総
務
委
員
会

●
情
報
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
照
会
が
可
能
と
な
り
、

書
類
提
出
が
必
要
な
く
な
り
、
さ
ら

に
、
特
定
個
人
情
報
の
照
会
が
す
ぐ

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
と
な
る
た
め
、

行
政
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
こ
と
。

●
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
全
て
本
人

同
意
を
得
た
上
で
利
用
を
し
て
お

り
、
条
例
改
正
後
も
地
方
税
関
係
情

報
の
照
会
時
に
は
、
引
き
続
き
本
人

同
意
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
他
の

特
定
個
人
情
報
の
照
会
の
際
に
は
本

人
同
意
の
必
要
が
な
く
な
る
こ
と
。

�

（
反
対
討
論
あ
り
）

●
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
森
林･

林
業
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
や
経
験

を
持
つ
方
で
、実
際
の
仕
事
も
森
林
・

林
業
施
策
の
企
画
・
立
案
や
森
林
所

有
者
等
へ
の
指
導
・
助
言
と
い
っ
た

政
策
に
関
わ
る
事
務
を
担
っ
て
い
た

だ
く
考
え
で
あ
る
こ
と
。

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
整
備
費
補
助
金
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
住
民
票
等
に
旧
姓
を
記
載

す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
で
あ
る
こ
と
。

●
五
年
ご
と
の
更
新
研
修
は
八
日
間

と
な
っ
て
い
る
が
、
多
忙
な
業
務
体

制
で
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
お
い
て
、

他
の
専
門
職
で
協
力
し
合
い
な
が
ら

支
障
な
く
業
務
を
遂
行
で
き
る
と
考

え
て
い
る
こ
と
。

●
本
市
で
は
、
担
当
地
域
を
持
た
な

い
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
配
置
し
て
お
り
、
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
困
難
ケ
ー
ス
や
処
理

に
時
間
を
要
す
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て

後
方
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

●
介
護
保
険
給
付
費
支
払
金
は
、
平

成
二
十
八
年
度
末
の
金
額
が
二
億
五

千
六
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
今
年

度
中
に
一
億
四
千
四
百
万
円
を
積
み

立
て
る
予
定
で
年
度
末
に
は
約
四
億

円
と
な
る
こ
と
。

●
現
在
、
介
護
給
付
の
適
正
化
を
進

め
て
お
り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
見
直
す

こ
と
で
、
本
人
の
能
力
を
生
か
し
た

形
で
サ
ー
ビ
ス
が
適
正
に
提
供
さ
れ

て
い
る
か
点
検
し
た
上
で
、
本
人
に

一
番
合
っ
た
も
の
を
提
供
す
る
こ
と

を
進
め
て
い
る
。
給
付
の
抑
制
で
は

な
く
、
適
正
な
給
付
を
推
進
し
て
い

く
中
で
、
給
付
費
が
本
来
の
も
の
に

見
直
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
結

果
的
に
給
付
の
伸
び
が
な
だ
ら
か
に

な
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
。

●
県
内
他
市
の
使
用
料
を
参
考
と

し
、
本
市
の
考
え
と
調
整
す
る
こ
と
、

ト
ー
べ
・
ヤ
ン
ソ
ン
あ
け
ぼ
の
子
ど

も
の
森
公
園
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
貢
献

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
選
定
を
行

う
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
あ
る
こ
と
、

使
用
料
金
が
公
募
の
妨
げ
と
な
ら
な

い
額
で
あ
る
こ
と
、
の
三
点
を
整
理

し
た
結
果
、
一
ヶ
月
あ
た
り
二
万
五

千
円
と
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

●
未
処
分
利
益
剰
余
金
と
は
、
ま
だ

使
い
道
を
決
め
て
い
な
い
状
態
で
あ

る
利
益
剰
余
金
で
あ
る
こ
と
。

●
企
業
債
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年

度
末
の
未
償
還
残
高
は
、
三
十
四
億

六
千
七
百
六
十
三
万
円
で
あ
る
こ
と
。

●
市
民
生
活
の
向
上
及
び
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
良
好
な
景
観
の
形
成

委員会の

審 査審 査

　議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査するため、
総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　９月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）

��
飯
能
市
景
観
条
例

経
済
建
設
委
員
会

��

飯
能
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
に
係
る
基
準
及
び

当
該
職
員
の
員
数
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

��

平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

�
平
成
二
十
九
年
度
飯
能
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

��

飯
能
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

��

平
成
二
十
八
年
度
飯
能
市
水
道

事
業
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処

分
に
つ
い
て

厚
生
文
教
委
員
会

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
等
を
定
め

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

●
宮
沢
湖
周
辺
地
区
を
重
点
地
区
と

し
て
指
定
し
、
メ
ッ
ツ
ァ
の
オ
ー
プ

ン
に
伴
っ
て
、
県
道
飯
能
寄
居
線
沿

い
に
景
観
上
支
障
と
な
る
建
築
物
等

が
で
き
る
の
を
防
ぎ
た
い
と
い
う
趣

旨
で
あ
る
。
日
高
市
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
景
観
と
い
う
の
は
、
広
域

的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

な
の
で
、
調
整
を
取
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
。

●
就
学
援
助
費
の
う
ち
、
小
・
中
学

校
に
入
学
す
る
準
要
保
護
世
帯
に
支

給
す
る
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

の
支
給
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た
結

果
、
入
学
前
に
要
す
る
経
費
に
対
し

て
援
助
を
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
支
給
時
期
を
現
行
の
入
学
年
度

の
八
月
か
ら
、
入
学
前
の
三
月
に
前

倒
し
す
る
こ
と
。

●
新
入
学
学
用
品
費
が
必
要
な
時
期

が
三
月
で
あ
り
、
そ
の
時
期
に
支
払

う
た
め
に
、
平
成
三
十
年
三
月
に
支

給
す
る
場
合
、
平
成
二
十
八
年
分
の

所
得
の
課
税
で
判
定
す
る
形
に
な
る

こ
と
。
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　今定例会に市長から提出された平成２８年度一般会計及び特別会計の決算（認定第１号～
認定第１２号）については、総務・厚生文教・経済建設委員会に付託され、会期中に３日間
慎重な審査を行い、委員会、本会議でいずれも認定いたしました。
　主な内容は次のとおりです。

概要・
 審査

決算の 平成28年度各会計（一般・特別・企業）決算を
認定いたしました

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

の
概
要

（
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
か
ら
抜
粋
）

特別会計歳入歳出決算額

歳 入 231億4,864万4,542円

歳 出 222億7,293万1,567円

実 質 収 支※1 8億4,111万7,975円

単年度収支※2 △2億6,001万9,532円

一般会計歳入歳出決算額

歳 入 313億9,841万6,590円

歳 出 299億2,281万3,990円

実 質 収 支※1 12億6,765万4,100円

単年度収支※2 △1億3,831万9,638円

※ 1…翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの
※ 2…前年度の実質収支を差し引いたもの

※ 1…翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの
※ 2…前年度の実質収支を差し引いたもの

　

各
会
計
の
決
算
書
と
そ
の
附
属
書

類
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
、

数
値
は
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
書
類
と

符
合
し
、
適
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。

　

今
後
も
市
税
収
入
の
大
き
な
伸
び

は
期
待
で
き
ず
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
く
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
地
方
創
生

に
対
す
る
交
付
金
を
は
じ
め
、
国
庫

支
出
金
な
ど
を
積
極
的
に
要
望
し
て

い
る
こ
と
や
、
自
主
財
源
の
確
保
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
な
ど

も
積
極
的
に
進
め
て
い
る
努
力
は
評

価
で
き
る
。

　
「
小
さ
な
発
見
に
満
ち
た
北
欧
時

間
の
流
れ
る
森
と
湖　

メ
ッ
ツ
ァ
」

の
開
設
時
期
が
発
表
さ
れ
、
飯
能
市

地
域
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム（
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）に
基

づ
く
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
本

市
へ
の
入
込
観
光
客
数
の
増
加
の
ほ

か
、
市
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
発
展
都
市
を
目
指

し
た
積
極
的
な
事
業
展
開
に
よ
り
、

賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る
飯
能
市
の
創

造
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て

意
見
と
す
る
。

決

算

審

査
 

一
般
会
計

●
普
通
交
付
税
の
減
額
は
、
現
在
、

市
町
村
合
併
に
よ
る
合
併
算
定
替

の
措
置
が
さ
れ
て
い
る
が
、
合
併
か

ら
十
年
が
経
過
し
、
効
果
額
が
段

階
的
に
縮
減
さ
れ
、
合
併
効
果
額
が

下
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
通

知
カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料
は
一
件
あ

た
り
五
百
円
で
実
績
は
三
百
九
十
三

件
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
再
交
付
手
数

料
は
一
件
あ
た
り
八
百
円
で
八
件
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。

●（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
整
備
事
業

に
は
、
特
定
財
源
で
あ
る
国
庫
補
助

金
と
起
債
が
充
当
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
に
特
定
財
源
が
充
当
さ
れ
て

い
る
事
業
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を
優

先
し
、
単
独
で
行
う
事
業
は
、
基
金

か
ら
繰
入
れ
を
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
こ
と
。

●
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
現
在
の
電
波
法
で
は
平
成
三
十

四
年
度
に
は
シ
ス
テ
ム
が
使
用
で
き

な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県
、
近

隣
市
の
整
備
状
況
等
の
情
報
を
収
集

し
、
財
政
負
担
の
面
か
ら
も
最
良
の

方
法
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
。

●
ふ
く
し
の
森
プ
ラ
ン
推
進
事
業
の

各
地
区
の
地
域
福
祉
推
進
組
織
は
、

市
内
に
六
ヶ
所
立
ち
上
が
っ
て
お

り
、
美
杉
台
地
区
は
、
設
置
に
向
け

て
会
議
を
設
け
て
い
る
こ
と
、
旧
飯

能
、
精
明
地
区
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
準
備
を
す
る
と
い
っ
た
状
況
で

あ
る
こ
と
。

●
在
宅
介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

は
、
障
害
の
あ
る
方
を
介
護
さ
れ
て

い
る
方
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

目
的
に
実
施
し
、
一
回
目
が
十
五
人
、

二
回
目
が
十
七
人
で
あ
っ
た
こ
と
。

●
平
成
二
十
八
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ
る
近
隣
市
と
の
学
級
閉
鎖

の
割
合
を
比
較
す
る
と
、
本
市
が
約

一
五
・
二
％
、
近
隣
四
市
の
平
均
が

二
五
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
本
市

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学
級
閉

鎖
数
は
非
常
に
低
い
割
合
と
な
っ
て

い
る
こ
と
。

●
就
学
援
助
の
内
容
は
、
学
用
品
等

で
学
校
の
学
習
に
必
要
な
学
用
品
な

ど
の
購
入
費
、
校
外
活
動
の
費
用
、

修
学
旅
行
費
、
医
療
費
、
学
校
給
食

費
な
ど
で
あ
る
こ
と
。

●
花
粉
の
発
生
を
抑
制
す
る
苗
木
が

販
売
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
改
良

さ
れ
た
苗
木
を
活
用
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
の
で
、
花
粉
対
策
に
も
配
慮

し
て
、
再
造
林
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
。

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
平
成
二

十
六
年
度
か
ら
特
別
利
用
団
体
に
よ

る
暫
定
利
用
が
続
い
て
お
り
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
検

討
し
て
い
く
こ
と
。

●
ム
ー
ミ
ン
基
金
の
内
訳
は
、
法
人

十
件
、
千
四
百
三
十
五
万
千
五
百
六

十
七
円
で
、
そ
れ
以
外
は
ふ
る
さ
と

納
税
で
、
個
人
六
千
五
百
六
十
一
件
、

一
億
四
千
六
百
四
十
八
万
八
千
六
百

六
十
九
円
で
あ
り
、
使
途
に
つ
い
て

は
、
条
例
に
則
り
、「
北
欧
の
雰
囲

気
と
ム
ー
ミ
ン
の
世
界
を
体
験
で
き

る
施
設
と
連
携
し
た
観
光
施
策
の
推

進
」に
対
し
て
処
分
で
き
る
こ
と
。
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▼
討
論
▲

　 

反
対
の
立
場

　

国
の
税
制
に
よ
る
企
業
減
税
の
影

響
で
市
民
生
活
が
厳
し
い
中
、
企
業

だ
け
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
、
軽
自
動

車
の
重
課
税
、
都
市
計
画
税
は
引
き

下
げ
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
、
学
校

給
食
の
民
間
委
託
は
現
状
で
無
理
が

あ
る
制
度
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

十
二
桁
の
番
号
が
国
民
に
つ
け
ら
れ
、

状
況
を
国
が
一
括
管
理
し
て
い
る
こ

と
、（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
の
整
備

は
必
要
な
段
階
を
踏
ん
で
の
事
業
で

は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
反
対
す
る
。

　 

賛
成
の
立
場

　

所
管
ご
と
に
様
々
な
事
業
を
展
開

し
て
お
り
、
市
税
の
徴
収
は
高
い
実

績
を
残
し
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
新
た
な
徴
収
の
取
り

組
み
、
市
民
生
活
に
お
い
て
、
福
祉

や
利
便
性
の
向
上
も
あ
り
正
し
く
事

業
展
開
、
運
営
さ
れ
て
い
る
と
判
断

で
き
る
こ
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
一
自
治
体
で
討
論
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
、（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
は
、

美
杉
台
の
住
宅
街
を
抜
け
ず
に
大
型

車
両
が
通
れ
る
と
い
う
点
で
、
住
環

境
に
寄
与
す
る
な
ど
、
賛
成
す
る
。

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
は
、
平

成
二
十
八
年
度
は
六
千
三
百
八
十
一

世
帯
、
一
万
三
百
九
十
六
人
と
な
り

平
成
二
十
七
年
度
と
比
較
す
る
と
世

帯
数
で
は
百
五
十
世
帯
、
人
数
で
は

七
十
六
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
。

●
滞
納
世
帯
は
、
平
成
二
十
八
年
度

千
百
五
十
三
世
帯
、
平
成
二
十
七
年

度
千
四
百
六
十
一
世
帯
、
滞
納
額

は
、
平
成
二
十
八
年
度
一
億
千
四
百

万
円
、
平
成
二
十
七
年
度
一
億
四
千

万
円
と
な
っ
て
お
り
、滞
納
世
帯
数
、

滞
納
額
と
も
に
減
少
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
こ
と
。

▼
討
論
▲

　 
反
対
の
立
場

　

低
所
得
者
の
方
達
が
生
活
が
厳
し

く
、
納
め
き
れ
な
い
と
い
う
実
態
も

あ
る
と
考
え
、
市
民
の
命
と
健
康
を

守
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
国
か
ら
の

保
険
者
支
援
金
分
を
活
か
し
て
、
市

民
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
形
で

対
応
す
べ
き
と
い
う
こ
と
か
ら
、
反

対
す
る
。

 

下
水
道
特
別
会
計

●
包
括
的
民
間
委
託
の
導
入
、
ま
た
、

自
主
財
源
確
保
と
い
う
こ
と
で
、
太

陽
光
発
電
の
売
電
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
、
無
駄
を
省
い
て
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
住
民
負
担

の
軽
減
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
こ
と
。

▼
討
論
▲

　 

反
対
の
立
場

　

地
方
公
営
企
業
法
は
公
共
の
福
祉

の
増
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
本
来

の
目
的
と
し
て
い
る
が
、
企
業
と
し

て
の
経
済
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
今
の
会
計
を
維
持
す
る

こ
と
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適

用
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
た
め
、
反
対
す
る
。

　 

賛
成
の
立
場

　

国
の
方
針
に
よ
り
平
成
三
十
二
年

四
月
ま
で
に
企
業
会
計
に
移
行
す
る

と
し
て
、
県
内
の
対
象
と
な
る
す
べ

て
の
団
体
が
取
り
組
ん
で
お
り
、
区

画
整
理
地
内
等
に
お
い
て
下
水
道
整

備
は
市
民
要
望
も
高
い
と
こ
ろ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
た
め
、
賛
成
す
る
。

 

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
特
別
会
計

●
包
括
的
民
間
委
託
は
平
成
二
十

一
年
か
ら
導
入
し
て
お
り
、
三
年

間
の
長
期
継
続
契
約
に
よ
る
業
務

委
託
で
、
導
入
前
と
比
較
す
る
と
、

二
百
件
以
上
の
伝
票
の
削
減
、
契
約

事
務
の
削
減
と
な
り
委
託
業
者
も

三
年
間
維
持
管
理
と
い
う
こ
と
で
、

あ
る
程
度
自
由
な
発
想
、
創
意
工
夫

を
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
良
好
な

水
質
を
保
っ
て
い
る
こ
と
。

�

（
反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）

 

介
護
保
険
特
別
会
計

●
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
、
太
行
路
に
二

つ
導
入
し
、
少
な
い
筋
力
で
介
護
従

事
者
の
負
担
の
軽
減
に
効
果
が
あ
り
、

よ
り
性
能
の
良
い
安
価
な
も
の
が
開

発
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
。

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

●
本
市
の
被
保
険
者
数
は
前
年
度

よ
り
四
百
八
十
六
人
増
え
て
い
る
。

埼
玉
県
は
比
較
的
若
い
県
で
は
あ

る
が
、
高
齢
化
が
急
速
に
す
す
ん
で

お
り
、
本
市
で
は
一
万
四
百
二
十
一

人
の
加
入
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　

当
年
度
は
水
道
利
用
加
入
件
数
の

増
加
に
伴
う
基
本
料
金
の
増
加
等
に

よ
り
事
業
収
入
は
黒
字
と
な
っ
た
が
、

大
規
模
住
宅
開
発
な
ど
に
よ
る
給
水

人
口
の
大
幅
な
増
加
は
見
込
め
ず
、

一
方
で
老
朽
施
設
の
更
新
や
機
能
の

向
上
、
施
設
の
耐
震
化
な
ど
に
多
額

の
資
金
を
要
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
水
道
事
業
経
営
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
事
業
経
営
に
当
た
っ

て
は
、
引
き
続
き「
飯
能
市
水
道
ビ

ジ
ョ
ン（
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
）」の
投

資
・
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
も

経
費
削
減
と
財
源
の
確
保
に
よ
っ
て

事
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
、
市
民

生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
道

水
の
安
定
的
な
供
給
に
努
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
施
設
、
設
備
の
適
正
な

維
持
管
理
を
実
施
し
、
水
道
水
の
安

全
を
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て

意
見
と
す
る
。

水
道
事
業
会
計
決
算
の
概
要

（
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
か
ら
抜
粋
）

水
道
事
業
会
計

●
配
水
及
び
給
水
費
の
委
託
料
が
増

え
た
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
有
収
水
量

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
漏
水
調

査
委
託
料
を
増
加
し
た
こ
と
及
び
管

網
解
析
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
料

を
新
た
に
委
託
し
た
こ
と
。

●
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
三
年
間
で

市
内
全
域
を
漏
水
調
査
す
る
予
定
で
、

漏
水
の
主
な
原
因
は
、
水
道
管
の
老

朽
化
に
よ
る
も
の
で
、
発
見
し
た
場

合
は
、
直
ち
に
修
繕
し
て
い
る
こ
と
。

●
管
網
解
析
シ
ス
テ
ム
は
、
布
設
し
て

あ
る
配
水
管
に
ど
の
位
の
水
圧
が
か
か

り
、
ど
の
よ
う
な
水
の
流
れ
と
な
っ
て

い
る
の
か
を
解
析
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

使
用
水
量
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
現
状

に
お
い
て
、
老
朽
管
の
布
設
替
時
に
、

シ
ス
テ
ム
で
計
算
し
た
必
要
水
量
に
応

じ
て
口
径
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
費
用

等
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
。

▼
討
論
▲

　 

反
対
の
立
場

　

県
下
で
三
番
目
に
開
始
さ
れ
た
本
市

の
水
道
は
、
良
質
な
水
源
に
よ
り
、
市

民
が
そ
の
水
を
飲
ん
で
享
受
す
る
こ
と

を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
続
け
る
必
要
が

あ
る
。
県
水
の
受
水
量
の
縮
小
と
本
郷

浄
水
場
の
建
て
替
え
、
本
市
の
お
い
し

い
水
を
守
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
計
画

の
見
直
し
を
求
め
て
、
反
対
す
る
。

　 

賛
成
の
立
場

　

二
つ
の
供
給
水
系
を
持
つ
こ
と
は
、

渇
水
や
様
々
な
不
測
の
事
態
に
備
え

て
危
機
管
理
の
面
か
ら
も
大
変
重
要

な
こ
と
で
あ
り
、
老
朽
管
の
布
設
替

え
や
耐
震
化
等
の
計
画
で
多
額
の
費

用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え

で
は
な
く
県
水
を
続
け
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
高
度
浄
水
処
理
等
の
技

術
の
導
入
で
、
よ
り
お
い
し
い
水
を

提
供
で
き
る
こ
と
が
期
待
で
き
、
賛

成
す
る
。
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平成29年９月定例会　議決結果
■賛否が分かれた議案・認定等

■全会一致の議案・認定等
議案
番号 議　　案　　名 議決結果

議提1 坂井悦子議員に対する問責決議 原案可決

62 飯能市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

63 飯能市地域包括支援センターの職員に係る基準及び当該職員の員数等を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

64 飯能市景観条例 原案可決

66 平成２９年度飯能市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

67 平成２９年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第２号） 原案可決

68 平成２９年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号） 原案可決

69 平成２９年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

70 市道路線の廃止について（永田台二丁目・永田台三丁目地内） 原案可決

71 市道路線の認定について（永田台二丁目・永田台三丁目地内） 原案可決

72 平成２８年度飯能市水道事業未処分利益剰余金の処分について 原案可決

認定4 平成２８年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

認定5 平成２８年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

認定6 平成２８年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

認定7 平成２８年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

認定11 平成２８年度飯能市訪問看護ステーション特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

議員派遣の件 派　遣

73 教育委員会委員の任命について（横手　伸行　氏） 同　意

74 固定資産評価審査委員会委員の選任について（古玉　由香子　氏） 同　意

議提2 「全国森林環境税」の創設に関する意見書 原案可決

※1　除斥：議会における審議の公正を期するために、審議事件と一定の利害関係を有する議員は、当該事件の審議に参与することができない制度のこと。
※野田直人議員は議長のため、採決には加わっていません。

※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略、○は賛成の議員、×は反対の議員、除は除斥（※１）の議員

議
案
番
号

議席番号・議員名

議案名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議決結果
新
井
　
重
治

坂
井
　
悦
子

関
田
　
直
子

大
津
　
　
力

野
口
　
和
彦

内
田
　
健
次

平
沼
　
　
弘

栗
原
　
義
幸

中
元
　
　
太

松
橋
　
律
子

滝
沢
　
　
修

山
田
　
利
子

新
井
　
　
巧

金
子
　
敏
江

加
藤
由
貴
夫

砂
長
　
恒
夫

鳥
居
　
誠
明

加
涌
　
弘
貴

野
田
　
直
人

61 飯能市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － 原案可決

65 飯能市都市公園条例の一部を改正する条例 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決

認定1 平成２８年度飯能市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － 認　定

認定2 平成２８年度飯能市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － 認　定

認定3 平成２８年度飯能市下水道特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － 認　定

認定8 平成２８年度飯能市特定環境保全公共下水道特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － 認　定

認定9 平成２８年度飯能市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認　定

認定10 平成２８年度飯能市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認　定

認定12 平成２８年度飯能市水道事業決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － 認　定

議提3 坂井悦子議員に対する議員辞職勧告決議　 ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － 原案可決

人
事
案
件

　
教
育
委
員
会
委
員
大
野
文
敬
氏
が

任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
新
た
に
横

手
伸
行
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

��

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

　
つ
い
て

横手　伸行氏

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

石
井
香
織
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
の

で
、
新
た
に
古
玉
由
香
子
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
同
意
し

ま
し
た
。

��

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

古玉　由香子氏



平成29年11月1日　はんのう市議会だより　第145号7

大
久
保
市
政
二
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

産
業
の
振
興
と
活
性
化
に
つ
い
て

　

林
業
と
農
業
の
振
興
を
地
域
創
生
の
柱
と
す
べ
き

岩
沢
の
区
画
整
理
と

　

阿
須
小
久
保
線
立
体
交
差
に
つ
い
て

大
津　
　

力

栗
原　

義
幸

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
関
連
に
つ
い
て

野
口　

和
彦

新
井　

重
治

　
　

二
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

そ
の
考
え
、
決
意
、
重
点
政
策
な
ど

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

　
　
「
攻
め
の
市
政
」を
崩
さ
ず
積
極

果
敢
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
し
っ

か
り
と
地
に
足
を
つ
け
た
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
、
市
民
の
皆
様
が
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、

本
市
が「
人
口
増
加
」、「
発
展
都
市
」

へ
と
向
か
う
よ
う
、
誠
心
誠
意
、
全

身
全
霊
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

参
る
所
存
。

　

重
点
政
策
は
、「
子
育
て
支
援
の
充

　
　

本
市
に
と
っ
て
生
業
・
産
業
と
し

て
の
林
業
の
振
興
こ
そ
喫
緊
の
課
題
。

仕
事
、
人
材
、
雇
用
の
創
出
こ
そ
山

間
地
域
創
生
の
柱
と
す
べ
き
。
市
長

の
見
解
を
聞
く
。

　
　

市
と
し
て
も
、
西
川
広
域
森
林

組
合
、
西
川
地
区
木
材
業
組
合
と
と

も
に
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、

林
業
を
地
域
全
体
の
発
展
の
原
動
力

に
す
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
む
。

　
　

本
市
全
体
の
発
展
に
向
け
て
は

精
明
地
区
、
な
か
で
も
農
業
振
興
地

域
に
お
け
る
農
業
振
興
が
不
可
欠
。

　
　

飯
能
市
の
女
性
の
就
労
者
に
つ

い
て
は
、
三
十
代
の
女
性
で
は
平
成

十
二
年
に
は
約
五
十
五
％
だ
っ
た
も
の

が
七
十
％
を
超
え
、
増
加
し
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
数
も
増
え
て
い

る
よ
う
だ
が
、
増
加
傾
向
の
あ
る
学

校
区
は
ど
こ
か
。

　
　

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成

二
十
九
年
度
ま
で
の
間
に
増
加
傾
向

に
あ
る
学
校
区
は
、
双
柳
小
学
校

三
十
名
、
飯
能
第
一
小
学
校
三
十
名
、

加
治
小
学
校
二
十
五
名
、
富
士
見
小

　
　

岩
沢
地
区
の
区
画
整
理
は
平
成

二
十
一
年
の
見
直
し
か
ら
既
に
八
年
が

経
過
し
た
。
事
業
計
画
期
間
を
二
十

年
と
定
め
こ
れ
ま
で
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
き
て
い
る
が
、
現
状
か
ら
み
て

平
成
四
十
年
の
完
成
の
見
通
し
は
。

　
　

現
在
、
阿
須
小
久
保
線
を
は
じ

め
地
区
内
の
幹
線
道
路
の
整
備
を
中

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
他
の

道
路
に
つ
い
て
も
下
水
道
計
画
等
と

調
整
を
図
り
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
。今
後
、関
係
機
関
と
協
議
の
上
、

計
画
通
り
平
成
四
十
年
の
事
業
完
成

問

問問

問

問

実
」、「
魅
了
す
る
観
光
の
創
出
、
賑

わ
い
づ
く
り
」、「
林
業
・
木
材
業
の
再

生
」、「
森
林
を
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド

に
」、「
質
の
高
い
学
校
教
育
・
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
の
推
進
」、「
若
者
・
女
性

の
未
来
を
応
援
」、「
未
来
に
向
け
た

支
え
合
い
の
地
域
社
会
づ
く
り
」、「
区

画
整
理
事
業
・
下
水
道
事
業
の
推
進
」、

「
安
心・充
実
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」、「
都

市
間
交
流
の
新
た
な
展
開
」の
十
点
。

産
業
と
し
て
の
地
域
雇
用
・
人
材
の
創

出
こ
そ
人
口
減
少
の
明
確
な
対
策
と

す
べ
き
。
市
長
の
見
解
を
聞
く
。

　
　

精
明
地
域
産
の
果
樹
等
は
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
大
変
好

評
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
資
源
を

生
か
し
な
が
ら
後
継
者
不
足
、
農
地

の
遊
休
化
対
策
と
し
て
農
業
へ
の
企

業
参
入
な
ど
も
積
極
的
に
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
農
業
を
守

る
と
い
う
消
極
的
な
も
の
で
な
く
、

農
業
が
飯
能
市
を
元
気
に
す
る
と
い 

っ
た
農
業
の
振
興
を
推
進
し
て
い
く
。

学
校
十
六
名
、
加
治
東
小
学
校
十
五

名
、
美
杉
台
小
学
校
十
三
名
と
、
い

ず
れ
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
支
援
の

単
位
を
分
け
る
な
ど
、
適
正
規
模
と

な
る
よ
う
に
分
割
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
様
々
な
方
法
を

検
討
し
て
い
る
。

　
　

子
ど
も
を
預
け
る
、
送
迎
す
る

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
は
、
特
に

市
街
地
で
は
こ
れ
か
ら
も
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
適
正
規
模
の
対
応

を
速
や
か
に
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

に
向
け
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
　

阿
須
小
久
保
線
の
立
体
交
差
に

伴
う
地
域
分
断
は
避
け
る
べ
き
。
東

西
の
行
き
来
の
確
保
及
び
岩
沢
白
髪

神
社
前
の
踏
切
は
歩
行
者
だ
け
で
も

通
行
可
能
と
な
る
よ
う
鉄
道
事
業
者

に
申
し
入
れ
、
残
し
て
頂
き
た
い
が
。

　
　

立
体
交
差
に
伴
い
、
南
側
の
東

西
の
行
き
来
は
、
一
路
線
通
行
出
来

な
く
な
る
が
、
鉄
道
沿
い
に
新
た
に

東
西
の
道
路
を
設
け
る
。
岩
沢
白
髪

神
社
前
の
踏
切
は
、
地
元
の
意
向
を

鉄
道
事
業
者
に
再
度
申
し
入
れ
る
。

答

市政に対する

一般質問

　一般質問とは、議員がそれぞれの視点から
市の行政全般について市長（執行部）に質問
し、説明を求めるものです。
　「市議会だより」には、質問者本人が執筆し
たものを、発言順に掲載しています。
　今回は、１２人が質問にたちました。

答

答

答

答

答 問

要
望
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保健センター阿須運動公園ホッケー場

国
保
税
が
こ
れ
以
上
の
値
上
げ
に
な
ら
な
い
手
立
て
を

平
成
二
十
九
年
六
月
定
例
会
質
問
後
の
現
状

　
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
創
設
」と「
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
」

地
域
交
通
問
題
に
つ
い
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

双
柳
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

都
市
回
廊
空
間
を
構
成
す
る
た
め
の
駐
車
場
に
つ
い
て

体
育
施
設
管
理
に
つ
い
て

山
田　

利
子

関
田　

直
子

松
橋　

律
子

加
藤　

由
貴
夫

　
　

二
〇
一
八
年
四
月
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
の
運
営
責
任
は
県
と
な
る
。
市

は
県
が
示
す
納
付
金
額
を
国
保
税
と
し

て
加
入
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る

が
、県
の
試
算
で
は
四
割
上
が
る
計
算
。

夫
婦
と
子
ど
も
二
人
の
四
人
家
族
で
、

総
所
得
二
百
万
円
の
世
帯
で
は
、

三
十
九
万
四
千
三
百
八
十
円
で
、
所
得

の
十
九・五
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

今
で
も
大
変
な
の
に
、
負
担
能
力
を
は

る
か
に
超
え
る
国
保
税
を
押
し
付
け
ら

れ
た
ら
払
え
な
い
。
滞
納
世
帯
は
ま
す

ま
す
増
え
る
一
方
だ
。
中
に
は
、
国
保

　
　

双
柳
南
部
の
事
業
見
直
し
の
概
要
は
。

　
　

長
期
化
の
解
消
、
生
活
環
境
の
改

善
、
権
利
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

施
行
区
域
を
縮
小
し
、
継
続
区
域
と
除

外
区
域
を
設
け
事
業
期
間
の
短
縮
、
事

業
費
の
縮
減
が
期
待
で
き
る
。

　
　

整
備
較
差
の
担
保
は
。

　
　

両
区
域
が
一
つ
の
ま
ち
づ
く
り

エ
リ
ア
と
し
て
整
備
水
準
を
確
保
し

て
い
く
。

　
　

阿
須
小
久
保
線
の
進
め
方
は
。

　
　

阿
須
小
久
保
線
な
ど
都
市
計
画

道
路
等
の
一
部
に
つ
い
は
、
用
地
買

　
　

国
際
興
業
バ
ス
彩
京
の
び
の
び

パ
ス
は
、
多
く
の
高
齢
者
が
利
用
し

て
い
る
が
、
購
入
時
の
二
万
円
は
と
て

も
厳
し
い
と
の
声
を
聴
く
。
金
額
の

分
割
や
一
部
負
担
で
購
入
し
や
す
く
な

る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

少
額
設
定
の
パ
ス
発
行
は
、
国

際
興
業
に
伝
え
る
。
利
用
者
増
に
繋

が
る
パ
ス
購
入
費
の
一
部
補
助
に
つ

い
て
は
、
路
線
バ
ス
の
有
無
に
係
ら

ず
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
も

視
野
に
入
れ
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

地
域
包
括
ケ
ア
の
体
制
づ
く
り

問

問問問

問 問 問

問問

税
を
払
っ
た
ら
生
活
保
護
世
帯
以
下
の

生
活
に
な
る
実
態
も
あ
り
、
こ
れ
以
上

の
値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
継
続
・
増
額
す

る
こ
と
。
収
入
の
な
い
十
八
歳
未
満
の

子
ど
も
の
均
等
割
り
を
な
く
す
な
ど
、

負
担
軽
減
の
手
立
て
を
尽
く
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

来
年
度
か
ら
の
税
率
改
正
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
税
と
の
差
異
、
加
入
者

の
負
担
、
市
の
財
政
等
、
総
合
的
に
考

え
適
切
に
対
応
し
た
い
。
子
育
て
世
帯

の
軽
減
は
引
き
続
き
国
に
要
望
す
る
。

収
方
式
に
よ
り
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

ト
ー
ベ・
ヤ
ン
ソ
ン
あ
け
ぼ
の
子

ど
も
の
森
公
園
駐
車
場
は
駐
車
料
金

を
徴
収
し
、
整
備
す
る
の
は
ど
う
か
。

　
　

有
効
な
方
法
。
状
況
を
み
て
検

討
し
た
い
。

　
　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
巡
回
バ
ス

の
運
行
で
都
市
回
廊
空
間
構
築
は
。

　
　

駐
車
場
不
足
を
改
善
す
る
方
法
と

し
て
非
常
に
有
効
な
提
案
と
考
え
る
。

　
　

老
朽
化
し
て
い
る
ホ
ッ
ケ
ー
場
、

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
は
。

　
　

計
画
的
に
進
め
て
参
り
た
い
。

は
新
た
な
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
が
、

総
合
事
業
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
同

時
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
ま
れ
て
く

る
。
こ
れ
ら
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

歩
い
て
通
え
る
範
囲
に
地
域
の

集
い
の
場
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
こ

れ
ま
で
に
立
ち
上
が
っ
た
集
い
の
場

は
既
に
二
十
八
カ
所
と
な
り
、
地
域

の
高
齢
者
サ
ー
ク
ル
や
高
齢
者
サ
ロ

ン
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
発
展

さ
せ
て
、
高
齢
者
の
役
割
づ
く
り
を

創
出
し
、
外
出
機
会
や
運
動
機
能
の

向
上
な
ど
が
期
待
で
き
る
。

答

答

答

　
　

観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
創
設
の
現
状
は
。

　
　

六
月
定
例
会
終
了
後
、
観
光
協
会

と
情
報
共
有
等
を
行
い
、
九
月
か
ら
協

会
役
員
が
中
心
と
な
り
検
討
会
を
立
上

げ
、
さ
ら
に
飯
能
観
光
の
状
況
を
知
る

大
手
旅
行
代
理
店
と
契
約
、
観
光
協
会

が
中
心
と
な
っ
た
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
創
設

に
向
け
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

　
　

観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
財
政
的
支
援
は
。

　
　

事
業
運
営
に
対
す
る
支
援
策
に
つ

い
て
協
会
と
連
絡
を
密
に
し
、国
等
の
補

助
金
獲
得
も
視
野
に
入
れ
研
究
す
る
。

　
　

乳
幼
児
健
診
時
、保
健
セ
ン
タ
ー

問問問

近
隣
駐
車
場
対
策
の
現
状
は
。

　
　

市
長
の
指
示
を
受
け
行
政
機
関
、

民
間
駐
車
場
の
検
討
を
行
っ
た
。結
果
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
東
側
の(

株)

西
武
ガ

ス
様
と「
土
地
一
時
使
用
賃
借
覚
書
」

（
健
診
実
施
日
に
駐
車
場
十
台
分
借

用
）を
七
月
二
十
五
日
に
締
結
し
た
。

対
象
者
へ
の
周
知
は
健
診
案
内
通
知

に
駐
車
場
の
利
用
案
内
を
同
封
し
て

い
る
。
当
日
は
、
健
康
づ
く
り
支
援
課

職
員
が
駐
車
場
入
口
に
て
対
応
す
る
。

満
車
時
は
市
役
所
駐
車
場
へ
誘
導
案

内
す
る
。

答

答答答答答

答 答 答
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飯能中央公民館建設中のクリーンセンター施設

豪
雨
災
害
に
つ
い
て

空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て

飯
能
中
央
公
民
館
建
設
に
つ
い
て

ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー
ク

　

地
域
Ｓ
Ｐ
Ｃ
で
ど
の
様
に
な
る
の
か

旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
に
あ
た
っ
て

　

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
の
徹
底
な
ど
求
め
る

新
井　
　

巧

滝
沢　
　

修

森
林
林
業
政
策
に
つ
い
て

新
焼
却
施
設
に
つ
い
て

内
田　

健
次

金
子　

敏
江

　
　

豪
雨
時
に
は
、「
防
災
無
線
は
役

に
立
た
な
い
」と
い
う
声
が
多
い
。
全

国
で
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
検
討
が
さ

れ
て
い
る
。
新
し
い
情
報
提
供
手
段

と
し
て
、
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

市
民
の
声
を
踏
ま
え
て
、
研
究

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

空
き
家
活
用
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
方
式

に
活
路
が
あ
る
と
思
う
。
優
良
な
西

川
材
も
あ
る
し
、
建
設
職
人
も
多
い
。

行
政
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
空
き

家
再
生
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
は
。

　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
国
が
大
手
六
社

を
保
護
し
続
け
て
き
た
た
め
に

二
〇
〇
四
年
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。
日

本
独
特
の
下
請
け
重
層
構
造
の
中
で

労
働
者
へ
の
被
害
が
今
で
も
続
い
て

い
る
。
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
新
施

設
が
稼
働
す
る
こ
と
に
お
け
る
旧
施

設
の
解
体
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
の
徹
底
、
労

働
者
の
健
康
管
理
、
地
域
住
民
へ
の
説

明
会
の
開
催
な
ど
を
求
め
る
が
。

　
　

旧
施
設
の
解
体
工
事
は
、
平
成

二
十
九・三
十
年
が
設
計
、
三
十
一・三 

　
　

林
業
再
生
の
仕
組
み
づ
く
り
は
。

　
　

山
や
木
の
良
さ
は
知
っ
て
い
る
。

山
の
荒
廃
は
、災
害
、鳥
獣
被
害
、花
粉

等
の
悪
影
響
が
あ
る
。
林
業
を
し
っ

か
り
と
再
生
す
る
と
い
う
思
い
で
、二

期
目
に
お
け
る
挑
戦
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
・
庁
内

ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
職
員
の
配
置
は
。

　
　

オ
ー
ル
飯
能
市
役
所
体
制
で
横

断
的
組
織
と
し
て
検
討
を
重
ね
て
い

る
。

　
　

西
川
広
域
森
林
組
合
経
営
改
善

の
進
捗
管
理
は
。

問問

問

問

問

問

問問

　
　

ご
自
身
で
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
い

と
い
う
方
も
多
い
。
西
川
材
振
興
の

立
場
か
ら
も
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　

飯
能
中
央
公
民
館
は
、
耐
震
化

未
実
施
で
、非
常
に
老
朽
化
し
て
い
る
。

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
配
慮
は
な
い

に
等
し
い
。
複
合
施
設
と
し
て
山
手

町
用
地
に
建
て
替
え
の
検
討
は
。

　
　

市
民
ニ
ー
ズ
や
文
教
ゾ
ー
ン
と
し

て
の
整
合
性
な
ど
を
踏
ま
え
た
議
論
と

と
も
に
、本
市
の
将
来
に
向
け
て
最
適

な
活
用
方
針
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

十
二
年
の
二
カ
年
で
解
体
工
事
を
お

こ
な
う
予
定
。
作
業
員
へ
の
健
康
被

害
の
防
止
の
徹
底
、
安
全
面
の
配
慮
、

周
辺
環
境
へ
の
配
慮
、
廃
棄
物
の
適

正
な
処
理
・
処
分
を
基
本
に
取
り
組

む
。
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
で

は
、
関
係
法
令
遵
守
で
取
り
組
む
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
箇
所

は
、
天
井
材
、
床
材
な
ど
の
内
装
材
、

配
管
を
覆
っ
て
い
る
断
熱
材
、
外
壁

の
塗
装
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
周
辺

住
民
へ
の
説
明
は
解
体
工
事
の
受
注

業
者
が
決
定
し
て
か
ら
と
考
え
る
。

　
　

組
合
経
営
が
着
実
に
改
善
さ
れ

る
よ
う
西
川
広
域
森
林
組
合
経
営
改

善
計
画
進
捗
管
理
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
職
員
を
三
名
削
減
し
、

四
名
と
し
た
。
県
の
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
組
合
の
経
営
改
革
の

支
援
を
全
力
で
行
う
。

　
　

新
焼
却
施
設
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
日

オ
ー
プ
ン
予
定
。
余
熱
発
電
及
び
太

陽
光
発
電
で
場
内
消
費
電
力
を
抑
制

す
る
。
消
費
電
力
の
半
分
を
賄
い
た

い
。
発
電
効
率
ア
ッ
プ
に
は
生
ご
み

の
水
分
減
を
お
願
い
し
た
い
。

答 答

答答

答 答

答

　
　

宮
沢
湖
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
メ
ッ

ツ
ァ
に
建
設
す
る
二
つ
の
施
設
の
う
ち

ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー
ク
は
、
特
別
目

的
会
社（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）を
創
設
し
て
事
業
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。
ど
の
様
な
手
法

で
進
め
る
の
か
。

　
　

Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー

パ
ー
ク
の
土
地
・
建
物
を
保
有
し
、

開
発
資
金
調
達
の
た
め
設
立
さ
れ
た

も
の
で
、
株
式
会
社
ム
ー
ミ
ン
物
語

の
ほ
か
、
市
内
三
社
の
企
業
が
出
資

し
金
融
機
関
の
融
資
を
受
け
て
事
業

を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

問

問問
　
　

市
が
メ
ッ
ツ
ァ
へ
財
政
負
担
を
負

う
と
の
事
だ
が
ど
う
な
の
か
。

　
　

ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー
ク
は
地

域
の
資
金
で
開
発
さ
れ
、
地
域
の
宝

と
な
る
。
ム
ー
ミ
ン
基
金
を
財
源
と

し
て
考
え
て
い
る
。

　
　

基
金
を
私
募
の
証
券
で
運
用
、

投
資
す
る
事
に
な
る
。
リ
ス
ク
も
あ

り
、
投
資
が
元
本
割
れ
、
棄
損
す
る

可
能
性
も
あ
り
、
地
方
自
治
法
施
行

令
等
に
抵
触
し
な
い
か
。

　
　

法
律
上
の
禁
止
規
定
は
な
く
、

公
益
性
の
判
断
の
も
と
に
行
う
。

答答

答答
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②�「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に

関
す
る
意
見
書
採
択
」に
関
す

る
陳
情
に
つ
い
て

③�

地
球
で
生
き
続
け
る
為
の
地
球

社
会
建
設
希
望
決
議
を
、
今
、

し
て
頂
き
た
い
陳
情
書

　

�「
全
国
森
林
環
境
税
」の
創
設
に

関
す
る
意
見
書

提
出
者

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員
連
盟

�

会
長
　
板
垣
　
一
徳

提
出
者

�

荒
木
　
　
實

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、

議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ
提
出
し

た
も
の
。

　

我
が
国
の
地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
い
て
は
、
二
〇
二
十
年
度
及
び

二
〇
二
〇
年
以
降
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
が
国
際
的
に
約
束
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
は
、

と
り
わ
け
森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
森
林
が
多
く
所

在
す
る
山
村
地
域
の
市
町
村
に
お
い

て
は
、
木
材
価
格
の
低
迷
や
林
業
従

事
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
に
加

え
、
急
速
な
人
口
減
少
な
ど
、
厳
し

い
情
勢
に
あ
る
ほ
か
、
市
町
村
が
、

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
担
い
手
の
育

成
等
山
村
対
策
に
主
体
的
に
取
り
組

む
た
め
の
恒
久
的
・
安
定
的
な
財
源

が
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
・
与
党
は
、

『
平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
大
綱
』

に
お
い
て
、「
市
町
村
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
す
る
森
林
整
備
等
に
必
要

な
財
源
に
充
て
る
た
め
、
個
人
住
民

税
均
等
割
の
枠
組
み
の
活
用
を
含
め

都
市
・
地
方
を
通
じ
て
国
民
に
等
し

く
負
担
を
求
め
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
森
林
環
境
税（
仮
称
）の
創
設
に
向

け
て
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
具
体
的
な
仕
組
み
等

に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
、
平
成

三
十
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
結
論

を
得
る
」と
の
方
針
を
示
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
、
山
村
地
域
の
市
町
村

に
よ
る
森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進
や

安
定
し
た
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
の

取
組
み
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
み

な
ら
ず
、
国
土
の
保
全
や
地
方
創
生

等
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
市
町
村
の
財
源
の
強
化
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
下

記
の
制
度
創
設
に
つ
い
て
実
現
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

　

平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
大
綱

に
お
い
て
、「
市
町
村
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
す
る
森
林
整
備
等
に
必
要
な

財
源
に
充
て
る
た
め
、
個
人
住
民
税

均
等
割
の
枠
組
み
の
活
用
を
含
め
都

市
・
地
方
を
通
じ
て
国
民
に
等
し
く

負
担
を
求
め
る
こ
と
を
基
本
と
す
る

森
林
環
境
税（
仮
称
）の
創
設
」に
関

し
、「
平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
結
論
を
得
る
」と
明
記
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の

抜
本
的
強
化
を
は
か
る
た
め
の「
全
国

森
林
環
境
税
」の
早
期
導
入
を
強
く

求
め
る
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

環
境
大
臣
あ
て

　

議
会
に
お
け
る
議
員
の
発
言
は
、

他
か
ら
制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く
自

由
に
な
し
得
る
と
い
う
発
言
自
由
の

原
則
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、そ
れ
は
自
由
だ
か
ら
何
を
言
っ

て
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と

考
え
る
。
議
会
で
の
発
言
で
は
な
い

が
、
地
方
自
治
法
第
百
三
十
二
条
で

禁
止
さ
れ
て
い
る
無
礼
な
言
葉
を
使

用
し
た
り
、
他
人
の
私
生
活
に
わ
た

る
言
論
を
す
る
な
ど
、
議
会
の
品
位

を
傷
つ
け
、
議
会
の
秩
序
を
乱
す
よ

う
な
発
言
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
あ
る
。 

　

今
回
、
坂
井
議
員
が
起
こ
し
た
行

動
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
に
関
し
連
絡
を

受
け
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
暴
挙
と

も
い
え
る
行
動
を
と
っ
た
こ
と
で
あ

る
。 

　

そ
の
内
容
は
、
職
員
に
対
し
懲
戒

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ

れ
に
関
わ
っ
た
議
員
に
対
し
て
も
懲

罰
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
件
で
は
、
議
会
の
代
表
で
も
あ
る

議
長
の
声
に
一
切
耳
を
貸
さ
ず
、
問

答
無
用
な
や
り
方
を
行
っ
た
こ
と
は

絶
対
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

議
員
と
し
て
の
モ
ラ
ル
が
欠
落
し
て

い
る
も
の
と
し
か
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
。 

　

ま
た
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
八

月
十
六
日
の
代
表
者
会
議
の
席
で
、

議
長
か
ら「
他
に
口
外
し
な
い
約
束
」

の
も
と
開
催
さ
れ
、
協
議
の
結
果
、

議
長
、
坂
井
議
員
納
得
の
上
、
一
件

落
着
し
た
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、

八
月
二
十
三
日
、
坂
井
議
員
は
、
自

身
の
ブ
ロ
グ
に「
特
に
口
外
し
て
は

な
ら
な
い
職
員
に
対
す
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
も
触
れ
る
内
容
」等
を
堂
々
と

ア
ッ
プ
発
信
し
、
さ
ら
に
混
乱
を
招

い
た
。 

　

ル
ー
ル
を
守
ら
ず
自
分
だ
け
が
正

し
い
。
他
人
の
意
見
に
耳
を
貸
さ
な

い
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
も
守

ら
ず
公
表
す
る
行
為
。
今
回
の
坂
井

議
員
の
行
為
は
、
冒
頭
に
も
述
べ
た

議
会
の
品
位
を
著
し
く
傷
つ
け
る
も

の
で
あ
り
、
議
会
を
混
乱
さ
せ
る
や

り
方
は
、
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。 

　

よ
っ
て
、
坂
井
議
員
に
対
し
、
猛

省
を
促
す
と
と
も
に
、
今
後
、
議
会

の
秩
序
を
乱
す
よ
う
な
発
言
等
を
慎

む
よ
う
強
く
問
う
も
の
で
あ
る
。 

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

我
々
飯
能
市
議
会
議
員
は
、
議
員

と
し
て
市
民
か
ら
負
託
を
受
け
た
立

場
と
職
責
を
十
分
に
認
識
し
、
法
令
、

条
例
等
を
遵
守
し
、
良
識
を
も
っ
て

市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
九
月
定

例
会
第
六
日
目
に
お
い
て
坂
井
議
員

に
対
し
て
、
猛
省
を
う
な
が
す
問
責

決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で

の
可
決
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
件
で
、
坂
井
議
員
は
議
場
に

お
い
て
謝
罪
も
行
い
、
猛
省
さ
れ
た

陳
情

意
見
書

市
民
か
ら

市
議
会
へ
提
出

市
議
会
か
ら

国
等
へ
提
出

坂
井
悦
子
議
員
に
対
す
る
問
責

決
議

坂
井
悦
子
議
員
に
対
す
る
議
員
辞

職
勧
告
決
議

決　
　

議
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も
の
と
我
々
は
判
断
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
終
日
に
お
い

て
、
反
対
討
論
の
内
容
を
許
可
な
く

本
会
議
発
言
を
前
に
し
、
本
人
の
ブ

ロ
グ
上
で
の
不
特
定
多
数
に
発
信
し

た
行
為
、
ま
た
反
対
討
論
等
に
対
し
、

度
重
な
る
休
憩
を
生
じ
た
こ
と
、
さ

ら
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
名
前

を
引
用
し
た
憲
法
違
反
も
疑
わ
れ
る

行
為
は
、
市
議
会
と
し
て
も
看
過
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
上
の
事
等
度
重
な
る
坂
井
議
員

　

犬
山
市
議
会
で
は「
犬
山
市
議
会

基
本
条
例
」に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
く
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
よ

り「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」を
開
催
。

の
言
動
は
議
員
と
し
て
の
見
識
、
資

質
を
疑
う
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、

議
会
運
営
に
お
い
て
混
乱
を
招
い
た

の
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

　

坂
井
議
員
本
人
に
対
し
、
今
議
会

に
て
猛
省
を
促
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
向
に
反
省
の
色
が
な
い
も
の

と
考
え
、
坂
井
悦
子
議
員
に
対
す
る

議
員
辞
職
勧
告
決
議
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
平
成
二
十 

九
年
一
月
十
四
日
に
総
務
委
員
会
、

民
生
文
教
委
員
会
、
建
設
経
済
委
員

会
の
各
委
員
会
が
、
共
通
の
テ
ー
マ

と
し
て「
ど
ん
な
ま
ち
！
こ
ん
な
ま

ち
！
犬
山
」、
委
員
会
の
テ
ー
マ
に
総

務
委
員
会
が「
ど
う
な
る
？
ど
う
す

る
？
駅
周
辺
」、
民
生
文
教
委
員
会
が

「
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
」、
建
設
経

済
委
員
会
が「
ど
う
な
る
？
ど
う
す

る
？
ゴ
ミ
問
題
」を
設
定
し
、
意
見
交

換
会
を
開
催
。
参
加
人
数
は
四
十
五

名
に
留
ま
っ
た
た
め
、
平
成
二
十
九

年
度
の
開
催
に
向
け
て
検
討
を
進
め

て
い
る
状
況
。

　

可
児
市
議
会
は
、
早
稲
田
大
学
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所「
議
会
改
革
度
調

査
二
〇
一
六
」ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
も

十
二
位
に
位
置
す
る
議
会
で
あ
る
。
議

会
の
活
性
化
や
改
革
に
常
に
前
向
き

に
取
り
組
み
、
市
議
会
だ
よ
り
に
つ
い

て
も
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
フ
ル
カ

ラ
ー
化
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
は
名

前
も「
議
会
の
ト
ビ
ラ
」へ
変
更
。

　

ま
た
、
紙
媒
体
の
議
会
だ
よ
り「
議

会
の
ト
ビ
ラ
」だ
け
で
は
な
く
、「
Ｗ
Ｅ

Ｂ
版
議
会
の
ト
ビ
ラ
」は
可
児
市
議
会

の
紹
介
や
議
事
の
掲
載
内
容
も
見
や
す

く
充
実
し
て
い
る
。

愛
知
県
犬
山
市
議
会（
七
月
二
十
七
日
）

市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

岐
阜
県
可
児
市
議
会（
七
月
二
十
八
日
）

議
会
だ
よ
り
等
に
つ
い
て

先
進
事
例
の
調
査
視
察

◆飯能市の先進事例を視察に来られました◆
市町村議会行政視察受入一覧

平成29年7月4日～平成２９年10月1日

月　　日 市町村議会名 人数 視察内容

７月 ５ 日（水） 山口県山口市議会
議会運営委員会 13 ・タブレット端末の導入

７月１１日（火） 長崎県佐世保市議会
会派　市民クラブ 4 ・タブレット端末の導入

７月１3日（木） 愛知県蒲郡市議会
議会運営委員会 8 ・タブレット端末の導入及び活用

・予算決算の審査方法、委員会運営

７月１８日（火） 兵庫県宝塚市議会
産業建設常任委員会 8 ・農のある暮らし

 「飯能住まい」制度

７月１９日（水） 富山県高岡市議会
総務文教委員会 9 ・タブレット端末の導入

７月２０日（木） 埼玉県狭山市議会
総務経済常任委員会 9 ・仕事と育児が両立できる

  働きやすい職場づくり

７月２５日（火） 愛知県津島市議会
総務常任委員会 9 ・タブレット端末導入による

  ペーパレス化

７月２６日（水）
富山県砺波市議会
会派　自由民主党砺波市 
議会議員会

12
・タブレット端末の導入
・議会改革の取組
・議会基本条例の制定

７月３１日（月） 長崎県佐世保市
総務課職員 3 ・タブレット端末を導入した

  議会運営

８月 １ 日（火） 兵庫県加西市議会
会派　２１政会 7 ・シティプロモーション事業

（広報関係）

８月 ２ 日（水） 高知県高知市議会
会派　新こうち未来 5 ・エコツーリズムの取り組み

８月 ３ 日（木） 埼玉県白岡市議会
議会ＩＴ推進化委員会 7 ・議会ＩＴ推進

８月１８日（金）

埼玉県熊谷市、深谷市、
秩父市、上里町、神川
町、横瀬町議会
会派　公明党

10 ・飯能市聴覚障害者支援事業
（タブレット端末を使った窓口支援）

８月２３日（水） 宮崎県串間市議会
産業建設常任委員会 7 ・エコツーリズム推進全体構想

  認定後の取組・展開

▪
広
報
委
員
会

インターネット録画映像配信
「市政に対する一般質問」

　今まではパソコン端末においてのみ視聴可能であった
「市政に対する一般質問」のインターネット録画映像配信
を、平成２９年度からスマートホン、タブレット端末に
おいても視聴することができるようになりました。より
便利にご利用いただけるようになりましたので、ぜひ一
度お試しください。
　また、併せてパソコン端末での視聴において、
Windows Media Player以外のメディアプレイヤーソフ
トにも対応いたしました。

スマートホン、タブレット端末での
　　　　　　　視聴が可能になりました
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市議会案内板
HANNO

五地区合同防災避難訓練

審議の日程
９月定例会

 1日 開会、市長提出議案の上程・提案理由説明
 6日 議案質疑、議案の委員会付託
  議員提出議案の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決
 8日 常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
 11日 常任委員会（厚生文教・経済建設）
 12日 常任委員会（厚生文教・経済建設）
 14日 一般質問
 15日 一般質問
 19日 一般質問
 26日 委員長報告・質疑・討論・採決
   市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
  議員提出議案の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決
  閉会

議会日誌
７月

 3日 飯能市議会広報委員会
 18日 埼玉県都市競艇組合議会臨時会
 28日 埼玉西部消防組合議会定例会

８月
 16日 代表者会議
 17日 広域飯能斎場組合議会定例会
 22日 全員協議会
 29日 議会運営委員会、代表者会議　

９月
 1日 ９月定例会開会（９月26日まで）
  飯能市議会広報委員会

10月
 2日 飯能市議会広報委員会

議会事務局またはホームページで
TEL 042ｰ973ｰ2686
https://www.city.hanno.lg.jp

会期日程等は11月21日頃内定します。

９月定例会では延べ161名の方が傍聴されました。

次回の12月定例会は
11月24日開会予定です。

議会を傍聴しませんか

＊編集を終えて＊
　災害はどのような形で起きるか分かりません。災害に起因し
た様々な事象に対応するため、日頃から訓練をしておくことは
大変重要であります。今年も市内各所で防災訓練が行われ、参
加者は真剣に取り組んでいました。
　あらゆる災害に対し、常に備えが必要であります。被害を最
小限に抑えるには、その時自分はどのように行動したら良いの
かなど、普段から防災に対する心構えが大切です。
　そして、いざという時のために、家族・隣近所の方との日頃
のコミュニケーションも大変重要です。
　まず、自分の身の安全を！そして、周りの人たちとの助け合
いを！

（新井　重治）

戸田競艇場開催日

お問い合わせ先
埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています）

11/16～11/19、12/2～12/5、12/28～12/31

広報委員　（◎委員長　○副委員長）
◎滝沢　　修　　○坂井　悦子　　新井　重治
　関田　直子　　　平沼　　弘　　松橋　律子

お問い合わせは

☆テレビ放映しています
　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で一般質問の様
子を録画放映しています。また、議会事務局（市役所本庁舎
４階）では、番組を録画したＤＶＤの貸出しを行っておりま
す。
☆ライブ中継しています

　市役所本庁舎１階ロビーにおいて、一般質問の様子をラ
イブ中継しています。

◆ 一般質問 ◆
☆インターネットで視聴できます

飯能市議会録画 クリック
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